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雲
棲
袾
宏
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

野

口

善

敬

は

じ

め

に

　

日
本
禅
門
に
お
け
る
袾
宏
の
評
価
を
決
定
的
に
し
た
の
は
白
隠
慧
鶴
で
あ
ろ
う
。

　

白
隠
は
そ
の
修
行
時
代
に
袾
宏
の
著
で
あ
る
『
禅
関
策
進
』
に
啓
発
さ
れ
、
「
彼

〔
カ
〕

の
『
〔
禅
関
〕
策
進
』
を
乞
ひ
求
め
て
、
昼

夜
に
身
を
放
た
ず
。
行
く
時
は
捲

〔
マ
〕

ひ
て
懐

フ
ト
コ

ろ
に
す
」
（
『
八
重
葎
』
巻
之
三
・
策
進
幼
稚
物
語
、
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
七
冊
・

p
.
1
4
0

）
と
言
い
、
「
一
片
に
『
禅
関
策
進
』
を
師
と
し
て
、
工
夫
怠
る
事
な
し
」
（
同
上
・p

.
1
4
4

）
と
述
べ
る
。
同
様
の
事

柄
は
『
壁
生
草
』
巻
上
（
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
・p

.
1
6
2
､
1
6
8
､
2
1
0

）

に
も
見
え
、
『
禅
関
策
進
』
の
中
で
も
特

に
「
諸
祖
苦
功
節
略
第
二
」
に
見
え
る
慈
明
（
石
霜
楚
円
）
の
「
引
錐
自
刺
（
錐
で
自
ら
を
刺
し
て
奮
い
立
た
せ
て
夜
坐
し
た
）
」

（T
4
8

・1
1
0
5
b

）
の
話
に
影
響
を
受
け
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
禅
関
策
進
』
を
提
唱
に
用
い
た
こ
と
が
白
隠
自
身

の
口
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
（
『
壁
生
草
』
巻
下
（
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
三
冊
・p

.
2
6
9

）
。

　

し
か
し
、
白
隠
が
袾
宏
に
つ
い
て
プ
ラ
ス
の
評
価
し
た
の
は
、
『
禅
関
策
進
』
の
一
書
の
存
在
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
り
、
白

隠
は
「
雲
棲
の
一
生
涯
の
文ち

よ
さ
く字

の
中
で
、
こ
の
書
物
だ
け
が
吾
が
禅
宗
の
補た

す

け
と
な
る
（
雲
棲
一
生
之
文
字
、
但
此
書
有
補
吾

宗
）
」
（
東
嶺
円
慈
撰
・
重
刻
禅
関
策
進
後
序
・T

4
8

・1
1
0
9
b

）
と
言
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
袾
宏
そ
の
人
に
対
し
て
は
、
非
常
に

1
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手
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
　

流ツ
タ

ヘ
テ
大

〔
ダ
イ
〕

 

明ミ
ン

ノ
末
ニ
至
ツ
テ
、
雲

〔
ウ
ン
〕

 

棲セ
イ

ノ
殊シ

ユ

（
＝
マ
マ
）
宏

ク
ハ
ウ

ナ
ル
者
ア
リ
。
参

〔
サ
ン

玄ゲ
ン
〕

  

力
〔
チ
カ
〕ラ

足
ラ
ズ
、
見
道
眼

〔
マ
ナ
コ
〕

  

暗ク
ラ

フ
シ
テ
、
進

ム
ニ
寂

〔
ジ
ャ
ク 

滅メ
ツ
〕ノ

楽
ミ
ナ
ク
、
退

〔
ヒ
〕

ク
ニ
生

〔
シ
ョ
ウ死ジ
〕ノ

恐
レ
ア
リ
。
悲

〔
ヒ

嘆
タ
ン
〕

押
サ
ヘ
難
ク
、
終ツ

ヒ

ニ
遠ヲ

ン 

公
〔
コ
ウ
〕（

＝
廬
山
慧
遠
）
蓮

〔
レ
ン

社シ
ヤ
〕ノ

遺イ

韻ヰ
ン

ヲ
慕シ

タ

ツ
テ
、
祖

〔
ソ

庭
テ
イ
〕

孤
〔
コ

危キ
〕

ノ
真

〔
シ
ン

修シ
ユ
〕ヲ

捨
テ
、
自
ラ
蓮

〔
レ
ン

池チ

大ダ
イ

師シ
〕

ト
称
シ
テ
、
『
弥

〔
ミ

陀ダ
〕

経
』
ノ
疏シ

ヨ  

鈔
〔
シ
ヨ
ウ
〕ヲ

造ツ
ク

リ
、
大

〔
オ
オ
〕
ヒニ

主
張
シ
テ

後コ
ウ 

学
〔
ガ
ク
〕ヲ

引
ク
。
（
『
遠
羅
天
釜
』
続
集
、
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
・p

.
4
9
6

）

　

白
隠
の
袾
宏
へ
の
批
判
は
、
「
名
ハ
禅
門
ニ
在
ツ
テ
、
内
ニ
ハ
専
ラ
称

〔
シ
ヨ
ウ
ミ
ヨ
ウ
ネ
ン
ブ
ツ
〕

名
念
仏
シ
テ
、
浄

〔
ジ
ヨ
ウ
セ
ツ
〕

刹
ノ
往
生
ヲ
願
フ
」
（
『
於
仁
安
佐

美
』
巻
之
上
、
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
二
冊
・p

.
1
2
1

）
と
い
う
様
に
、
禅
僧
で
あ
り
な
が
ら
浄
土
へ
傾
倒
し
、
禅
浄
一
致
を
唱

道
し
、
双
修
し
た
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
日
本
の
仏
教
が
お
し
な
べ
て
袾
宏
に
批
判
的
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
同
じ
日
本
禅
宗

で
も
洞
門
の
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
〜
一
七
六
九
）
は
袾
宏
を
「
晩
明
の
秀
英
」
（
『
建
康
面
山
和
尚
普
説
』
・T

8
2

・7
2
7
c

）
と
高
く

評
価
し
て
い
る
。

　

袾
宏
は
「
禅
と
浄
土
と
い
う
二
つ
の
道
筋
を
、
一
つ
に
束
ね
た
（
将
禅
浄
二
途
、
縛
作
一
束
）
」
（
『
無
異
元
来
禅
師
広
録
』
巻
八
・

茶
話
・Z

1
2
5

・8
9
b

）
わ
け
だ
が
、
そ
の
禅
浄
一
致
論
に
つ
い
て
は
、
先
に
拙
論
（
「
禅
浄
一
致
に
関
す
る
一
考
察
」
、
『
元
代
禅
宗
史

研
究
』
禅
文
化
研
究
所
・
二
〇
〇
五
所
収
）
で
言
及
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
重
言
し
な
い
。
そ
も
そ
も
袾
宏
は
「
儒
者
で
あ
り
な

が
ら
逃
禅
し
た
人
物
だ
（
沈
子
蓋
儒
而
逃
禅
者
也
）
」
（
『
龍
渓
先
生
全
集
』
巻
七
・
興
浦
庵
会
語
、
和
刻
本
・3

3
b

）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

儒
教
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
禅
の
み
な
ら
ず
律
・
華
厳
・
浄
土
に
跨
っ
た
広
大
な
思
想
を
構
築
し
、
宗
教
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
彼
を
禅
僧
と
し
て
の
み
評
価
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る
こ
と
は
、
荒
木
見
悟
博
士
の
『
雲
棲
袾
宏
の

研
究
』
（
大
蔵
出
版
社
・
一
九
八
五
）
を
見
て
も
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

2



　

し
か
し
、
禅
僧
と
し
て
の
袾
宏
の
姿
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
従
来
正
確
に
は
語
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
斯
論
で
は
、
そ
の
悟
道
因
縁
を
中
心
に
し
て
、
禅
僧
と
し
て
の
彼
の
姿
を
確
認
し
、
併
せ
て
他
宗
の
祖
師
と
し
て
の
評

価
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
袾
宏
の
参
禅
の
師

　

僧
伝
の
類
の
う
ち
、
明
末
の
崇
禎
十
四
年
辛
巳
（
一
六
四
一
）
序
刊
で
あ
る
汰
如
明
河
（
一
五
八
八
〜
一
六
四
〇
）
撰
『
補
続

高
僧
伝
』
は
袾
宏
を
教
学
の
僧
と
し
て
「
義
解
篇
第
二
」
（Z

1
3
4

・5
5
c

）
に
列
ね
、
民
国
十
二
年
癸
亥
（
一
九
二
三
）
序
刊
の

『
新
続
高
僧
伝
四
集
』
は
袾
宏
を
「
浄
土
を
帰
趨
と
し
た
（
以
浄
為
帰
）
」
（
義
例
・1

a

）
浄
土
の
僧
と
し
て
「
浄
続
篇
第
八
」
に

入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
扱
い
は
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
の
名
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
禅
僧
と
し
て

扱
わ
れ
て
お
り
、
『
五
燈
会
元
続
略
』
『
五
燈
厳
統
』
『
続
燈
正
統
』
『
五
燈
全
書
』
と
い
っ
た
数
多
く
の
禅
宗
の
燈
史
類
に
名
前

が
見
え
て
い
る
。
た
だ
問
題
は
、
そ
の
法
系
が
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
、
す
べ
て
「
未
詳
法
嗣
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
様
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

袾
宏
は
、
嘉
靖
四
十
五
年
丙
寅
（
一
五
六
六
）
三
十
二
歳
の
年
に
出
家
し
て
か
ら
、
隆
慶
五
年
辛
未
（
一
五
七
一
）
三
十
七
歳

の
時
に
雲
棲
に
入
山
す
る
ま
で
の
五
年
間
、
「
一
個
の
瓢
箪
と
一
本
の
杖
だ
け
を
も
っ
て
各
地
を
め
ぐ
り
、
あ
ま
ね
く
高
僧
に

参
学
し
た
（
単
瓢
隻
杖
遊
諸
方
、
徧
参
知
識
）
」
（
憨
山
徳
清
撰
・
古
雲
棲
蓮
池
大
師
塔
銘
、
雲
棲
法
彙
本
・3

a

）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

参
じ
た
僧
侶
と
し
て
具
体
的
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
京
師
に
い
た
徧
融
真
円
と
、
同
じ
く
京
師
に
い
た
笑
巌
徳
宝

の
二
人
だ
け
で
あ
る
。

3
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徧
融
真
円
（
一
五
〇
三
〜
一
五
八
四
）
は
、
燕
京
の
大
千
仏
寺
に
住
し
た
僧
侶
で
、
字
は
大
方
、
号
は
徧
融
も
し
く
は
辨
融

（
辯
融
）
と
さ
れ
る
。
但
し
、
彼
の
所
属
す
る
宗
派
に
つ
い
て
は
、
袾
宏
同
様
、
見
方
が
分
か
れ
て
い
る
。
清
初
に
丈
雪
通
酔

（
一
六
一
〇
〜
一
六
九
五
）
が
編
集
し
た
『
錦
江
禅
燈
』
巻
九
（Z

1
4
5

・3
0
7
b

）
は
彼
を
臨
済
宗
の
不
二
真
際
（
無
見
先
覩
の
九
伝

の
法
孫
）
の
法
嗣
だ
と
す
る
が
、
別
菴
性
統
（
一
六
六
一
〜
一
七
一
七
）
の
『
続
燈
正
統
』
巻
四
一
（Z

1
4
4

・4
8
7
a

）
や
霽
崙
超

永
（
生
卒
年
未
詳
）
の
『
五
燈
全
書
』
巻
一
二
〇
補
遺
（Z
1
4
2

・1
0
5
a

）
は
禅
僧
と
し
て
認
め
な
が
ら
も
「
未
詳
法
嗣
」
だ
と

し
て
い
る
。
一
方
、
袾
宏
を
教
学
の
僧
と
し
て
い
る
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
五
は
彼
を
袾
宏
同
様
「
義
解
篇
第
二
」
（Z

1
3
4

・5
4
b

）

に
収
載
し
て
お
り
教
学
僧
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
袾
宏
と
徧
融
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
袾
宏
の
資
料
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

　
　

私
は
出
家
し
た
後
に
、
至
る
と
こ
ろ
を
〔
仏
道
を
求
め
て
〕
参お

と

ず訪
れ
た
。
当
時
、
徧
融
師
の
門

ど
う
じ
よ
う

庭
が
大
い
に
振
る
っ
て

い
た
。
私
は
京
師
に
行
っ
て
〔
そ
の
門
を
〕
叩
き
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
何
度
も
〔
教
示
し
て
く
れ
る
よ
う
〕
お
願
い
し
た
。

〔
徧
融
〕
師
は
言
わ
れ
た
、
「
お
ま
え
は
本
分
を
守
り
な
さ
い
。
名
利
を
追
い
求
め
た
り
、
〔
高
位
高
官
に
〕
攀す

が縁
っ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
因
果
に
明
ら
か
で
、
一
心
に
念
仏
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
」
と
。
私
が
教
示
を
う
け
て
〔
部
屋
か
ら
〕
出

る
と
、
一
緒
に
行
っ
て
い
た
者
た
ち
が
大
笑
い
し
て
、
「
〔
自
分
た
ち
で
も
〕
説
け
な
い
言
葉
で
は
な
い
し
、
わ
ざ
わ
ざ

遠
く
千
里
の
か
な
た
か
ら
や
っ
て
来
た
の
に
、
『
何
の
高
妙
な
と
こ
ろ
も
な
く
、
も
と
も
と
一
円
の
値
打
ち
も
な
い
』
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
」
と
の
意
見
だ
っ
た
。
私
は
言
っ
た
、
「
こ
こ
に
こ
そ
彼
の
良
い
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

私
た
ち
は
〔
徧
融
師
の
こ
と
を
〕
仰
ぎ
慕
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
が
、
彼
は
玄
妙
な
こ
と
を
説
い

て
我
々
を
圧
倒
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
誠
実
に
自
分
が
体
認
し
た
身
近
で
綿
密
着
実
な
工

し
ゆ
ぎ
よ
う

夫
を
丁
寧
に
開
示
し
て
く
れ
た

の
だ
。
だ
か
ら
、
こ
れ
が
彼
の
良
い
点
な
の
だ
」
と
。
私
は
今
に
至
る
ま
で
〔
そ
の
教
え
を
〕
着
実
に
遵
守
し
、
捨
て

去
っ
た
こ
と
は
な
い
。
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我
出
家
後
、
到
処
参
訪
。
時
徧
融
師
門
庭
大
振
。
予
至
京
師
叩
之
、
膝
行
再
請
。
師
曰
、
你
可
守
本
分
。
不
要
去
貪
名
逐
利
。
不
要

去
攀
縁
。
只
要
因
果
分
明
、
一
心
念
仏
。
予
受
教
出
。
同
行
者
大
笑
、
以
為
這
幾
句
話
那
箇
説
不
出
。
千
里
遠
来
、
只
道
有
甚
高
妙

処
、
原
来
不
値
半
文
。
予
曰
、
這
箇
正
見
他
好
処
。
我
們
渇
仰
企
慕
、
遠
来
到
此
。
他
卻
不
説
玄
説
妙
凌
駕
我
們
。
只
老
老
実
実
、

把
自
家
体
認
過
切
近
精
実
的
工
夫
、
叮
嚀
開
示
。
故
此
是
他
好
処
。
我
至
今
、
著
実
遵
守
、
不
曾
放
失
。
（
『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
巻

三
・
警
策
八
条
②
・6

5
b
~
6
6
a

）

　

徧
融
か
ら
袾
宏
は
「
一
心
念
仏
」
と
の
教
示
を
受
け
た
だ
け
で
あ
り
、
禅
の
接
化
を
受
け
た
事
実
は
見
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
『
竹
窓
二
筆
』
の
「
辯
融
」
条
（
第
六
一
節
・3

3
a
~
b

）
に
こ
の
資
料
と
似
通
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で

は
、
徧
融
の
所
へ
の
訪
問
は
単
独
で
は
な
く
二
十
余
名
の
同
輩
と
一
緒
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
徧
融
か

ら
教
示
を
受
け
た
「
一
心
念
仏
」
の
部
分
が
落
ち
て
い
る
。
た
だ
、
徧
融
の
こ
と
を
「
ま
さ
し
く
真ほ

ん
も
の実

の
禅ぜ

ん

和な

だ
（
正
真
実
禅

和
）
」
（3

3
b

）
と
禅
僧
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
徧
融
が
禅
的
機
鋒
に
富
ん
だ
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
袁
宏
道
（
一
五
六
八
〜

一
六
一
〇
）
が
、
「
高
僧
徧
融
は
、
…
毎つ

ね

に
一
棒
を
横
た
え
て
〔
獅
子
〕
巌
の
入
り
口
に
坐
し
、
行
脚
〔
の
僧
〕
が
や
っ
て
来
る

と
、
棒
で
追
い
出
し
、
つ
い
に
そ
の
機
〔
鋒
〕
に
酬こ

た

え
る
者
は
い
な
か
っ
た
（
高
僧
徧
融
、
…
毎
横
一
棒
、
坐
巌
口
、
行
脚
来
則
棒

出
之
、
竟
無
酬
其
機
者
）
」
（
『
袁
宏
道
集
箋
校
』
巻
三
七
・
由
捨
身
巌
至
文
殊
獅
子
巌
記
・p

.
1
1
4
1

）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
る
。
と
も
あ
れ
、
袾
宏
が
徧
融
と
禅
宗
の
法
系
上
に
お
い
て
何
ら
繋
が
り
が
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

一
方
、
京
師
で
袾
宏
が
参
じ
た
今
一
人
の
僧
侶
で
あ
る
笑
巌
徳
宝
（
一
五
一
二
〜
一
五
八
一
）
は
、
臨
済
宗
虎
丘
派
の
流
れ
を

汲
む
禅
匠
で
、
そ
の
門
下
は
明
末
以
後
の
臨
済
禅
の
主
流
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
に
黄
檗
宗
を
伝
え
た
隠
元
隆
琦
も

そ
の
法
系
に
連
な
る
。

　

袾
宏
自
身
が
笑
巌
の
門
下
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
笑
巌
の
法
嗣
で
あ
る
幻
有
正
伝
（
一
五
四
九
〜

雲棲袾宏の評価をめぐって
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一
六
一
四
）
を
「
幻
有
兄
」
と
呼
び
（
『
幻
有
禅
師
語
録
』
巻
三
序
・3

a

、c
f
.

『
山
房
雑
録
』
巻
一
・2

4
b

）
、
幻
有
に
対
し
て
自
ら

「
法
弟
」
（
同
前
）
と
か
、
「
同
参
弟
」
（
『
幻
有
禅
師
語
録
』
巻
一
二
・
附
雲
棲
大
師
書
・2

8
a
~
b

）
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
に
知
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
参
禅
し
た
期
間
は
、
か
な
り
短
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
「
ま
も
な
く
病
気
の
た
め
に
兵
糧
の
舶ふ

ね

に

便
乗
し
て
南
へ
と
還
っ
た
（
無
何
、
予
以
病
附
餉
舶
南
還
）
」
（
『
幻
有
禅
師
語
録
』
巻
三
序
・3

a

、
『
山
房
雑
録
』
巻
一
・2

4
b

）
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
も
、
袾
宏
自
身
、
笑
巌
に
参
じ
た
事
実
は
述
べ
る
も
の
の
、
肝
心
な
笑
巌
と
の
問
答
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、

彼
の
直
接
資
料
の
中
に
は
何
も
書
き
残
さ
れ
て
い
な
い
。

二
、
悟

道

の

偈

　

袾
宏
の
伝
記
を
知
る
基
本
資
料
に
、
『
雲
棲
法
彙
』
の
末
尾
に
附
録
さ
れ
た
憨
山
徳
清
撰
「
古
雲
棲
蓮
池
大
師
塔
銘
」
、
呉
応

賓
撰
「
蓮
宗
八
祖
杭
州
古
雲
棲
寺
中
興
尊
宿
蓮
池
大
師
塔
銘
并
序
」
、
弟
子
広
潤
撰
「
雲
棲
本
師
行
略
」
の
三
つ
が
あ
る
。
そ

の
中
、
「
行
略
」
は
「
当
時
、
徧
融
と
笑
巌
の
両
禅
師
の
宗
風
は
と
も
に
振
る
っ
て
い
た
の
で
、
師
（
＝
袾
宏
）
は
お
も
む
い
て

入さ
ん
ぜ
ん室

し
、
契
合
す
る
所
が
多
か
っ
た
（
時
辨
融
・
笑
巌
両
禅
師
、
宗
風
並
振
、
師
往
詣
入
室
、
多
所
契
合
）
」
（2

3
b

）
と
述
べ
る
だ
け

で
、
悟
道
に
関
わ
る
事
柄
に
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
憨
山
撰
「
塔
銘
」
は
袾
宏
の
悟
道
の
偈
を
載
せ
て
、

次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

京み

や

こ師
〔
で
あ
る
北
京
〕
に
入
り
、
徧
融
真
円
禅
師
と
笑
巌
徳
宝
禅
師
に
参
禅
し
、
と
も
に
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

〔
北
京
か
ら
南
下
し
て
〕
東
昌
府
（
山
東
省
）
に
立
ち
寄
っ
て
、
に
わ
か
に
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
偈
を
作
っ
て
言
っ
た
、

　
　
　

二
十
年
も
前
か
ら
〔
長
ら
く
〕
疑
っ
て
い
た
〔
人
生
の
一
大
〕
事
（
＝
仏
法
の
真
理
）
。
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三
千
里
も
離
れ
た
と
こ
ろ
で
〔
そ
の
答
え
に
〕
出
会
え
る
と
は
何
と
不
思
議
な
こ
と
か
。

　
　
　

〔
悟
り
を
開
い
た
感
謝
の
〕
香
を
〔
仏
に
対
し
て
〕
焚た

き
、

　
　
　
　
　
　

〔
仏
法
を
求
め
て
高
僧
た
ち
と
繰
り
広
げ
た
戦
い
の
〕
戟ぶ

き

を
投
げ
捨
て
て
み
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
こ
れ
ま
で
の
こ
と
が
〕
す
べ
て
夢
の
よ
う
だ
。

　
　
　

魔
と
仏
と
が
空
し
く
是
非
を
争
っ
て
い
た
〔
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
〕
の
だ
。

　
　

師
は
母
の
〔
三
年
の
〕
喪
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
木い

は

い主
を
も
っ
て
旅
を
し
、
食
事
の
た
び
に
必
ず
お
供
え
を
し
、

〔
ど
こ
か
に
〕
と
ど
ま
る
時
に
は
必
ず
〔
大
切
に
〕
お
祀
り
し
た
。

入
京
師
、
参
徧
融
・
笑
巌
二
大
老
、
皆
有
開
発
。
過
東
昌
、
忽
有
悟
、
作
偈
曰
、
「
二
十
年
前
事
可
疑
、
三
千
里
外
遇
何
奇
。
焚
香

擲
戟
渾
如
夢
、
魔
仏
空
争
是
与
非
」
。
師
以
母
服
未
闋
、
乃
懐
木
主
以
遊
、
毎
食
必
供
、
居
必
奉
。
（
憨
山
徳
清
撰
・
古
雲
棲
蓮
池
大

師
塔
銘
、
雲
棲
法
彙
本
・3

a

）

　

こ
の
偈
は
、
『
山
房
雑
録
』
巻
二
「
詩
歌
」
の
項
に
「
宿
東
昌
謝
居
士
家
有
感
（
東
昌
の
謝
居
士
の
家
に
宿
し
て
感
有
り
）
」
と

い
う
題
で
収
載
さ
れ
て
お
り
、
題
目
の
下
に
「
憨
山
大
師
は
〔
こ
れ
を
〕
悟
道
の
偈
と
し
て
拈

取
り
上
げて

い
る
（
憨
山
大
師
拈
作
悟
道

偈
）
」
（4

8
b

）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
偈
題
か
ら
東
昌
（
山
東
省
）
の
謝
居
士
の
家
に
宿
泊
し
て
い
た
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
呉
応
賓
撰
「
塔
銘
」
に
も
全
く
同
じ
偈
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（1

2
a

）
。
東
昌
で
の
悟
道
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
彼
が
出
家
す
る
前
年
の
嘉
靖
四
十
四
年
乙
丑
（
一
五
六
五
）
、
三
十
一
歳
の
年
に
袾
宏
の
母
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
悟
道

作
偈
の
後
に
ま
だ
服
喪
が
終
わ
っ
て
な
か
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
悟
道
は
出
家
し
た
三
十
二
歳
の
年
か
、
そ
の
翌
年
の
隆
慶
元
年

丁
卯
（
一
五
六
七
）
三
十
三
歳
の
時
の
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
悟
道
の
偈
は
、
燈
史
類
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
続
燈
存
稿
』
巻
一
二
（Z

1
4
5

・1
4
2
d

）
、
『
五
燈
会
元

雲棲袾宏の評価をめぐって
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続
略
』
巻
四
（Z

1
3
8

・4
6
9
c

）
、
『
五
燈
厳
統
』
巻
一
六
（Z

1
3
9

・3
6
8
d

）
、
『
高
僧
摘
要
』
巻
一
（Z

1
4
8

・3
4
5
c

）
、
『
続
燈
正

統
』
巻
四
一
（Z

1
4
4

・4
8
7
d
~
4
8
8
a

）
、
『
五
燈
全
書
』
巻
一
二
〇
（Z

1
4
2

・1
0
0
c
~
d

）
、
『
宗
鑑
法
林
』
巻
七
二
（Z

1
1
6

・4
4
9
a

）

の
袾
宏
の
伝
で
は
、
出
だ
し
の
「
二
十
年
前
」
の
部
分
が
「
三
十
年
前
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
二
十
年
前
」
と
な
っ
た
も
の
に

『
続
指
月
録
』
巻
二
〇
（Z

1
4
3

・5
2
2
d

）
、
『
正
源
略
集
』
巻
八
（Z
1
4
5

・1
9
4
b

）
、
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
五
（Z

1
3
4

・5
5
c

）
、
『
新

続
高
僧
伝
四
集
』
巻
四
三
（6

b
,
p
.
1
2
9
2

）
及
び
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
全
録
』
巻
八
に
見
え
る
「
雲
棲
掃
塔
」
の
「
上
堂
普
説
」

（1
5
b

、
ま
た
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
語
録
』
巻
八
・5

b

）
が
あ
る
が
、
「
三
十
年
前
」
と
し
た
資
料
の
方
が
数
の
上
か
ら
は
多
い
。

　

そ
も
そ
も
「
二
十
年
前
」
と
は
具
体
的
に
意
味
す
る
事
柄
が
何
か
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
十
年
前
と
い
う
と
袾
宏
が

十
二
、
三
歳
の
頃
の
こ
と
に
な
る
が
、
「
塔
銘
」
等
に
こ
の
時
期
に
関
す
る
記
載
は
全
く
な
い
。
最
も
若
い
時
期
の
話
と
し
て

は
、
憨
山
撰
「
塔
銘
」
に
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

十
七
歳
の
時
に
〔
仁
和
県
の
〕
県
学
に
入
り
、
試
験
で
し
ば
し
ば
首
席
に
な
っ
て
、
学
業
と
品
行
で
当
時
一
目
置
か
れ
て

い
た
が
、
〔
結
局
、
官
吏
登
用
試
験
で
あ
る
〕
科
挙
〔
の
受
験
を
す
る
の
〕
は
止や

め
て
し
ま
っ
た
。
か
え
っ
て
出

ぶ
つ
き
よ
う

世
に
志

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
つ
ね
に
「
生
死
事
大
」
の
四
字
を
机
の
上
に
書
い
て
〔
貼
っ
て
〕
い
た
。
そ
の
頃
、
〔
他
の

人
か
ら
〕
従ま

な遊
ん
だ
も
の
は
〔
何
で
も
〕
日
一
日
と
い
つ
も
進
歩
し
、
も
し
学

な
ら
つ
た
こ
と

芸
を
講
義
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
仏
教
の

道
理
に
回
帰
さ
せ
た
。
す
で
に
心
を
浄
土
に
棲
ま
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
〔
師
の
〕
家
で
は
殺
生
が
戒
め
ら
れ
、
祭
祀

の
と
き
に
は
必
ず
精
進
料
理
で
あ
っ
た
。
平
素
か
ら
溜
め
息
を
つ
い
て
は
言
っ
て
い
た
、
「
人
の
命
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
。

は
か
な
い
人
生
が
ど
れ
ほ
ど
あ
ろ
う
か
。
私
は
三
十
歳
に
な
っ
て
〔
在
家
で
の
仏
道
修
行
が
〕
上
手
く
ゆ
か
な
け
れ
ば
、

き
っ
と
キ
ッ
パ
リ
と
出
家
し
よ
う
。
ど
う
し
て
一
生
涯
、
あ
く
せ
く
と
〔
世
俗
の
こ
と
に
〕
か
ま
っ
て
お
ら
れ
よ
う
か
」

と
。
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年
十
七
、
補
邑
庠
、
試
屡
冠
諸
生
。
以
学
行
重
一
時
、
於
科
第
猶
掇
之
也
。
顧
志
在
出
世
、
毎
書
生
死
事
大
四
字
於
案
頭
。
時
従
遊

者
日
進
、
即
講
芸
、
必
折
帰
仏
理
。
業
已
棲
心
浄
土
矣
。
家
戒
殺
生
、
祭
必
素
。
居
常
太
息
曰
、
人
命
過
隙
耳
。
浮
生
幾
何
。
吾

三
十
不
售
、
定
超
然
長
往
。
何
終
身
事
齷
齪
哉
。
（2

a
~
b

）

　

十
七
歳
の
時
点
で
袾
宏
は
す
で
に
仏
教
に
帰
依
し
て
お
り
、
在
家
で
埒
が
あ
か
な
け
れ
ば
三
十
歳
で
出
家
し
よ
う
と
い
う
決

意
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
単
純
計
算
で
は
悟
道
よ
り
十
五
、
六
年
前
の
こ
と
で
あ
り
「
二
十
年
前
」
で
は
な
い
。
内
容

的
に
は
仏
道
を
究
め
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
と
よ
り
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
が
、
悟
道
に
つ
な
が
る
強
い
イ

ン
パ
ク
ト
に
も
欠
け
る
。

　

で
は
、
「
二
十
」
が
「
三
十
」
に
な
れ
ば
、
意
味
は
変
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
数
字
的
に
は
悟
道
当
時
、
袾
宏
は

三
十
二
、
三
歳
だ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
「
三
十
年
前
」
は
生
ま
れ
た
時
、
も
し
く
は
所
謂
「
未
生
前
」
、
生
ま
れ
る
以
前
の
こ
と

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
二
、
三
年
の
ズ
レ
は
存
す
る
が
、
「
二
十
年
前
」
よ
り
差
は
小
さ
い
し
、
象
徴
的
な
使
い
方

と
し
て
は
問
題
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
、
死
ん
で
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
と
い
う
、
袾
宏
が
若
き
日
に
机

上
に
貼
っ
て
い
た
「
生
死
事
大
（
1
）
」
の
公
案
を
踏
ま
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
偈
の
前
半
を
「
三
十
」
に

変
え
て
口
語
訳
す
る
な
ら
ば
「
三
十
年
前
〔
に
ど
こ
か
ら
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
〕
そ
の
〔
人
生
の
一
大
〕
事
を
疑
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
三
千
里
も
〔
故
郷
か
ら
〕
離
れ
た
と
こ
ろ
で
〔
そ
の
答
え
に
〕
出
会
え
る
と
は
何
と
不
思
議
な
こ
と

か
。
…
」
と
で
も
な
ろ
う
か
。
悟
道
と
も
直
接
つ
な
が
る
内
容
と
な
る
し
、
燈
史
類
の
多
く
が
「
三
十
年
前
」
と
し
て
い
る
の

も
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
悟
道
の
偈
一
つ
を
と
っ
て
も
こ
の
様
に
あ
や
ふ
や
な
状
態
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
悟
道
の
経
緯
が
今
一
つ
明
ら
か
で

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

雲棲袾宏の評価をめぐって
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三
、
笑
巌
と
の
機
縁

　

袾
宏
の
悟
道
体
験
を
述
べ
た
資
料
に
は
、
更
に
あ
や
ふ
や
な
点
が
あ
る
。

　

袾
宏
の
直
接
資
料
や
「
塔
銘
」
の
類
に
は
笑
巌
と
袾
宏
と
の
や
り
と
り
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
禅
宗
の
燈
史
類
に
は
袾
宏

と
笑
巌
と
の
問
答
と
そ
の
後
の
悟
道
に
至
る
経
緯
が
少
し
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
経
緯
を
記
し
た
一
連
の
燈
史
類
の
中
で
最

も
古
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
崇
禎
十
五
年
壬
午
（
一
六
四
二
）
の
「
小
札
」
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
続
燈
存
稿
』
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

　
　

北
に
旅
を
し
て
徧
融
に
参
禅
し
、
更
に
笑
巌
に
柳
菴
で
拝
謁
し
て
開お

し

え示
を
求
め
た
。
笑
巌
は
言
っ
た
、
「
阿お

ま

え你
は
三
千
里

も
の
遠
く
か
ら
〔
や
っ
て
来
て
〕
我

わ
た
し

に
開お

し

え示
を
求
め
て
い
る
が
、
我

わ
た
し

は
你

お
ま
え

に
何
を
開お

し示
え
よ
う
か
。
〔
開お

し示
え
る
も
の
な

ど
何
も
な
い
〕
」
。
師
（
＝
袾
宏
）
は
恍ハ

ツ然
と
し
て
辞
去
し
て
〔
南
へ
〕
帰
っ
た
。
〔
そ
し
て
〕
東
昌
に
立
ち
寄
ろ
う
し
て

〔
そ
の
〕
道
中
で
〔
時
間
を
知
ら
せ
る
〕
譙や

ぐ

ら楼
の
太
鼓
の
声お

と

を
聞
い
て
、
は
た
と
大
悟
し
、
偈
を
述
べ
て
言
っ
た
、
「
三
十

年
前
〔
に
ど
こ
か
ら
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
〕
そ
の
〔
人
生
の
一
大
〕
事
を
疑
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
三
千

里
も
〔
故
郷
か
ら
〕
離
れ
た
と
こ
ろ
で
〔
そ
の
答
え
に
〕
出
会
え
る
と
は
何
と
不
思
議
な
こ
と
か
。
…
」
。

北
遊
参
徧
融
。
復
謁
笑
巌
於
柳
菴
、
求
開
示
。
巌
曰
、
阿
你
三
千
里
外
求
開
示
我
。
我
有
甚
麼
開
示
你
。
師
恍
然
辞
帰
。
過
東
昌
、

道
中
聞
譙
楼
鼓
声
、
忽
大
悟
。
述
偈
曰
、
三
十
年
前
事
可
疑
、
三
千
里
外
遇
何
奇
…
。
（Z

1
4
5

・1
4
2
d

）

　

笑
巌
が
述
べ
た
と
さ
れ
る
「
阿
你
三
千
里
外
求
開
示
我
」
と
い
う
言
葉
は
、
恐
ら
く
袾
宏
悟
道
の
偈
の
第
二
句
の
「
三
千
里

外
遇
何
奇
」
の
「
三
千
里
」
に
繋
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
袾
宏
の
悟
道
体
験
に
笑
巌
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
証
拠
と
も
な
る
。

　

だ
が
、
こ
の
問
答
と
譙や

ぐ

ら楼
の
鼓
声
を
聞
い
て
大
悟
し
た
と
い
う
記
事
は
、
何
の
資
料
に
基
づ
い
て
燈
史
類
に
入
れ
ら
れ
た
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の
か
明
ら
か
で
は
な
い
し
、
更
に
、
記
載
さ
れ
た
燈
史
に
よ
っ
て
笑
巌
と
の
問
答
に
微
妙
な
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
笑
巌
の

言
葉
の
一
字
の
入
れ
替
わ
り
で
あ
る
。
そ
の
一
字
と
は
「
阿
你
三
千
里
外
求
開
示
我
」
の
「
求
」
の
字
で
あ
る
。
『
五
燈
会
元

続
略
』
巻
四
（Z

1
3
8

・4
6
9
c

）
、
『
五
燈
厳
統
』
巻
一
六
（Z

1
3
9

・3
6
8
d

）
、
『
高
僧
摘
要
』
巻
一
（Z

1
4
8

・3
4
5
c

）
は
『
続
燈
存

稿
』
同
様
、
「
求
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
続
指
月
録
』
巻
二
〇
（Z

1
4
3

・5
2
2
d

）
、
『
続
燈
正
統
』
巻
四
一
（Z

1
4
4

・4
8
7
d
~
4
8
8
a

）
、

『
五
燈
全
書
』
巻
一
二
〇
（Z

1
4
2

・1
0
0
c
~
d

）
、
『
宗
鑑
法
林
』
巻
七
二
（Z

1
1
6

・4
4
9
a

）
、
『
正
源
略
集
』
巻
八
（Z

1
4
5

・1
9
4
b

）

及
び
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
全
録
』
巻
八
の
「
雲
棲
掃
塔
」
の
「
上
堂
普
説
」
（1

5
b

、
ま
た
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
語
録
』
巻
八
・5

b

）

は
「
求
」
が
「
来
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
素
直
に
読
め
ば
「
求
」
の
方
が
理
解
し
や
す
い
し
、
字
形
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
単
な
る
誤
写
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
来
」
と
な
っ
た
資
料
の
方
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
簡
単
に
誤
字
と
し
て

片
づ
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
、
も
し
「
来
」
の
方
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
僅
か
一
字
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
問

答
の
意
味
が
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
求
」
の
字
を
用
い
て
い
る
『
続
燈
存
稿
』
か
ら
二
年
遅
れ
る
崇
禎
十
七
年
に

行
わ
れ
た
覚
浪
道
盛
の
「
上
堂
普
説
」
は
「
来
」
の
字
を
用
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

〔
袾
宏
は
〕
剃し

ゆ
つ
け染

し
た
後
、
諸
方
の
尊ぜ

ん
そ
う宿

に
あ
ま
ね
く
参
じ
た
が
、
か
つ
て
京み

や

こ師
で
笑
巌
和
尚
に
参
じ
て
指
示
を
求
め
た
。

笑
巌
は
言
っ
た
、
「
阿お

ま

え你
は
三
千
里
も
の
遠
く
か
ら
、
〔
す
で
に
自
分
か
ら
〕
我

わ
た
し

に
開お

し示
え
に
や
っ
て
来
て
い
る
で
は
な
い

か
。
我

わ
た
し

は
你

お
ま
え

に
何
を
開お

し示
え
よ
う
か
」
と
。
そ
の
時
、
大
師
は
言
下
に
省さ

と

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
昌
に
立
ち
寄
り
、

譙や

ぐ

ら楼
の
太
鼓
の
声お

と

を
聞
い
て
、
そ
の
旨い

み

を
悟
り
、
偈
を
作
っ
て
言
っ
た
、
「
二
十
年
前
か
ら
…
」
。

剃
染
之
後
、
即
徧
参
諸
方
尊
宿
、
嘗
於
京
師
、
参
笑
巌
和
上
、
求
指
示
。
笑
巌
曰
、
阿
你
三
千
里
外
来
開
示
我
。
我
有
甚
麼
開
示
你
。

時
大
師
言
下
有
省
。
因
過
東
昌
、
聞
譙
楼
鼓
声
、
乃
悟
其
旨
。
作
偈
曰
、
二
十
年
前
事
可
疑
。
三
千
里
外
遇
何
奇
…
。
（
『
天
界
覚
浪

盛
禅
師
全
録
』
巻
八
・1

5
b

、
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
語
録
』
巻
八
・5

b

）

雲棲袾宏の評価をめぐって
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「
来
」
の
字
の
場
合
、
笑
巌
の
言
葉
は
「
お
前
の
方
が
私
に
〔
そ
の
ま
ま
、
ま
る
ご
と
仏
法
を
〕
開
示
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

開
示
す
る
も
の
な
ど
何
も
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。
「
三
千
里
の
遠
く
に
い
る
時
か
ら
、
す
で
に
仏
法
は
お
ま
え
に

備
わ
っ
て
い
た
の
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
、
「
求
」
の
字
の
場
合
よ
り
一
段
と
深
い
意
味
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
し
、
悟
道
偈
の
第
四
句
の
「
空
し
く
是
非
を
争
う
」
と
い
う
「
無
駄
な
努
力
を
し
て
い
た
だ
け
だ
」
と
い
う
意
味
の

言
葉
も
重
み
を
増
す
。

　

と
も
あ
れ
、
禅
僧
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
悟
道
因
縁
に
つ
い
て
、
こ
の
様
な
差
異
が
存
す
る
こ
と
は
、
悟
道
の
偈
以
上
に
大

き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

四
、
他
宗
の
祖
師
と
し
て

　

た
だ
、
袾
宏
が
笑
巌
と
の
因
縁
に
見
え
る
問
答
が
き
っ
か
け
で
悟
っ
た
の
が
事
実
だ
と
し
て
も
、
悟
道
の
偈
を
作
っ
て
以
後
、

笑
巌
に
再
見
し
た
事
実
は
存
在
し
な
い
し
、
「
通
嗣
法
書
」
と
い
っ
た
書
牘
を
笑
巌
に
送
っ
て
嗣
法
し
た
形
跡
も
な
い
。
ま
た

彼
の
悟
後
の
活
動
は
当
時
一
般
の
禅
僧
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
何
よ
り
も
禅
僧
と
し
て
開
堂
し
て
お
ら
ず
、
嗣
法
香
を
焚

い
て
嗣
法
師
が
誰
で
あ
る
か
を
公
言
し
て
い
な
い
し
、
当
然
そ
の
結
果
と
し
て
、
上
堂
・
普
説
・
示
衆
と
い
っ
た
類
の
語
録
は

全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
袾
宏
が
笑
巌
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
ら
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
悟
道
因
縁
や
悟
道
の
偈
に
多
少
の

問
題
が
あ
り
、
嗣
法
関
係
が
明
確
で
な
い
と
は
い
え
、
禅
僧
で
あ
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま

い
。
袾
宏
と
同
門
の
幻
有
正
伝
の
法
嗣
で
あ
る
雪
嶠
円
信
（
一
五
七
一
〜
一
六
四
七
）
と
の
「
参
請
機
縁
」
（
『
径
山
雪
大
師
語
録
』
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巻
四
・1

a
~
b

）
に
は
禅
の
師
家
と
し
て
の
袾
宏
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
し
、
洞
門
の
湛
然
円
澄
（
一
五
六
一
〜
一
六
二
六
）
と
の

一
連
の
「
問
答
」
（
『
湛
然
円
澄
禅
師
語
録
』
巻
六
・Z

1
2
6

・1
1
7
a
~
b

）
で
は
、
湛
然
自
ら
「
こ
れ
ら
は
皆
な
禅
を
談
じ
た
も
の
だ

（
是
皆
譚
禅
也
）
」
（
『
湛
然
禅
師
宗
門
或
問
』
第
二
一
節
・Z

1
2
6

・1
6
4
c

）
と
断
定
し
て
い
る
。
袾
宏
の
教
示
の
中
に
あ
る
、
「
悟
り

に
は
大
小
〔
の
違
い
〕
が
あ
る
。
悟
っ
た
後
に
は
も
は
や
修

し
ゆ
ぎ
よ
う

持
な
ど
な
い
と
言
う
者
は
、
少
し
の
〔
悟
り
〕
を
得
て
満
足
し

て
い
る
徒

や
か
ら

で
あ
る
。
狂
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
愚
か
も
の
で
あ
る
（
悟
有
大
小
。
言
悟
後
更
無
修
持
者
、
得
少
為
足
之
徒
也
。
非

狂
即
愚
）
」
（
『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
巻
三
・
答
問
・
答
呉
広
頴
居
士
・2

7
a

）
と
述
べ
た
一
段
や
、
「
古
人
の
棒
喝
〔
使
用
〕
は
、
人あ

い

て機
に

適て
き
ご
う逗

さ
せ
て
、
一
棒
一
喝
で
人
を
悟
ら
せ
た
の
だ
。
今
の
人
が
人
を
打な

ぐ

る
の
が
〔
師
家
の
〕
仕
事
だ
と
し
て
い
る
の
と
は
違
う

（
古
人
棒
喝
、
適
逗
人
機
。
一
棒
一
喝
、
便
令
人
悟
。
非
若
今
人
以
打
人
為
事
）
」
（
『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
巻
三
・
雑
答
・4

2
a

）
と
い
っ
た
表

現
も
、
禅
門
の
宗
匠
と
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
袾
宏
が
禅
僧
と
し
て
評
価
さ
れ
る
一
面
は
儼
然
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

白
隠
は
袾
宏
の
禅
浄
一
致
を
批
判
し
た
が
、
そ
の
禅
浄
一
致
の
唱
道
を
認
め
つ
つ
袾
宏
を
禅
僧
と
し
て
評
価
し
た
人
物
に

済
門
の
漢
月
法
蔵
が
い
る
。
彼
は
万
暦
二
十
九
年
辛
丑
（
一
六
〇
一
）
に
「
雲
棲
に
行
っ
て
袾
宏
大
師
に
戒
を
乞
う
た
（
和
尚

二
十
九
歳
走
雲
棲
乞
宏
大
師
）
」
（
『
三
峰
和
尚
年
譜
』
・7

b
）
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
明
末
に
臨
済
宗
旨
に
関
す
る
大
論
争
を
起
こ

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
漢
月
は
言
う
、

　
　

雲
棲
大
師
は
世
に
出
て
、
念
仏
で
法

ぶ
つ
き
よ
う

中
の
英
傑
を
収
め
尽
く
し
た
が
、
本
当
は
〔
禅
の
〕
参
究
と
い
う
一
手
が
彼
の
本
旨

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
晩
年
に
、
浄
土
や
戒
律
の
ほ
か
に
、
わ
ざ
わ
ざ
此
の
事
（
＝
禅
の
極
則
）
を
提
起
し
て
、
『
禅
関
策

進
』
や
雪
巌
・
高
峰
の
『
語
録
』
を
刻
出
し
、
遙
か
に
祖
師
の
伝
燈
を
続つ

い
だ
の
だ
。

雲
棲
大
師
出
世
。
雖
以
念
仏
収
尽
法
中
英
傑
、
其
実
参
究
一
著
、
是
渠
本
旨
。
故
晩
年
於
浄
土
戒
律
之
外
、
特
特
提
起
此
事
、
乃
刻

『
禅
関
策
進
』
、
雪
巌
・
高
峰
『
語
録
』
、
遥
続
祖
燈
。
（
『
三
峰
和
尚
語
録
』
巻
一
六
・
普
説
・5

a

）

雲棲袾宏の評価をめぐって
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こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
禅
僧
と
し
て
袾
宏
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

　

だ
が
、
袾
宏
は
禅
以
外
に
浄
土
、
更
に
は
戒
律
・
教
学
ま
で
も
包
み
込
む
形
で
の
衆
生
教
化
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
覚
浪
道

盛
は
、
袾
宏
を
禅
僧
と
し
て
評
価
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
彼
は
悟
道
後
の
袾
宏
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
う
、

　
　

〔
袾
宏
は
〕
そ
の
〔
悟
道
の
〕
後
、
法

ぜ
ん
し
ゆ
う

門
の
師
承
が
す
っ
か
り
だ
め
に
な
り
、
参
禅
学
道
す
る
も
の
た
ち
が
真
剣
に
〔
修

行
〕
し
て
い
な
い
の
を
目
に
し
た
の
で
、
大ほ

と

け権
〔
に
代
わ
っ
て
〕
教
え
を
設
け
て
、
戒
律
を
開
き
、
教
乗
を
闡あ

き

ら
か
に

し
、
浄
土
を
標か

か

げ
な
が
ら
、
心禅

の
宗
旨宗

に
帰
〔
着
〕
さ
せ
た
の
だ
。
世
人
は
〔
雲
棲
〕
大
師
が
悟さ

と証
ら
れ
た
由

い
わ
れ

を
知
ら
な
い
か

ら
、
「
大
師
は
教
学
の
中
で
円
〔
満
完
全
に
真
理
を
究
め
た
〕
人
な
の
だ
か
ら
、
な
ん
で
〔
話
を
〕
禅
宗
に
引
っ
張
り
入

れ
て
説
を
混
乱
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
」
な
ど
と
思
う
。
大
師
が
先
ず
禅
宗
を
悟
っ
て
、
そ
の
後
に
教
学
の
大
海
を
開

き
、
群ひ

と
び
と機

を
収お

さ

め摂
と
っ
て
正
し
い
覚

さ
と
り

に
引
き
戻
そ
う
と
し
た
苦
心
が
、
誰
に
分
か
ろ
う
か
。
世
間
に
は
戒
律
を
開
き
、
教

乗
を
闡あ

き

ら
か
に
し
、
浄
土
を
標か

か

げ
る
者
は
非
常
に
多
い
が
、
必
ず
し
も
悟
道
の
後
に
設も

う施
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
大

師
だ
け
は
、
心
を
悟
っ
た
後
に
、
法
を
弘
め
た
の
だ
。
だ
か
ら
戒
を
説
く
な
ら
ば
、
そ
の
戒
は
そ
の
ま
ま
〔
破
壊
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
〕
金

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

剛
〔
の
よ
う
な
堅
固
な
〕
戒
の
相

す
が
た

で
あ
り
、
教
え
を
設
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
え
は
そ
の
ま
ま
妙た

え明
な

る
真こ

こ

ろ心
で
あ
り
、
論
を
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
論
は
そ
の
ま
ま
ず
ば
り
と
宗
旨
を
剖

と
き
あ

か
し
た
も
の
で
あ
り
、
浄
土
〔
念

仏
〕
を
標か

か

げ
る
な
ら
ば
、
浄
土
〔
念
仏
〕
が
そ
の
ま
ま
仏
の
心
を
丸
ご
と
提
示
し
た
も
の
〔
と
な
っ
た
の
〕
で
あ
る
。
近

ご
ろ
の
主指

導

者法
で
、
誰
が
大
師
の
よ
う
に
真
実
に
参
究
悟
道
し
て
か
ら
、
そ
の
後
に
宗
旨
を
挙
揚
し
、
玄奥

深

い密
機は

た
ら
き用

を
振は

っ

き作

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
参
禅
学
道
し
て
い
る
も
の
は
、
「
二
十
年
も
前
か
ら
〔
長
ら
く
〕
疑
う
べ
き
〔
人
生
の
一

大
〕
事
（
＝
仏
法
の
真
理
）
」
〔
に
対
す
る
疑
い
〕
を
起
こ
し
た
た
め
し
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
三
千
里
も
〔
故
郷
か
ら
〕
離

れ
た
と
こ
ろ
で
譙

や
ぐ
ら

の
太
鼓
〔
の
音
〕
を
聞
い
て
〔
悟
道
し
て
〕
疑
わ
な
く
な
っ
た
た
め
し
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
大
疑
す
れ
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ば
大
悟
、
小
疑
す
れ
ば
小
悟
、
不
疑
な
ら
ば
不
悟
で
あ
る
。
今
の
人
は
ま
だ
疑
っ
て
さ
え
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て

〔
そ
の
答
え
に
〕
出
会
っ
て
、
こ
の
奇
特
〔
な
真
理
〕
を
悟
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

此
後
見
法
門
師
承
大
壊
、
参
学
無
真
、
乃
大
権
設
教
、
開
戒
律
、
闡
教
乗
、
標
浄
土
、
而
帰
于
心
宗
。
世
人
不
知
大
師
悟
証
之
繇
、

以
大
師
乃
教
中
円
人
、
何
必
捏
帰
禅
宗
以
乱
其
説
。
又
孰
知
大
師
先
悟
禅
宗
、
而
後
開
教
海
、
収
摂
群
機
、
消
帰
正
覚
之
苦
心
乎
。

世
間
開
戒
闡
教
標
浄
者
、
甚
多
、
未
必
皆
悟
道
之
後
設
施
也
。
独
大
師
於
悟
心
之
後
弘
法
。
是
以
説
戒
、
戒
即
金
剛
戒
相
也
。
設
教
、

教
即
妙
明
真
心
也
。
立
論
、
論
即
直
剖
宗
旨
也
。
標
浄
、
浄
即
全
提
仏
心
也
。
輓
近
主
法
之
人
、
孰
能
如
大
師
真
参
実
悟
、
而
後
挙

揚
宗
旨
、
振
作
玄
機
密
用
哉
。
今
之
参
学
、
曾
起
二
十
年
前
可
疑
之
事
乎
。
曾
有
於
三
千
里
外
、
一
聞
譙
鼓
而
不
疑
乎
。
大
疑
大

悟
、
小
疑
小
悟
、
不
疑
不
悟
。
如
今
人
疑
也
未
疑
、
安
得
有
遇
而
且
悟
此
奇
特
乎
。
（
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
全
録
』
巻
八
・1

5
b
~
1
6
a

、

『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
語
録
』
巻
八
・5
b
~
6
a

）

　

禅
に
限
定
さ
れ
な
い
袾
宏
の
幅
広
い
教
化
活
動
は
、
す
べ
て
が
禅
悟
を
基
盤
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る

が
、
覚
浪
の
指
摘
が
そ
の
ま
ま
正
し
い
か
否
か
は
別
に
し
て
、
袾
宏
が
純
然
た
る
禅
僧
と
は
言
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
だ

け
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
教
え
の
広
範
さ
故
に
袾
宏
は
他
宗
の
祖
師
と
し
て
も
そ
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

五
、
持
戒
僧
と
し
て
の
袾
宏

　

銭
謙
益
（
一
五
八
二
〜
一
六
六
四
）
は
明
末
万
暦
年
間
の
仏
教
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

仏
法
に
禅
宗
・
教
宗
・
律
宗
が
あ
る
の
は
、
鼎
に
三
つ
の
足
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、
一
つ
も
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

雲棲袾宏の評価をめぐって
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…
万
暦
年
間
、
諸
方
に
三
人
の
大
和
尚
が
お
ら
れ
、
紫
栢
真
可
は
禅
宗
、
雲
棲
袾
宏
は
律
宗
、
憨
山
徳
清
は
教
宗
と
、
そ

れ
ぞ
れ
法
幢
を
樹
立
さ
れ
て
い
た
。
三
人
の
門
庭
は
や
や
異
な
っ
て
い
た
が
、
指帰

着

点帰
は
一
つ
で
あ
っ
た
。

仏
法
之
有
宗
教
律
也
、
譬
之
一
鼎
三
足
、
不
可
闕
一
者
也
。
…
万
暦
年
中
、
諸
方
有
三
大
和
尚
、
各
樹
法
幢
、
紫
柏
以
宗
、
雲
棲
以

律
、
憨
山
以
教
。
三
家
門
庭
稍
別
、
而
指
帰
未
嘗
不
一
。
（
『
牧
斎
初
学
集
』
巻
八
一
・
天
台
山
天
封
寺
修
造
募
縁
疏
、
上
海
古
籍
出

版
社
校
点
本
・p

.
1
7
2
4

）

　

こ
の
資
料
は
、
万
暦
の
三
高
僧
と
呼
ば
れ
る
紫
柏
・
雲
棲
・
憨
山
を
禅
・
律
・
教
に
割
り
振
り
、
厳
格
に
戒
律
を
守
っ
た
袾

宏
を
持
律
と
い
う
点
か
ら
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
袾
宏
に
は
著
述
と
し
て
『
梵
網
戒
疏
発
隠
』
五
巻
・
『
具
戒
便

蒙
』
一
巻
・
『
沙
弥
律
儀
要
略
』
一
巻
・
『
沙
弥
尼
比
丘
尼
戒
録
要
』
一
巻
・
『
半
月
誦
戒
儀
式
』
一
巻
と
い
う
戒
律
に
関
す
る

著
述
が
あ
り
、
『
雲
棲
共
住
規
約
』
と
い
う
厳
し
い
独
自
の
規
矩
も
設
け
て
い
た
。
ま
た
、
「
〔
雲
棲
の
〕
門
人
と
な
っ
て
戒
を

授
け
ら
れ
得
度
し
〔
て
僧
侶
と
な
っ
〕
た
者
は
、
数
千
の
か
ず
を
下
ら
な
い
（
其
及
門
授
戒
得
度
者
、
不
下
数
千
計
）
」
（
憨
山
撰
・

蓮
池
大
師
塔
銘
、
雲
棲
法
彙
本
・9
a

）
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戒
師
と
し
て
数
多
く
の
授
戒
を
行
な
っ
て
い
る
。
袾
宏
の
戒

律
重
視
の
考
え
は
次
の
一
文
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

仏
は
出
家
者
に
た
い
し
て
、
〔
出
家
後
〕
五
夏ね

ん

以
前
に
は
専
ら
戒
律
〔
を
守
る
こ
と
〕
を
き
ち
ん
と
し
、
五
夏ね

ん

た
っ
て
か

ら
始
め
て
教
学
を
聴
講
し
た
り
参
禅
し
た
り
す
る
よ
う
定
め
て
い
た
（
2
）
。
だ
か
ら
剃
髪
し
て
沙
弥
と
な
っ
た
ら
、
先
ず

十
戒
を
受
け
、
次
い
で
戒
壇
に
登
っ
て
具
足
戒
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

仏
制
出
家
者
、
五
夏
以
前
、
専
精
戒
律
。
五
夏
以
後
、
方
乃
聴
教
参
禅
。
是
故
沙
弥
剃
落
、
先
受
十
戒
、
次
則
登
壇
受
具
。
（
『
沙
弥

律
儀
要
略
』
・
雲
棲
法
彙
本
・1

a

）

　

袾
宏
か
ら
受
戒
し
た
事
実
が
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
僧
侶
と
し
て
は
、
直
弟
子
の
聞
谷
広
印
（
一
五
六
六
〜
一
六
三
六
）
等
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以
外
に
、
抱
朴
大
蓮
（
生
卒
年
未
詳
、
『
五
燈
会
元
続
略
』
巻
八
・Z

1
3
8

・5
0
4
b

、
嗣
幻
有
）
、
湛
然
円
澄
（
一
五
六
一
〜
一
六
二
六
、

『
湛
然
円
澄
禅
師
語
録
』
巻
八
・
湛
然
塔
銘
・Z

1
2
6

・1
5
5
b

）
、
漢
月
法
蔵
（
一
五
七
三
〜
一
六
三
五
、
『
五
燈
会
元
続
略
』
巻
八
・

Z
1
3
8

・5
0
5
d

、
『
三
峰
和
尚
年
譜
』7

b

）
、
浮
石
通
賢
（
一
五
九
九
〜
一
六
七
一
、
『
続
指
月
録
』
巻
一
九
・Z

1
4
3

・5
0
9
b

、
嗣
密
雲
）
、

麦
浪
明
懐
（
生
卒
年
未
詳
、
『
五
燈
会
元
続
略
』
巻
二
・Z

1
3
8

・4
4
1
d

、
嗣
湛
然
）
、
一
黙
弘
成
（
一
五
七
五
〜
一
六
四
一
、
『
正
源
略

集
』
巻
五
・Z

1
4
5

・1
7
3
b

、
嗣
漢
月
）
、
瑞
白
明
雪
（
一
五
八
四
〜
一
六
四
一
、
『
続
燈
正
統
』
巻
三
九
・Z

1
4
4

・4
7
6
a

、
嗣
湛
然
）
、
鴛

湖
妙
用
（
一
五
八
七
〜
一
六
四
二
、
『
続
燈
正
統
』
巻
三
一
・Z

1
4
4

・4
2
7
a

、
嗣
興
善
広
禅
師
）
、
石
公
大
a
（
生
卒
年
未
詳
、
『
正
源
略

集
』
巻
八
・Z

1
4
5

・1
9
4
b

、
嗣
覚
浪
）
な
ど
が
い
る
。
全
て
禅
僧
で
あ
る
。

　

袾
宏
を
得
戒
の
師
と
し
て
別
格
に
扱
っ
た
例
と
し
て
は
、
湛
然
円
澄
に
二
つ
の
拈
香
が
あ
る
。

　

①
万
暦
甲
寅
（
四
十
二
年
）
二
月
吉
日
、
衆
請
師
（
＝
湛
然
）
開
法
於
雲
門
伝
忠
広
孝
寺
。
結
制
上
堂
。
…
供
養
北
京
大
覚
堂

上
嗣
曹
洞
正
宗
第
二
十
六
代
清
涼
大
和
尚
（
＝
慈
舟
方
念
）
、
用
酬
法
乳
之
恩
。
次
伸
供
養
雲
棲
堂
上
蓮
池
大
和
尚
、
用
報

授
戒
之
恩
。
（
『
湛
然
円
澄
禅
師
語
録
』
巻
一
・Z

1
2
6

・8
8
c
,
d

）

　

②
万
暦
乙
卯
（
四
十
三
）
年
五
月
十
一
日
、
衆
請
師
開
法
於
径
山
万
寿
禅
寺
。
上
堂
。
…
又
拈
云
、
正
偏
挟
帯
、
搞
唱
同
時
、

父
子
相
逢
、
君
臣
道
合
。
端
為
供
養
曹
洞
正
宗
第
二
十
六
代
北
京
大
覚
堂
上
清
涼
大
師
（
＝
慈
舟
方
念
）
、
聊
酬
法
乳
之

恩
。
又
拈
云
、
止
持
作
犯
、
定
共
道
共
、
明
如
日
月
、
皎
若
氷
霜
。
端
為
供
養　

雲
棲
堂
上
蓮
池
大
師
、
用
報
受
戒
之
恩
。

（
『
湛
然
円
澄
禅
師
語
録
』
巻
二
・Z

1
2
6

・9
2
b
~
c

）

　

見
て
の
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
雲
門
伝
忠
広
孝
寺
と
径
山
万
寿
寺
に
開
堂
し
た
際
の
上
堂
の
一
節
で
あ
る
が
、
一
般
に
行
わ
れ
る

嗣
法
拈
香
の
他
に
、
特
別
に
受
戒
報
恩
の
拈
香
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
湛
然
が
袾
宏
を
戒
師
と
し
て
尊
崇
し
て
い
た
事
実

が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。

雲棲袾宏の評価をめぐって

17



　

ま
た
、
袾
宏
の
「
上
足
」
の
弟
子
と
目
さ
れ
た
人
物
に
鵝
湖
山
の
養
庵
広
心
（
3
）（
一
五
四
七
〜
一
六
二
七
）
と
真
寂
寺
の
聞

谷
広
印
（
一
五
六
六
〜
一
六
三
六
）
が
い
る
が
（
『
八
十
八
祖
道
影
伝
賛
』
附
録
・
蓮
池
宏
禅
師
伝
・Z

1
4
7

・5
0
0
d

）
、
養
庵
に
つ
い
て

は
、
無
異
元
来
の
「
博
山
和
尚
伝
」
の
二
十
七
歳
（
万
暦
二
七
年
・
一
五
九
九
）
条
に
、
「
鵞
湖
の
広
心
大
師
が
雲
棲
袾
宏
大
師

の
神

優
れ
た
弟
子足

と
し
て
、
鵞
湖
で
戒
律
を
授
け
て
い
る
の
を
聞
き
、
出
か
け
て
い
っ
て
菩
薩
戒
を
受
け
た
（
聞
鵞
湖
心
大
師
、
以
雲
棲
宏

大
師
神
足
、
授
律
鵞
湖
、
往
受
菩
薩
毗
尼
）
」
（Z

1
2
5

・1
9
5
a

）
と
あ
る
。
そ
の
後
、
無
異
は
禅
と
律
と
を
並
び
行
な
う
こ
と
に
な

る
が
、
「
鵞
湖
の
広
心
和
尚
は
、
〔
無
異
〕
和
尚
が
博
山
に
住
持
し
た
の
を
耳
に
す
る
と
『
授
戒
儀
軌
』
を
与
え
た
（
鵞
湖
聞
和

尚
居
博
山
、
即
以
『
授
戒
儀
軌
』
畀
之
）
」
（1

9
5
b

）
と
さ
れ
、
無
異
元
来
は
「
〔
禅
宗
の
〕
法
は
寿
昌
（
＝
無
明
慧
経
）
に
嗣
ぎ
、
律

は
鵞
湖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
（
法
嗣
寿
昌
、
律
伝
鵞
湖
）
」
（1

9
6
c

）
と
称
さ
れ
て
い
る
。
無
異
に
は
養
庵
が
遷
化
し
た
後
に
撰
し
た

「
奠
鵞
湖
和
尚
」
な
る
文
章
が
存
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
弟
子
某
」
（
『
無
異
元
来
禅
師
広
録
』
巻
三
三
・Z

1
2
5

・1
8
6
c

）
と
自
称

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
雲
棲
の
法
印
を
佩
し
（
佩
雲
棲
法
印
）
」
（
『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
巻
一
五
・
重
建
宝
善
禅
院
記
・Z

1
2
5

・2
8
6
b

）
、
「
雲

棲
の
道
を
唱
（
唱
雲
棲
道
）
」
（
『
為
霖
道
霈
禅
師
餐
香
録
』
巻
上
・Z

1
2
5

・4
1
6
a

）
え
た
聞
谷
広
印
も
戒
師
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、
た
と
え
ば
無
異
元
来
と
寿
昌
門
下
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
永
覚
元
賢
は
、
聞
谷
を
「
稟
戒
之
師
」
（
『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』

巻
一
二
・
与
曾
二
雲
大
参
・Z

1
2
5

・2
6
5
b

）
と
呼
び
、
自
ら
「
住
福
州
鼓
山
湧
泉
寺
稟
戒
弟
子
某
」
（
『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
巻

一
六
・
祭
真
寂
聞
谷
大
師
・Z

1
2
5

・2
9
2
c

）
と
称
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
袾
宏
一
門
の
授
戒
活
動
を
踏
ま
え
、
覚
浪
道
盛
は
「
西
天
東
土
、
前
伝
後
受
、
諸
大
律
師
、
南
山
聖
祖
、
雲

棲
大
師
、
鵝
湖
大
師
」
（
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
全
録
』
巻
八
・
天
臺
植
聖
寺
開
戒
上
堂
普
説
・1

b

）
と
、
南
山
律
師
道
宣
（
五
九
六
〜

六
六
七
）
と
並
べ
て
袾
宏
や
養
庵
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
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し
か
し
、
袾
宏
や
養
庵
・
聞
谷
が
律
宗
の
僧
侶
と
し
て
後
世
評
価
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
清
の
源
諒
撰
『
律
宗
燈
譜
』
十
一

巻
（
乾
隆
三
十
年
序
刊
、
北
京
・
全
国
図
書
館
文
献
縮
徴
複
制
中
心
・
一
九
九
三
）
に
は
、
彼
ら
の
伝
は
お
ろ
か
名
前
す
ら
採
録
さ
れ

て
い
な
い
。
袾
宏
か
ら
息
慈
戒
を
受
け
、
後
に
古
心
如
馨
（
一
五
四
一
〜
一
六
一
五
）
か
ら
具
足
戒
を
受
け
た
漢
月
法
蔵
が
「
鄧

尉
蔵
律
師
〔
兼
宗
臨
済
〕
」
（
同
書
・
巻
二
・1

a

）
と
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
と
好
対
照
で
あ
る
。
清
朝
に
入
り
戒
律
授
受

の
正
統
と
な
っ
て
活
躍
し
た
の
は
、
三
昧
寂
光
（
一
五
八
〇
〜
一
六
四
五
）
や
見
月
読
体
（
一
六
〇
一
〜
一
六
七
九
）
な
ど
古
心
下

の
一
門
で
あ
り
、
袾
宏
一
門
は
律
宗
の
燈
譜
に
載
せ
ら
れ
る
正
式
の
律
僧
と
し
て
は
そ
の
名
を
残
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

六
、
華
厳
の
祖
師
と
し
て
の
袾
宏

　

呉
応
賓
撰
の
「
蓮
池
大
師
塔
銘
」
に
拠
れ
ば
、
「
華
厳
宗
の
祖
師
に
つ
い
て
は
、
馬
鳴
か
ら
圭
峰
宗
密
に
い
た
る
七
代
、
蓮

宗
の
祖
師
に
つ
い
て
は
、
匡
山
慧
遠
か
ら
永
明
延
寿
に
い
た
る
七
代
に
つ
い
て
、
師
（
＝
袾
宏
）
は
共
に
像
を
設
け
て
供
養
し

て
い
た
（
華
厳
之
祖
、
馬
鳴
逮
圭
峰
而
七
、
蓮
宗
之
祖
、
匡
山
逮
永
明
而
七
、
師
皆
設
像
供
焉
）
」
（
雲
棲
法
彙
本
・2

1
a

）
と
い
う
。
つ
ま

り
袾
宏
自
身
の
意
識
が
、
華
厳
と
浄
土
の
伝
燈
の
上
に
も
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

袾
宏
が
仏
教
の
経
典
の
中
で
華
厳
を
最
上
位
に
置
い
て
重
視
し
た
こ
と
は
、
次
の
一
文
に
拠
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

『
華
厳
経
』
〔
の
教
え
〕
は
無
量
の
法
門
を
具
え
て
お
り
、
諸
々
の
大
乗
経
典
は
華
厳
に
具
わ
っ
た
無
量
の
法
門
の
中
の
一

門
に
す
ぎ
な
い
。
『
華
厳
経
』
は
天
王
で
あ
り
、
諸
々
の
大
乗
経
典
は
諸
侯
で
あ
り
、
諸
々
の
小
乗
経
典
は
そ
の
属
国
で

あ
る

華
厳
具
無
量
門
。
諸
大
乗
経
、
猶
是
華
厳
無
量
門
中
之
一
門
耳
。
華
厳
、
天
王
也
。
諸
大
乗
経
、
侯
封
也
。
（
『
竹
窓
初
筆
』
第
三
八

雲棲袾宏の評価をめぐって
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条
・
華
厳
不
如
艮
卦
・1

8
b

）

　

同
じ
趣
旨
の
発
言
は
『
竹
窓
二
筆
』
第
一
一
一
条
「
華
厳
大
蔵
一
経
」
（5
6
a

）
に
も
見
え
る
。

　

袾
宏
の
仏
教
学
の
基
礎
が
華
厳
学
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
荒
木
見
悟
博
士
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
（
『
雲
棲
袾
宏
の

研
究
』
第
三
章
第
一
節
）
、
彼
に
は
華
厳
に
関
す
る
纏
ま
っ
た
著
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
関
係
す
る
著
述
が

存
す
る
律
や
浄
土
・
禅
と
の
関
わ
り
と
は
少
し
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。

　

時
代
は
下
る
が
清
末
の
道
光
年
間
に
撰
述
さ
れ
た
儀
潤
源
洪
撰
述
の
『
百
丈
清
規
証
義
記
』
は
、
華
厳
宗
の
伝
燈
に
つ
い
て

第
二
十
六
祖
と
し
て
徧
融
真
円
を
挙
げ
、
蓮
池
袾
宏
を
第
二
十
七
祖
と
し
て
い
る
（
巻
七
下
・
附
賢
首
教
観
一
宗
・Z

1
1
1

・4
1
4
c

）
。

つ
ま
り
、
袾
宏
は
華
厳
学
を
徧
融
か
ら
受
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
徧
融
真
円
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
前
述
し
た
通
り
、
禅

僧
と
も
教
僧
と
も
さ
れ
る
僧
侶
で
あ
る
が
、
『
続
燈
正
統
』
な
ど
の
禅
門
の
燈
録
も
『
補
続
高
僧
伝
』
も
、
徧
融
と
華
厳
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
全
て
が
認
め
て
い
る
。
『
補
続
高
僧
伝
』
は
、
徧
融
に
つ
い
て
、
「
あ
ま
ね
く
講
席
に
遊
学
し
て
、
深
く
華

厳
の
法
界
に
入
り
、
心
に
念
じ
口
に
と
な
え
、
こ
の
『
〔
華
厳
〕
経
』
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
徧
游
講
席
、
深
入
華
厳
法
界
、

心
念
口
演
、
不
離
此
経
）
」
（
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
五
・Z

1
3
4

・5
4
b

）
と
華
厳
と
の
深
い
関
わ
り
を
述
べ
、
更
に
、
徧
融
が
狂
僧
の
下

獄
に
連
座
し
て
入
獄
し
た
際
に
、
『
華
厳
経
』
を
口
誦
し
て
苦
患
か
ら
救
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
載
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
禅
宗
系
の
『
続
燈
正
統
』
に
は
次
の
様
に
言
う
。
『
五
燈
全
書
』
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
　

京
師
に
お
も
む
い
て
『
華
厳
経
』
〔
の
講
義
〕
を
聴
講
し
、
「
も
し
仏
の
境
界
を
知
り
た
い
と
思
う
な
ら
、
そ
の
意

こ
こ
ろ

を
虚
空

の
よ
う
に
浄
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
八
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
五
〇
・T

1
0

・2
6
5
b

）
と
い
う
と
こ
ろ
に
至
っ
て
、
に

わ
か
に
頓
悟
し
、
身
体
が
虚
空
を
飛
び
超
え
て
、
建
物
も
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
〔
そ
こ
で
〕
ひ
そ
か

に
思
っ
た
、
「
〔
華
厳
の
〕
法
界
の
玄

奥
深
い
真
理

宗
、
毘
盧
遮
那
仏
の
海
の
様
〔
に
広
大
〕
な
本
性
は
、
私
の
方こ

こ

ろ寸
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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だ
が
、
文
字
〔
表
現
〕
を
離
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
誰
が
説
き
明
か
し
誰
が
聴
く
と
言
う
の
か
。
絵
に
描
い
た
餅
で
は
腹

の
足
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
本
当
の
こ
と
だ
」
と
。

抵
京
師
聴
講
華
厳
、
至
若
人
欲
識
仏
境
界
、
当
浄
其
意
如
虚
空
処
、
倏
然
頓
悟
、
身
超
虚
空
、
不
覚
屋
廬
為
礙
。
私
謂
曰
、
法
界
玄

宗
、
毗
盧
性
海
、
無
外
吾
之
方
寸
矣
。
且
道
、
離
文
字
、
孰
衍
孰
聴
。
画
餅
不
能
充
饑
。
斯
言
信
矣
。
（
『
続
燈
正
統
』
巻
四
一
・

Z
1
4
4

・4
8
7
a

、
『
五
燈
全
書
』
巻
一
二
〇
補
遺
・Z

1
4
2

・1
0
5
a

）

　

よ
っ
て
、
徧
融
が
華
厳
の
教
僧
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
。
た
だ
、
袾
宏
が
徧
融
か
ら
華
厳

学
を
受
け
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
し
、
袾
宏
を
徧
融
の
下
に
続
け
華
厳
宗
の
第
二
十
七
祖
と
す
る
『
百
丈
清
規
証
義
記
』
の
説

に
は
、
確
た
る
根
拠
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

尚
、
清
初
の
祥
符
紀
蔭
編
『
宗
統
編
年
』
に
は
「
天
台
の
一
宗
は
、
…
明
の
雲
棲
袾
宏
に
至
っ
て
、
ふ
た
た
び
明
ら
か
に

な
っ
た
（
天
台
一
宗
…
至
明
雲
棲
宏
、
復
闡
明
之
）
」
（
巻
九
・Z

1
4
7

・7
0
d

）
と
あ
り
、
袾
宏
は
華
厳
に
限
ら
ず
天
台
の
教
え
に
も

通
暁
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
確
か
に
天
台
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）
な
ど
天
台
宗
へ
の
言
及
も
あ

り
、
修
行
の
門
と
し
て
「
念
仏
門
」
「
止
観
門
」
「
参
禅
門
」
の
三
つ
を
並
列
し
た
教
示
も
見
ら
れ
る
（
『
雲
棲
遺
稿
』
巻
三
・
答

何
武
峩
給
諫
・1

7
a
~
b

）
。

七
、
蓮
宗
の
祖
師
と
し
て
の
袾
宏

　

袾
宏
の
代
表
的
な
著
述
と
さ
れ
る
も
の
に
『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
四
巻
が
あ
り
、
憨
山
は
袾
宏
を
「
極
力
、
浄
土
を
主
張
し
て

末
法
の
弊
害
を
救
っ
た
（
極
力
主
張
浄
土
、
以
救
末
法
之
弊
）
」
（
『
夢
遊
集
』
巻
一
九
・
雲
棲
大
師
了
義
語
序
、Z

1
2
7

・2
4
6
a
~
b

）
と
評

雲棲袾宏の評価をめぐって

21



し
た
。
前
述
の
如
く
、
呉
応
賓
撰
「
蓮
池
大
師
塔
銘
」
は
袾
宏
を
「
蓮
宗
八
祖
」
（1

1
a

）
と
し
て
お
り
、
虚
雲
古
巌
（
一
八
四
〇

〜
一
九
五
九
）
の
『
増
訂
仏
祖
道
影
』
巻
四
（
一
九
五
五
年
識
語
刊
・p

.
6
6
6

）
も
「
蓮
社
八
祖
」
と
し
て
い
る
。
清
初
に
出
さ
れ

た
高
昌
埏
補
訂
『
八
十
八
祖
道
影
伝
賛
』
も
世
代
数
は
異
な
っ
て
い
る
が
袾
宏
を
「
蓮
宗
十
祖
」
（
目
録
、Z

1
4
7

・4
7
3
a

）
と

明
記
し
て
い
る
。
長
谷
部
幽
蹊
氏
の
『
明
清
仏
教
研
究
資
料
（
人
名
索
引
）
』
（
平
成
元
年
）
が
「
浄
土
系
」
（p

.
1
8
8

）
の
僧
侶

の
ト
ッ
プ
に
袾
宏
の
名
を
挙
げ
て
い
る
の
も
故
無
き
こ
と
で
は
な
い
。
禅
か
ら
浄
土
へ
と
変
身
し
、
「
私
は
浄
土
に
専
念
し

て
、
禅
宗
の
こ
と
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
（
予
専
志
浄
土
、
語
不
及
宗
）
」
（
『
竹
窓
随
筆
』
談
宗
・4

1
b

）
と
自
ら
述
懐
す
る
袾
宏
は
、

「
無
量
の
法
門
の
中
で
、
念
仏
の
一
門
が
最
も
方べ

ん

り便
だ
（
無
量
門
中
、
念
仏
一
門
、
最
為
方
便
）
」
（
『
弥
陀
疏
鈔
』
巻
一
・2

0
a

）
と
し
、

次
の
様
に
言
う
。

　
　

念
仏
と
い
う
一み

ち
す
じ路

は
、
〔
真
〕
理
に
入
る
妙
な
る
門

入
り
口

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
円
〔
満
〕
に
〔
禅
門
の
〕
五
家
の
宗
旨
に
契か

な

っ

て
い
る
し
、
弘
く
も
ろ
も
ろ
の
教
宗
〔
の
教
え
〕
を
該か

ね
〔
備
え
〕
て
い
る
。
測
り
し
れ
な
い
ほ
ど
精
微
で
あ
り
、
窮
ま

り
な
く
広
大
で
あ
る
。
鈍お

と

っ
た
根能

力

の
者
も
こ
れ
を
得
た
な
ら
ば
す
ぐ
に
苦り

ん

ね輪
を
免
れ
る
し
、
利す

ぐ

れ
た
智
〔
者
〕
が
こ
れ
に

逢
う
な
ら
ば
す
ぐ
に
〔
悟
り
の
〕
彼
岸
へ
超
〔
脱
〕
す
る
で
あ
ろ
う
。
粗
雑
に
見
え
る
が
細
密
で
、
易
し
そ
う
で
あ
り
な

が
ら
難
し
い
〔
教
え
な
〕
の
で
あ
る
。

念
仏
一
路
、
即
是
入
理
妙
門
。
円
契
五
宗
、
弘
該
諸
教
。
精
微
莫
測
、
広
大
無
窮
。
鈍
根
者
得
之
而
疾
免
苦
輪
、
利
智
者
逢
之
而
直

超
彼
岸
。
似
麤
而
細
、
若
易
而
難
。
（
『
答
浄
土
四
十
八
問
』
第
四
八
問
・
雲
棲
法
彙
本
・2

9
b

）

　

明
末
の
青
林
如
鑑
（
一
五
八
〇
〜
一
六
六
六
）
は
、
「
雲
棲
に
行
っ
て
、
蓮
池
大
師
を
礼
し
〔
て
弟
子
と
な
り
〕
、
浄
土
の
旨
訣

を
得
た
（
至
雲
棲
、
礼
蓮
池
大
師
、
得
浄
土
旨
訣
）
」
（
『
為
霖
道
霈
禅
師
餐
香
録
』
巻
上
・
青
林
尊
宿
伝
・Z

1
2
5

・4
3
8
b

）
と
さ
れ
る
よ

う
に
、
「
弥
陀
の
再
世
」
（
『
無
異
元
来
広
録
』
巻
一
二
・Z

1
2
5

・1
0
7
d

）
と
ま
で
称
さ
れ
た
袾
宏
が
、
主
に
蓮
門
の
僧
侶
と
し
て
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見
ら
れ
て
い
た
の
は
疑
い
が
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

　

こ
の
様
に
多
く
の
宗
派
に
ま
た
が
っ
た
袾
宏
の
活
動
に
つ
い
て
、
得
戒
の
弟
子
で
あ
る
洞
門
の
湛
然
円
澄
は
、
「
〔
雲
棲
和
尚

は
〕
雑
貨
店
を
開
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
人
が
珍
し
い
珠
を
買
い
に
来
れ
ば
珍
し
い
珠
を
与
え
、
人
が
ネ
ズ
ミ
の
糞
を
買

い
に
来
れ
ば
ネ
ズ
ミ
の
糞
を
与
え
〔
る
と
い
っ
た
具
合
で
〕
、
定き

ま

り計
な
ど
あ
っ
た
た
め
し
が
な
い
（
他
如
開
雑
貨
舗
、
人
買
珍
珠
、

与
之
珍
珠
、
人
買
鼠
糞
、
則
与
鼠
糞
、
曾
無
定
計
）
」
（
『
湛
然
禅
師
宗
門
或
問
』
第
二
一
節
・Z

1
2
6

・1
6
4
b

）
と
、
そ
の
変
幻
自
在
な
教

化
ぶ
り
を
評
価
す
る
。

　

「
雑
貨
店
」
と
さ
れ
る
袾
宏
と
は
い
え
、
そ
の
中
国
禅
門
に
お
け
る
評
価
は
、
湛
然
円
澄
以
外
に
も
、
無
異
元
来
・
永
覚
元

賢
・
覚
浪
道
盛
と
い
っ
た
曹
洞
宗
の
系
統
に
お
い
て
高
く
、
湛
然
の
弟
子
の
麦
浪
明
懐
（
生
卒
年
未
詳
）
は
袾
宏
を
「
古
仏
之

応
身
」
（
『
宗
門
設
難
』Z

1
2
7

・5
0
5
a

）
と
激
賞
し
て
い
る
。
こ
れ
は
洞
門
の
彼
ら
が
戒
律
に
お
い
て
袾
宏
と
深
い
繋
が
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
臨
済
門
下
に
お
い
て
は
、
幻
有
正
伝
の
法
嗣
で
あ
り
棒
喝
禅
を
標
榜
し
た
密

雲
円
悟
が
袾
宏
の
禅
浄
双
修
に
対
し
て
批
判
め
い
た
言
葉
を
吐
い
て
い
る
が
（
4
）
、
密
雲
と
同
じ
く
幻
有
に
嗣
法
し
た
雪
嶠
円

信
が
袾
宏
に
参
じ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
り
、
密
雲
門
下
の
木
陳
道
忞
は
袾
宏
を
「
高
卓
」
（
『
布
水
台
集
』
巻
一
三
・
霊

隠
嵩
居
如
公
塔
銘
・1

6
b

）
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
密
雲
の
法
侄
に
当
た
り
、
清
初
に
順
治
帝
か
ら
帰
依
を
受
け
た
玉
林
通
琇

（
一
六
一
四
〜
一
六
七
五
）
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

昔
、
雲
棲
大
師
は
宗

ぜ
ん
し
ゅ
う

門
を
主し

ど

う持
し
な
か
っ
た
が
、
〔
公
案
〕
参
究
の
人
へ
の
指
示
は
、
非
常
に
諦て

き

当か
く

だ
っ
た
。
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昔
雲
棲
大
師
、
雖
不
主
持
宗
門
、
指
示
人
参
究
、
却
甚
諦
当
。
（
七
巻
本
『
玉
琳
琇
国
師
語
録
』
巻
五
・
機
縁
、
新
文
豊
出
版
影
印

本
・2

0
0
b

）

　

少
な
く
と
も
、
万
暦
三
高
僧
の
一
人
と
さ
れ
る
袾
宏
は
そ
の
人
柄
も
あ
っ
て
広
く
尊
敬
を
集
め
た
存
在
で
あ
り
、
彼
を
軽
蔑

す
る
よ
う
な
発
言
は
中
国
で
は
皆
無
と
言
っ
て
良
い
。
『
増
訂
仏
祖
道
影
』
巻
四
に
載
せ
ら
れ
た
袾
宏
の
頂
相
は
、
憨
山
徳
清

が
「
容
貌
は
温
厚
、
純
粋
で
、〔
着
て
い
る
〕
衣
〔
の
重
さ
〕
に
耐
え
ら
れ
な
い
〔
か
と
思
わ
れ
る
〕
ほ
ど
弱
々
し
か
っ
た
（
貌

温
粋
、
弱
不
勝
衣
）
」
（
古
杭
雲
棲
蓮
池
大
師
塔
銘
・7

a

）
と
述
べ
た
通
り
柔
弱
で
優
し
そ
う
な
顔
立
ち
で
あ
り
（
5
）
、
「
雲
棲
は
低

柔
和
な
表
情眉

で
仏
事
を
行
な
っ
た
（
雲
棲
以
低
眉
作
仏
事
）
」
（
『
夢
遊
集
』
巻
五
五
・
曾
弘
撰
「
憨
山
大
師
口
筏
引
」
・Z

1
2
7

・5
0
1
a

）
と
さ
れ
、
『
戒

殺
放
生
文
』
を
撰
し
て
放
生
を
広
く
推
し
進
め
「
慈慈

母姥
」
（
『
徳
園
集
』
巻
五
・
東
遊
集
序
）
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
非
常
に
慈
悲

深
く
控
え
目
な
人
柄
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
見
か
け
と
は
反
対
に
戒
律
を
徹
底
し
て
守
る
厳
格
な
面
も
有
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
「
大
師
の
教
え
は
…
す
べ
て
真
実
の
履
践
に
帰
着
し
、
妙
な
る
悟
り
に
底

も
と
づ

い
て
い
る
（
大
師
之
教
…
一
帰
於
真
履
、

底
於
妙
悟
）
」
（
陶
望
齢
『
歇
菴
集
』
巻
六
・
杭
州
雲
棲
禅
院
法
堂
記
・1

3
a

）
と
評
さ
れ
て
お
り
、
雍
正
帝
が
「
梵

し
ゆ
ぎ
よ
う

行
清
浄
」
（
『
御
選

語
録
』
巻
頭
・
御
製
総
序
・Z

1
1
9

・1
7
9
d

）
と
称
え
た
よ
う
に
、
そ
の
清
廉
な
修
行
の
実
践
に
は
、
人
々
の
崇
敬
を
呼
ぶ
も
の
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
実
践
重
視
の
姿
勢
は
次
の
指
示
に
も
見
て
取
れ
る
。

　
　

念
仏
す
る
の
は
医
薬
〔
を
服
用
す
る
〕
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
経
典
を
読
む
の
は
医
学
書
〔
を
読
む
〕
よ
う
な
も
の
で
す
。

念
仏
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
が
、
経
典
も
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
〔
と
は
い
え
〕
今
は
一
日
の
中
の
八
割
か
ら

九
割
は
念
仏
し
、
一
割
か
二
割
、
経
典
を
読
む
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

念
仏
喩
医
薬
、
看
教
喩
医
書
。
念
仏
要
矣
。
教
亦
須
明
。
今
当
二
六
時
中
、
八
九
分
念
仏
、
一
二
分
看
教
可
也
。
（
『
雲
棲
大
師
遺
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稿
』
巻
二
・
書
・
答
呉
江
盛
如
林
居
士
広
霆
・3

3
a

）

　
　

禅
と
教
学
と
は
目
と
足
と
が
助
け
合
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
た
だ
禅
の
修
行
を
主
軸
と
し
て
、
経
典
を
明
ら
か
に
す
る
の

を
補
助
と
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

禅
教
如
目
足
相
資
。
但
以
修
禅
為
主
、
而
明
教
輔
之
可
也
。
（
『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
巻
二
・
書
・
答
聞
子
与
居
士
大
c
・3

3
b

）

　

僧
伝
類
を
見
る
限
り
、
明
末
万
暦
期
以
降
、
中
国
仏
教
に
お
け
る
僧
侶
の
数
は
爆
発
的
に
増
え
て
い
る
。
僧
侶
の
増
加
が
必

ず
し
も
そ
の
ま
ま
仏
教
の
隆
盛
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
し
、
堕
落
し
た
僧
侶
も
数
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
袾
宏
は
出

家
し
た
僧
侶
の
在
り
方
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

出
家
し
た
ば
か
り
の
人
は
、
そ
の
志
に
大
小
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
誰
で
も
一
通
り
の
や
る
気
を
持
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
し
ば
ら
く
す
る
中
に
、
も
と
通
り
交
際
や
名
誉
利
得
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
そ
の
あ
げ
く
屋
敷
を
構
え
、
衣
服
を
華
美
に

し
、
田
地
を
購
入
し
、
雇
い
人
を
集
め
、
さ
ん
ざ
ん
金
儲
け
を
し
、
せ
っ
せ
と
縁
者
を
作
り
、
俗
人
同
様
に
な
っ
て
し
ま

う
。
経
典
に
は
、
「
一
人
が
出
家
し
た
だ
け
で
も
、
波あ

く

ま旬
は
び
く
び
く
す
る
」
と
あ
る
。
〔
そ
れ
な
の
に
〕
も
し
出
家
し
た

者
が
、
こ
の
よ
う
に
無ぶ

様ざ
ま

で
あ
る
な
ら
、
波あ

く

ま旬
は
祝
杯
を
あ
げ
て
喜
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。
や
る
気
の
あ
る
出
家
者
は
、
素
早

く
眼
を
こ
ら
し
て
こ
れ
を
看
破
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
以
前
、
深
山
に
こ
も
っ
て
苦
行
し
た
僧
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、

彼
は
山
を
出
た
と
た
ん
に
、
数
十
人
の
男
女
信
徒
か
ら
帰
依
さ
れ
て
供
養
を
受
け
、
そ
の
あ
げ
く
一
生
を
台
無
し
に
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
よ
り
ひ
ど
い
た
ぐ
い
は
問
題
外
で
あ
る
。
「
〔
一
旦
出
家
し
て
も
〕
き
っ
と
も
う
一
度
煩
悩
の
家
か
ら
離

れ
、
も
う
一
度
俗
塵
の
束
縛
を
断
ち
切
れ
」
と
い
う
古
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
〔
一
旦
〕
出
家
し
て
か
ら
後
の
〔
も
う
一
段

上
の
〕
出
家
で
あ
る
。
前
の
出
家
の
仕
方
は
た
や
す
い
が
、
後
の
出
家
の
仕
方
は
難
し
い
。
私
は
こ
れ
を
思
う
と
、
日
夜

気
が
引
き
締
ま
る
の
で
あ
る
。
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人
初
出
家
、
雖
志
有
大
小
、
莫
不
具
一
段
好
心
。
久
之
、
又
為
因
縁
名
利
所
染
、
遂
復
営
宮
室
、
飾
衣
服
、
置
田
産
、
畜
徒
衆
、
多

積
金
帛
、
勤
作
家
縁
、
与
俗
無
異
。
経
称
、
一
人
出
家
、
波
旬
怖
懼
。
今
若
此
、
波
旬
可
以
酌
酒
相
慶
矣
。
好
心
出
家
者
、
快
須
著

眼
看
破
。
曾
見
深
山
中
苦
行
僧
、
一
出
山
来
、
被
数
十
箇
信
心
男
女
帰
依
供
養
、
遂
埋
没
一
生
。
況
其
大
者
乎
。
古
謂
、
必
須
重
離

煩
悩
之
家
、
再
割
塵
労
之
網
。
是
出
家
以
後
之
出
家
也
。
出
前
之
家
易
、
出
後
之
家
難
。
予
為
此
暁
夜
惶
悚
。
（
『
竹
窓
二
筆
』
第

一
〇
六
節
・
出
家
二
・5

3
b

）

　

出
家
者
に
対
し
、
常
に
「
自
分
は
僧
侶
だ
。
即
座
に
万
事
へ
の
執
着
を
捨
て
て
、
一
心
に
仏
道
を
念お

も

え
（
吾
僧
也
、
頓
捨
万
縁
、

一
心
念
道
）
」
（
同
前
・
第
四
九
節
・
出
家
休
心
難
・2
8
b

）
と
自
戒
す
る
よ
う
教
示
す
る
真
摯
な
生
き
方
こ
そ
、
袾
宏
の
本
領
で
あ

り
、
僧
侶
の
真
の
在
り
方
を
身
を
も
っ
て
示
し
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
こ
そ
時
代
を
超
え
た
価
値
を
袾
宏

に
見
出
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注
（
1
）	

天
如
惟
則
の
「
慧
慶
禅
寺
普
説
」
に
「
何
を
『
生
死
事
大
』
と
言
う
の
か
。
生
ま
れ
て
き
て
来
処
を
知
ら
な
い
の
を
『
生
大
』
と

言
い
、
死
ん
で
去
処
を
知
ら
な
い
の
を
『
死
大
』
と
言
う
の
だ
（
何
謂
生
死
事
大
。
生
不
知
来
処
、
謂
之
生
大
、
死
不
知
去
処
、
謂

之
死
大
）
」
（Z

1
2
2

・4
1
4
d

）
と
あ
り
、
袾
宏
の
『
禅
関
策
進
』
に
「
師
子
峰
天
如
則
禅
師
普
説
」
と
し
て
こ
の
部
分
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
天
如
の
こ
の
「
生
死
事
大
」
に
関
す
る
説
は
、
大
慧
宗
杲
の
『
大
慧
普
説
』
巻
一
（
校
訂
蔵
経
本
・4

1
6
d
~
4
1
7
a

）
な

ど
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）	

『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
巻
上
一
下
に
「
十
誦
中
、
仏
制
比
丘
、
五
夏
已
前
、
専
精
律
部
。
若
達
持
犯
辨
比
丘
事
、
然
後
乃
可

学
習
経
論
」
（T

4
0

・1
8
4
c

）
と
あ
り
、
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
巻
下
四
に
「
仏
蔵
五
夏
已
前
、
依
人
受
学
律
蔵
。
五
夏
已

後
具
知
、
応
学
無
我
人
法
」
（T

4
0

・1
4
7
b

）
あ
る
。
但
し
『
十
誦
律
』
に
は
同
様
の
文
章
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
緇
門
警
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訓
』
巻
四
の
「
解
行
無
実
反
軽
戒
律
」
に
、
「
『
資
持
』
云
」
（T

4
8

・1
0
6
0
c

）
と
し
て
『
資
持
記
』
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、

『
釈
氏
要
覧
』
巻
中
に
「
『
鈔
』
云
」
（T

5
4

・2
9
2
c

）
と
し
て
『
行
事
鈔
』
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
か
ら
、
袾
宏
は
こ
れ

ら
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）	

養
庵
広
心
に
つ
い
て
、
長
谷
部
幽
蹊
『
明
清
仏
教
研
究
資
料
（
人
名
索
引
）
』
（N

o
.
3
6
8

）
も
指
摘
す
る
通
り
、
『
続
燈
正

統
』
巻
三
〇
（Z

1
4
4

・4
1
9
c

）
、
『
祖
燈
大
統
』
巻
九
二
（2

1
a

）
は
華
山
無
聞
定
禅
師
の
法
嗣
と
し
、
『
径
石
滴
乳
』
巻
四

（Z
1
1
7

・4
8
3
d

）
は
黙
庵
慧
聞
の
法
嗣
と
す
る
が
、
『
五
燈
会
元
続
略
』
巻
七
（Z

1
3
8

・5
0
0
b

）
な
ど
、
そ
の
他
多
く
の
燈
史

類
は
「
未
詳
法
嗣
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
『
釈
氏
稽
古
略
続
集
』
巻
三
に
は
「
鵝
湖
禅
師
、
諱
広
心
、
号
養
菴
。
礼
翠
峯
参
辨
融
、

得
法
雲
栖
」
（T

4
9

・9
5
3
b

）
と
あ
る
し
、
無
異
元
来
の
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
明
末
当
時
、
広
心
が
袾
宏
の
法
嗣
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）	

費
隠
編
集
本
『
密
雲
禅
師
語
録
』
巻
一
二
「
雲
棲
和
尚
〔
讃
〕
」
（3

b
~
4
a

）
に
、
袾
宏
に
つ
い
て
「
無
端
啓
口
錯
念
仏
、
連
累
児

孫
信
不
及
。
縦
然
道
個
蕨
々
々
、
竪
起
拳
頭
向
汝
説
、
也
是
借
手
行
拳
、
未
免
掉
棒
打
月
」
と
述
べ
て
い
る
（
拙
著
『
元
代
禅
宗
史

研
究
』
・
禅
文
化
研
究
所
・
二
〇
〇
五
、
三
五
八
頁
を
参
照
）
。
尚
、
密
雲
の
こ
の
讃
は
、
袾
宏
の
「
採
蕨
歎
」
の
終
わ
り
の
部
分
に

見
え
る
「
蕨
、
蕨
。
豎
起
拳
頭
向
汝
説
」
（
『
山
房
雑
録
』
巻
二
・
偈
頌
・2

5
b

）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
5
）	

『
増
訂
仏
祖
道
影
』
巻
四
の
頂
相
は
細
面
だ
が
、
『
雲
棲
法
彙
』
の
「
雲
棲
大
師
塔
銘
」
に
付
録
さ
れ
た
「
雲
棲
大
師
小
像
」
は
丸

顔
で
あ
る
。
し
か
し
、
柔
和
で
温
厚
そ
う
な
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

雲棲袾宏の評価をめぐって
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新
選
分
類
集
諸
家
詩
（
抄
出
本
）　

解
題
と
翻
刻

堀

川

貴

司

　

ま
ず
書
誌
を
掲
げ
る
。

　

〔
室
町
後
期
〕
写
本
一
冊
、
仮
綴
、
二
一
・
一
×
一
二
・
九
糎
、
後
補
素
紙
（
檀
紙
）
表
紙
、
外
題
左
肩
打
付
墨
書
「
焦
尾

琴
」
（
本
文
と
別
筆
）
。
本
文
九
行
二
一
字
、
字
高
一
八
・
〇
糎
、
一
首
二
行
書
（
題
は
本
文
の
後
、
作
者
名
ナ
シ
）
。
本
文
と
同
時

の
朱
句
点
・
朱
引
・
墨
訓
点
（
た
だ
し
47
の
朱
の
返
点
・
補
入
指
示
、
72
の
黒
の
注
記
は
後
筆
）
、
後
時
（
識
語
の
頃
か
）
の
青
の
注
記

あ
り
。
全
一
〇
丁
。
所
蔵
識
語
「
文
化
十
四
年
丁
丑
臘
月
初
五　

南
叡
山
沙
門
無
名
氏
」
（
巻
末
）
。
堀
川
貴
司
蔵
。

　

本
書
内
題
書
名
は
い
わ
ゆ
る
『
新
選
集
』
の
そ
れ
で
あ
る
。
『
新
選
集
』
『
新
編
集
』
は
『
錦
繍
段
』
の
出
典
と
し
て
書
名
の

み
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
は
長
ら
く
不
明
に
な
っ
て
い
た
。
近
時
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
伝
本
が
紹
介
さ
れ
、
お
お

よ
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
（
1
）
。
本
書
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
約
一
二
〇
〇
首
を
収
め
る
『
新
選
集
』
の
う
ち

天
文
・
地
理
・
寺
観
・
懐
古
・
人
品
の
五
部
門
の
み
七
八
首
を
抄
出
し
た
も
の
（
あ
る
い
は
中
断
状
態
に
あ
る
か
）
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
本
書
と
『
新
選
集
』『
錦
繍
段
』
の
所
収
作
品
対
照
表
を
示
す
。
『
錦
繍
段
』
は
便
宜
上
流
布
本
（
三
三
一
首
本
）
、
『
新

選
集
』
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
（
そ
こ
に
な
い
作
品
は
龍
谷
大
学
図
書
館
本—

略
称
「
龍
」—

で
補
う
）
の
通
し
番
号
に
よ
り

示
し
た
。

新選分類集諸家詩（抄出本）　解題と翻刻
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部
門
・
題　
　
　
　

錦
繍
段
番
号　
　

新
選
集
番
号

　

天
文

1
京
城
翫
月	

2	

3

2
月	

3	

4

3
聴
雨
戯
作	

4	

9

4
又	
5	

10

5
中
秋
雨	

7	

12

6
雨
意	

8	

20

7
天
陰	

9	

21

8
雷	

10	
22

9
江
霧	

11	

24

10
春
雪	

12	

26

11
又	

13	

27

12
夜
雪	

14	

28

　

節
序

13
立
春	

38	

37

14
寒
食	

39	

43

15
寒
食
野
望	

40	

45
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16
春
日
作	

41	

60

17
又	

43	

62

18
又	

44	

65

19
春
晩
作	

ナ
シ	

68

20
又	

ナ
シ	

70

21
又	
ナ
シ	

75

22
春
夜
作	

48	

81

23
又	

49	

83

24
春
晩	

50	

84

25
又
（
夏
日
）	

51	
89

26
暑
夜	

52	

90

27
八
月
十
四
夜　
　

54	

100

28
中
秋	

55	

103

29
又	

56	

104

30
又	

57	

105

31
晩
秋	

58	

112

32
秋
夜
作	

59	

117

33
冬
至	

60	

120

新選分類集諸家詩（抄出本）　解題と翻刻
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地
理

34
方
池	

31	

128

35
盆
池	

32	

129

　

寺
観

36
宿
山
寺	

ナ
シ
（
続
163
）	

龍
130

37
繁
陰
亭	
ナ
シ	

154

　

懐
古

38
蒼
頡
台	

70	

158

39
太
公
望	

ナ
シ	

160

40
磻
渓	

71	
162

41
屈
原	

ナ
シ
（
続
50
）	

165

42
読
騒	

72	

166

43
范
蠡	

73	

169

44
嘲
范
蠡	

74	

170

45
蘇
秦
墓	

ナ
シ	

176

46
読
秦
紀	

75	

178

47
李
斯	

77	

182

48
項
羽	

78	

184
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49
四
老
廟	

80	

192

50
明
妃
曲	

81	

203

51
又	

82	

204

52
又	

83	

213

53
又	

84	

215

54
又	
85	

216

55
楊
雄	

86	

220

56
子
陵
釣
台	

87	

223

57
又	

88	

230

58
又	

89	
龍
227

59
又	

90	

233

60
赤
壁	

92	

238

61
薊
子
訓	

93	

241

62
張
季
鷹	

94	

244

63
王
導	

95	

246

64
謝
霊
運
墓　
　
　

96	

252

65
陳
後
主
祠　
　
　

98	

255

66
台
城	

99	

258

新選分類集諸家詩（抄出本）　解題と翻刻
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67
華
清
宮	

100	

262

68
華
清
宮
風
流
陣　

101	

264

69
長
安
覧
古　
　
　

102	

265

70
読
天
宝
遺
事　
　

103	

270

71
酔
杜
甫
像　
　
　

104	

273

72
李
白	
105	

277

73
李
白
墓	

106	

279

74
東
坡	

107	

289

75
詠
史	

108	

307

76
読
隠
逸
伝	

109	
308

77
感
旧
詩
巻	

110	

龍
304

　

人
品

78
観
舞
女	

143	

325

　

こ
の
よ
う
に
、
七
八
首
中
七
〇
首
が
『
錦
繍
段
』
と
、
二
首
が
『
続
錦
繍
段
』
と
一
致
す
る
。
『
錦
繍
段
』
か
ら
の
抄
出
で

な
い
こ
と
は
、
内
題
・
部
門
名
・
部
門
配
列
が
『
新
選
集
』
と
一
致
し
『
錦
繍
段
』
と
は
異
な
る
こ
と
、
『
錦
繍
段
』
に
収
め

な
い
作
品
を
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
『
錦
繍
段
』
と
は
無
関
係
に
、
独
自
の
抄
出
を
試
み
た

も
の
と
す
る
と
、
逆
に
こ
れ
ほ
ど
の
一
致
を
見
る
と
い
う
蓋
然
性
が
あ
る
か
と
い
う
疑
問
も
生
ま
れ
る
。
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可
能
性
と
し
て
は
、
『
錦
繍
段
』
を
傍
ら
に
置
い
て
参
考
に
し
つ
つ
抄
出
を
行
っ
た
か
、
あ
る
い
は
『
錦
繍
段
』
編
集
の
一

過
程
を
示
す
も
の
か
、
こ
の
ど
ち
ら
か
に
な
ろ
う
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
全
く
不
明
で
あ
っ
た
『
錦
繍
段
』
編
集
の
様
相
を
示
す

資
料
と
し
て
面
白
い
が
、
そ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
抄
出
本
が
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
編
者
天
隠

の
自
筆
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
本
書
は
そ
の
よ
う
に
認
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
や
や
筆
跡
が
異
な
り
、
ま
た
書
写
年
代
も

下
る
よ
う
に
見
え
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
憶
測
の
域
を
出
な
い
段
階
で
あ
る
。

　

な
お
、
上
記
三
書
と
異
な
り
い
ず
れ
の
作
品
に
も
作
者
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
日
本
人
禅
僧
に
よ
る
中
国
詩
の

総
集
に
は
詩
題
や
作
者
へ
の
関
心
が
薄
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
反
映
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
（
2
）
。

　

翻
刻
に
際
し
て
は
、
通
用
字
体
（
一
部
異
体
字
の
ま
ま
）
を
用
い
、
通
し
番
号
を
振
り
、
句
毎
に
分
か
ち
書
き
に
し
た
。
後
筆

と
思
わ
れ
る
加
筆
訂
正
に
つ
い
て
は
翻
刻
に
反
映
さ
せ
ず
、
注
記
し
た
。

注
（
1
）	

堀
川
貴
司
「
『
新
選
集
』
『
新
編
集
』
『
錦
繍
段
』
」
（
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ—

中
世
日
本
漢
文
学
研
究—

』
（
若
草
書
房
、

二
〇
〇
六
）
。
な
お
、
『
錦
繍
段
』
全
体
と
『
新
選
集
』
の
作
品
対
照
表
は
初
出
「
『
錦
繍
段
』
小
考
」
（
『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』

四
六
、
一
九
九
八
・
三
）
、
お
よ
び
そ
の
不
備
を
補
っ
た
注
（
2
）
朝
倉
氏
論
文
参
照
の
こ
と
。

（
2
）	

朝
倉
尚
「
禅
林
に
お
け
る
「
詩
の
総
集
」
に
つ
い
て—
受
容
の
実
態
と
編
纂
意
図
」
（
『
古
典
学
の
現
在
』
Ⅳ
、
特
定
領
域
研
究

「
古
典
学
の
再
構
築
」
総
括
班
、
二
〇
〇
一
・
一
一
）

新
選
分
類
集
諸
家
詩

　
　
　

天
文

1
秋
満
西
湖
月
正
円　

家
々
酔
賞
倚
欄
干　

西
風
茅
葦
長
淮
地　

応
有
征
人
帯
泪
看　
　

京
城
翫
月

新選分類集諸家詩（抄出本）　解題と翻刻
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2
嫦
娥
窃
薬
出
人
間　

蔵
在
蟾
宮
不
放
還　

后
羿
遍
尋
無
覓
処　

誰
知
天
上
亦
容
姦　
　

月

3
少
年
交
友
尽
豪
英　

妙
理
時
々
得
細
評　

老
去
同
参
惟
夜
雨　

焚
香
臥
聴
画
簾
声　
　

聴
雨
戯
作

4
遶
簷
点
滴
如
琴
筑　

支
枕
幽
斎
聴
始
奇　

憶
在
錦
城
歌
吹
海
」

（
１
オ
）

七
年
夜
雨
不
曾
知　
　

又

5
雨
声
敲
作
桂
花
寒　

書
伴
孤
燈
照
老
顔　

月
色
正
供
金
闕
晏　

分
光
応
不
到
人
間　
　

中
秋
雨

6
雲
頭
点
地
黒
如
黟　

雨
脚
粘
天
未
肯
飛　

待
得
風
師
来
判
断　

一
斉
併
作
晩
涼
帰　
　

雨
意

7
数
日
晴
雲
断
復
連　

不
成
軽
暑
不
成
寒　

天
公
也
似
摸
稜
手　

欲
雨
欲
晴
持
両
端　
　

天
陰

8
閑
人
倚
柱
咲
雷
公　

又
向
深
山
霹
怪
松　

必
若
有
蘇
天
下
意　

何
如
驚
起
武
侯
竜　
　

雷
」

（
１
ウ
）

9
紛
々
一
気
裹
長
空　

絶
与
鴻
濛
未
判
同　

無
数
過
船
看
不
見　

人
声
却
在
櫓
声
中　
　

江
霧

10
欲
積
高
深
自
不
成　

霏
々
連
日
尚
縦
横　

随
風
強
学
楊
花
舞　

便
向
檐
間
作
雨
声　
　

春
雪

11
眼
看
平
白
失
前
坡　

三
日
青
松
奈
老
何　

昨
夜
東
風
消
不
尽　

古
墻
陰
処
暁
猶
多　
　

又

12
雪
眼
羞
明
夜
転
飛　

梅
花
未
覚
竹
先
知　

一
炉
柴
火
三
盃
酒　

誰
記
山
陰
有
戴
逵　
　

夜
雪

　
　
　

節
序
」

（
２
オ
）

13
半
夜
新
春
入
管
城　

平
明
銅
雀
緑
苔
生　

浮
凘
把
断
春
風
路　

訴
与
青
州
借
援
兵　
　

立
春

14
二
月
江
南
花
満
枝　

他
郷
寒
食
遠
堪
悲　

貧
居
往
々
無
煙
火　

不
独
明
朝
為
子
推　
　

寒
食

15
拝
掃
無
過
骨
肉
親　

一
年
唯
此
両
三
辰　

塚
頭
莫
種
有
花
樹　

春
色
不
関
泉
下
人　
　

寒
食
野
望

16
枯
藤
処
々
領
春
華　

遮
莫
東
風
顫
帽
紗　

点
破
蕪
菁
黄
世
界　

一
抹
香
雪
小
梨
花　
　

春
日
作

17
無
名
野
草
依
人
緑　

有
種
山
花
称
意
紅　

春
到
人
間
無
棄
物
」

（
２
ウ
）

人
心
安
得
似
東
風　
　

又

18
隄
雲
漠
々
雨
漫
　々

楊
柳
如
糸
不
厭
看　

見
説
前
村
風
更
悪　

杏
花
無
力
避
春
寒　
　

又
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19
一
年
春
事
又
成
空　

擁
鼻
微
吟
半
酔
中　

夾
路
桃
花
新
過
雨　

馬
蹄
無
処
避
残
紅　
　

春
晩
作

20
巻
中
未
有
好
詩
看　

草
満
池
塘
夢
已
残　

客
又
不
来
春
已
暮　

一
簷
新
雨
杏
花
寒　
　

又

21
両
三
点
雨
淡
煙
裡　

四
五
声
鶯
濃
緑
中　

吹
尽
残
紅
無
可
落　

晩
来
閑
却
一
簾
風　
　

又
」

（
３
オ
）

22
金
炉
香
燼
漏
声
残　

剪
々
軽
風
陳
々
寒　

春
色
悩
人
眠
不
得　

月
移
花
影
上
欄
干　
　

春
夜
作

23
坐
到
心
清
有
妙
香　

蒲
団
紙
帳
任
更
長　

閉
門
不
受
庭
前
月　

分
与
梅
花
自
主
張　
　

又

24
黄
鸝
啼
断
雨
濛
　々

生
意
晴
光
暖
靄
中　

一
草
不
花
春
有
恨　

晩
来
籬
落
尽
東
風　
　

春
晩

25
春
尽
余
寒
去
却
回　

江
天
五
月
未
聞
雷　

南
風
祇
在
浮
雲
外　

弾
折
朱
絃
喚
不
来　
　

又

26
此
夜
炎
蒸
不
可
当　

開
門
高
樹
月
蒼
　々

天
河
只
在
南
楼
上
」

（
３
ウ
）

不
借
人
間
一
滴
涼　
　

暑
夜

27
銀
漢
無
声
露
暗
垂　

玉
蟾
初
上
欲
円
時　

清
樽
素
瑟
宜
先
賞　

明
夜
陰
晴
未
可
知　
　

八
月
十
四
夜

28
王
母
粧
成
鏡
未
収　

倚
欄
人
在
水
精
楼　

笙
歌
莫
占
清
光
尽　

留
与
渓
翁
一
釣
舟　
　

中
秋

29
夜
々
池
辺
待
月
生　

却
愁
此
夜
易
天
明　

憑
誰
引
取
秋
江
水　

添
入
銅
壺
報
暁
更　
　

又

30
万
里
秋
空
掛
玉
盤　

瓊
楼
杳
々
想
高
寒　

四
時
此
月
曾
無
別　

人
自
今
宵
別
眼
看　
　

又
」

（
４
オ
）

31
籬
菊
有
英
工
冷
淡　

老
梅
無
葉
試
欹
斜　

化
工
不
隔
銅
瓶
水　

一
夜
芙
蓉
三
四
花　
　

晩
秋

32
中
庭
淡
月
照
三
更　

白
露
横
空
河
漢
明　

莫
教
西
風
吹
葉
尽　

却
愁
無
処
著
秋
声　
　

秋
夜
作

33
至
日
観
書
不
幾
行　

梅
梢
横
月
欲
昏
黄　

漢
宮
紅
影
無
人
見　

未
必
曾
添
一
線
長　
　

冬
至

　
　
　

地
理

34
東
道
主
人
心
匠
巧　

鑿
開
方
在
貯
漣
漪　

夜
深
因
被
寒
星
照　

恰
似
山
翁
一
局
碁　
　

方
池
」

（
４
ウ
）

35
三
尺
清
池
窓
外
開　

茨
菰
葉
底
戯
魚
回　

雨
声
転
入
浙
江
去　

雲
影
還
従
震
沢
来　
　

盆
池

新選分類集諸家詩（抄出本）　解題と翻刻
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寺
観

36
松
門
明
月
仏
前
燈　

菴
在
孤
峰
最
上
層　

犬
吠
一
声
秋
意
静　

敲
門
時
有
夜
帰
僧　
　

宿
山
寺

37
窓
含
翠
雨
琹
書
潤　

門
掩
蒼
苔
枕
簟
涼　

夢
覚
不
知
春
已
夏　

一
声
黄
鳥
日
初
長　
　

繁
陰
亭

　
　
　

懐
古

38
観
跡
成
文
代
結
縄　

皇
風
儒
教
浩
然
興　

幾
人
従
此
休
耕
釣
」

（
５
オ
）

吟
対
長
安
雪
夜
燈　
　

蒼
頡
台

39
黙
坐
磻
渓
素
鬢
垂　

商
周
於
此
繋
興
衰　

機
深
正
似
忘
機
者　

応
被
沙
鴎
静
処
窺　
　

太
公
望

40
呂
公
栄
達
子
陵
帰　

万
古
煙
波
遶
釣
磯　

橋
上
一
通
名
利
路　

至
今
江
鳥
背
人
飛　
　

磻
渓

41
委
命
仇
讐
事
可
知　

章
華
荊
棘
国
人
悲　

恨
公
無
寿
如
金
石　

不
見
秦
嬰
繋
頸
時　
　

屈
原

42
霊
均
忠
憤
不
能
平　

写
尽
芳
蘭
杜
若
情　

底
事
楚
煙
湘
雨
外　

梅
花
不
肯
与
騒
盟　
　

読
騒
」

（
５
ウ
）

43
一
戦
功
成
早
掣
身　

釣
竿
軽
動
五
湖
雲　

宮
中
捨
得
娥
眉
斧　

不
献
吾
君
是
愛
君　
　

范
蠡

44
十
重
越
甲
夜
成
囲　

宴
罷
君
王
酔
不
知　

若
論
破
呉
功
第
一　

黄
金
只
合
鋳
西
施　
　

嘲
范
蠡

45
沙
埋
古
篆
折
碑
文　

六
国
興
亡
事
撃
君　

今
日
凄
涼
無
処
説　

乱
山
秋
尽
有
寒
雲　
　

蘇
秦
墓

46
海
上
空
求
五
色
芝　

鮑
魚
風
起
竟
堪
悲　

桃
源
自
在
長
生
路　

却
是
秦
皇
不
得
知　
　

読
秦
紀

47
八
荒
同
軌
託
雄
図　

是
古
非
今
尽
剗
除　

可
惜
当
時
猶
漏
網
」

（
６
オ
）

不
焚
圯
上
老
人
書　
　

李
斯

48
勝
敗
兵
家
不
可
期　

包
羞
忍
恥
是
男
児　

江
東
子
弟
多
才
俊　

巻
土
重
来
未
可
知　
　

項
羽

49
呂
氏
強
梁
嗣
子
柔　

我
於
天
性
豈
恩
讐　

南
軍
不
袒
左
辺
袖　

四
老
安
劉
是
滅
劉　
　

四
老
廟

50
漢
宮
眉
斧
息
辺
塵　

功
圧
豼
貅
百
万
人　

好
把
香
閨
旧
脂
粉　

淡
粧
濃
抹
上
麒
麟　
　

明
妃
曲

51
馬
背
東
風
去
路
賖　

幾
多
幽
意
寄
琵
琶　

妾
身
若
是
能
傾
国　

尽
捲
胡
沙
入
漢
家　
　

又
」

（
６
ウ
）
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52
驪
山
挙
燧
因
褒
娰　

蜀
道
蒙
塵
為
太
真　

能
遣
明
妃
嫁
夷
狄　

画
工
元
是
漢
忠
臣　
　

又

53
自
倚
嬋
娟
望
主
恩　

誰
知
美
悪
忽
相
翻　

黄
金
不
買
漢
宮
貌　

青
冢
空
埋
秦
地
魂　
　

又

54
玉
貌
風
沙
勝
画
図　

琵
琶
難
写
旧
恩
疎　

宮
中
咫
尺
如
千
里　

況
復
如
今
万
里
余　
　

又

55
執
戟
浮
沈
亦
未
遷　

無
端
著
頌
美
新
都　

白
頭
所
得
能
多
少　

枉
被
人
書
莽
大
夫　
　

楊
雄

56
万
事
無
心
一
釣
竿　

三
公
不
換
此
江
山　

平
生
恨
識
劉
文
叔
」

（
７
オ
）

惹
得
虚
名
満
世
間　
　

子
陵
釣
台

57
生
涯
千
頃
水
雲
寛　

舒
巻
乾
坤
一
釣
竿　

夢
裡
偶
然
伸
隻
脚　

渠
知
天
子
是
何
官　
　

又

58
節
義
功
名
捴
不
軽　

南
宮
図
像
煥
丹
青　

如
何
只
画
風
雲
将　

不
画
桐
江
一
客
星　
　

又

59
山
凍
江
流
激
素
灘　

羊
裘
立
尽
暮
雲
寒　

早
知
釣
餌
成
虚
設　

多
却
当
時
一
釣
竿　
　

又

60
踣
呂
推
袁
虎
視
眈　

阿
瞞
気
勢
捲
江
南　

磯
頭
一
霎
東
風
転　

天
下
江
山
自
此
三　
　

赤
壁
」

（
７
ウ
）

61
世
上
年
光
東
逝
波　

咸
陽
銅
狄
幾
摩
挲　

神
仙
不
死
成
何
事　

只
向
秋
風
感
概
多　
　

薊
子
訓

62
千
里
懐
帰
便
自
帰　

蓴
鱸
聊
以
寄
吾
思　

洛
中
戦
鼓
轟
天
地　

正
是
松
江
独
釣
時　
　

張
季
鷹

63
揮
泪
新
亭
歳
月
多　

可
憐
廟
算
竟
蹉
跎　

西
風
空
挙
元
規
扇　

如
此
胡
塵
漠
々
何　
　

王
導

64
心
雑
難
為
蓮
社
友　

翻
経
肯
与
俗
流
通　

可
憐
一
対
登
山
屐　

埋
在
池
塘
芳
草
中　
　

謝
霊
運
墓

65
真
珠
簾
下
変
離
声　

多
少
嬙
妃
掩
袂
聴　

贏
得
牢
愁
三
万
斛
」

（
８
オ
）

孤
舟
撑
入
大
梁
城　
　

陳
後
主
祠

66
江
雨
霏
々
江
草
斉　

六
朝
如
夢
鳥
空
啼　

無
情
最
是
台
城
柳　

依
旧
煙
籠
十
里
堤　
　

台
城

67
草
遮
回
磴
絶
鳴
鑾　

雲
樹
深
々
碧
殿
寒　

明
月
自
来
還
自
去　

更
無
人
倚
玉
欄
干　
　

華
清
宮

68
玉
殿
晴
輝
颺
彩
旌　

承
平
天
子
亦
知
兵　

嬌
児
慣
識
風
流
陣　

伝
到
漁
陽
芸
始
精　
　

華
清
宮
風
流
陣

69
黄
鵠
高
飛
去
不
還　

百
年
世
事
奕
碁
間　

沈
香
亭
畔
千
株
石　

散
与
人
家
作
仮
山　
　

長
安
覧
古
」

（
８
ウ
）
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70
蜀
山
渺
々
蜀
江
長　

玉
骨
幽
沈
草
木
黄　

万
苦
皆
従
甜
処
得　

長
生
殿
裡
荔
支
香　
　

読
天
宝
遺
事

71
翠
輦
蒙
塵
赤
子
寒　

洗
愁
毎
恨
酒
盃
乾　

憂
心
如
酔
非
真
酔　

莫
做
嵆
劉
一
様
看　
　

酔
杜
甫
像

72
脱
鞾
殿
上
酔
陽
狂　

触
撥
春
風
酔
海
堂　

放
逐
一
身
窮
不
恨　

三
郎
入
蜀
更
郎
当　
　

李
白

73
大
雅
清
風
久
不
聞　

一
杯
聊
為
洗
荒
墳　

朱
絃
三
嘆
無
今
古　

説
与
江
東
日
暮
雲　
　

李
白
墓

74
人
間
得
喪
果
何
憑　

空
裡
浮
花
日
裡
氷　

瓊
海
不
知
身
是
客
」

（
９
オ
）

生
前
慣
作
水
雲
僧　
　

東
坡

75
泗
水
飛
沈
周
宝
鼎　

灞
城
遏
住
漢
銅
人　

々
心
不
似
無
情
物　

多
少
英
雄
入
魏
秦　
　

詠
史

76
終
南
処
士
入
都
門　

少
室
山
人
補
諫
垣　

畢
竟
只
供
千
歳
笑　

石
封
三
品
鶴
乗
軒　
　

読
隠
逸
伝

77
夜
深
吟
罷
一
長
吁　

老
泪
燈
前
湿
白
鬚　

二
十
年
前
旧
詩
巻　

十
人
酬
和
九
人
無　
　

感
旧
詩
巻

　
　
　

人
品

78
纏
紅
結
紫
畏
風
吹　

嫋
娜
初
回
弱
柳
枝　

買
笑
未
知
誰
是
主
」

（
９
ウ
）

万
人
心
逐
一
人
移　
　

観
舞
女

翻

刻

注

10	

「
ヨ
」
（
雪
の
異
体
字
）
右
傍
に
「
雪
」
（
青
）

12	

10
に
同
じ

16	

「
黄
」
行
末
か
ら
補
入
（
本
文
同
筆
の
墨
・
青
）
／
「
ヨ
」
（
雪
の
異
体
字
）
右
傍
に
「
雪
」
（
青
）

20	

「
簷
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
上
欄
に
「
簾
」
（
墨
）

23	

第
三
句
左
傍
に
「
不
受
二
字
妙
」
（
青
）

25	

「
又
」
直
下
に
「
ノ
字
非
也
夏
日
ノ
詩
」
（
青
）

32	

「
教
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
右
傍
に
「
使
」
（
青
）

37	

「
潤
」
に
さ
ん
ず
い
と
「
王
」
を
上
書
し
、
右
傍
に
フ
リ
ガ
ナ
「
ウ
ル
ヲ
ヒ
」
（
青
）

40



41	

「
頸
」
扁
を
摺
り
消
し
て
上
書
（
も
と
「
頭
」
か
）
（
墨
）

47	

「
尽
」
行
末
か
ら
補
入
（
墨
・
後
筆
の
朱
）
／
「
網
」
に
旁
の
内
部
を
上
書
し
、
右
傍
に
「
マ
ウ
」
（
墨
）

49	

「
袒
」
右
・
左
傍
に
フ
リ
ガ
ナ
「
タ
ン
」
「
カ
タ
ヌ
カ
」
（
本
文
同
筆
の
墨
）

53	
「
忽
」
行
末
か
ら
補
入
（
墨
・
青
）

72	

「
脱
」
上
欄
に
「
脱
」
（
後
筆
の
墨
）
／
「
堂
」
右
傍
に
「
棠
」
（
青
）

73	

「
嘆
」
（
略
字
）
右
傍
に
「
嘆
」
（
青
）

74	

「
海
」
行
末
か
ら
補
入
（
墨
・
青
）

新選分類集諸家詩（抄出本）　解題と翻刻
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新選分類集諸家詩（抄出本）　巻首

同　巻尾
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ふ
た
り
の
浄
覚

千

田

た

く

ま

一　

研

究

の

概

略

　

浄
覚
と
は
『
楞
伽
師
資
記
』
や
『
注
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
な
ど
を
記
し
た
と
さ
れ
る
初
期
禅
宗
史
の
人
物
で
あ
る
。
本
稿

は
か
れ
の
伝
記
に
批
判
検
討
を
加
え
て
矛
盾
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
別
に
新
た
に
浄
覚
の
墓
誌
銘
を
見
出
し
そ
の
伝
記
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
説
を
訂
正
し
た
研
究
で
あ
る
（
１
）
。

　

本
稿
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
従
来
、
『
楞
伽
師
資
記
』
序
、
『
大
唐
大
安
国
寺
故
大
徳
浄
覚
師
碑
銘
并
序
』
、
『
注
般
若
波
羅

蜜
多
心
経
』
略
序
の
三
資
料
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
た
浄
覚
の
伝
記
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
立
ち
か
え
っ
て
検
討
を
く

わ
え
従
来
の
浄
覚
の
伝
記
を
整
理
し
な
お
し
た
。
つ
い
で
そ
の
整
理
し
た
浄
覚
の
伝
記
を
、
正
史
等
と
の
比
較
に
よ
っ
て
批
判

を
加
え
、
浄
覚
の
伝
記
が
虚
構
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
し
て
別
に
『
大
慈
禅
師
墓
誌
銘
并
序
』
と
い
う
資
料
か
ら
も

う
一
人
浄
覚
が
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
こ
の
浄
覚
の
実
在
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
浄
覚
の
伝
記

と
『
楞
伽
師
資
記
』
の
内
容
を
比
較
し
共
通
点
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
た
に
見
出
し
た
浄
覚
を
『
楞
伽
師
資
記
』
の

作
者
と
決
定
し
た
。
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二　

『
楞
伽
師
資
記
』
序
に
お
け
る
浄
覚

　

『
楞
伽
師
資
記
』
は
北
宗
の
祖
統
説
を
伝
え
る
灯
史
で
あ
り
第
一
祖
に
『
楞
伽
経
』
の
翻
訳
者
で
あ
る
求
那
跋
陀
羅
を
た
て
、

二
祖
に
菩
提
達
摩
、
三
祖
に
慧
可
、
四
祖
に
僧
璨
、
五
粗
に
道
信
、
六
祖
に
弘
忍
と
列
伝
す
る
。
そ
し
て
こ
の
弘
忍
の
下
に
第

七
と
し
て
神
秀
、
玄
賾
、
老
安
の
三
人
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
も
神
秀
の
伝
記
の
み
を
記
し
て
、
最
後
に
第
八
と
し
て
神
秀
の
下

に
義
福
、
普
寂
、
景
賢
、
恵
福
の
四
人
の
名
を
列
し
て
終
る
灯
史
で
あ
る
。

　

『
楞
伽
師
資
記
』
は
胡
適
氏
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
資
料
（
Ｓ
二
〇
五
四
、
Ｐ
三
四
三
六
）
が
発
見
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て

鈴
木
大
拙
氏
や
金
九
経
氏
な
ど
が
早
く
か
ら
校
訂
や
研
究
を
な
し
た
。
そ
の
後
も
篠
原
寿
雄
氏
に
よ
る
再
校
注
や
、
田
中
良
昭

氏
に
よ
る
資
料
（
Ｐ
三
二
九
四
、
Ｐ
三
五
三
七
、
Ｓ
四
二
七
二
）
の
発
見
紹
介
、
柳
田
聖
山
氏
に
よ
る
研
究
や
資
料
（
Ｐ
四
五
六
四
、

Ｐ
三
七
〇
三
）
の
紹
介
と
校
訂
な
ど
が
つ
づ
い
た
。
ま
た
上
山
大
峻
氏
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
『
楞
伽
師
資
記
』
（
Ｓ
七
一
〇
）
の

発
見
紹
介
、
沖
本
克
己
氏
の
校
訂
和
訳
や
、
西
岡
祖
秀
氏
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
資
料
（
Ｓ
七
〇
四
）
の
発
見
も
あ
る
。
そ
の
ほ

かB
a
r
o
n
i
 
H
e
l
e
n

氏
や
程
正
氏
に
考
察
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
現
在
ま
で
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
（
２
）
。

　

『
楞
伽
師
資
記
』
は
本
文
と
序
に
分
か
れ
て
お
り
本
文
に
は
浄
覚
は
登
場
し
な
い
。
ゆ
え
に
本
文
か
ら
明
示
的
に
浄
覚
の
経

歴
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
情
報
は
無
い
。
た
だ
し
『
楞
伽
師
資
記
』
の
表
題
の
下
に
「
東
都
沙
門
釈
浄
覚
居
太
行
山
霊
泉
谷
集
」

と
自
ら
の
名
前
と
著
述
場
所
を
示
し
て
お
り
、
彼
は
東
都
洛
陽
の
僧
で
太
行
山
の
霊
泉
谷
に
居
て
『
楞
伽
師
資
記
』
を
編
集
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
っ
ぽ
う
本
文
に
先
立
つ
『
楞
伽
師
資
記
』
の
序
（
Ｐ
三
二
九
四
、
Ｓ
二
〇
五
四
）
に
は
、
浄
覚
の
修
行
遍

歴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
読
む
と
、

　
　

去
大
足
元
年
、
在
於
東
都
、
遇
大
通
和
上
諱
秀
、
蒙
授
禅
法
、
開
示
悟
入
、
似
得
少
分
。
毎
呈
心
地
、
皆
云
努
力
。
豈
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其
福
薄
、
忠
孝
無
誠
。
和
尚
随
順
世
間
、
奄
従
化
往
。
所
以
有
疑
惑
、
無
処
呈
印
。
（
中
略
）
有
安
州
寿
山
大
和
上
、
諱

賾
（
中
略
）
大
唐
中
宗
孝
和
皇
帝
景
龍
二
年
、
有
勅
召
入
西
京
、
便
於
東
都
広
開
禅
法
。
浄
覚
、
当
即
帰
依
、
一
心
承
事
。

両
京
来
往
、
参
覲
向
経
十
有
余
年
、
所
呈
心
地
、
尋
已
決
了
（
３
）
。

　
　

去
る
大
足
元
年
、
東
都
に
在
り
て
、
大
通
和
上
諱
は
秀
に
遇
い
、
禅
法
を
蒙
授
せ
ら
れ
、
開
示
悟
入
し
、
少
分
を
得
る
に

似
た
り
。
毎
に
心
地
を
呈
す
る
も
、
皆
な
努
力
せ
よ
と
云
う
。
豈
に
其
れ
福
の
薄
き
か
、
忠
孝
の
誠
無
か
り
し
か
。
和
尚
、

世
間
に
随
順
し
、
奄
か
に
化
に
従
い
往
く
。
所
以
に
疑
惑
有
る
も
、
印
を
呈
す
る
処
無
し
。
（
中
略
）
安
州
寿
山
大
和
上

な
る
も
の
有
り
、
諱
は
賾
（
中
略
）
大
唐
中
宗
孝
和
皇
帝
の
景
龍
二
年
、
勅
有
り
て
西
京
に
召
入
せ
ら
れ
、
便
ち
東
都
に

お
い
て
広
く
禅
法
を
開
く
。
浄
覚
、
当
即
に
帰
依
し
、
一
心
に
承
事
す
。
両
京
来
往
し
、
参
覲
す
る
こ
と
十
有
余
年
を
経

る
に
お
い
て
、
呈
す
る
所
の
心
地
、
尋
已
に
決
了
す
。

浄
覚
は
大
足
元
年
（
七
〇
一
）
に
洛
陽
に
居
て
神
秀
（—

七
〇
六
？
）
に
師
事
し
た
が
か
な
わ
ず
、
の
ち
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）

に
長
安
に
召
さ
れ
洛
陽
に
布
教
し
た
玄
賾
に
使
え
る
こ
と
十
有
余
年
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
以
上
『
楞
伽
師
資
記
』
と
序

に
よ
れ
ば
、
浄
覚
は
神
秀
と
玄
賾
の
弟
子
で
、
洛
陽
の
沙
門
、
太
行
山
で
『
楞
伽
師
資
記
』
を
編
集
し
た
こ
と
に
な
る
。

三　

『
大
唐
大
安
国
寺
故
大
徳
浄
覚
師
碑
銘
并
序
』
に
お
け
る
浄
覚

　

『
大
唐
大
安
国
寺
故
大
徳
浄
覚
師
碑
銘
并
序
』
（
以
下
『
浄
覚
碑
銘
』
）
は
王
維
（
七
〇
〇—

七
六
一
）
の
撰
に
な
る
浄
覚
の
碑
銘

で
あ
る
。
碑
銘
や
拓
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
建
立
年
代
等
も
不
明
で
あ
る
が
、
王
維
の
文
集
や
『
全
唐
文
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て

い
る
（
４
）
。
『
浄
覚
碑
銘
』
に
は
年
代
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
生
没
年
の
特
定
な
ど
は
で
き
な
い
が
、
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禅
師
法
名
浄
覚
、
俗
姓
韋
氏
。
孝
和
皇
帝
庶
人
之
弟
也
。
（
中
略
）
中
宗
之
時
（
中
略
）
入
太
行
山
、
剃
髪
受
具
。
（
中
略
）

聞
東
京
有
賾
大
師
、
乃
脱
履
戸
前
、
摳
衣
座
下
。
（
中
略
）
以
某
載
月
日
帰
大
寂
滅
。
某
月
日
遷
神
于
少
陵
原
赤
谷
蘭
若
。

（
訓
読
省
略
）

と
あ
り
、
浄
覚
の
俗
姓
は
韋
氏
で
、
孝
和
皇
帝
庶
人
の
弟
つ
ま
り
中
宗
の
皇
后
韋
氏
の
弟
。
中
宗
の
時
に
太
行
山
に
入
っ
て
削

髪
受
具
し
、
の
ち
に
東
京
洛
陽
に
玄
賾
が
居
る
の
を
知
り
「
履
を
戸
前
に
脱
し
、
衣
を
座
下
に
摳
げ
」
て
弟
子
と
な
っ
た
。
や

が
て
亡
く
な
る
と
長
安
と
終
南
山
の
間
に
あ
る
、
少
陵
原
赤
谷
蘭
若
に
荼
毘
さ
れ
た
と
い
う
（
５
）
。
以
上
の
如
く
『
浄
覚
碑
銘
』

で
は
、
浄
覚
は
大
安
国
寺
の
僧
で
、
俗
姓
は
韋
氏
、
中
宗
の
皇
后
韋
氏
の
弟
と
な
る
。
そ
し
て
太
行
山
に
入
っ
て
削
髪
受
具
し
、

の
ち
玄
賾
の
弟
子
と
な
っ
た
。
墓
は
少
陵
原
赤
谷
蘭
若
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

四　

『
注
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
略
序
に
お
け
る
浄
覚

　

『
注
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
（
以
下
『
注
心
経
』
）
は
浄
覚
に
よ
る
『
般
若
心
経
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
「
皇
四
従
伯
中
散
大
夫

行
金
州
長
史
」
の
李
知
非
が
略
序
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
序
に
よ
る
と
、
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
に
金
州
司
戸
尹
玄
度
、
録

事
参
軍
鄭
暹
な
ど
が
、
漢
水
明
珠
之
郡
に
お
い
て
、
浄
覚
に
注
般
若
多
心
経
一
巻
を
請
う
た
そ
れ
と
さ
れ
る
。
「
漢
水
明
珠
之

郡
」
が
現
在
の
何
処
に
当
た
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
（
６
）
、
金
州
は
現
在
の
陝
西
省
興
安
州
安
康
で
あ
り
、
『
陝
西
通
史
』
に

よ
る
な
ら
、
金
州
は
乾
元
の
初
め
（
七
五
八
）
ま
で
安
康
郡
ま
た
は
漢
陰
郡
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
略
序
は
そ
れ
以
後
の
成

立
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
李
知
非
、
玄
度
、
鄭
暹
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
『
注
心
経
』
の
本
文
に
は
浄
覚
の
経
歴
は
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
表
題
の
下
に
「
此
法
沙
門
釈
浄
覚
注
」
（
嗣
法
の
沙
門
、
釈
浄
覚
が
注
す
）
と
あ
り
、
ま
た
李
知
非
の
序
に
浄
覚
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の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

『
注
心
経
』
（
Ｓ
四
五
五
六
）
は
竺
沙
雅
章
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
が
（
７
）
、『
注
心
経
』
に
は
も
う
一
本
「
向
逹
氏
手
鈔
本
」

（
以
下
、
向
達
本
）
と
い
う
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。
向
達
本
と
い
う
の
は
柳
田
氏
に
よ
る
と
、
向
達
氏
が
一
九
三
一
年
か
ら

一
九
三
二
年
に
わ
た
っ
て
、
敦
煌
を
調
査
し
た
折
に
発
見
し
た
資
料
群
の
中
に
、
五
代
の
長
興
五
年
（
九
三
四
）
六
月
十
五
日

に
三
界
寺
比
丘
道
真
が
、
『
菩
提
達
磨
定
是
非
論
』
、
『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』
、
『
南
宗
頓
教
最
上
壇
経
』
（
以

下
各
々
『
定
是
非
論
』
、
『
壇
語
』
、
『
壇
経
』
）
等
と
と
も
に
、
『
注
心
経
』
を
書
写
し
た
一
続
き
の
資
料
が
あ
り
、
向
達
氏
が
そ
の

中
の
『
注
心
経
』
を
書
写
し
、
そ
の
向
達
氏
の
書
写
本
を
、
リ
ー
ベ
ン
タ
ー
ル
氏
が
北
平
図
書
館
で
書
写
し
、
そ
の
リ
ー
ベ
ン

タ
ー
ル
氏
の
書
写
本
を
、
春
日
井
真
也
氏
が
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
で
借
り
て
再
々
度
書
写
し
日
本
に
将
来
し
た
も
の
で
、
柳
田
氏

は
こ
の
向
達
本
と
Ｓ
四
五
五
六
を
対
校
し
て
、
『
注
心
経
』
の
校
訂
本
を
つ
く
っ
た
の
だ
と
い
う
（
８
）
。
こ
の
よ
う
に
努
力
と
学

恩
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
向
達
本
で
あ
る
が
、
柳
田
氏
も
漏
ら
し
て
い
る
よ
う
に
幾
度
か
の
書
写
を
経
て
い
る
だ
け
に
、
資
料
と

し
て
信
頼
の
お
け
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
い
っ
た
い
向
達
本
と
は
、
現
在
の
敦
煌
文
書
の
分
類
で
、
ど
の
資
料
に
当
る
の
だ

ろ
う
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
敦
博
〇
七
七
に
浄
覚
の
『
注
心
経
』
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
敦
博
〇
七
七
と
い
う
と
初
期
禅
宗
研

究
で
は
な
じ
み
深
い
『
定
是
非
論
』
、
『
壇
語
』
、
『
五
更
転
』
、
『
壇
経
』
が
連
写
さ
れ
る
資
料
で
、
そ
の
末
尾
に
『
注
心
経
』
が

記
さ
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
こ
の
書
写
の
並
び
は
、
向
達
氏
が
見
た
資
料
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
敦
博
〇
七
七
が
向
達
本
の
原

資
料
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

『
注
心
経
』
序
を
読
ん
で
み
る
と
、

　
　

于
時
大
唐
京
兆
大
安
国
寺
沙
門
諱
浄
覚
、
俗
姓
韋
、
祖
逍
遥
公
之
後
也
（
中
略
）
其
禅
師
年
二
十
三
、
去
神
竜
元
年
、
在

懐
州
太
行
山
稠
禅
師
、
以
錫
杖
解
虎
闘
処
修
道
、
居
此
山
注
金
剛
般
若
理
鏡
一
巻
。
（
中
略
）
後
開
元
十
五
年
、
有
金
州
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司
戸
尹
玄
度
、
録
事
参
軍
鄭
暹
等
、
於
漢
水
明
珠
之
郡
、
請
注
般
若
多
心
経
一
巻
。

　
　

時
に
大
唐
京
兆
大
安
国
寺
沙
門
、
諱
は
浄
覚
、
俗
姓
は
韋
、
祖
は
逍
遥
公
の
後
な
り
（
中
略
）
其
れ
禅
師
年
二
十
三
な
る
、

去
る
神
竜
元
年
に
、
懐
州
太
行
山
の
稠
禅
師
が
錫
杖
を
以
っ
て
虎
の
闘
ふ
る
を
解
く
処
に
在
り
て
修
道
し
、
此
の
山
に
居

り
て
金
剛
般
若
理
鏡
一
巻
を
注
す
。
（
中
略
）
後
開
元
十
五
年
、
金
州
司
戸
尹
玄
度
、
録
事
参
軍
鄭
暹
等
有
り
て
、
漢
水

明
珠
之
郡
に
お
い
て
、
注
般
若
多
心
経
一
巻
を
請
う
。

浄
覚
は
長
安
長
楽
坊
の
安
国
寺
に
属
す
る
沙
門
で
、
俗
姓
は
韋
氏
、
祖
先
は
逍
遥
公
の
後
す
な
わ
ち
北
周
の
韋
夐
（
五
〇
二—

五
七
八
）
の
子
孫
で
あ
り
、
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
に
、
懐
州
太
行
山
の
稠
禅
師
の
霊
泉
地
に
入
り
「
注
金
剛
般
若
理
鏡
」
を
著

述
し
、
開
元
一
五
年
（
七
二
七
）
に
般
若
心
経
に
注
を
し
た
と
あ
る
。
ま
た
生
年
は
、
こ
の
神
竜
元
年
（
七
〇
五
）
に
二
三
歳
と

あ
る
と
こ
ろ
よ
り
計
算
し
て
、
永
淳
二
年
（
弘
道
元
年
、
六
八
三
）
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
没
年
は
明
確
で
は
な
い
が
柳
田

氏
に
よ
っ
て
天
宝
九
年
頃
（
七
五
〇
）
に
亡
く
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

『
注
心
経
』
序
に
は
浄
覚
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
は
『
注
心
経
』
資
料
の
Ｓ

四
五
五
六
と
敦
博
〇
七
七
に
よ
っ
て
文
章
に
異
同
が
あ
る
の
で
、
資
料
を
提
示
し
て
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
Ｓ

四
五
五
六
は
欠
損
が
あ
っ
て
読
み
に
く
い
が
（
□
…
□
は
資
料
の
欠
損
を
表
す
）
、

　
　

先
是
□
…
□
門
人
、
復
是
洛
州
嵩
山
禅
師
足
下
、
又
是
□
…
□
山
賾
大
師
h
弟
子
。
古
禅
訓
曰
、
宋
太
祖
之
時
、
求
那
跋

陀
羅
三
蔵
禅
□
□
□
□
□
灯
、
自
起
南
天
竺
国
、
名
曰
南
宗
。
次
伝
菩
提
達
摩
禅
師
。
次
伝
禅
師
。
次
伝
粲
禅
師
。
次
伝

斬
州
東
山
道
信
禅
師
。
道
安
禅
師
、
賾
禅
師
、
此
三
大
師
、
同
一
師
学
、
倶
忍
之
弟
子
也
（
中
略
）
其
賾
大
師
所
持
摩
納

袈
裟
、
瓶
鉢
錫
杖
、
並
留
付
嘱
浄
覚
禅
師
。

　
　

先
ず
是
れ
□
…
□
の
門
人
、
復
是
れ
洛
州
嵩
山
禅
師
の
足
下
、
又
是
れ
□
…
□
山
賾
大
師
の
h
弟
子
。
（
中
略
）
其
れ
賾
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大
師
所
持
の
磨
納
の
袈
裟
、
瓶
鉢
錫
杖
、
並
び
に
留
め
浄
覚
禅
師
に
付
嘱
す
。

と
あ
る
。
欠
損
し
て
い
る
「
□
門
人
」
の
部
分
は
、
他
資
料
と
の
比
較
か
ら
「
神
秀
の
門
人
」
と
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
Ｓ

四
五
五
六
で
は
、
浄
覚
は
始
め
神
秀
の
門
人
と
な
り
、
つ
づ
い
て
老
安
と
玄
賾
に
使
え
、
玄
賾
よ
り
祖
師
伝
来
の
袈
裟
等
を
付

嘱
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
も
う
一
方
の
敦
博
〇
七
七
を
読
ん
で
み
る
と
、

　
　

先
是
荊
州
秀
大
門
人
。
古
禅
訓
曰
、
宋
太
祖
時
、
求
那
跋
陀
羅
三
蔵
禅
師
、
以
楞
伽
伝
灯
、
起
南
天
竺
国
、
名
曰
南
宗
。

次
伝
菩
提
達
磨
禅
師
。
次
伝
粲
可
禅
師
。
粲
可
禅
師
、
次
伝
斬
州
東
山
道
信
禅
師
、
遠
近
咸
称
東
山
法
門
也
。
次
伝
忍
大

師
。
次
伝
秀
禅
師
、
安
禅
師
、
賾
禅
師
、
此
三
大
師
、
同
一
師
学
、
倶
忍
之
弟
子
也
（
中
略
）
其
賾
大
師
所
持
磨
納
袈
裟
、

瓶
鉢
錫
杖
等
、
並
留
付
嘱
浄
覚
禅
師
。

　
　

先
ず
是
れ
荊
州
秀
大
（
師
）
の
門
人
。
（
中
略
）
其
れ
玄
賾
大
師
所
持
の
磨
納
の
袈
裟
、
瓶
鉢
錫
杖
等
、
並
び
に
留
め
浄
覚

禅
師
に
付
嘱
す

と
あ
り
、
浄
覚
は
神
秀
の
門
人
で
、
玄
賾
が
所
持
し
た
祖
師
伝
来
の
袈
裟
等
を
付
嘱
さ
れ
た
と
あ
り
、
師
承
が
Ｓ
四
五
五
六
と

異
な
る
。
つ
ま
り
Ｓ
四
五
五
六
で
は
浄
覚
は
神
秀
、
老
安
、
玄
賾
の
弟
子
で
あ
る
が
、
敦
博
〇
七
七
で
は
神
秀
の
弟
子
で
し
か

な
い
。
こ
の
両
資
料
の
異
同
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
。
一
般
的
に
は
敦
博
〇
七
七
に
脱
落
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
両
資
料
の
文
字
の
異
同
を
調
べ
る
と
、
こ
こ
以
外
で
文
脈
が
異
な
る
所
は
な
い
。
ゆ
え
に
両
資
料
で
の
浄
覚
の
師
承
関

係
の
相
違
は
、
書
写
時
に
お
け
る
不
注
意
な
脱
落
な
ど
で
は
な
く
、
意
図
的
な
削
除
ま
た
は
増
補
で
あ
り
、
浄
覚
の
師
承
関
係

に
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
資
料
の
う
ち
Ｓ
四
五
五
六
が
浄
覚
を
神
秀
、
老
安
、
玄
賾
の
弟
子
と
す
る
の
は
、

『
楞
伽
師
資
記
』
の
本
文
中
に
第
七
代
を
「
唐
朝
荊
州
玉
泉
寺
大
師
諱
秀
、
安
州
寿
山
大
師
諱
賾
、
洛
州
嵩
山
会
善
寺
大
師
諱

安
」
と
列
す
る
の
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
、
老
安
が
浄
覚
の
師
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
時
代
の
老
安
の
流
行
現
象
と
呼
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応
し
た
も
の
で
あ
る
（
９
）
。
他
の
資
料
等
か
ら
考
え
て
Ｓ
四
五
五
六
の
師
承
関
係
を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

本
稿
で
は
敦
博
〇
七
七
に
基
づ
き
『
注
心
経
』
序
に
お
け
る
浄
覚
の
師
承
関
係
を
、
浄
覚
は
神
秀
の
弟
子
で
あ
り
玄
賾
に
袈

裟
等
を
付
嘱
さ
れ
た
と
決
定
す
る
。
た
だ
し
浄
覚
が
玄
賾
に
袈
裟
等
を
付
嘱
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
厳
密
に
考
え
れ
ば
浄
覚
が

玄
賾
に
付
法
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
師
承
関
係
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
『
注
心
経
』
で
は
浄
覚
は
安
国
寺
に
属
し
、
俗

姓
は
韋
氏
、
太
行
山
に
入
り
金
剛
般
若
理
鏡
を
注
釈
し
、
開
元
一
五
年
に
心
経
に
注
釈
し
た
。
生
没
年
は
柳
田
氏
の
説
に
よ
り

六
八
三
年
か
ら
七
五
〇
ま
で
、
神
秀
の
弟
子
で
あ
り
玄
賾
か
ら
祖
師
伝
来
の
袈
裟
等
を
付
嘱
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

五　

経

歴

の

疑

惑

　

浄
覚
の
伝
記
は
上
記
三
資
料
の
内
容
を
合
糅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
学
の
研
究
で

も
上
記
三
資
料
を
合
糅
し
て
浄
覚
の
伝
記
を
構
成
し
て
い
る
。
い
ま
こ
こ
に
三
資
料
を
合
糅
し
て
浄
覚
の
伝
記
を
再
構
成
す
れ

ば
、
浄
覚
は

　
　

永
淳
二
（
弘
道
元
）
年
（
六
八
三
）
、
生
ま
れ
る
。
俗
姓
韋
氏
、
北
周
韋
夐
の
子
孫
で
中
宗
皇
后
韋
氏
の
弟
。

　
　

大
足
元
年
（
七
〇
一
）
、
神
秀
が
武
則
天
に
召
さ
れ
て
洛
陽
に
来
た
と
き
に
師
事
す
る
。

　
　

神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
、
二
三
歳
の
時
に
太
行
山
に
入
っ
て
、
金
剛
般
若
理
鏡
一
巻
に
注
釈
す
る
。

　
　

景
龍
二
年
（
七
〇
八
）
、
玄
賾
が
入
内
し
た
と
き
に
師
事
す
る
。

　
　

開
元
一
五
年
（
七
二
七
）
、
漢
水
明
珠
郡
で
般
若
心
経
に
注
釈
す
る
。

　
　

天
宝
九
年
（
七
五
〇
）
頃
、
亡
く
な
る
（
推
定
）
。
少
陵
原
赤
谷
蘭
若
に
葬
ら
れ
る
。
東
都
沙
門
と
称
し
、
大
安
国
寺
大
徳
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と
呼
ば
れ
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
伝
記
に
は
、
資
料
間
に
齟
齬
が
あ
り
史
実
に
問
題
が
あ
る
。
資
料
間
の
齟
齬
と
い
う
の
は
、

　
　

１
、
俗
縁
を
『
楞
伽
師
資
記
』
序
は
い
わ
な
い
が
、
『
浄
覚
碑
銘
』
は
中
宗
皇
后
韋
氏
の
弟
と
し
、
『
注
心
経
』
序
は
北
周

韋
夐
の
子
孫
と
す
る
。

　
　

２
、
所
属
寺
院
を
『
楞
伽
師
資
記
』
序
は
東
都
沙
門
と
し
、
『
浄
覚
碑
銘
』
は
大
唐
大
安
国
寺
故
大
徳
と
し
、
『
注
心
経
』

序
は
大
唐
京
兆
大
安
国
寺
沙
門
と
す
る
。

　
　

３
、
師
承
関
係
を
『
楞
伽
師
資
記
』
序
は
神
秀
と
玄
賾
の
弟
子
と
し
、
『
浄
覚
碑
銘
』
は
玄
賾
の
弟
子
と
し
、
『
注
心
経
』

序
は
神
秀
の
弟
子
と
す
る
。

の
三
点
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
確
定
で
き
な
い
。
ま
た
浄
覚
の
伝
記
を
正
史
等
と
比
較
す
る
と
、
浄
覚
の
生
没
年
と
埋
葬
地
に
も

問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
浄
覚
の
伝
記
に
は
疑
惑
矛
盾
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
従
来
の
浄
覚
の
伝
記
を
再
検
証
し
て
み
よ
う
。

六　

疑

惑

検

証

　

浄
覚
の
俗
姓
は
韋
氏
と
さ
れ
る
が
そ
の
族
譜
に
違
い
が
あ
る
。
『
注
心
経
』
序
で
い
う
北
周
の
韋
夐
と
は
、
『
北
史
』
巻
六
四

列
伝
五
二
に
列
伝
さ
れ
る
韋
孝
寛
（
叔
裕
）
の
兄
で
、
北
周
の
明
帝
（
在
位
五
五
七—

五
六
〇
）
が
逍
遥
公
の
号
を
賜
っ
た
人
物

で
あ
り
、
東
眷
韋
氏
閬
公
房
よ
り
分
派
し
た
逍
遥
公
房
の
祖
で
あ
る
。
一
方
『
浄
覚
碑
銘
』
で
い
う
中
宗
皇
后
韋
氏
と
は
、
い

わ
ゆ
る
「
韋
氏
の
禍
」
で
知
ら
れ
る
韋
皇
后
の
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
浄
覚
と
韋
皇
后
の
父
は
、
両
唐
書
本
紀
や
『
旧
唐
書
』

巻
一
八
三
列
伝
一
三
三
、
『
新
唐
書
』
巻
二
〇
六
列
伝
一
三
一
に
よ
っ
て
韋
玄
貞
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
祖
父
は
弘
表
に
な
る
。
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韋
玄
貞
家
も
東
眷
韋
氏
で
あ
る
が
、
逍
遥
公
房
で
は
な
く
全
く
別
の
流
れ
の
駙
馬
房
に
属
す
も
の
で
、
『
注
心
経
』
序
と
族
譜

が
一
致
し
な
い
。
韋
氏
の
系
図
を
『
新
唐
書
』
卷
七
四
上
、
表
一
四
上
、
宰
相
世
系
四
上
な
ど
に
よ
っ
て
示
し
て
お
こ
う
。
ま

た
浄
覚
の
経
歴
と
正
史
の
記
述
を
簡
単
に
年
表
に
し
て
本
稿
の
末
に
載
せ
て
お
い
た
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　

さ
て
こ
こ
で
は
従
来
の
説
に
従
っ
て
、
浄
覚
を
韋
皇
后
の
弟
つ
ま
り
韋
玄
貞
の
子
供
と
仮
定
し
て
伝
記
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

永
淳
二
（
弘
道
元
）
年
（
六
八
三
）
、
韋
玄
貞
家
に
新
し
い
生
命
が
生
ま
れ
た
。
の
ち
に
浄
覚
と
呼
ば
れ
る
赤
子
で
あ
る
。
翌
年

の
嗣
聖
元
年
（
六
八
四
）
、
韋
玄
貞
の
娘
の
韋
氏
が
嫁
い
だ
中
宗
が
即
位
し
皇
帝
と
な
っ
た
た
め
韋
氏
も
皇
后
と
な
り
、
韋
玄

貞
家
も
栄
達
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
し
同
年
、
中
宗
が
武
則
天
（
則
天
武
后
）
に
廃
せ
ら
れ
、
韋
皇
后
が
と
も
に
房

州
に
流
さ
れ
る
と
、
栄
達
ど
こ
ろ
か
禍
殃
が
一
家
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
父
玄
貞
は
欽
州
（
広
東
省
欽
県
）
に
配
流
さ
れ
死

に
、
母
崔
氏
は
欽
州
首
領
の
甯
承
兄
弟
に
殺
さ
れ
、
兄
弟
四
人
、
洵
、
浩
、
泂
、
泚
は
容
州
（
広
西
省
北
流
県
）
に
流
さ
れ
死
に
、

韋
玄
貞
の
家
は
滅
ぼ
さ
れ
、
唯
二
人
の
妹
だ
け
が
何
と
か
死
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
浄
覚
の
年
齢
は
現
代
で
い

え
ば
零
歳
、
ま
だ
乳
飲
み
子
で
あ
り
常
識
的
に
考
え
れ
ば
一
家
と
と
も
に
死
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
今
は
推
論
の
た
め
生

き
残
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
す
る
と
成
長
し
た
浄
覚
は
、
大
足
元
年
（
七
〇
一
）
、
洛
陽
に
来
て
神
秀
に
師
事
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
時
期
、
浄
覚
は
ま
だ
流
刑
中
で
あ
り
武
周
朝
の
都
洛
陽
に
来
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
も
入
内
し
た
神
秀
に
流
刑

　
　
　
　
　
　

潜
（
西
眷
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夐
（
逍
遥
公
房
）

韋
氏
…
胄　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
代
孫
閬
（
閬
公
房
）　
　

弟
子
真
嘉　
　

旭

　
　
　
　
　
　

穆
（
東
眷
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叔
裕
（
鄖
公
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
代
孫
自
璧　
　

四
代
孫
延
賓
（
駙
馬
房
）　
　

議　
　

仁　
　

弘
表　
　

玄
貞
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中
に
師
事
す
る
と
い
う
、
そ
ん
な
目
立
っ
た
行
動
を
取
る
こ
と
も
不
可
怪
で
あ
る
。

　

し
か
し
仮
に
難
を
逃
れ
得
た
と
し
よ
う
。
す
る
と
や
が
て
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
武
則
天
が
位
を
譲
り
中
宗
が
復
位
し
韋
氏

は
皇
后
に
復
す
。
一
家
は
追
贈
追
封
を
受
け
、
柩
は
長
安
に
送
ら
れ
祭
ら
れ
、
よ
う
や
く
名
誉
が
回
復
さ
れ
る
。
こ
の
晴
れ
や

か
な
年
に
な
ぜ
か
浄
覚
は
太
行
山
に
入
る
。
一
族
の
栄
枯
盛
衰
を
見
て
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
年
後
、
景

龍
二
年
（
七
〇
八
）
、
東
山
法
門
の
玄
賾
が
長
安
に
入
内
し
洛
陽
に
禅
を
広
め
る
と
、
彼
は
都
に
戻
り
玄
賾
に
師
事
す
る
。
つ

い
に
良
師
を
見
つ
け
仏
門
に
専
心
で
き
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
彼
の
俗
縁
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
二
年
後
の
景
龍
四
年

（
七
一
〇
）
、
浄
覚
の
姉
で
あ
る
韋
皇
后
と
そ
の
娘
の
安
楽
公
主
そ
れ
に
武
氏
の
一
族
が
、
中
宗
を
毒
殺
し
て
帝
位
簒
奪
を
企
て

る
。
し
か
し
謀
反
を
察
知
し
た
李
隆
基
（
玄
宗
）
が
逆
に
韋
皇
后
ら
を
鎮
圧
し
て

し
ま
い
、
韋
氏
と
武
氏
の
宗
族
は
す
べ
て
斬
伐
さ
れ
、
韋
皇
后
の
身
分
は
皇
后
か

ら
庶
人
に
落
と
さ
れ
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。
こ
の
「
韋
氏
の
禍
」
に
つ
い
て

は
、
韋
玄
貞
の
お
い
に
あ
た
る
温
の
伝
記
が
両
唐
書
に
列
伝
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
韋
氏
の
末
路
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
10
）
。
ち
な
み
に
韋
玄
貞
と
そ
の

兄
弟
の
族
譜
は
先
ほ
ど
の
東
眷
韋
氏
駙
馬
房
の
議
を
祖
と
し
て
、
上
の
系
図
と
な

り
温
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
弘
表
を
祖
と
す
る
一
族
の
総
て
が
謀
反
鎮
圧
の
際

に
老
若
を
問
わ
ず
斬
殺
さ
れ
根
絶
や
し
に
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
そ
の
罪

は
駙
馬
房
韋
氏
に
及
ん
で
苛
責
で
あ
っ
た
と
い
い
、
し
か
も
睿
宗
が
即
位
す
る
と
、

父
玄
貞
と
兄
弟
の
洵
等
の
墳
墓
も
削
ら
れ
平
地
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
考
え
れ
ば
、
も
し
浄
覚
が
韋
玄
貞
の
子
供
で
あ
れ
ば
、
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

搆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灌

　
　
　
　
　

玄
儼　
　
　

温　
　
　

播

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湑　
　
　

捷

弘
表　
　
　
　
　
　
　
　

韋
皇
后

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妹
二
人

　
　
　
　
　

玄
貞　
　
　

洵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泚
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え
沙
門
で
あ
っ
た
と
し
て
も
唯
一
の
男
子
で
あ
れ
ば
殺
さ
れ
る
し
、
親
戚
で
あ
っ
て
も
駙
馬
房
で
あ
っ
た
な
ら
、
一
族
の
惨
状

か
ら
し
て
殺
さ
れ
て
い
る
（
11
）
。
ま
た
仮
に
浄
覚
が
逍
遥
公
房
韋
氏
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
姓
の
韋
玄
貞
家
が
皇
宮
で
最
も

権
勢
を
誇
っ
て
い
た
時
期
に
、
入
内
し
た
神
秀
や
玄
賾
に
師
事
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
浄
覚
は
韋
玄
貞
家
と
何
か
し
ら
の
関
係
が

あ
っ
た
か
、
同
姓
を
た
よ
っ
て
皇
居
に
出
入
り
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
謀
反
後
は
連
座
し
て
殺
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
い
ま
は
推
論
の
た
め
浄
覚
は
生
き
残
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
さ
れ
ば
、
や
が
て
浄
覚
は
修
行
を
重
ね
学
問
を
積
み
、

つ
い
に
長
安
の
名
刹
長
楽
坊
大
安
国
寺
の
住
持
に
登
り
詰
め
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
住
持
も
不
可
解
で
あ
る
。
大
安
国

寺
は
睿
宗
の
旧
邸
で
、
睿
宗
が
即
位
直
後
に
武
則
天
を
祭
る
た
め
に
建
て
た
大
寺
院
、
つ
ま
り
一
家
を
殺
し
た
武
則
天
を
祭
り
、

一
族
を
殺
し
た
睿
宗
が
建
て
た
寺
院
で
あ
る
。
い
く
ら
名
誉
と
雖
も
浄
覚
が
こ
の
よ
う
な
由
来
を
持
つ
寺
院
に
住
持
を
す
る
だ

ろ
う
か
。
か
り
に
韋
家
の
罪
が
赦
さ
れ
、
一
家
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
住
持
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
菩
提
を

弔
う
た
め
と
い
う
な
ら
、
浄
覚
は
韋
家
で
「
東
都
沙
門
」
と
自
称
す
る
の
だ
か
ら
、
例
え
ば
韋
皇
后
が
娘
永
楽
公
主
の
た
め
に

建
て
た
洛
陽
道
光
坊
の
永
楽
寺
（
の
ち
景
雲
寺
か
ら
昭
成
寺
に
改
称
）
や
、
娘
永
泰
公
主
の
た
め
に
建
て
た
嵩
山
の
永
泰
寺
な
ど

の
方
が
、
供
養
鎮
魂
の
た
め
に
は
妥
当
で
あ
る
し
、
こ
れ
だ
け
世
間
を
騒
が
せ
た
一
族
の
顛
末
と
し
て
の
住
持
な
ら
ば
、
ど
こ

か
の
資
料
に
記
述
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　

ま
た
浄
覚
は
少
陵
原
赤
谷
蘭
若
に
荼
毘
さ
れ
た
と
あ
る
。
少
陵
原
と
は
杜
陵
の
こ
と
で
韋
氏
の
故
地
で
あ
り
、
長
安
万
年
県

の
者
は
こ
ち
ら
の
地
域
に
葬
ら
れ
る
の
で
、
一
見
こ
の
地
は
妥
当
か
と
も
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
八
年
、
長
安
県
南
里

王
村
（
韋
曲
鎮
）
で
付
近
の
農
民
に
よ
り
墳
墓
が
発
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
出
土
し
た
墓
誌
に
よ
り
、
こ
の
墓
の
主
人
が
玄
貞
の

第
三
子
泂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
泂
は
如
意
元
年
（
六
九
〇
）
に
十
六
歳
で
亡
く
な
り
、
の
ち
に
遺
体
が
長
安
へ
運
ば
れ

父
玄
貞
の
栄
先
陵
に
陪
葬
さ
れ
た
。
こ
の
発
見
に
よ
り
韋
玄
貞
家
は
、
韋
曲
鎮
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
（
12
）
。
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よ
っ
て
も
し
韋
家
の
罪
が
許
さ
れ
、
浄
覚
が
俗
縁
に
従
っ
て
葬
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
浄
覚
は
少
陵
原
で
は
な
く
韋
曲
鎮
に
葬
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
浄
覚
が
洛
陽
や
太
行
山
を
活
動
地
域
と
し
、
ど
こ
か
で
住
持
を
し
た
な
ら
ば
寺
縁
に
よ
っ
て
そ

ち
ら
に
葬
ら
れ
、
少
陵
原
に
は
葬
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
浄
覚
の
伝
記
を
正
史
等
に
よ
っ
て
比
較
検
証
す
る
と
、
多
く
が
虚
構
で
史
実
と
は
見
な
し
が
た
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
『
浄
覚
碑
銘
』
の
う
ち
１
、
中
宗
皇
后
韋
氏
の
弟
、
２
、
大
唐
大
安
国
寺
故
大
徳
、
３
、
少
陵
原
赤

谷
蘭
若
に
葬
ら
れ
る
と
い
う
三
点
は
史
実
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
顕
彰
の
た
め
の
脚
色
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
１
と
２
は
銘

文
の
書
式
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
『
注
心
経
』
序
の
１
、
逍
遥
公
の
子
孫
、
２
、
大
唐
京
兆
大
安
国
寺
沙
門
と
い
う

二
点
も
、
『
浄
覚
碑
銘
』
を
継
承
改
変
し
た
も
の
で
認
め
ら
れ
な
い
。
で
は
浄
覚
の
そ
の
他
の
経
歴
は
信
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

じ
つ
は
こ
れ
も
曖
昧
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
浄
覚
が
大
安
国
寺
の
僧
で
な
い
と
す
る
と
、
お
の
ず
と
「
東
都
沙
門
」
と

な
る
。
だ
が
東
都
沙
門
と
い
う
だ
け
で
は
隷
属
寺
院
が
不
明
で
あ
り
、
出
家
・
住
持
寺
院
が
わ
か
ら
な
い
。『
浄
覚
碑
銘
』
で
は

浄
覚
が
中
宗
時
に
太
行
山
に
入
り
削
髪
受
具
し
た
と
す
る
が
、
こ
れ
で
も
太
行
山
の
ど
の
寺
院
で
出
家
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
浄
覚
と
太
行
山
の
関
係
は
、
『
楞
伽
師
資
記
』
に
「
東
都
沙
門
釈
浄
覚
居
太
行
山
霊
泉
谷
集
」
と
あ
る
の
が
は
じ

め
で
あ
る
。
し
か
し
や
が
て
浄
覚
が
太
行
山
で
『
楞
伽
師
資
記
』
を
作
っ
た
と
い
う
話
し
が
段
々
と
拡
大
解
釈
さ
れ
て
い
き
、

太
行
山
の
僧
浄
覚
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
時
代
が
経
る
に
つ
れ
、
浄
覚
は
太
行
山
の
僧
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
舎
大
行
浄
覚
禅
師
開
心
勧
道
禅
訓
」
（
北
八
四
一
二
）
と
い
う
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

太
行
山
の
僧
浄
覚
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
完
成
す
る
。
『
浄
覚
碑
銘
』
の
中
宗
の
時
に
太
行
山
に
入
っ
て
削
髪
受
具
し
た
と
い
う

の
も
、
こ
の
太
行
山
僧
浄
覚
説
で
解
釈
で
き
る
が
、
む
し
ろ
『
浄
覚
碑
銘
』
が
こ
の
構
図
を
決
定
付
け
た
と
も
い
え
る
。
た
だ

『
浄
覚
碑
銘
』
と
『
注
心
経
』
序
の
両
者
も
と
に
、
浄
覚
の
太
行
山
で
の
『
楞
伽
師
資
記
』
制
作
は
言
わ
な
い
。
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さ
て
浄
覚
の
師
承
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
資
料
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
が
、
い
ま
『
楞
伽
師
資
記
』
序
と

『
浄
覚
碑
銘
』
に
よ
る
な
ら
、
浄
覚
は
神
秀
に
師
事
す
る
も
決
了
で
き
ず
、
玄
賾
の
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
浄
覚
を
玄
賾
の
弟
子
と
す
る
と
『
楞
伽
師
資
記
』
の
内
容
と
の
間
に
矛
盾
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
矛
盾
と
は
つ
ま
り

こ
う
い
う
こ
と
だ
、
浄
覚
は
玄
賾
が
師
匠
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
楞
伽
師
資
記
』
に
お
い
て
な
ぜ
か
玄
賾
の
伝
記
を
記

さ
ず
に
神
秀
の
伝
記
だ
け
を
詳
述
し
、
し
か
も
そ
の
う
え
神
秀
の
弟
子
た
ち
を
第
八
代
と
し
て
記
す
。
こ
れ
で
は
神
秀
に
認
め

ら
れ
ず
に
玄
賾
の
弟
子
と
な
っ
た
浄
覚
が
、
神
秀
一
派
を
顕
彰
す
る
た
め
伝
記
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
な
ん
と
も
不
可

解
な
関
係
と
な
る
。
つ
ま
り
浄
覚
の
師
承
関
係
を
『
楞
伽
師
資
記
』
の
内
容
と
比
較
す
る
な
ら
、
浄
覚
が
玄
賾
の
弟
子
で
あ
る

か
ど
う
か
に
も
疑
問
が
出
て
く
る
。
以
上
の
ご
と
く
浄
覚
の
伝
記
を
検
証
し
て
み
る
と
、
結
局
確
実
な
の
は
『
楞
伽
師
資
記
』

の
表
題
下
に
あ
る
「
東
都
沙
門
釈
浄
覚
居
太
行
山
霊
泉
谷
集
」
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
は
疑
わ
し
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
（
13
）
。

し
か
し
そ
れ
で
は
浄
覚
に
つ
い
て
何
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

七　

も
う
一
人
の
浄
覚　

—

『
大
慈
禅
師
墓
誌
銘
并
序
』—

　

こ
こ
で
も
う
一
人
の
浄
覚
に
登
場
し
て
も
ら
お
う
。
『
大
慈
禅
師
墓
誌
銘
并
序
（
14
）
』（
以
下
『
大
慈
墓
誌
銘
』
）
の
大
慈
禅
師
浄

覚
で
あ
る
。

　
　

禅
師
本
姓
李
、
名
隷
於
崇
敬
寺
。
自
称
曰
浄
覚
、
号
之
曰
方
便
慈
、
衆
称
之
曰
大
慈
。
春
秋
五
十
九
、
僧
臘
凡
三
十
矣
。

開
元
初
（
中
略
）
捨
俗
出
家
（
中
略
）
初
趣
於
大
智
和
上
、
懸
解
禅
門
、
後
謁
於
大
照
禅
師
、
吻
合
心
地
。
其
後
住
終
南

諸
寺
（
中
略
）
天
宝
五
載
十
月
二
十
九
日
、
化
滅
於
静
恭
里
第
。
今
終
於
第
、
不
於
僧
房
者
、
蓋
在
俗
有
子
、
曰
收
、
致
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其
憂
也
（
中
略
）
頃
葬
於
万
年
県
洪
固
郷
畢
原
之
東
南
。
至
七
載
十
一
月
甲
申
、
建
塔
於
此
原
之
腹
。
県
改
咸
寧
而
改
葬

焉
。
其
葬
具
順
僧
事
而
従
遺
命
也
（
中
略
）
咨
惟
小
子
前
左
領
軍
衛
倉
曹
参
軍
收
、
述
徳
而
頌
。

　
　

禅
師
本
姓
李
、
名
は
崇
敬
寺
に
隷
す
。
自
ら
称
し
て
浄
覚
と
曰
ふ
、
之
を
号
し
て
方
便
慈
と
曰
ふ
、
衆
は
之
を
称
し
て
大

慈
と
曰
ふ
。
春
秋
五
十
九
、
僧
臘
凡
そ
三
十
な
り
。
開
元
の
初
（
中
略
）
俗
を
捨
て
出
家
（
中
略
）
初
め
大
智
和
上
に
趣

き
、
禅
門
に
懸
解
し
、
後
ち
大
照
禅
師
に
謁
し
て
、
心
地
を
吻
合
す
。
其
の
後
、
終
南
の
諸
寺
に
住
し
（
中
略
）
天
宝
五

載
十
月
二
十
九
日
、
静
恭
里
の
第
に
て
化
滅
す
。
今
、
第
に
て
終
り
、
僧
房
に
あ
ら
ざ
る
は
、
蓋
し
俗
に
在
り
て
子
有
り
、

曰
く
收
、
其
れ
憂
を
致
す
が
た
め
也
（
中
略
）
頃
、
万
年
県
洪
固
郷
畢
原
の
東
南
に
葬
る
。
七
載
十
一
月
甲
申
に
至
り
て
、

塔
を
此
の
原
の
腹
に
建
つ
。
県
咸
寧
と
改
む
而
し
て
改
め
て
焉
に
葬
る
。
其
れ
葬
む
る
に
具
さ
に
僧
事
に
順
ふ
は
、
遺
命

に
従
う
也
（
中
略
）
咨
惟
れ
小
子
前
左
領
軍
衛
倉
曹
参
軍
收
、
徳
を
述
べ
而
し
て
頌
す
。

禅
師
は
本
姓
李
で
名
を
崇
敬
寺
に
隷
し
、
自
ら
浄
覚
と
称
し
た
が
一
般
に
は
大
慈
と
呼
ば
れ
、
方
便
慈
と
号
し
た
と
い
う
。

開
元
の
初
め
、
「
春
秋
五
十
九
、
僧
臘
凡
三
十
」
か
ら
計
算
す
る
と
、
開
元
六
年
（
七
一
八
）
に
出
家
し
、
大
智
禅
師
義
福

（
六
五
八—

七
三
六
）
に
参
じ
、
つ
づ
い
て
大
照
禅
師
普
寂
（
六
五
一—

七
三
九
）
に
参
じ
た
。
そ
の
の
ち
終
南
山
の
寺
に
住
す
る

な
ど
し
て
、
天
宝
五
年
（
七
四
六
）
十
月
二
十
九
日
、
息
子
「
收
」
の
い
る
長
安
の
静
恭
（
靖
恭
）
坊
の
第
宅
で
亡
く
な
っ
た
。

や
が
て
万
年
県
洪
固
郷
畢
原
の
東
南
に
葬
ら
れ
た
が
（
15
）
、
天
宝
七
年
（
七
四
八
）
に
至
っ
て
、
万
年
県
が
咸
寧
県
と
改
名
さ
れ

た
の
に
合
わ
せ
て
、
十
一
月
甲
申
に
塔
を
畢
原
の
中
腹
に
建
て
、
改
め
て
葬
っ
た
。
生
没
年
は
春
秋
五
十
九
か
ら
計
算
し
て
、

六
八
八
年
（
垂
拱
四
）
か
ら
七
四
六
年
ま
で
と
な
る
。

　

こ
の
大
慈
禅
師
浄
覚
（
以
下
、
大
慈
浄
覚
）
と
従
来
知
ら
れ
た
浄
覚
（
以
下
、
大
安
国
寺
浄
覚
）
と
は
、
同
年
代
で
法
系
上
お
じ

と
お
い
の
関
係
に
な
る
。
だ
が
こ
の
関
係
に
は
問
題
が
あ
る
。
た
し
か
に
法
名
が
同
じ
僧
は
し
ば
し
ば
存
在
す
る
。
し
か
し
法
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系
上
お
じ
と
お
い
の
関
係
で
、
そ
の
う
え
活
動
地
域
が
近
接
し
た
人
物
が
、
同
じ
法
名
を
称
す
る
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
。

従
来
の
定
説
に
従
い
、
大
安
国
寺
浄
覚
が
韋
皇
后
の
弟
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
人
物
で
、
入
内
し
た
神
秀
と
玄
賾
に
学
ん
だ
と
す

る
と
、
大
慈
浄
覚
が
出
家
し
た
開
元
六
年
に
は
、
大
安
国
寺
浄
覚
の
名
前
は
、
少
な
く
と
も
長
安
洛
陽
一
帯
の
神
秀
門
下
に
は

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
排
行
が
定
着
し
避
諱
や
嫌
名
と
い
っ
た
名
前
へ
の
タ
ブ
ー
が
強
く
、
僧
侶
で
も
排
行
や
系
字

を
意
識
し
た
名
前
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
常
識
の
も
と
で
、
大
慈
浄
覚
が
出
家
し
て
わ
ざ
わ
ざ
浄
覚
と
い
う
名
を

称
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
年
長
者
の
名
を
犯
す
不
弟
不
義
の
行
為
で
あ
り
、
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
態
度
で
あ
る
。
つ
ま

り
『
浄
覚
碑
銘
』
と
『
大
慈
墓
誌
銘
』
と
は
相
剋
す
る
関
係
に
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
者
が
、
経
歴
を
詐
称
し
て
い

る
か
架
空
の
人
物
で
な
け
れ
ば
、
資
料
の
整
合
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
大
安
国
寺
浄
覚
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
て
き
た
よ
う
に
史
実
性
に
疑
問
が
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
大
安
国
寺
浄
覚
は
架
空
の
人
物
で
、
大
慈
浄
覚
が
実
在
の
人
物
に

な
る
。

　

で
は
大
慈
浄
覚
の
伝
記
は
、
歴
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
大
慈
墓
誌
銘
』
の
場
合
は
政
治
史
的

な
部
分
が
な
い
の
で
、
正
史
と
の
比
較
検
討
は
で
き
な
い
。
仏
教
史
か
ら
の
検
討
と
な
る
。
ま
ず
大
慈
浄
覚
の
所
属
寺
院
の
崇

敬
寺
は
、
も
し
長
安
の
崇
敬
寺
で
あ
る
な
ら
ば
長
安
の
牡
丹
の
名
所
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
（
『
酉
陽
雑
俎
』
一
九
、
牡
丹
の
条

末
）
、
白
居
易
が
「
崇
敬
牡
丹
の
期
」
（
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
一
三
）
と
唱
っ
た
靖
安
（
静
安
）
坊
の
崇
敬
尼
寺
で
あ
る
。
大
慈
浄
覚

の
墓
誌
銘
に
は
寺
名
が
冠
さ
れ
て
お
ら
ず
「
名
を
崇
敬
寺
に
隷
し
た
」
と
あ
る
の
み
な
の
で
、
大
慈
浄
覚
は
崇
敬
寺
に
住
持
し

た
の
で
は
な
く
、
制
度
上
こ
こ
に
属
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
超
寂
（
七
三
〇—

七
九
八
）
と
い
う
尼
僧
の
墓
誌
銘

に
、
超
寂
が
法
雲
寺
（
宣
平
坊
）
に
依
止
し
て
い
た
浄
覚
和
尚
に
経
を
習
っ
た
と
あ
り
、
か
り
に
こ
れ
が
大
慈
浄
覚
で
あ
れ
ば
、

大
慈
浄
覚
は
晩
年
ま
で
住
持
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
（
16
）
。
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つ
ぎ
に
大
慈
浄
覚
は
号
を
「
方
便
慈
・
大
慈
」
と
い
う
。
方
便
慈
の
方
便
は
、
当
時
の
禅
宗
で
は
坐
禅
の
方
法
を
懇
切
に
教

示
す
る
こ
と
や
、
譬
喩
説
法
を
す
る
こ
と
を
指
し
、
景
賢
の
身
塔
石
記
に
「
大
通
、
彼
を
照
ら
す
に
精
懇
に
し
、
喩
う
る
に
方

便
を
も
っ
て
す
（
大
通
照
彼
精
懇
喩
以
方
便
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
秀
が
得
意
と
し
た
接
化
方
法
と
さ
れ
る
。
こ
の
神
秀
の
方

便
は
、
鵞
湖
（
七
四
六—

八
一
八
）
の
碑
銘
に
「
奏
な
る
も
の
を
秀
と
曰
い
、
方
便
を
以
っ
て
顕
わ
る
、
普
寂
は
其
の
允
な
り
」

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
（
17
）
、
弟
子
の
普
寂
が
継
承
し
て
そ
の
門
下
の
特
色
と
な
り
、
『
大
乗
五
方
便
』
や
『
師
資
七
祖
方
便
五

門
』
な
ど
「
方
便
」
を
題
名
に
持
つ
資
料
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
大
慈
浄
覚
の
「
方
便
慈
」
と
い
う
号
は
、
神
秀

門
下
の
中
で
も
、
特
に
教
示
説
法
が
得
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
大
慈
と
い
う
号
は
、
神
秀
へ
の

大
通
号
追
贈
以
降
に
流
行
し
た
「
大
」
を
冠
す
る
称
号
尊
号
の
流
れ
で
あ
り
、
大
通
神
秀
の
門
流
に
は
「
大
」
を
系
字
と
す
る

称
号
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
18
）
、
「
大
慈
」
の
号
は
神
秀
一
門
で
あ
る
と
い
う
表
明
で
あ
る
。

　

ま
た
大
慈
浄
覚
は
終
南
の
諸
寺
に
住
し
た
と
い
う
。
終
南
山
は
も
と
よ
り
仏
教
に
関
わ
り
の
深
い
場
所
で
あ
る
が
、
『
伝
法

宝
紀
』
末
の
大
通
道
秀
和
上
塔
文
に
は
、
「
終
南
山
帰
寺
」
と
冠
し
て
い
て
神
秀
の
塔
銘
が
終
南
山
に
あ
っ
た
か
の
如
く
主
張

し
て
い
る
。
ま
た
終
南
山
に
は
義
福
が
住
し
た
化
感
寺
が
あ
り
、
義
福
と
法
兄
弟
の
恵
福
も
終
南
山
の
東
部
藍
田
に
住
し
て
い

る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
終
南
山
は
北
宗
の
一
つ
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
大
慈
浄
覚
が
終
南
の
諸
寺
に
住
し
た
と
い
う
の
も
、

こ
の
よ
う
な
北
宗
の
動
き
に
対
応
し
て
い
る
。
晩
年
、
大
慈
浄
覚
は
長
安
静
恭
（
靖
恭
）
坊
の
息
子
の
第
宅
に
い
て
亡
く
な

り
、
万
年
県
洪
固
郷
畢
原
の
東
南
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。
す
る
と
彼
は
生
涯
住
持
を
せ
ず
修
行
と
教
化
に
生
き
た
、
い
わ
ば
頭

陀
僧
的
な
僧
で
あ
り
、
晩
年
、
頭
陀
を
や
め
た
後
に
息
子
の
家
で
見
守
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
墓
誌
銘
に

寺
名
が
冠
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
没
後
、
天
宝
七
年
（
七
四
八
）
に
万
年
県
が
咸
寧
県
と
改
名
さ
れ
た
の
に
あ
わ
せ
て
、
一
一

月
甲
申
に
、
塔
を
畢
原
に
建
て
た
と
あ
る
。
万
年
県
は
『
旧
唐
書
』
卷
三
八
志
第
一
八
地
理
一
関
内
道
に
万
年
県
の
条
が
あ
り
、
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『
旧
唐
書
』
卷
九
本
紀
九
玄
宗
下
に
、
天
宝
七
年
「
秋
八
月
己
亥
朔
、
千
秋
節
を
改
め
て
天
長
節
と
為
す
。
壬
子
、
万
年
県
を

改
め
て
咸
寧
県
と
為
す
」
と
あ
っ
て
、
天
宝
七
年
に
改
名
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
大
慈
浄
覚
の
墓
誌
銘
は
、
息
子
が
撰
し
た
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
そ
の
内
容
は
仏
教
史
的
に
も
珍
奇
で
は

な
く
承
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
頭
陀
僧
の
よ
う
な
、
住
持
を
せ
ず
弟
子
の
い
な
い
僧
は
、
僧
伝
や
野
史
小
説
類
に
逸

話
が
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
顕
彰
の
た
め
の
碑
銘
が
作
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
少
な
い
。
大
慈
浄
覚
も
寺
院

に
住
持
し
な
い
で
、
在
野
隠
遁
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
普
通
は
墓
誌
銘
な
ど
作
ら
れ
ず
歴
史
の
闇
に
埋

も
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
奇
し
く
も
彼
に
は
息
子
收
が
い
て
文
人
で
あ
っ
た
た
め
、
墓
誌
銘
が
刻
ま
れ
歴
史
の
光
を
浴
び
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
自
体
が
珍
奇
と
い
え
る
。
大
慈
浄
覚
の
実
在
の
傍
証
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
残
念
な
が
ら
大
慈
浄

覚
の
実
在
を
傍
証
す
る
資
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
息
子
李
收
に
は
撰
者
と
な
っ
た
墓
誌
銘
が
他
に
あ
る
こ

と
か
ら
（
19
）
、
彼
が
天
宝
年
間
に
存
在
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
大
慈
浄
覚
の
実
在
が
肯
定
さ
れ
る
。

八　

『
楞
伽
師
資
記
』
の
作
者
は
浄
覚
だ
っ
た

　

以
上
に
よ
り
『
大
慈
墓
誌
銘
』
の
内
容
と
大
慈
浄
覚
の
存
在
は
認
め
ら
れ
た
。
す
る
と
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
大
慈
浄
覚

と
『
楞
伽
師
資
記
』
の
関
係
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
慈
浄
覚
の
伝
記
と
『
楞
伽
師
資
記
』
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
三
つ
の

共
通
点
が
見
つ
か
っ
た
。

　
　

１
、
『
楞
伽
師
資
記
』
は
神
秀
を
七
祖
と
位
置
づ
け
、
「
歴
代
の
伝
灯
、
唐
朝
に
至
り
て
総
に
八
代
に
当
た
る
」
と
い
っ
て
、

現
在
の
祖
師
を
普
寂
、
景
賢
、
義
福
、
恵
福
の
四
人
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
と
従
来
の
大
安
国
寺
浄
覚
の
経
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歴
と
の
間
に
齟
齬
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
。
対
し
て
、
大
慈
浄
覚
が
『
楞
伽
師
資
記
』
の
著
者
で
あ
れ
ば
、
彼
は

義
福
と
普
寂
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
の
師
匠
そ
し
て
一
門
の
祖
で
あ
る
神
秀
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
何
ら
不
思
議
は

な
く
、
む
し
ろ
彼
の
経
歴
と
『
楞
伽
師
資
記
』
の
主
張
は
合
致
す
る
。

　
　

２
、
『
楞
伽
師
資
記
』
に
は
多
く
の
引
用
文
献
、
例
え
ば
達
摩
章
で
「
略
弁
大
乗
入
道
四
行
弟
子
曇
林
序
」
を
引
用
し
、

僧
粲
章
で
「
詳
玄
伝
」
を
引
用
し
、
弘
忍
章
神
秀
章
で
「
楞
伽
人
法
志
」
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
楞
伽
師
資

記
』
の
み
で
し
か
引
用
さ
れ
な
い
資
料
で
あ
る
。
ま
た
弘
忍
の
著
作
と
さ
れ
る
『
修
心
要
論
』
を
、
そ
れ
と
言
わ
ず
に

引
用
し
て
お
り
、
『
楞
伽
師
資
記
』
の
著
者
が
特
別
な
文
献
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
文
人
的
な
禅
師
で
あ
っ
た
こ
と
が

伺
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
楞
伽
師
資
記
』
で
分
量
的
に
最
も
長
い
道
信
章
で
は
、
道
信
に
「
菩
薩
戒
法
」
や
「
入
道
安
心

要
方
便
法
門
」
が
あ
っ
た
と
い
う
独
自
の
説
話
を
載
せ
、
「
守
一
不
移
」
や
「
坐
禅
看
心
」
を
懇
切
に
説
示
し
て
お
り
、

『
楞
伽
師
資
記
』
の
著
者
が
「
方
便
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
『
楞
伽
師
資
記
』
の
傾

向
は
、
大
慈
浄
覚
が
方
便
慈
と
称
さ
れ
、
教
示
説
法
が
得
意
で
あ
っ
た
と
い
う
の
と
一
致
す
る
。

　
　

３
、
『
楞
伽
師
資
記
』
で
は
浄
覚
は
「
東
都
沙
門
」
と
さ
れ
住
持
寺
院
が
記
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
大
慈
浄
覚
に
住
持
寺

院
が
記
さ
れ
な
い
の
と
共
通
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
楞
伽
師
資
記
』
と
大
慈
浄
覚
の
伝
記
は
共
鳴
し
あ
う
部
分
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
未
解
決
点
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
大
慈
浄
覚
が
『
楞
伽
師
資
記
』
を
書
い
た
と
い
う
記
事
が
な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
『
楞
伽
師
資
記
』
の
「
東
都
沙
門

釈
浄
覚
居
太
行
山
霊
泉
谷
集
」
と
大
慈
浄
覚
の
活
動
範
囲
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
こ
れ
は
従
来
の
大

安
国
寺
浄
覚
で
も
同
じ
未
解
決
点
で
あ
り
、
大
安
国
寺
浄
覚
が
『
楞
伽
師
資
記
』
を
書
い
た
と
い
う
記
事
は
な
く
、
東
都
沙
門

浄
覚
と
大
安
国
寺
浄
覚
と
で
は
経
歴
が
一
致
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
両
者
と
も
に
同
じ
条
件
で
あ
る
な
ら
ば
、
伝
記
が
信
用
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で
き
『
楞
伽
師
資
記
』
の
内
容
と
共
通
点
が
多
い
大
慈
浄
覚
を
『
楞
伽
師
資
記
』
の
作
者
と
す
る
方
が
、
伝
記
に
疑
問
が
あ

り
『
楞
伽
師
資
記
』
の
内
容
と
齟
齬
の
あ
る
大
安
国
寺
浄
覚
よ
り
か
は
、
説
明
に
矛
盾
が
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
に
大
慈
浄
覚
を

『
楞
伽
師
資
記
』
の
作
者
で
あ
る
と
決
定
す
る
。

注
（
１
）	

本
稿
は
「
『
楞
伽
師
資
記
』
の
作
者
浄
覚
に
つ
い
て
」
竹
貫
元
勝
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『
禅
と
そ
の
周
辺
学
の
研
究
』

（
二
〇
〇
五
年
一
月
、
永
田
文
昌
堂
）
を
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）	

卑
見
の
限
り
で
『
楞
伽
師
資
記
』
を
主
題
と
す
る
論
考
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

矢
吹
慶
輝
『
鳴
沙
余
韻
』
『
鳴
沙
余
韻
解
説
』
（
一
九
三
二
年
、
岩
波
書
店
）
。

　

胡
適
「
楞
伽
師
資
記
序
」
「
楞
伽
宗
考
」
『
胡
適
文
存
』
四
集
、
巻
二
（
一
九
六
八
年
一
〇
月
、
遼
東
図
書
公
司
）
。

　

増
永
霊
鳳
「
古
逸
諸
禅
籍
の
研
究
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
一
五
、
一
九
五
〇
年
）
。

　

鈴
木
大
拙
『
禅
思
想
史
研
究
』
二
（
一
九
五
一
年
五
月
、
の
ち
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
二
、
一
九
六
八
年
五
月
、
岩
波
書
店
）
。

　

篠
原
寿
雄
「
楞
伽
師
資
記
校
注
」
（
『
内
野
台
嶺
先
生
追
悼
論
文
集
』
、
一
九
五
四
年
）
、
同
「
楞
伽
師
資
記
に
つ
い
て
」
（
『
駒
沢
大
学

研
究
紀
要
』
一
三
、
一
九
五
五
年
）
。

　

田
中
良
昭
「
楞
伽
師
資
記
と
禅
の
伝
灯
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
会
誌
』
二
、
一
九
五
九
年
）、
同
「
敦
煌
新
出
ペ
リ
オ
本
楞
伽
師
資
記
二

種
に
つ
い
て
」（
駒
沢
『
宗
学
研
究
』
四
、
一
九
六
一
年
）、
の
ち
『
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
』（
一
九
八
三
年
二
月
、
大
東
出
版
社
）。

　

中
川
孝
「
禅
宗
史
研
究
資
料
と
し
て
の
楞
伽
師
資
記
の
内
容
」（『
印
仏
研
』
九—

一
、
一
九
六
一
年
一
月
）、
同
「
楞
伽
師
資
記
の
成

立
に
つ
い
て
」
（
『
東
北
薬
科
大
学
研
究
紀
要
』
七
、
一
九
六
一
年
）
。

　

柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
（
一
九
六
七
年
五
月
、
法
蔵
館
）
、
同
『
初
期
の
禅
史
１
』
（
一
九
七
一
年
三
月
、
筑
摩
書
房
）
。

　

上
山
大
峻
「
チ
ベ
ッ
ト
訳
『
楞
伽
師
資
記
』
に
つ
い
て
」
（
龍
谷
大
学
『
仏
教
学
研
究
』
二
五
・
二
六
合
併
号
、
一
九
六
八
年
五
月
、
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『
仏
教
文
献
の
研
究
』
一
九
六
八
年
、
百
華
苑
）
、
同
「
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
み
た
『
楞
伽
師
資
記
』
成
立
の
問
題
点
」
（
『
印
仏
研
』

二
一—

二
、
一
九
七
三
年
三
月
）
。

　

沖
本
克
己
「
『
楞
伽
師
資
記
』
の
研
究　

蔵
漢
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
お
よ
び
蔵
文
和
訳
（
１
）
」
（
『
花
園
大
学
文
学
部
紀
要
』

九
、
一
九
七
八
年
三
月
）
、
同
「
『
楞
伽
師
資
記
』
の
研
究　

蔵
漢
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
お
よ
び
蔵
文
和
訳
（
２
）
」
（
『
禅
文
化
研
究
所

紀
要
』
一
一
、
一
九
七
九
年
六
月
）
。

　

西
岡
祖
秀
「
チ
ベ
ッ
ト
訳
『
楞
伽
師
資
記
』
の
新
出
断
片
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
三
一—

一
、
一
九
八
二
年
一
二
月
）
。

　

Baroni Helen “
The Date of the Leng-chia shih-tzu chi.”

 Journal of the Royal Asiatic Society
 series3, 1, 2,
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た
だ
し
未
見
。

　

程
正
「
浄
覚—

そ
の
人
と
思
想
」
（
『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
一
三
・
一
四
合
併
号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
。

（
３
）	

柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
１
』
（
前
掲
）
五
二—

五
七
頁
。

（
４
）	

浄
覚
の
碑
銘
に
つ
い
て
は
、
柳
田
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
資
料
三
と
、
滋
賀
高
義
編
『
唐
代
釈
教
文
選
訳
注
』
（
一
九
九
八

年
三
月
、
朋
友
書
店
）
浦
山
あ
ゆ
み
氏
担
当
の
『
浄
覚
碑
銘
』
を
参
考
。

（
５
）	

少
陵
原
は
『
長
安
志
』
一
一
に
「
少
陵
原
、
在
〔
万
年
〕
県
南
四
十
里
、
南
接
終
南
、
北
至
滻
水
西
。
屈
曲
六
十
里
、
入
長
安
県

界
。
即
漢
鴻
固
原
也
。
宣
帝
許
后
葬
于
此
、
俗
号
少
陵
原
。
」
と
あ
る
。
滻
水
は
今
の
滻
河
で
、
西
安
（
長
安
）
の
東
を
流
れ
る
川
。

（
６
）	

柳
田
氏
に
よ
れ
ば
「
漢
水
明
珠
之
郡
は
、
陝
西
省
寧
羌
沔
県
の
西
部
」
と
い
わ
れ
る
。
陝
西
省
寧
羌
沔
県
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

現
在
の
行
政
区
分
で
は
陝
西
省
寧
羌
州
沔
に
当
た
り
、
陝
西
省
の
南
東
部
で
甘
粛
省
と
四
川
省
に
接
す
る
地
域
で
あ
る
。
唐
代
の
区

分
で
は
、
山
南
西
節
度
下
興
元
府
の
西
に
あ
る
西
県
に
な
る
が
、
管
見
で
は
そ
の
近
辺
に
「
明
珠
郡
」
を
見
つ
け
得
な
か
っ
た
。
柳

田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
（
一
九
六
七
年
五
月
、
法
蔵
館
）
九
一
頁
。

（
７
）	

竺
沙
雅
章
「
浄
覚
の
般
若
心
経
注
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
史
学
』
七—
三
、
一
九
五
八
年
一
〇
月
）
。

（
８
）	

柳
田
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
資
料
七
（
前
掲
）
。
『
心
経
注
』
に
つ
い
て
は
こ
の
ほ
か
呂
澂
氏
や
楊
曾
文
氏
方
広
錩
氏
に
も

研
究
校
訂
が
あ
る
。
呂
澂
「
敦
煌
写
本
唐
釈
浄
覚
〔
注
〕
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」
（
『
現
代
仏
学
』
一
九
六
一
年
第
四
期
）
。
楊
曾
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文
「
浄
覚
及
其
『
注
般
若
心
経
』
与
其
校
本
」
（
『
中
華
仏
学
学
報
』
六
、
一
九
九
三
年
）
。
方
広
錩
編
『
般
若
心
経
訳
注
集
成
』

（
一
九
九
四
年
九
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
。

（
９
）	

石
井
公
成
「
老
安
碑
文
が
示
す
思
想
的
諸
問
題
」
（
『
東
洋
文
化
』
八
三
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
参
考
。

（
10
）	
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
三
列
伝
一
三
三
、
『
新
唐
書
』
巻
二
〇
六
列
伝
一
三
一
。

（
11
）	
僧
侶
は
治
外
法
権
を
有
し
て
お
り
殺
さ
れ
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
る
。
た
し
か
に
中
国
中
世
で
も
僧
侶
や
寺
院
は
王
法
・
世
俗
法

に
対
抗
す
る
者
、
つ
ま
り
ア
ジ
ー
ル
で
「
無
縁
性
」
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
資
料
を
読
め
ば
僧
侶
が
賊
や
兵
に
殺
さ
れ

る
場
面
は
い
く
ら
で
も
あ
り
、
僧
侶
で
あ
れ
ば
殺
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
こ
の
時
代
の
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
武
則

天
が
寵
愛
し
た
懐
義
は
僧
の
身
分
で
あ
っ
た
が
後
に
武
則
天
に
疎
ま
れ
て
殺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
政
治
闘
争
の
例
で
は
先
天
二
年

（
七
一
三
）
の
玄
宗
に
よ
る
太
平
公
主
党
の
粛
清
で
、
官
人
に
混
じ
っ
て
「
僧
恵
範
等
、
皆
誅
之
」
と
あ
り
僧
侶
が
殺
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
た
と
え
浄
覚
が
僧
侶
で
あ
っ
て
も
、
駙
馬
房
韋
氏
で
あ
れ
ば
韋
皇
后
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
者
と
し
て
殺
さ
れ
て

い
る
。

（
12
）	

「
長
安
県
南
里
王
村
唐
韋
泂
墓
発
掘
記
」
『
文
物
』
一
九
五
九
年
八
号
。
「
大
唐
贈
衛
尉
郷
并
州
大
都
督
□
□
□
□
京
兆
韋
府
君
墓

誌
銘
并
序
」
。

（
13
）	

ち
な
み
に
『
暦
代
法
宝
記
』
に
は
「
有
東
都
沙
門
浄
覚
師
、
是
玉
泉
神
秀
禅
師
弟
子
、
造
楞
伽
師
資
血
脈
記
一
巻
」
と
あ
り
、
浄

覚
を
東
都
の
沙
門
で
浄
覚
の
弟
子
と
し
て
い
る
。
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
２
』
（
一
九
七
六
年
六
月
、
筑
摩
書
房
）
五
九
頁
。

（
14
）	

『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
二
五
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
浄
覚
墓
誌
。
周
紹
良
主
編
『
唐
代
墓

誌
彙
編
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
一
一
月
）
下
巻
、
一
六
二
四—

五
頁
、
天
宝
一
三
二
。

（
15
）	

畢
原
は
『
元
和
郡
県
図
志
』
一
、
関
内
道
一
に
「
畢
原
、
在
〔
万
年
〕
県
西
南
二
十
八
里
。
詩
注
云
、
畢
、
終
南
之
道
名
也
。
書

序
云
、
周
公
薨
、
成
王
葬
於
畢
。
之
也
。
」
と
あ
る
。

（
16
）	

「
故
法
雲
寺
内
外
臨
壇
律
大
徳
超
寂
墓
誌
」
『
新
中
国
出
土
墓
誌
・
陝
西
』
二
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
一
七
三
頁
。

（
17
）	

景
賢
「
唐
嵩
山
会
善
寺
故
景
賢
大
師
身
塔
石
記
」
『
隋
唐
五
代
墓
誌
匯
編
』
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
二
月
）
、
鵞
湖
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「
興
福
寺
内
供
奉
大
徳
大
義
禅
師
碑
銘
」
（
全
唐
文
七
一
五
）
。

（
18
）	

「
大
」
字
称
号
の
問
題
は
、
あ
く
ま
で
筆
者
の
資
料
管
見
の
範
囲
で
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
大
通
贈
謚
以
前
と
以
後
の
称
号
の
変

化
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
称
号
の
変
遷
と
そ
の
歴
史
的
意
味
を
考
察
さ
れ
た
方
が
お
ら

れ
た
ら
御
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

（
19
）	
「
唐
故
豊
王
府
戸
曹
参
軍
皇
族
叔
李
府
君
（
復
）
墓
誌
銘
并
序
」
に
「
撰
此
誌
時
署
前
国
子
進
士
李
收
述
」
と
あ
る
。
墓
誌
銘
の

李
復
は
天
宝
一
〇
載
（
七
五
一
）
一
〇
月
二
一
日
に
合
祔
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
李
收
が
天
宝
一
〇
年
頃
に
生
存
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
両
墓
誌
銘
の
李
收
の
官
位
が
問
題
で
は
あ
る
。
『
全
唐
文
補
遺
』
巻
六
（
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
九
年
五

月
）
八
〇
頁
。

従
来
の
浄
覚
の
経
歴
と
韋
一
族
の
年
表

	 


西　

暦	 


年　

号	

　
　
　

正
史
等
の
韋
一
族
の
記
事	

　
　
　

 

浄　

覚　

の　

経　

歴	
 

典
拠

				





先
祖
は
逍
遥
公
韋
夐	

注
心
経

			




祖
父
弘
表
、
父
玄
貞
、
母
崔
氏

				





中
宗
皇
后
韋
氏
の
弟	

碑
銘

	

六
八
三	

永
淳
二		



生
ま
れ
る
、
数
え
一
歳	

注
心
経

	

六
八
四	

嗣
聖
元	

中
宗
即
位
、
韋
氏
皇
后
。
同
年
、
中
宗
廃	

二
歳

			




位
、
武
周
朝
。
韋
氏
房
州
流
刑
、
父
欽
州

			




流
刑
後
死
、
母
殺
、
兄
弟
洵
浩
泂
泚
容
州

			




流
刑
後
死

	

六
九
◯	

如
意
元	

泂
死
す	

八
歳	

泂
墓
誌
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七
〇
一	

大
足
元		



一
九
歳
、
洛
陽
に
て
神
秀
に
師
事	

師
資
記

	
七
〇
五	

神
龍
元	

武
周
崩
。
中
宗
復
位
、
韋
氏
皇
后
、
一
家	

二
三
歳
、
太
行
山
に
入
り
注
金
剛
般
若
理	

注
心
経

			




の
柩
長
安
に
送
ら
れ
贈
封	

鏡
を
作
る

				





中
宗
の
時
、
太
行
山
に
入
り
削
髪
受
具	

碑
銘

				





（
大
足
元
年
以
前
か
？
）

	

七
〇
八	
景
龍
二		



二
六
歳
、
玄
賾
に
師
事	

師
資
記

				





玄
賾
に
師
事	

碑
銘

	

七
一
〇	

景
龍
四	
韋
皇
后
ら
謀
反
、
鎮
圧
殺
害
、
韋
と
武
の	

二
八
歳

			



宗
族
処
刑
。
韋
庶
人
、
一
族
墓
削
ら
る
、

			




安
国
寺
創
建

	

七
一
六	

開
元
四		



三
四
歳
、
『
楞
伽
師
資
記
』
記
す
？	

柳
田
説

	

七
二
七	

開
元
一
五		



四
五
歳
、
漢
水
明
珠
郡
で
心
経
に
注
す	

注
心
経

				





晩
年
、
長
安
長
楽
坊
大
安
国
寺
に
住
持	

碑
銘
、

				





か
？	

注
心
経

	

七
五
〇	

天
宝
九		



六
八
歳
死
す
？	

柳
田
説

				





少
陵
原
赤
谷
蘭
若
に
葬
る
、
杜
陵
韋
氏
の	

碑
銘

				





故
地

	

一
九
五
八		



長
安
県
南
里
王
村
（
韋
曲
鎮
）
付
近
で
泂		



泂
墓
誌

			




の
墓
発
見
、
玄
貞
の
栄
先
陵
に
陪
葬
さ
れ

			




た
こ
と
が
わ
か
る



鹿
王
院
蔵
『
仏
舎
利
伝
記
』
翻
刻
と
紹
介

西

山

美

香

　

本
稿
で
は
、
鹿
王
院
（
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
北
堀
町
）
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
仏
牙
舎
利
の
縁
起
（
由
緒
）
を
記
し
た
『
仏
舎
利

伝
記
』
（
版
本
・
鹿
王
院
所
蔵
）
の
全
文
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。

　

鹿
王
院
は
、
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
に
室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義
満
が
創
建
し
た
宝
幢
寺
内
に
、
開
山
堂
と
し
て
建

立
さ
れ
た
。
開
山
は
春
屋
妙
葩
（
夢
窓
派
、
一
三
一
一
〜
八
八
）
で
あ
る
。

　

康
暦
元
年
一
〇
月
、
足
利
義
満
は
後
円
融
天
皇
（
一
三
五
八
〜
九
三
）
に
奉
請
し
、
春
屋
を
初
代
の
「
天
下
僧
録
司
」
に
任
命

し
た
。
僧
録
は
、
当
時
の
中
国
（
明
）
に
な
ら
っ
た
五
山
禅
林
を
統
括
す
る
要
職
で
あ
る
。
後
円
融
天
皇
も
一
一
月
二
三
日
に

春
屋
を
宮
中
に
召
し
て
受
衣
し
、
一
二
月
二
八
日
に
は
春
屋
に
智
覚
普
明
国
師
の
号
を
特
賜
し
た
。
夢
窓
派
を
代
表
・
統
率
す

る
立
場
を
確
立
し
、
禅
僧
と
し
て
日
本
最
高
の
地
位
に
の
ぼ
り
つ
め
た
春
屋
妙
葩
を
開
山
に
、
室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義

満
が
創
建
し
た
寺
院
が
宝
幢
寺
（
鹿
王
院
）
で
あ
っ
た
。
春
屋
は
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
八
月
一
二
日
に
鹿
王
院
に
て
示
寂
し
、

そ
の
全
身
は
鹿
王
院
に
塔
じ
ら
れ
て
い
る
。
宝
幢
寺
は
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
に
、
義
満
に
よ
っ
て
京
都
十
刹
に
列
せ
ら
れ
、

多
く
の
荘
園
が
寄
せ
ら
れ
て
栄
え
た
。
し
か
し
応
仁
の
乱
の
際
兵
火
を
被
り
本
寺
は
廃
絶
、
鹿
王
院
だ
け
が
残
さ
れ
た
。
寺
勢

は
衰
え
た
が
、
そ
の
後
寛
文
年
中
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
再
興
さ
れ
、
鹿
王
院
が
寺
号
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

鹿
王
院
に
は
、
正
確
な
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
仏
牙
舎
利
が
奉
安
さ
れ
た
。
そ
の
舎
利
は
鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
・
源
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実
朝
が
宋
か
ら
請
来
し
、
鎌
倉
の
大
慈
寺
（
現
在
は
廃
寺
）
に
奉
安
さ
れ
た
後
、
円
覚
寺
に
遷
さ
れ
た
（
1
）
も
の
で
あ
る
。
本
書

に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
鎌
倉
の
鎮
守
」
で
あ
り
、
「
国
家
安
全
」
「
天
下
の
飢
饉
疫
癘
旱
魃
洪
水
」
を
祈
る
と
皆
に
霊

験
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
、
鎌
倉
を
代
表
す
る
〈
宝
物
〉
で
あ
っ
た
。
北
朝
の
治
天
で
あ
っ
た
光
厳
院
法
皇
が
そ
の
舎
利
を
拝
瞻

す
る
こ
と
を
望
み
、
夢
窓
国
師
に
詔
し
た
と
い
う
。
夢
窓
は
勅
命
の
旨
を
円
覚
寺
に
か
さ
ね
て
伝
え
、
京
に
献
上
さ
れ
、
後
光

厳
院
法
皇
よ
り
夢
窓
国
師
の
弟
子
で
あ
る
春
屋
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　

鹿
王
院
の
仏
牙
舎
利
の
縁
起
（
由
緒
）
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
『
群
書
類
従
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
仏

牙
舎
利
記
」
（
伝
春
屋
妙
葩
編
）
が
著
名
で
あ
る
。
本
書
は
、
基
本
的
に
は
そ
の
「
仏
牙
舎
利
記
」
を
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
中
国
に
つ
い
て
の
記
述
部
分
が
省
略
さ
れ
、
日
本
に
つ
い
て
の
記
述
が
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。
増
補
部
分
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
と
同
文
の
テ
キ
ス
ト
は
い
ま
だ
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
鹿
王
院
の
舎
利
が
以
前
に
奉
安
さ
れ
て
い
た
。
円
覚
寺
の

舎
利
の
由
緒
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
群
と
内
容
的
に
は
き
わ
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
円
覚
寺
の
舎
利
の
由
緒
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
を
次
に
あ
げ
る
。

〔
写　
　

本
〕

①
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵
本
※
１

…
…
扉
題
「
正
続
院
仏
牙
舎
利
略
記
」
内
題
「
万
年
山
正
続
院
仏
牙
舎
利
略
記
」
〈
空
花
（
義

堂
周
信
カ
）
編
〉

②
内
閣
文
庫
蔵
本
…
…
内
題
「
万
年
山
正
続
院
仏
牙
舎
利
記
※
２

」

③
九
州
大
学
文
学
部
松
涛
文
庫
蔵
本
※
３

・
東
京
芸
術
大
学
図
書
館
脇
本
文
庫
蔵
本
・
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
…
…
外
題
「
万

年
正
続
仏
牙
舎
利
記
」
内
題
「
万
年
山
正
続
院
仏
牙
舎
利
記
／
仏
説
舎
利
因
縁
並
南
山
道
宣
律
師
伝
略
記
／
陳
和
卿
鎌
倉
来
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付
実
朝
公
御
霊
夢
事
／
唐
船
修
造
付
実
朝
卿
使
節
ヲ
大
宋
国
ニ
遣
シ
玉
フ
事
／
願
成
良
真
已
下
大
宋
国
ニ
渡
ル
事
／
藤
九
郎

盛
長
上
洛
付
順
徳
院
仏
舎
利
ヲ
返
サ
セ
玉
フ
事
／
仏
牙
舎
利
鎌
倉
ニ
入
御
ノ
事
／
仏
舎
利
伝
来
神
変
記
」

〔
版　
　

本
〕

④
円
覚
寺
蔵
甲
本
※
４

…
…
外
題
「
仏
牙
舎
利
縁
起
」
内
題
「
鎌
倉
円
覚
寺
祖
塔
正
続
院
仏
牙
舎
利
之
縁
起
」

⑤
円
覚
寺
蔵
乙
本
※
４

…
…
外
題
「
仏
牙
舎
利
記
」
内
題
「
鎌
倉
円
覚
寺
祖
塔
正
続
院
仏
牙
舎
利
之
縁
起
」

⑥
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
・
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
・
大
正
大
学
図
書
館
蔵
本
・
東
洋
大
学
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
蔵
本
・
彦
根

城
博
物
館
蔵
本
…
…
外
題
「
仏
牙
舎
利
之
縁
起
」
・
内
題
「
鎌
倉
円
覚
寺
祖
塔
正
続
院
仏
牙
舎
利
之
縁
起
」

⑦
神
奈
川
県
立
図
書
館
蔵
本
…
…
外
題
「
仏
牙
舎
利
記
」
内
題
「
鎌
倉
円
覚
寺
祖
塔
正
続
院
仏
牙
舎
利
之
記
」

〔
翻　
　

刻
〕

※
１　

樹
下
文
隆
「
〈
舎
利
〉
と
〈
韋
駄
天
〉
」
『
芸
能
史
研
究
』
一
〇
五
（
一
九
八
九
・
四
）
（
一
部
の
み
）

※
２　

瑞
渓
周
鳳
撰
「
善
隣
国
宝
記
」
田
中
健
夫
編
『
善
隣
国
宝
記
』
集
英
社
（
一
九
九
五
）
所
載
の
「
正
続
院
仏
牙
舎
利
略

記
」
が
ほ
ぼ
同
内
容
。

※
３　

西
田
耕
三
校
訂
「
正
続
院
仏
牙
舎
利
記
」
『
仏
教
説
話
集
成　

二
』
国
書
刊
行
会
（
一
九
九
〇
）

※
４　

堀
内
裕
子
「
円
覚
寺
『
仏
牙
舎
利
縁
起
』
」
『
鎌
倉
』
二
三
（
一
九
七
四
・
一
〇
）

　

ま
た
、
本
書
に
も
見
え
て
い
る
が
、
鹿
王
院
の
舎
利
の
一
部
は
後
水
尾
天
皇
に
献
上
さ
れ
、
黄
檗
山
萬
福
寺
に
奉
安
さ
れ
、

そ
の
縁
起
（
由
緒
）
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
（
2
）
。
そ
れ
も
含
め
、
円
覚
寺
・
鹿
王
院
・
萬
福
寺
の
舎
利
縁
起
の
詳
細

な
比
較
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註
（
１
）	

玉
村
竹
二
「
文
献
上
よ
り
見
た
円
覚
寺
舎
利
殿
」
『
日
本
禅
宗
史
論
集　

上
』
思
文
閣
（
一
九
八
八
）
、
納
冨
常
天
「
舎
利
相
伝

縁
起　

鎌
倉
を
中
心
と
し
た
舎
利
信
仰
」
『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究　

稀
覯
資
料
篇
』
法
蔵
館
（
一
九
九
五
）
、
拙
稿
「
足
利
義

満
の
〈
宝
蔵
〉
と
し
て
の
宝
幢
寺
鹿
王
院　

宝
珠
と
仏
牙
舎
利
を
め
ぐ
っ
て
」
『Z

E
A
M
I

　

中
世
の
芸
術
と
文
化　

四
』
森
話
社

（
二
〇
〇
七
・
五
刊
行
予
定
）
参
照
。

（
２
）	

高
井
恭
子
「
黄
檗
山
萬
福
寺
に
お
け
る
仏
舎
利
供
養
に
つ
い
て　

『
法
皇
忌
』
と
の
関
係
か
ら
」
『
黄
檗
文
華
』
一
二
一

（
二
〇
〇
〇
・
一
）
、
同
「
儀
礼
『
法
皇
忌
』
を
め
ぐ
っ
て　

黄
檗
山
万
福
寺
に
お
け
る
仏
舎
利
贍
礼
と
後
水
尾
上
皇
の
供
養
」
『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
一
〇
二
（
五
一—

二
）
（
二
〇
〇
三
・
三
）
参
照
。

【
翻
刻
凡
例
】

一
、
鹿
王
院
所
蔵
『
仏
牙
舎
利
伝
記
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
な
る
べ
く
原
文
の
ま
ま
の
翻
刻
を
こ
こ
ろ
が
け
た
が
、
字
体
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
行
は
送
ら
ず
、
丁
変
え
は
』
で
示
し
た
。

【
翻　
　

刻
】

　
　

■
（

墨

消

）

■
■

　
　

■
（

墨

消

）

■
■
■
■
仏
舎
利
伝
記
』

戸
開
供
養　

毎
月
十
五
日
よ
り
二
十
一
日
ま
て

同　
　
　
　

四
月
八
日

同　
　
　
　

十
二
月
八
日

舎
利
会　
　

十
月
十
五
日
』

　
　
　

■
（

墨

消

）

■
■
■
■
仏ぶ

つ

牙げ

舎し
や

利り
の

伝て
ん

記き
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涅ね
は
ん
ぎ
や
う

槃
経
に
説と

か

せ
給
ふ
趣

お
も
む
きは

如に
よ

来ら
い

入に
う

滅め
つ

の
期ご

に
望の

ぞ

ん
で
舎し

や

利り

を
帝

た
い
し
や
く

釈
に
あ
た
へ
ま
し
ま
す
へ
き
仏

ぶ
つ
ち
よ
く

勅
の
御
約や

く

束そ
く

あ
り
し

に
よ
り
て
荼だ

毘び

の
場に

は

に
出い

で

む
か
は
せ
給
ふ
時と

き

に
二ふ

た

り
の
捷

し
や
う
し
つ疾

羅ら

刹せ
つ

と
い
ふ
足あ

し

と
き
鬼お

に

御
う
し
ろ
に
か
く
れ
ゐ
て
仏

ほ
と
け

の
二に

牙げ

を
取

と
り
た
て
ま
つ

奉
り
し
と
も
ろ
も
ろ
の
大た

い

衆し
ゆ

は
是こ

れ

を
見
さ
り
し

と
な
り

太た
い

平へ
い

広こ
う

記き
に

云い
は
く道　
ど
う
せ
ん
り
つ
し

宣
律
師
と
い
ふ
沙し

や

門も
ん

北ほ
く

天て
ん

王わ
う

の
太た

い
し
ち
や
う

子
張

瓊け
い

に
問と

ふ

て
い
は
く
我わ

れ

聞き
く

捷し
や
う
し
ん
き

迅
鬼
涅ね

槃は
ん

の
会ゑ

じ
や
う上

に
お
い
て
』

仏ぶ
つ

牙げ

を
抜ぬ

い

て
走わ

し

り
し
を
北
天
王
是
を
追を

ひ

落お
と

し
取と

り

か
へ
し

た
ま
ふ
と
は
実

ま
こ
と

な
る
か
答

こ
た
へ

て
云

い
は
く

実ま
こ
と也

律り
つ

師し

の
い
は
く
そ
の

仏ぶ
つ

牙げ

今い
ま

い
づ
れ
の
所

と
こ
ろ

に
か
あ
る
答

こ
た
へ

て
云

い
は
く
わ
れ
こ
れ

我
是
を
た
も
て
り

律
師
お
が
み
奉
ら
ん
こ
と
を
求も

と

む
張

ち
や
う
け
い

瓊
す
な
は
ち
牙げ

舎し
や

利り

を
律
師
に
あ
た
へ
給
ふ
道
宣
律
師
は
是こ

れ

律り
つ

宗し
う

の
太た

い

祖そ

也

悉く
は
しく

は
仏ぶ

つ

祖そ

統と
う

記き

高か
う

僧そ
う

伝で
ん

等と
う

に
見
え
た
り
す
へ
て
如に

よ

来ら
い

の

御
舎
利
は
阿あ

育い
く

王わ
う

の
わ
か
ち
給
ふ
所
八は

つ

斛こ
く

四
斗
あ
り
し
と
か
や

支し

那な

震し
ん

旦だ
ん

に
お
ゐ
て
は
十
九
所し

よ

に
お
は
し
ま
す
其そ

の

外ほ
か

八
万

四
千
所
に
ひ
ろ
ま
り
お
は
し
ま
す
と
見
え
た
りを

の
を
の
そ
の
と
こ
ろ
と
こ
ろ

各

其

所
々
』

に
お
ゐ
て
霊れ

い

験げ
ん

奇き

瑞ず
い

の
侍

は
ん
べ

る
事
記き

す
る
に
い
と
ま
あ
ら
す

奥お
く

に
当た

う

寺じ

の
仏ぶ

つ

牙げ

は
道
宣
律
師
張
瓊
太
子
よ
り
感か

ん

得ど
く

し
給
ひ
し
御
舎
利
也
其
来ら

い

由ゆ

を
た
づ
ぬ
る
に
相さ

う

州し
う

鎌か
ま

倉く
ら

都と

督と
く
ゆ
う
ふ
し
や
う
ぐ
ん
み
な
も
と
の
さ
ね
と
も
こ
う
む
ち
う

右
府
将
軍

源

実
朝
公
夢
中
に
大た

い

宋そ
う

国こ
く

に
渡わ

た

り
給
ひ
て

或あ
る

寺て
ら

に
至い

た

り
給
ふ
折を

り

ふ
し
長

ち
や
う
ら
う老

法ほ
ふ

座ざ

に
あ
り
て
説せ

つ

法ほ
ふ

す

実さ
ね

朝と
も

僧
に
む
か
ひ
て
寺じ

号ご
う

を
た
づ
ね
た
ま
へ
ば
能の

う

仁に
ん

寺じ

と

答こ
た

ふ
又

ま
た
ち
や
う
ら
う

長
老
の
名な

を
問と

ひ

給
へ
ば
道ど

う

宣せ
ん

律り
つ

師し

と
答
ふ
実さ

ね

朝と
も

か
さ
ね
て
云

い
は
く

律
師
入に

う

滅め
つ

し
た
ま
ひ
て
年

と
し
は
る
か

遥
に
隔

へ
だ
た

り
ぬ
と
聞き

く

何な
ん

ぞ
爰こ

こ

に
至

い
た
つ

て
説せ

つ

法ほ
う

し
た
ま
は
ん
や
僧そ

う

こ
た
へ
て
云

い
は
く
せ
う
し
や

聖
者
』

に
は
生

し
や
う
じ死

の
差し

や

別べ
つ

な
し
今い

ま

律り
つ

師し

の
再さ

い

誕た
ん

日に
つ

本ほ
ん

に
も
あ
り
汝

な
ん
ち

し
ら
ず
や
相
州
鎌
倉
の
実
朝
将
軍
也
左

ひ
だ
り

に
た
て
る
侍じ

者し
や

は
鎌か

ま

倉く
ら

の
良り

や
う
し
ん
そ
う
づ

真
僧
都
也
と
を
し
ゆ
実
朝
公
夢ゆ

め

さ
め
て

奇き

異ゐ

の
思お

も

ひ
を
な
し
給
ふ
所

と
こ
ろ

に
良
信
僧
都
も
此こ

の

夜よ

か
く

の
ご
と
く
夢
み
る
又
寿じ

ゆ

福ふ
く

寺じ

の
開

か
い
さ
ん
せ
ん
く
は
う
お
し
や
う

山
千
光
和
尚
も
同お

な
じ
よ夜

同お
な

じ
夢ゆ

め

を
見
給
ふ
三さ

ん

夢む

少
す
こ
し

も
違た

が

は
ず
実

さ
ね
と
も
こ
う
み
づ
か

朝
公
自
ら

道
宣
律
師
の
後ご

身し
ん

な
る
事
を
深ふ

か

く
信し

ん

じ
給
ひ
て

大た
い

船せ
ん

を
造つ

く

ら
せ
数

あ
ま
た

の
宝

た
か
ら
ざ
い
も
く
と
う

材
木
等
を
積つ

み

て
十
二
人
の
使
者し

や

を

大た
い

宋そ
う

国こ
く

に
遣

つ
か
は

し
給
ふ
即

す
な
は
ち良

真
僧
都
葛

か
づ
ら
や
ま

山
の
願

ぐ
わ
ん
じ
や
う

成
を
』

首
と
し
て
大お

ほ

友と
も

豊ぶ
ん

後ご
の

守か
み

小せ
う

弐に

孫ま
ご

太
郎
小
山
七
郎
左
衛
門

鹿王院蔵『仏舎利伝記』翻刻と紹介
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宇
津
宮
新
兵
衛
菊き

く

池ち

四
郎
村
上
次
郎
三
浦
修
理
亮
海う

ん

野の

小
太
郎
勝か

つ

間ま

田た

兵ひ
や
う
ご庫

南な
ん

條で
う

次
郎
也
遂つ

ゐ

に
大た

い

宋そ
う

国こ
く

に

渡わ
た

り
京け

い

師し

の
能
仁
寺
に
至い

た

る
寺じ

僧そ
う

其そ
の

故ゆ
へ

を
と
ふ
使

つ
か
ひ

ひ
そ

か
に
瑞ず

い

夢む

の
趣

を
も
む
きを

語か
た

り
て
今
此こ

の

美び

木も
く

貨く
わ

財ざ
い

を
能
仁
寺

に
寄き

進し
ん

し
奉
る
修し

ゆ

造そ
う

の
助

た
す
け

と
な
し
給
へ
と
い
ふ
時と

き

に
寺
僧

奇き

異ゐ

の
お
も
ひ
を
な
し
且か

つ

実さ
ね

朝と
も

の
深じ

ん

信し
ん

を
感か

ん

し
相あ

ひ

寄よ
り

て

是こ
れ

に
報

む
く
は

ん
事こ

と

を
計は

か

る
使し

者し
や

の
い
は
く
我わ

が

国く
に

は
貨く

わ

財さ
い

乏と
ほ

し

か
ら
ず
実
朝
公
深ふ

か

く
仏
舎
利
を
信し

ん

ず
顧
く
は
昔

む
か
し

道
宣
』

律り
つ

師し

伝で
ん

来ら
い

の
仏ぶ

つ

舎し
や

利り

を
請

し
や
う

じ
て
帰か

へ

ら
ん
実
朝
公
こ
れ
を

瞻せ
ん

礼ら
い

供く

養や
う

し
給
ひ
て
永よ

う

劫ご
う

の
勝

し
や
う
え
ん

縁
を
む
す
ひ
給
は
は
何
の

幸さ
い
わ
いか

是
に
し
か
む
寺
僧
等ら

そ
の
ま
こ
と

其
誠
を
感か

ん

じ
牙
舎
利
を

使
者
に
授さ

つ

け
あ
た
ふ
す
で
に
帰き

朝て
う

の
時
京み

や

こ城
を
過す

ぐ

る
に

帝み
か
ど【

順じ
ゆ
ん
と
く
ゐ
ん

徳
院
】

是
を
拝は

い

瞻せ
ん

し
給
は
ん
と
て
是
を
と
ど
め
て
内な

い

道だ
う
じ
や
う

場
に
安あ

ん

置ぢ

し
保ほ

う

護ご

供く

養や
う

し
給
ふ
数す

月げ
つ

を
経へ

て
鎌
倉

に
渡
し
給
ふ
御

お
ん
む
か
ひ

迎
は
藤と

う

九く

郎ら
う

盛も
り

長な
が【

時と
き

年と
し

八
十
】
二に

千せ
ん

余よ

騎き

に
て

供ぐ

奉ぶ

し
奉
る
実
朝
公
大
に
喜
ひ
給
ひ
て
鎌
倉
の
舘た

ち

を
出

小を

田た

原わ
ら

ま
で
出
む
か
ひ
涕て

い

涙る
い

悲ひ

き

う泣
礼ら

い

拝は
い

を
な
し
玉た

ま

の
御お

ん

輿こ
し

』

に
の
せ
奉
り
身み

み
づ
か
ら
是
を
舁か

き

て
鎌か

ま

倉く
ら

に
か
へ
り
入

給
ふ
時
に
紅

こ
う
う
ん
い
ち
ど
う
つ
る
が
を
か

雲
一
道
鶴
岡
の
神し

ん

廟べ
う

よ
り
い
で
て
御
輿こ

し

を

擁よ
う

護ご

す
又
南な

ん

海か
い

の
波

な
み
の
う
へ

上
に
峨が

く
は
ん冠

せ
る
者も

の
す
ひ
や
く
つ
ら
な

数
百
連
り
あ
ら

は
れ
合

が
つ
し
や
う

掌
す
良や

や

久ひ
さ

し
く
み
え
ず
是
は
龍り

う

王わ
う

の
出

し
ゆ
つ
げ
ん

現
な
ら
ん

と
云
実
朝
云
い
よ
い
よ
感か

ん

歎た
ん

を
な
し
給
ひ
別
に
大だ

い

慈じ

寺
と
い
ふ

精し
や
う
じ
や

舎
を
建た

て

仏
牙
を
安
置
し
奉
り
即
十
月
十
五
日
は
仏
舎
利

日
本
博は

か

多た

の
浦う

ら

に
着

ち
や
く
せ
ん

船
の
日
な
れ
は
毎
年
其
日
を
舎
利

会ゑ

と
定さ

だ

め
万
人
に
お
が
ま
せ
結け

ち

縁え
ん

し
給
ふ
其
後　

萩は
ぎ

原は
ら

後ご

醍だ
い

醐ご

の
両

り
や
う
て
い

帝
是
を
進し

ん

献け
ん

す
べ
き
よ
し
勅

ち
や
く
ぢ
や
う

定
あ
り
と
い
へ
共
』

鎌か
ま

倉く
ら

中ぢ
う

の
鎮ち

ん

護ご

た
る
に
よ
り
て
帝て

い

都と

に
奉
ら
ん
事
を
な
げ
き

辞じ

し
奏そ

う

す
其そ

の

後の
ち

円え
ん

覚が
く

寺じ

に
舎
利
殿
を
建た

て

大
慈
寺
よ
り

移う
つ

し
入
奉
り
国
家
安
全
を
祈
り
奉
る
天
下
の
飢き

饉き
ん

疫え
き

癘れ
い

旱か
ん

魃は
つ

洪こ
う

水ず
い

世よ

よ々

舎
利
塔
の
前ま

へ

に
い
の
る
に
皆
霊れ

い

験け
ん

あ
り

後の
ち

数す

世せ
い

を
経へ

て
も
光

く
は
う
ご
ん
ゐ
ん
ほ
う
わ
う
く
だ
ん

厳
院
法
皇
件
の
仏
舎
利
の
正た

だ

し
き
こ
と

を
聞き

こ

し
め
し
て
夢む

窓そ
う

国
師
に
み
こ
と
の
り
ま
し
ま
し
て
拝

瞻せ
ん

し
給
は
ん
こ
と
を
ふ
か
く
望
み
た
ま
ふ
国
師
勅
命
の
旨

を
円
覚
寺
仰
達
せ
ら
る
か
さ
ね
て
綸り

ん

旨し

を
な
し
下
し

給
ふ
此

こ
の
と
き
は
し
め

時
初
て
此こ

の

牙げ

舎
利
を
帝て

い

都と

に
献
し
奉
る
然

し
か
る

所
に
』

後
光
厳
院
法
皇
よ
り
夢
窓
国
師
の
御
弟
子
普ふ

み
や
う明

国
師
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【
当
寺

開
山
】

に
伝つ

た

へ
ま
し
ま
す
即

す
な
は
ち国

師
自

み
づ
か
ら
ひ
つ
き

筆
記
し
て
云

い
は
く

応お
う

安あ
ん

七
年
甲

き
の
え
と
ら

寅
正
月
十
七
日　

法
皇み

こ
と
の
り
に
て
た
い
し
せ
つ
そ
う
に

　

詔　

対
二

拙
叟
一

直

賜
二

此
ノ

牙
舎
利
一ヲ

何
ノ

賜
た
ま
も
の
か

如
レ

之
二　

春
屋お

く

妙め
う

葩は

■

と
の
せ
給
へ
り
其
後
天
文
年
中

後
奈
良
院
上
皇
此
御
舎
利
を
内
裏
に
請
し
た
ま
ひ
て

敬
礼
供
養
し
給
ふ
永
禄
七
年

正
親
町
院
上
皇
又
内
裏
に
請
し
給
ひ
て
拝
瞻
供
養

ま
し
ま
し
き
正
保
元
年
』

後
水
尾
院
法
皇
内
道
場
に
請
し
入
給
ひ
て
供
養
ま
し
ま
し

き
其
時
当
寺
前
住
賢け

ん

渓け
い

和
尚
詔
を
受う

け

奉
り
分
舎
利

五
顆く

わ

を
献
し
奉
る

法
皇
す
な
は
ち
金き

ん

塔と
う

に
安あ

ん

し
給
ひ
て
常つ

ね

に
護ご

持ぢ

供く

養や
う

し
給
ふ
こ
と
二
十
余
年
漸

や
う
や

く　

御
齢

よ
は
ひ

か
く
む
か
せ
ら
れ

給
へ
は
千
歳
の
後
遺ゐ

失し
つ

あ
ら
ん
こ
と
を
恐

お
そ
れ
お
ほ
し
め
す

思
召
と
て
件

く
た
ん

の
分
舎
利
五
顆
を
黄わ

う

檗ば
く

山さ
ん

の
隠い

ん

元げ
ん

禅
師
に
賜た

ま

ひ
永な

が

く

黄わ
う

檗ば
く

鎮ち
ん

山ざ
ん

の
宝

た
か
ら

と
な
さ
し
め
給
ふ
時と

き

寛
文
丙へ

い

午ご

六
年
也

即す
な
は
ち隠

元
禅
師
記き

作
つ
く
り

て
世
に
ひ
ろ
め
ら
る
』

夫
そ
れ
お
も
ん
み
れ
は

以

仏
の
御
舎
利
は
芥け

子し

許
ば
か
り

の
こ
と
く
な
り
と
い
へ
と
も

深
心
を
以
て
是
を
供
養
恭
敬
尊そ

ん

重ぢ
う

讃さ
ん

歎た
ん

す
れ
は
仏

如
来
世よ

に
現げ

ん

在ざ
い

し
ま
し
ま
す
と
供
養
し
奉
る
と
功
徳

等
ひ
と
し
くし

て
異

こ
と
な
るこ

と
な
し
必
す
天
上
人
中
の
福
楽
を
受う

け

心
の
所

し
よ
ぐ
は
ん

願
に
随
て
後の

ち

浄
土
に
生

し
や
う

ぜ
ん
と
説
せ
た
ま
へ
り

況い
は
んや

真し
ん

身し
ん

の
仏

ぶ
つ
げ
な
ら
び
に
そ
の
ふ
ん

牙
并
其
分
千
万
粒り

う

の
尊そ

ん

塔と
う

を
敬

き
や
う

礼ら
い

供く

養や
う

す
る
を
や
よ
り
て
当
寺
古

い
に
し
へよ

り
今
に
い
た
る
ま
で

毎ま
い

年ね
ん

御
舎
利
の
供
養
闕か

く

る
こ
と
な
く
諸し

よ

人に
ん

に
勝

し
や
う
え
ん

縁

を
む
す
は
し
む
る
者
也
』

【
参　
　

考
】

　
　
　

仏
牙
舍
利
縁
起

涅
槃
経
云
。
仏
告
二

帝
釈
一

。
我
今
与
二

汝
牙
舎
利
一

。

（
略
）
帝
釈
至
二

荼
毘
処
一

受
二

仏
牙
一

。
是
時
二
捷
疾

羅
刹
。
隨
二

帝
釈
後
一

往
取
二

一
牙
一

。
衆
皆
不
レ

見
レ

之
。

太
平
広
記
云
。
道
宣
律
師
問
二

北
天
王
太
子
張
瓊
一

曰
。

我
聞
捷
迅
思
於
二

涅
槃
会
上
一

拔
二

仏
牙
一

走
。
北
天
王

追
二

—

落
之
一

。
此
事
実
歟
。
答
曰
。
実
也
。
其
仏
牙
今

何
在
。
答
曰
。
我
持
レ

之
。
宣
求
二

瞻
礼
一

。
瓊
便
献
二

鹿王院蔵『仏舎利伝記』翻刻と紹介
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牙
舍
利
一

。
（
略
）
仏
祖
統
記
云
（
略
）
阿
育
王
分
二

如

来
舎
利
八
斛
四
斗
一

蔵
二

天
下
一

。
凡
八
万
四
千
処
。
於
二

支
那
震
且
一

十
有
九
処
。
（
略
）
于
レ

此
日
本
相
州
鎌
倉

都
督
右
府
将
軍
源
実
朝
夢
。
度
二

大
宋
国
一

到
二

一
寺
一

。

則
長
老
陞
座
説
法
。
実
朝
向
レ

僧
問
二

此
寺
号
一

。
答
曰
。

能
仁
寺
。
又
問
二

長
老
名
一

。
答
曰
。
道
宣
律
師
。
又
問
。

律
師
入
滅
年
久
。
何
得
二

現
在
一

。
答
曰
。
聖
者
生
死
無
二

差
別
一

。
今
有
二

律
師
再
誕
一

。
汝
知
レ

之
乎
。
答
曰
。

不
レ

知
。
僧
曰
。
日
本
鎌
倉
実
朝
将
軍
也
。
又
問
。
左
辺

侍
者
是
誰
。
僧
曰
。
鎌
倉
良
真
僧
都
。
実
朝
夢
覚
成
二

奇

異
想
一

処
。
良
真
夢
二

此
趣
一

。
寿
福
寺
開
山
千
光
和
尚

亦
夢
レ

之
。
三
夢
依
二

相
同
一

。
実
朝
信
レ

之
。
爾
来
希
レ

拜
下

瞻
張
瓊
所
レ

献
二

道
宣
律
師
一

之
牙
舎
利
上

。
乃
作
二

大
船
一

。
積
二

美
木
金
銀
貨
財
等
一

。
度
二

十
二
人
於
大

明
国
一

。
到
二

京
師
能
仁
寺
一

。
則
衆
皆
問
曰
。
因
レ

何

到
レ

此
哉
。
使
者
竊
説
レ

夢
。
由
レ

是
来
献
二

此
美
木
金

銀
貨
財
一

。
願
一
年
可
レ

借
二

—

賜
仏
牙
一

。
明
年
復
積
二

美
木
金
銀
貨
財
一

来
献
。
応
レ

返
二

謝
舎
利
一

。
一
衆
議

而
以
借
二

—

與
使
者
一

。
伝
二

—

受
之
一

帰
朝
。
乃
立
二

飛
脚
一

報
二

実
朝
一

。
実
朝
甚
歓
。
出
レ

舘
待
二

小
田
原
一

。

奉
レ

載
二

舎
利
於
神
輿
一

帰
二

鎌
倉
一

。
便
建
レ

寺
名
二

大
慈
一

安
二

舎
利
一

。
毎
歳
以
二

十
月
十
有
五
日
一

為
レ

会
。
萩
原
天
皇
後
醍
醐
天
皇
。
雖
レ

有
下

可
二

進
上
一

旨
上

。

依
レ

為
二

鎌
倉
鎮
守
一

不
レ

獻
レ

之
。
円
覚
寺
建
二

舎
利

殿
一

。
遷
二

大
慈
寺
舎
利
一

以
祷
二

国
家
安
寧
一

然
処
。

後
光
厳
院
法
皇
。
仏
牙
舎
利
事
。
勅
二

夢
窓
国
師
一

有
二

拜
瞻
求
一

。
国
師
達
二

勅
命
旨
於
円
覚
寺
一

。
重
而
被
レ

成
二

—

下
綸
旨
一

。
是
時
竟
奉
レ

献
二

斯
舎
利
一

。

応
安
七
年
甲
寅
正
月
十
七
日
。
法
皇
詔
対
拙
叟
直

賜
此
牙
舎
利
。
何
賜
如
之
。
因
以
貽
之
後
代
兒
孫　

妙
葩

　

鹿
王
院
ご
住
職
・
吹
田
宏
海
師
よ
り
、
種
々
の
ご
教
示
・
ご
高
配
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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寛
永
版
「
心
宗
禅
師
録
」
に
つ
い
て

特
に
版
本
「
虎
穴
録
」
に
見
え
な
い
法
語
・
偈
頌
の
紹
介

横

山

住

雄

悟
渓
宗
頓
の
略
伝

　

悟
渓
宗
頓
は
、
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
に
尾
張
国
丹に

羽わ

郡
山や

名な

村
で
生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
村

内
の
あ
る
寺
に
入
門
し
た
。
そ
し
て
十
五
歳
の
時
の
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
に
犬
山
の
瑞
泉
寺
へ
移
り
、
日
峰
宗
舜
に
参
じ

た
（
１
）
。
日
峰
が
永
享
四
年
に
上
洛
し
た
と
き
、
悟
渓
も
こ
れ
に
従
っ
て
近
侍
し
た
。
日
峰
が
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
に
亡
く

な
る
と
、
美
濃
へ
帰
っ
て
日
峰
の
法は

つ

嗣す

の
雲
谷
玄
祥
に
仕
え
た
。
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
雲
谷
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
今

度
は
雲
谷
の
法
弟
・
桃
隠
玄
朔
を
頼
っ
て
、
北
伊
勢
の
大
樹
寺
へ
移
っ
た
。
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
に
桃
隠
が
亡
く
な
り
、

雲
谷
・
桃
隠
の
法
兄
の
義
天
玄
承
の
法
嗣
・
雪
江
宗
深
に
転
じ
た
。
そ
の
翌
年
（
寛
正
五
年
）
に
悟
渓
は
大
悟
し
、
雪
江
か
ら

「
悟
渓
」
と
の
道
号
を
与
え
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
京
都
か
ら
瑞
泉
寺
へ
移
り
、
寺
内
に
臥が

り
よ
う
あ
ん

龍
庵
を
構
え
て
し
ば
ら
く
潜
居
し
た

と
い
わ
れ
る
（
２
）
。
そ
の
臥
龍
庵
に
居
る
時
の
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
に
至
っ
て
雪
江
か
ら
印
可
状
を
与
え
ら
れ
（
３
）
、
よ
う
や

く
雪
江
か
ら
一
人
前
の
僧
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
岐
阜
市
に
瑞
龍
寺
を
開
創
し
た
と
い
わ
れ
る
（
岐
阜

寛永版「心宗禅師録」について
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市
史
・
瑞
龍
寺
条
）
。
そ
の
二
年
後
の
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
八
月
九
日
か
ら
八
月
二
十
七
日
ま
で
、
濃
州
路
の
諸
功
徳
主
の
た

め
に
、
金
宝
山
瑞
龍
寺
で
悟
渓
が
大
乗
妙
典
経
を
書
き
写
し
、
法
要
を
続
け
た
と
い
う
の
で
（
虎
穴
録
）
、
こ
の
頃
ま
で
に
瑞
龍

寺
の
諸
堂
宇
が
完
成
し
た
も
の
と
思
う
。
悟
渓
は
雪
江
を
勧
請
開
山
と
し
て
迎
え
、
自
ら
は
創
建
開
山
と
な
っ
た
。
翌
文
明
二

年
三
月
十
日
に
は
、
瑞
龍
寺
を
準
十
刹
に
指
定
す
る
と
の
綸
旨
が
出
さ
れ
て
お
り
、
時
の
守
護
土
岐
成
頼
や
執
権
斎
藤
妙
椿
の

強
力
な
支
援
の
も
と
に
、
土
岐
成
頼
の
菩
提
寺
と
し
て
も
格
付
け
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
、
悟
渓
は
大
徳
寺
へ
晋
住
し
、
文
明
十
二
年
六
月
に
も
再
住
し
た
。
同
年
十
二
月
に
は
犬
山
瑞
泉
寺

へ
輪
番
住
山
し
、
翌
年
七
月
十
五
日
に
退
院
し
た
。
文
明
十
六
年
四
月
、
悟
渓
は
妙
心
寺
へ
住
山
し
、
文
明
十
八
年
六
月
頃
に

か
退
院
し
た
が
、
そ
の
間
は
瑞
龍
寺
・
妙
心
寺
間
を
往
来
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
他
の
時
は
多
く
瑞
龍
寺
に
住
山
し
て
お
り
、

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
九
月
六
日
に
八
十
五
歳
を
も
っ
て
示
寂
し
た
。

語
録
に
つ
い
て

　

悟
渓
の
生
涯
を
知
る
た
め
の
語
録
は
、
「
虎こ

穴け
つ

録ろ
く

」
上
下
二
冊
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
木
版
本
で
、
ま
た
大
正
新
脩

大
蔵
経
に
収
録
活
字
化
さ
れ
、
瑞
泉
寺
史
別
巻
Ⅰ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
虎
穴
録
」
は
、
妙
心
寺
大
通
院
の
宗
柱
と

い
う
僧
が
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
編
纂
し
た
も
の
を
、
悟
渓
二
百
五
十
年
忌
に
あ
わ
せ
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に

木
版
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
折
に
、
付
録
と
し
て
雑
著
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

語
録
と
し
て
は
、
こ
れ
よ
り
百
年
ほ
ど
前
に
、
名
古
屋
政
秀
寺
の
槐か

い

山さ
ん

宗そ
う

三さ
ん

が
「
心
宗
禅
師
録
」
と
題
し
て
二
冊
本
に
ま
と

め
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
の
開
版
で
、
本
稿
は
東
大
史
料
編
纂
所
収
蔵
本
に
よ
っ
た
。
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こ
の
「
心
宗
禅
師
録
」
の
槐
三
に
よ
る
跋
文
に
よ
る
と
、
そ
れ
以
前
す
で
に
「
虎
穴
集
」
と
い
う
三
冊
本
が
在
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
亡
失
に
よ
り
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
槐
三
の
先
師
沢た

く

彦げ
ん

宗そ
う

恩お
ん

が
書
き
留
め
た
も
の
に
、
一
偈
半
句
の
悟
渓
の
作

品
を
も
追
加
し
て
こ
れ
を
編
集
し
た
と
い
う
。

　

「
心
宗
禅
師
録
」
と
前
述
の
「
虎
穴
録
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
虎
穴
録
」
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
と
、
「
心
宗
禅
師

録
」
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
「
虎
穴
録
」
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
寛
永
以
後
に
宗
柱
が
新
た
に
知
見
し
た
詩
偈

で
あ
ろ
う
。
「
心
宗
禅
師
録
」
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
宗
柱
が
編
集
の
段
階
で
割か

つ

愛あ
い

し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
か
な
り
の
量
に
達
す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
両
方
の
も
の
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
、
ま
ず
は
じ
め
に
「
虎
穴
録
」
の
み
に
見

え
る
も
の
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

	

三
十
一
丁

	

三
十
八
丁

	

五
十
四
丁

	

三
十
一
丁

〔
虎
穴
録
・
上
巻
〕

　

偈
頌
・
仏
誕
生

人
人
具
足
不
相
歎
、
箇
箇
円
成
也
太
奇
、
欲
度
衆
生
無
可
度
、
何
由
聖
善
降
迦
維
、

　

悼
宗
義
上
座　

二
首

証
徹
百
年
無
性
義
、
機
前
踢
倒
涅
槃
台
、
大
家
共
滴
於
従
涙
、
一
慟
此
時
膓
九
回
、

遠
別
何
図
逢
此
辰
、
木
人
石
女
亦
傷
神
、
牀
頭
昨
夜
無
絃
曲
、
弾
落
天
辺
月
一
輪
、

　

蓮
経
疾
書
銘

三
世
如
来
皺
両
眉
、
作
家
漢
謗
此
経
時
、
従
頭
展
巻
従
頭
写
、
六
万
余
言
字
字
奇
、

〔
虎
穴
録
・
下
巻
〕

　

乾
徳
山
汾
陽
寺
開
山
勅
諡
仏
智
広
照
禅
師
雲
谷
和
尚
肖
像
安
座
点
眼
、
明
応
二
年
癸
丑
季
夏
十
一
日
、
咄

者
老
汾
水
、
一
生
得
人
憎
、
揮
斤
経
論
、
凌
滅
宗
乗
、
或
罵
倒
諸
方
雅
師
、
不
惜
三
尺
喙
、
或
奮
発
悪
辣
手

寛永版「心宗禅師録」について
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段
、
殃
害
五
湖
僧
、
我
儂
曽
被
他
惑
乱
、
至
今
綿
綿
恨
益
増
拈
筆
点

双
眼
云
、
今
日
尽
底
償
價
了
、
r
瞎
一
対
活
眼

睛
、
以
両
手
奉

安
座
云
、
従
茲
千
秋
又
万
歳
、
坐
断
乾
徳
最
上
層
、
咦
、

　

天
慶
妙
祐
信
女
下
火

珍
重
慶
喜
承
蒼
祐
、
起
居
動
静
絶
艱
辛
、
威
音
那
畔
打
筋
斗
、
推
落
天
辺
月
一
輪
、
那
箇
是
真
帰
処
、
火
焔

裹
蔵
身
、

〔
虎
穴
録
・
付
録
〕

　

瑞
龍
寺
殿
前
左
京
兆
国
文
宗
安
大
禅
定
門
真
儀
賛

（
賛
文
略
）

金
宝
山
元
旦
賀
式

師
在
日
金
宝
山
毎
歳
元
旦
賀
礼
大
家
先
一
同
、
展
坐
具
而
拝
師
了
、
各
挙
礼
問
、
罷
参
久
参
之
僧
侶
二
百
余
、

礼
式
始
于
雞
鳴
終
于
既
白
、
参
頭
叫
曰
、
就
于
方
丈
、
茶
礼
、
大
衆
赴
於
函
丈
、
喫
五
種
果
子
、
而
有
茶
礼
、

師
尋
常
服
用
山
椒
小
豆
塩
梅
、
元
旦
尚
然
矣
、
三
元
大
衆
喫
糍
j
之
箸
子
、
削
円
長
大
而
言
足
為
灯
篭
之
露

柱
、
是
宝
山
之
故
実
也
、

	

五
十
四
丁

瑞
龍
寺
に
原
本
あ
り

東
陽
英
朝
の
作

西
川
の
和
韻	

二
十
七
丁

寛
永
本
「
心
宗
禅
師
録
」
の
み
に
見
え
る
も
の

〔
心
宗
禅
師
録
・
上
巻
〕

金
阜
層
々
国
曰
濃
、
荘
厳
大
地
仏
盧
重
、
一
枚
春
色
万
年
富
、
天
下
尽
帰
微
笑
宗
、
和
韻　

西
川

正
是
三
陽
交
泰
日
、
竜
衆
雲
臻
金
穀
実
、
曼
殊
悉
利
把
筆
来
、
珍
重
事
事
書
大
吉
、
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持
是
院
諱
者
妙
全
也
、
持
是
院
法
印
権
大
僧
都
岱
宗
全
公
大
和
尚
也
、
天
文
七
年
戌
九
月
一
日
逝
去
、
仁
岫
焼
香
也
、

云
云
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
律
師
大
猷
紹
興
大
徳
、
投
于
師
之
密
室
、
拝
亜
相
于
僧
官
而
曰
済

（
マ
マ
）藤

大
納
言
也
、
雖
慕
台
宗
、
欽
仰
師
道

風
而
朝
参
暮
請
、
振
辣
手
于
瑞
龍
禅
也
、
二
十
四
歳
於
江
左
戦
亡
矣
、

応
仁
初
元
丁
亥
孟
正
十
八
日
、
畠
山
之
両
虎
有
触
蛮
争
、
相
闘
分
而
為
二
山
、
而
張
陣
野
、
而
堅
塁
百
戦
百

勝
、
未
決
雌
雄
、
斬
首
輔
虜
者
不
知
幾
千
万
人
也
、
屍
埋
一
条
二
条
之
路
、
血
漂
四
橋
五
橋
之
流
、
分
両
軍

之
交
、
仏
宇
僧
房
凡
十
寺
九
者
罹
兵
燹
、
一
時
成
焦
土
矣
、
況
又
天
龍
相
国
南
禅
灰
尽
乎
、
大
徳
妙
心
龍
安

亦
咸
為
焦
土
矣
、
於
茲
一
条
之
台
閤
公
、
脱
鰐
魚
口
而
密
雖
赴
南
都
、
終
不
得
穏
坐
地
矣
、
師
之
外
護
天
下

之
英
武
也
、
憑
仗
于
太
年
妙
椿
而
詠
倭
歌
贈
投
矣
、
倭
歌
不
書
也
、
太
年
素
歌
人
也
、
竪
点
頭
不
渉
思
惟
、

使
賢
臣
往
于
南
都
、
迎
請
台
駕
于
濃
之
加
納
而
密
仰
之
者
有
年
于
茲
矣
、
此
事
文
明
之
初
、
達
于
相
公
上
聞
、

而
欲
動
玉
座
于
濃
之
加
納
、
其
先
声
大
驚
百
里
也
、
率
官
軍
先
鋒
之
甲
兵
、
急
出
于
江
左
張
陣
、
紅
旗
閃
爍

則
濃
陽
之
騒
屑
者
如
乱
麻
矣
、
太
年
亦
堅
城
塁
而
欲
決
雌
雄
矣
、
台
閤
公
又
憑
仗
于
防
州
大
内
公
而
仮
路
于

伊
陽
、
被
移
駕
于
中
国
也
、
師
昔
日
在
洛
之
頃
、
時
時
謁
相
公
而
有
熟
面
之
素
、
仍
以
和
親
謀
而
訟
于
相
公
、

公
重
師
道
風
点
頭
而
収
陣
、
被
止
動
座
也
、
然
而
置
国
家
于
泰
山
安
者
、
是
師
之
道
力
也
、
此
年
絵
雪
江
真
、

被
請
賛
也
、

東
陽
朝
禅
師
此
時
伸
賀
辞
、
呈
師
曰
、

官
軍
不
東
郷
国
安
怗
、
蓋
夫
非
瑞
龍
堂
上
法
兄
大
和
尚
道
力
之
所
扶
竪
乎
哉
、
景
仰
有
余
、
騁
一
分
以
拝
晏

清
之
賀
矣
、
爰
裁
答
外
、
更
賜
貫
華
謝
章
、
綣
繾
銘
肝
、
不
可
竟
含
糊
、
謹
攀
高
韻
、
託
之
雁
信
、
沓
冥
無

際
、
未
知
能
達
于
猊
座
前
否
、

　
　

慈
削
惟
祷

先
声
謾
道
大
軍
臨
、
苔
臥
牙
槍
擲
緑
沈
、
早
識
竜
天
護
名
刹
、
山
無
変
色
是
精
金
、
東
陽

仁
岫
作	

三
十
八
丁

斎
藤
妙
親	

四
十
二
丁	

応
仁
元
年	

〃 

　

	

太
年
妙
椿

文
明
元
年

悟
渓
師

雪
江
の
頂
相

東
陽
の
賀
辞
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（
濃
州
方
県
郡
松
隠
庵
主
盟
利
貞
苾
蒭
尼
者
、
初
遊
禁
廷
、
後
為
藤
氏
細
君
也
、
…
…
東
陽
和
尚
師
之
一
周

忌
之
尊
和
、
亦
各
各
被
言
東
海
、
則
師
在
世
之
時
挿
草
之
地
乎
、
信
口
碑
書
之
者
也
、
）

今
茲
秋
八
月
、
松
隠
尼
利
貞
首
座
之
訃
音
至
矣
、
卒
賦
挙
哀
一
句
、
謹
奉
呈
上
崇

（
仁
岫
）

福
堂
上
大
和
尚
猊
床
下
、

聊
述
卑
懐
、
宓
乞
慈
削
、　
　

景
堂

花
則
享
貞
太
極
梅
、
清
香
八
月
助
余
哀
、
還
郷
一
曲
君
聴
取
、
門
外
松
風
吹
不
埃
、

謹
奉
依　

龍
泉
大
和
尚
見
悼
惟
清
利
貞
大
姉
之
尊
韻
、
伏
乞
、
慈
斤
、　

仁
岫

別
後
時
移
九
月
梅
、
貫
華
一
首
施
慈
哀
、
老
婆
定
是
安
禅
得
、
句
裏
清
風
絶
点
埃
、

妙
心
寺
敷
地
之
内
差
図

有
之
、
仁
和
寺
宮
御
境
内
、
備
本
売
券
、
任
利
貞
比
丘
尼
寄
進
状
之
旨
、
領
掌
不
可
有
相

違
由
、　

天
気
所
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　

永
正
七
年
六
月
廿
一
日　
　
　

左
少
弁
判

住
持
上
人
御
房　
　

後
柏
原
院
御
綸
旨
沢
彦　

写
之
、

　

和
利
貞
尼
倭
歌
之
韻
、
追
悼
之
、
歌
在
去
年
二
月
梅
花
樹
下
作
、
天
文
六
年
二
月
中
浣
日
、

一
首
和
歌
墨
未
渝
、
去
年
花
駐
厥
名
乎
、
莫
将
開
落
論
生
死
、
公
案
於
梅
離
有
無
、　

仁
岫

　

漫
和
挽
歌
之
韻

譬
諸
慈
母
恩
難
数
、
不
識
以
何
反
厥
哺
、
欲
隠
老
婆
心
切
機
、
梅
花
八
月
太
呈
露
、　

仁
岫　

　

惟
清
利
貞
尼
追
悼
之
和
韻　

本
韻
者
禅
隆
寺
殿
倭
歌
也

（
旧
刊
行
状
）（
仏
日
真
照
禅
師
雪
江
第
二
神
足
、
諱
宗
頓
字
悟
渓
、
本
貫
者
尾
張
州
丹
羽
郡
山
名
村
之
人
也
、

…
…
太
年
椿
公
亦
奉
師
命
、
相
攸
于
西
山
之
半
嶺
、
私
創
一
院
、
扁
曰
開
善
、
）

此
時
興
宗
松
少
而
無
一
物
貧
窮
也
、
師
憐
之
、
令
居
衣
鉢
閣
者
三
年
、
総
而
以
開
善
賜
興
宗
、
勤
侍
衣
、
後

被
移
居
于
開
善
之
日
、
擔
夫
従
衣
鉢
閣
運
出
自
己
家
珍
者
七
十
荷
矣
、
此
九
院
之
外
亦
分
東
西
之
谷
、
院
院

楼
楼
如
出
没
于
雲
雨
上
矣
、
至
是
奉
仏
日
禅
師
雪
江
命
、
為
開
山
始
祖
、
絵
真
質
以
請
賛
語
矣
、

利
貞
尼	

四
十
四
丁

利
貞
尼
卒
去

景
堂
の
悼
偈

景
堂
の
悼
偈
に
仁
岫
和

敷
地
寄
進
状

仁
岫
の
和
韻

仁
岫
の
和
韻

禅
隆
寺
殿
の
和
韻

	

四
十
五
丁

興
宗
の
財
産	

四
十
九
丁

開
山
雪
江
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転
頭
七
七
刹
那
中
、
万
象
森
羅
一
働
同
、
異
日
家
門
期
盛
事
、
先
日
陰
徳
感
蒼
穹
、　

一
超
純
公
断
七
日

去
載
俄
然
喪
戦
場
、
銅
睛
鉄
眼
涕
淋
浪
、
今
朝
不
用
爇
沈
水
、
東
閣
官
梅
動
暗
香
、　

大
猷
紹
興
小
祥

百
年
光
景
刹
那
中
、
恨
莫
九
原
由
作
公
、
更
有
報
恩
那
一
句
、
杜
鵑
雨
霽
翠
巒
峰
、　

禅
蔵
寺
殿
百
年

光
陰
丗
五
如
電
払
、
霊
前
焚
香
老
涙
落
、
自
従
玉
樹
生
一
枝
、
珍
重
万
年
転
鬱
密
、　

同
五
七
日
別
人

七
七
之
辰
今
日
当
、
木
人
石
女
断
愁
腸
、
天
真
別
有
法
供
養
、
月
自
嬋
娟
花
自
芳
、　

同
断
七
日

光
陰
百
日
刹
那
移
、
知
与
不
知
誰
不
悲
、
別
有
報
恩
一
句
子
、
社
鵑
啼
断
落
花
枝
、　

同
百
日　
　
　
　
　

	

十
聖
三
賢
不
曽
識
、
黄
頭
碧
眼
没
商
量
、
拈
来
挿
向
博
山
上
、
散
作
甘
霖
洒
八
荒
、　

顕
忠
勲
公

一
穟
黄
雲
充
八
極
、
乾
坤
無
処
不
芬
馥
、
人
人
鼻
孔
正
遼
天
、
笑
殺
香
厳
添
蛇
足
、　

祥
岩
禎
公
座
元

七
載
光
陰
夢
一
場
、
木
人
石
女
断
愁
腸
、
今
朝
別
不
焚
沈
水
、
東
閣
官
梅
動
暗
香
、　

華
岳
栄
公
禅
定
門

転
頭
三
十
有
三
年
、
鉄
眼
銅
睛
也
潜
然
、
徧
界
不
蔵
大
人
相
、
綴
金
節
後
菊
猶
鮮
、　

古
岩
道
秀
禅
定
門

　

九
之
辰
一
瞬
中
、
木
人
石
女
也
忡
忡
、
分
明
呈
露
本
来
面
、
江
上
芙
蓉
帯
雨
紅
、　

貞
岩
徳
公
禅
定
門

驀
地
飜
身
已
二
年
、
木
人
石
女
涙
潜
然
、
本
来
面
目
不
遮
掩
、
一
沼
紅
蕖
色
転
妍
、　

玉
雲
寺
殿

七
歳
光
陰
如
電
払
、
木
人
石
女
也
愁
絶
、
本
来
面
目
不
遮
蔵
、
楓
樹
満
林
染
霜
赤
、　

彭
叔
妙
仙
大
姉

此
香
、
無
陰
陽
地
託
根
祗
、
碧
眼
黄
頭
惣
不
知
、
信
手
拈
来
纔
爇
却
、
一
炉
香
散
四
坤
維
、

此
香
、
豈
与
栴
檀
沈
水
同
、
根
株
託
得
太
虚
空
、
抜
来
爇
向
博
山
上
、
大
地
群
生
鼻
観
通
、

恰
如
雲
雨
去
難
追
、
三
十
三
年
黍
一
炊
、
珍
重
門
闌
多
喜
色
、
金
竜
産
出
鳳
凰
児
、

此
栴
檀
樹
未
焚
先
、
三
世
如
来
鼻
孔
穿
、
端
的
誰
知
一
真
実
、
黄
梅
石
女
笑
掀
天
、

異
日
克
家
期
此
童
、
奇
哉
佳
気
欝
葱
葱
、
階
前
玉
樹
茁
芽
後
、
繁
茂
千
叢
又
万
叢
、

二
十
三
霜
一
瞬
中
、
白
雲
望
断
思
重
重
、
未
生
前
事
不
遮
掩
、
江
上
芙
蓉
帯
雨
紅
、　

月
渓
慈
円
大
姉

三
十
三
年
一
夢
中
、
木
人
石
女
也
忡
忡
、
自
従
慈
竹
抽
枝
後
、
玉
立
千
叢
又
万
叢
、　

同

天
真
別
有
法
供
養
、
菊
蘂
猶
香
節
後
枝
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
慈
円
三
四

斎
藤
妙
純	

五
十
三
丁

斎
藤
妙
親	

〃 

　

土
岐
頼
忠	

〃 

　

長
寿
寺
殿	

五
十
五
丁

　

 

〃	

〃 

　

	

　

 

〃	
〃 
　

	

〃 
　

	

	

〃 

　

斎
藤
四
郎
三
郎	

五
十
六
丁

大
安
寺
に
墓

斎
藤
典
明
妻

	

五
十
六
丁

	

五
十
六
丁

	

〃 

　

	

〃 

　

	

五
十
七
丁

	

〃 

　

	

〃 

　

	

〃 

　

	

〃 

　

k
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此
香
喚
作
無
影
樹
、
強
名
不
萌
枝
、
信
手
拈
来
纔
爇
劫
、
一
炉
香
散
四
坤
維
、

　

謹
奉
塵　

真
叟
道
詮
禅
定
門
三
十
三
回
忌
拈
香　

宝
偈
之
尊
偈
、
伏
希
、
慈
斤
、　

師
之
父
也
、

今
日
大
斎
緇
素
臨
、
曹
山
孝
満
是
蹄
涔
、
千
層
躑
躅
紅
如
錦
、
不
以
黄
金
鋳
寸
心
、　

玉
浦

　
　
　

宗
珉
九
拝

　

明
応
癸
丑
季
春
日
、
謁
瑞
竜
堂
上
和
尚
、
茲
日
適
営
双
親
忌
斎
、
仍
見
留
且
有
尊
偈
、
依
韻
末
、
以
矢
応

供
謝
云
、

双
親
厳
忌
一
時
臨
、
苦
海
悉
枯
牛
迹
涔
、
雨
過
春
山
抽
紫
蕨
、
拳
頭
難
隠
打
爺
心
、　

東
陽
和
尚

三
十
三
霜
一
夢
中
、
森
羅
万
象
動
威
風
、
無
生
前
事
不
遮
掩
、
天
使
牡
丹
冬
日
紅
、　

卅
三
年
忌
香
語

（
追
悼
）

七
十
余
年
為
人
句
、
打
窓
葉
雨
打
寒
更
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

天
縦

　

師
於
瑞
龍
垂
示
時
、
大
衆
三
百
余
座
上
之
人
、
無
言
句
愧
報
云
、
南
無
乾
屎
橛
、
師
曰
、
若
是
陶
渕
明
攅

眉
郎
皈
去
、
川
野
無
動
寺
卜
庵
主
問
師
云
、
飛
竜
在
天
利
見
大
人
誠
哉
此
言
、
師
答
曰
、
錯
、
卜
庵
主
呈
一

問
云
、
乞
師
問
話
聞
麼
、
師
答
曰
、
聞
麼
咄
咄
咄
、
庵
主
云
錯
錯
、

大
通　

亘
古
亘
今
、
智
勝　

列
万
象
於
目
前
、
仏
眉
分
八
字
、
又
、
黄
金
鋳
出
鉄
崑
崙
、
十
劫
坐
道
場
、
一

念
万
念
万
念
一
念
、
仏
法
不
現
前
、
瑠
璃
階
上
布
赤
沙
、
不
得
成
仏
道
、
大
抵
還
佗
肌
骨
好
、
不
塗
紅
粉
自

風
流
、
師
下
語
、

［
心
宗
禅
師
録
・
下
巻
］

　

春
林
道
香
禅
門
為
百
年
後
預
請
下
火
法
語

念
仏
焚
香
積
有
功
、
天
資
挺
抜
衆
人
中
、
一
朝
唱
起
無
生
曲
、
撤
手
那
辺
帰
大
空

所
以
、
本
無
生
死
、
誰
較
異
同
、
孤
危
峭
峻
、
八
面
玲
瓏
、
謂
之
祖
師
意
亦
名
主
人
公
、
全
無
天
堂
可
上
、

	

〃 

　

悟
渓
父
三
十
三
回	

〃 

　

玉
浦
の
尊
偈

明
応
二
癸
丑	

〃 

　

東
陽
の
和
韻

	

五
十
八
丁

天
縦
の
偈	

五
十
九
丁

	

〃 

　

河か
わ

野の

無
動
寺

	

十
二
丁
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天
上
有
星
皆
拱
北
、
有
甚
地
獄
可
堕
、
人
間
無
水
不
朝
東
、
其
或
未
委
悉
、
寂
寂
秋
霄
吟
蟋
蟀
、
蕭
蕭
夜
雨

滴
梧
桐
、

咄
、
這
箇
是
春
林
道
香
禅
門
、
一
生
受
用
不
尽
底
消
息
子
、
更
有
真
帰
那
一
句
、
山
僧

　

如
何
指
出
、

擲
下
火
把
云
、

　
　
　
　
　
　

火
裡
螂
蟟
呑
大
虫
、

竪
起
火
把
云
、

　
　
　
　
　
　

咨
詢
宗
匠
時
虚
空
、
稽
首
須
弥
躍
護
惜
、
叢
社
処
灯
篭
合
掌
、
露
柱
歓
衲
僧
行
脚
、
不
渉
両

途
轍
大
道
、
元
来
分
明
透
長
安
、
夫
惟
、
南
昌
祖
詢
監
寺
、
空
門
種
草
、
今
代
僧
官
、
不
把
捉
夢
幻
空
華
、

袖
中
蔵
日
月
、
何
滞
在
生
住
異
滅
、
平
地
起
波
瀾
、
所
以
、
跨
三
脚
驢
児
、
乱
走
仏
域
、
三
千
界
提
三
尺
杓

柄
、
斟
酌
西
江
十
八
灘
、
直
得
追
回
楊
岐
家
風
、
売
弄
栗
棘
蓬
乎
、
微
塵
裡
顕
露
、
曽
即
標
格
、
炊
得
鉄
釘

飯
乎
一
毫
端
、
加
之
、
鉄
鋸
舞
三
台
、
東
廊
下
引
榔
標
杖
、
蒭
狗
吼
九
陌
、
仏
殿
前
抛
爛
泥
団
、
与
麼
時
節
、

機
前
玩
味

（
珠
）

証
道
歌
、
坐
恠
石
而
盤
礴
老
倒
諷
詠
未
後
句
、
撫
孤
松
而
盤
桓
、
以
火
把
打
一
円
相
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
人
即
今

看
祖
詢
監
寺
現
大
人
相
、
入
大
涅
槃
麼
、
擲
下
云
、

　
　
　
　

百
歳
光
陰
如
閃
電
、
火
裡
螂
蟟
咬
黒
l
、

　

右
仏
事
、
預
為
百
年
後
請
之
、
青
龍
山
主
雪
江
叟
、
唱
以
応
監
寺
需
云
、
旹
文
明
五
禩
季
春
上
澣

　

明
窓
慈
円
信
女
為
百
年
後
預
請
下
火
法
語

円
陀
陀
地
露
堂
堂
、
一
片
霊
台
徹
十
方
、
若
向
箇
中
相
応
去
、
乾
坤
無
処
不
家
郷
、
所
以
、
不
隔
男
女
、
寧

有
存
亡
、
赤
洒
洒
没
窠
臼
、
浄
躶
躶
絶
承
当
、
謂
之
自
家
宝
蔵
、
亦
名
本
地
風
光
、
塵
塵
発
揮
霊
鷲
雄
機
、

山
雲
漠
漠
、
物
物
漏
泄
、
少
林
密
旨
、
m
水
茫
茫
、
正
当
与
麼
時
、
全
無
天
堂
可
愛
、
王
婆
衫
子
短
、
有
甚

地
獄
可
畏
、
李
四
帽
簷
長
、
箇
是
明
窓
慈
円
信
女
、
一
生
受
用
不
尽
底
消
息
子
、
更
有
未
後
那
一
句
、
山
僧

如
何
挙
揚
、
擲
下
火
把
云
、

　
　
　
　
　
　

火
裏
蓮
花
一
朶
香
、

　

実
庵
昌
貞
大
姉
為
百
年
後
預
請
下
火
法
語

平
生
貞
実
邁
常
倫
、
動
静
軽
安
十
二
辰
、
断
送
百
年
光
景
了
、
電
光
影
裏
解
翻
身
、

　

大
成
宗
恩
居
士
為
百
年
後
預
請
下
火
法
語

一
霊
真
性
玉
玲
瓏
、
十
聖
三
賢
不
得
窮
、
発
転
機
輪
光
景
了
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、

南
昌
祖
詢
下
火	

十
二
丁

（
予
修
）

瑞
泉
寺
雪
江
、
文
明
五
年

	

十
三
丁

	

十
七
丁

	

十
八
丁
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大
成
宗
恩
居
士
、
天
資
俊
逸
、
襟
度
寛
洪
、
奉
父
母
則
晨
夕
而
純
孝
、
仕
主
君
則
始
終
以
罄
忠
、
加
之
、
曽

受
菩
薩
浄
戒
、
専
仰
古
徳
宗
風
、
其
体
裁
也
不
屑
聞
桂
発
機
黄
魯
直
、
其
行
履
也
曷
譲
覩
日
開
眼
楊
次
公
、

或
時
発
揮
霊
山
雄
機
歌
吹
海
、
或
時
顕
示
少
林
密
旨
干
戈
叢
、
説
什
麼
三
明
六
通
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
論
什
麼
真

如
仏
性
、
虎
咬
大
虫
、
其
苟
未
然
窓
前
蕉
葉
聴
電
展
、
庭
下
榴
花
向
日
紅
、
咄
、
這
箇
是
大
成
宗
恩
居
士
、

一
生
受
用
三
昧
、
更
有
転
身
一
著
子
、
山
僧
如
何
呈
露
、　

擲
下
火
把
云
、

　
　
　
　
　
　

劫
火
洞
然
毫
未
尽
、
青
山
依
旧
白

雲
中
、

　

新
円
寂
海
印
永
性
禅
定
尼
下
火
法
語

本
源
自
性
玉
玲
瓏
、
不
渉
思
惟
豈
立
功
、
忽
唱
無
生
那
一
曲
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
夫
惟
、

新
円
寂
海
印
永
性
禅
定
尼
、
天
資
潔
白
、
坤
徳
和
沖
、
専
帰
仏
来
而
傾
渇
、
篤
信
祖
道
以
鉄
崇
、
其
体
裁
也

何
与
庵
提
遮
別
、
其
行
季
也
須
兼
月
上
女
同
、
所
以
透
上
孤
危
峭
峻
、
徹
下
八
達
七
通
、
謂
之
祖
師
公
案
亦

名
古
仏
家
風
、
浄
躶
赤
条
条
、
上
無
攀
仰
、
峭
巍
巍
孤
逈
逈
、
下
絶
己
躬
、
正
当
与
麼
時
、
説
甚
五
障
三
従
、

蛇
呑
鼇
鼻
、
論
甚
天
堂
地
獄
、
虎
咬
大
虫
、
其
或
未
委
悉
霜
前
紅
、　

二
字　

泯
乎
、
節
後
綴
金
黄
菊
濃
、
咄
、
這
箇

是
海
印
永
性
禅
定
尼
、
一
生
受
用
、
不
尽
底
消
息
子
、
更
有
真
帰
那
一
句
、
山
僧
如
何
提
唱
、
擲
下
火
把
云
、

　
　
　
　
　

劫
火
洞
然
毫
未
尽
、
青
山
依
旧
白
雲
中
、

　

梅
屋
宗
信
禅
定
尼
下
火
法
語

信
仏
乗
兼
仰
祖
風
、
高
標
不
墮
女
流
中
、
親
顔
遍
界
無
蔵
処
、
庭
下
葵
花
向
日
濃
、
夫
惟
、

新
物
故
梅
屋
宗
信
禅
定
尼
、
天
資
雅
潔
、
坤
徳
和
沖
、
常
課
経
咒
念
念
不
曽
怠
、
回
心
祖
道
、
時
時
著
鈍
工
、

超
然
体
裁
何
与
台
山
婆
子
別
、
卓
尓
行
李
、
徒
兼
秦
国
夫
人
同
、
是
故
、
一
霊
真
性
、
八
面
玲
瓏
、
不
受
生

死
纒
縛
、
寧
拘
聖
凡
羅
籠
、
八
達
七
通
、
上
無
攀
仰
、
孤
危
峭
峻
、
下
絶
己
躬
、
到
這
裏
説
什
麼
、
正
法
邪

法
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
論
什
麼
、
仏
界
魔
界
、
虎
咬
大
虫
、
這
箇
是
梅
屋
宗
信
禅
定
尼
、
一
生
受
用
不
尽
底
消
息

子
、
更
有
真
帰
那
一
句
、
山
僧
如
何
呈
似
、
擲
下
火
把
云
、

　
　
　
　
　
　

柴
自
青
兮
火
自
紅
、

	

十
九
丁

	

二
十
一
丁
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鏡
湖
真
浄
禅
定
尼
為
百
年
後
預
請
下
火
法
語

本
然
清
浄
玉
玲
瓏
、
碧
眼
胡
僧
不
得
窮
、
石
女
夜
来
打
筋
斗
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
夫
惟
、
其
天
資
純
粹
、

懿
行
和
沖
、
敬
慈
親
而
事
以
孝
、
奉
令
子
而
訓
以
忠
、
楽
聞
鐘
梵
響
、
除
屏
綺
羅
叢
、
回
心
祖
道
、
恒
著
鈍

工
、
超
然
識
鑑
、
不
愧
凌
行
婆
芳
躅
、
卓
尓
操
履
、
詎
慕
霊
照
女
高
風
、
所
以
金
剛
正
体
、
無
始
無
終
、
不

受
生
死
纏
縛
、
寧
拘
聖
凡
羅
籠
、
孤
逈
逈
峭
巍
巍
、
上
無
攀
仰
、
浄
躶
躶
赤
洒
洒
、
下
絶
己
躬
、
正
与
麼
時
、

全
無
五
障
可
厭
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
有
甚
一
乗
可
証
、
虎
咬
大
虫
、
其
或
未
然
、
階
前
芍
薬
一
叢
艶
、
雨
後
薔
薇

満
院
紅
、
咄
、
更
有
末
後
一
著
子
、
山
僧
如
何
点
破
、
擲
下
火
炬
云
、

　
　
　
　
　
　

却
火
洞
然
毫
未
尽
、
青

山
依
旧
白
雲
中
、
文
明
十
九
年
孟
夏
二
十
一
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

玉
泉
厳
秀
大
姉
活
下
火

秀
出
百
千
諸
仏
中
、
瑞
岩
喚
作
主
人
公
、
虚
空
消
殞
底
時
節
、
撤
手
那
辺
解
変
通
、
某
、
天
資
秀
発
、
志
気

渕
沖
、
生
平
奉
香
火
持
戒
、
終
始
課
経
咒
有
功
、
可
謂
尼
末
山
芳
躅
、
便
見
劉
鉄
磨
高
風
、
所
以
、
一
霊
真

性
、
無
始
無
終
、
孤
危
峭
峻
、
八
面
玲
瓏
、
孤
逈
逈
赤
条
条
、
上
無
攀
仰
、
露
堂
堂
明
歴
歴
、
下
絶
己
躬
、

発
揮
霊
鷲
雄
機
、
楓
赤
雨
前
葉
、
顕
示
少
林
密
旨
、
菊
黄
節
後
叢
、
七
通
八
達
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
東
涌
西
没
、

虎
咬
大
虫
、
者
箇
是
某
、
一
生
受
用
、
不
尽
底
消
息
子
、
更
有
末
後
那
一
句
、
山
僧
如
何
指
出
擲
下
火
炬
云
、

　
　
　
　
　
　

石
従
空
裡
立
、
火
向
水
中
紅
、
長
享
元
年
九
月
十
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

実
庵
宗
真
大
姉
活
下
火

一
霊
真
性
玉
玲
瓏
、
十
聖
三
賢
不
得
窮
、
断
送
百
年
光
景
後
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
温
順
、
志
気

渕
沖
、
奉
事
香
火
務
無
怠
、
課
誦
経
咒
積
有
功
、
其
行
履
也
何
与
劉
鉄
磨
殊
別
、
其
体
裁
也
況
兼
憍
曇
弥
如

同
、
所
以
、
不
受
生
死
纏
縛
、
寧
拘
聖
凡
羅
籠
、
峭
巍
巍
孤
逈
逈
、
上
無
攀
仰
、
赤
条
条
空
索
索
、
下
絶
已

躬
、
謂
之
霊
山
密
旨
、
亦
名
少
室
真
風
、
恁
麼
時
節
、
全
無
天
堂
可
上
、
天
上
有
星
皆
拱
北
、
有
甚
地
獄
可

墮
、
人
間
無
水
不
朝
東
、
其
或
未
委
悉
、
春
山
青
春
水
緑
、
李
花
白
桃
花
紅
、
咄
、
這
箇
是
某
一
生
受
用
、

	

三
十
六
丁

文
明
十
九
年

	

三
十
九
丁

長
享
元
年

	

三
十
九
丁
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不
尽
底
消
息
子
、
山
僧
如
何
呈
露
、

擲
下
火
把
云
、

　
　
　
　
　
　

劫
火
洞
然
毫
未
尽
、
青
山
依
旧
白
雲
中
、
明
応
二
年
二

月
初
五
日

　

玉
田
道
金
禅
定
門
下
火
法
語

如
金
如
玉
転
玲
瓏
、
十
聖
三
賢
不
得
窮
、
忽
唱
無
生
那
一
曲
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
純
粹
、
器
質

和
沖
、
利
沢
洽
霑
里
閈
郷
党
、
慈
仁
広
布
白
叟
黄
童
、
加
之
、
帰
依
仏
乗
而
信
奉
、
景
仰
祖
道
以
欽
崇
、
典

刑
逸
群
、
不
滅
黄
太
史
、
操
履
抜
萃
、
曷
慕
楊
次
公
、
所
以
、
金
剛
正
体
、
廓
徹
虚
通
、
不
受
生
死
鞚
勒
、

寧
拘
聖
凡
羅
籠
、
孤
逈
逈
峭
巍
巍
、
上
無
攀
仰
、
浄
躶
躶
赤
洒
洒
、
下
絶
已
躬
、
正
当
与
麼
時
、
痛
飲
狂
歌
、

莫
不
衲
僧
眼
脳
、
横
眠
倒
臥
、
摠
是
古
仏
家
風
、
恁
麼
也
得
不
恁
麼
也
得
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
恁
麼
也
不
得
不
恁

麼
也
不
得
、
虎
咬
大
虫
、
其
苟
未
委
悉
、
早
梅
伝
信
雪
前
蘂
、
残
菊
吹
香
霜
後
叢
、
喝
、

　

慈
海
祖
性
禅
尼
（
下
火
法
語
）

一
霊
真
性
玉
玲
瓏
、
十
聖
三
賢
不
得
窮
、
石
女
夜
来
打
筋
斗
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
秀
発
、
坤
徳

和
沖
、
奈
有
力
負
去
、
俄
然
命
云
終
、
如
佳
月
隠
霧
、
似
彩
雲
散
風
、
森
羅
万
象
憂
心
忡
忡
、
不
用
憂
心
忡

忡
、
天
上
有
星
皆
拱
北
、
人
間
無
水
不
朝
東
、
謂
之
無
業
莫
妄
想
、
亦
名
瑞
岩
主
人
公
、
若
能
於
是
明
得
已

躬
、
説
什
麼
五
障
三
従
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
論
什
麼
天
堂
地
獄
、
虎
咬
大
虫
、
其
或
未
委
悉
、
帯
雨
錦
鮮
楓
樹

紅
、
霜
色
金
砕
菊
花
叢
、
咄
、
這
箇
是
某
、
一
生
受
用
不
尽
底
消
息
子
、
更
有
真
帰
那
一
句
、
山
僧
如
何
呈

露
、
擲
下
炬
云
、

　
　
　
　
　

劫
火
洞
然
毫
未
尽
、
青
山
依
旧
白
雲
中
、

　

宝
林
慶
珍
大
姉
活
下
火

自
己
家
珍
用
莫
窮
、
何
妨
擾
擾
又
忽
忽
、
抹
過
百
載
光
陰
了
、
撤
手
長
空
解
変
通
、
某
、
天
資
秀
発
、
志
気

和
沖
、
生
平
奉
香
火
持
戒
、
日
夕
課
経
咒
有
功
、
可
謂
継
尼
総
持
芳
躅
、
冝
乎
劉
鉄
磨
高
風
、
所
以
一
霊
真

性
、
不
受
羅
籠
孤
危
峭
峻
、
八
面
玲
瓏
、
明
歴
歴
露
堂
堂
、
上
無
攀
仰
、
転
轆
轆
活
q　
q
、
下
絶
已
躬
、
与

麼
時
節
、
無
天
堂
可
上
、
玉
女
n
梭
機
軋
軋
、
有
甚
地
獄
可
墮
、
木
童
打
皷
韻
o　
o
、
七
縦
八
横
、
蛇
呑
鼇

明
応
二
年
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鼻
、
東
涌
西
没
、
虎
咬
大
虫
、
雖
然
恁
麼
地
、
更
有
末
後
一
句
子
、
山
僧
如
何
指
出
、

擲
下
炬
云
、

　
　
　
　
　

火
裏
蓮

華
一
朶
紅
、

　

安
心
宗
泰
信
女
為
百
年
後
預
請
下
炬
法
語

起
居
安
泰
寿
綿
綿
、
断
送
閻
浮
百
廿
年
、
忽
唱
無
生
那
一
曲
、
等
閑
遊
戯
劫
空
前
、
某
、
坤
儀
純
粋
、
懿
行

貞
堅
、
仮
現
女
相
、
不
干
女
相
、
甘
混
塵
縁
、
不
染
塵
縁
、
篤
信
奉
香
火
、
力
課
誦
真
詮
、
可
謂
与
庵
提
遮

連
袂
、
兼
月
上
女
斉
肩
、
所
以
、
本
地
風
光
、
本
来
面
目
、
弥
綸
三
際
、
透
徹
八
挺
、
恢
恢
焉
逈
出
思
議
之

外
、
蕩
蕩
乎
常
在
鑑
覚
之
先
、
渇
飲
飢
飡
、
打
開
正
法
眼
、
相
遊
夕
処
、
撥
転
活
祖
禅
、
正
当
与
麼
時
、
説

什
麼
五
障
三
従
、
獅
子
哮
吼
、
論
什
麼
悪
業
煩
悩
、
象
王
回
旋
、
其
或
未
然
、
金
勒
馬
嘶
芳
草
地
、
玉
楼
人

酔
杏
花
天
、

咄
、
雖
然
恁
麼
地
、
更
有
末
後
那
一
句
、
山
僧
如
何
勅
宣
、
抛
下
火
炬
、

　
　
　
　
　

雨
中
看
果
日
、
火
裏

酌
清
泉
、

　

悦
岑
元
喜
禅
定
尼
（
下
火
法
語
）

不
干
歓
喜
与
酸
辛
、
一
片
霊
台
渉
九
垠
、
石
女
夜
来
打
筋
斗
、
森
羅
万
象
哭
声
頻
、
某
、
天
資
皎
潔
、
坤
徳

忱
恂
、
曽
受
菩
薩
浄
戒
、
親
結
般
若
勝
因
、
晨
夕
課
経
咒
修
白
業
、
終
始
奉
香
火
見
天
真
、
其
高
風
也
不
減

台
山
婆
子
、
其
芳
躅
也
胡
羨
秦
国
夫
人
、
所
以
、
本
来
面
目
全
絶
踈
親
、
合
之
則
刹
那
成
正
覚
、
背
之
則
永

劫
受
沈
淪
、
若
也
直
下
領
、
人
人
超
仏
越
祖
、
箇
箇
把
断
要
津
、
或
時
錦
繍
筵
中
、
打
開
無
尽
宝
蔵
、
或
時

綺
羅
叢
裡
、
運
出
自
己
家
珍
、
説
什
麼
五
障
三
従
、
月
従
雪
後
皆
奇
夜
、
論
什
麼
天
堂
地
獄
、
天
到
梅
辺
有

別
春
、
咄
、
更
有
真
帰
那
一
著
、
山
僧
如
何
指
陳
、
擲
下
火
炬
云
、

　
　
　
　
　
　

火
裏
蓮
華
一
朶
新
、

　

義
叟
宗
信
居
士
活
下
火

信
得
宗
門
一
大
縁
、
這
回
徹
証
未
生
前
、
懸
崖
撤
手
底
時
節
、
劈
破
三
玄
作
両
辺
、
某
、
天
資
卓
尓
、
気
宇

超
然
、
仕
武
門
則　

忠

（
脱
ア
ル
カ
）

心
厚
、
奉
慈
闈
則
以
孝
義
全
、
曽
受
浄
戒
於
大
樹
室
内
、
益
仰
正
続
於
龍
宝
山
巓
、

所
以
、
一
霊
真
性
、
全
絶
変
遷
、
不
干
生
死
、
逈
出
蓋
纏
、
仏
祖
未
興
時
、
上
透
霄
漢
、
仏
祖
已
興
後
、
下
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徹
黄
泉
、
浄
躶
躶
絶
承
当
、
水
流
元
入
海
、
赤
洒
洒
没
窠
臼
、
月
落
不
離
天
、
正
恁
麼
時
、
不
屑
老
龐
参
馬

祖
、
何
羨
韓
愈
見
大
顛
、
夕
処
朝
遊
、
無
非
本
分
事
、
著
衣
喫
飲
、
総
是
向
上
禅
、
大
用
現
前
、
藕
糸
牽
大

象
、
自
由
三
昧
、
虚
空
駕
鉄
船
、
咄
、
者
箇
是
某
、
平
生
受
用
不
尽
底
消
息
子
、
雖
然
恁
麼
地
、
諸
人
還
要

会
転
身
一
句
麼
、
擲
下
火
炬
、

　
　
　
　
　

払
払
吐
香
火
裏
蓮
、

　

明
窓
正
光
禅
定
尼
（
掩
土
法
語
）

霊
光
不
昧
玉
玲
瓏
、
十
聖
三
賢
不
得
窮
、
忽
唱
無
生
那
一
曲
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
皎
潔
、
坤
徳

和
沖
、
仮
雖
受
婦
人
形
相
、
志
気
全
与
丈
夫
同
、
所
以
、
透
上
孤
危
峭
峻
、
徹
下
八
達
七
通
、
恢
恢
焉
不
受

生
死
纏
縛
、
蕩
蕩
乎
寧
拘
聖
凡
羅
籠
、
謂
之
正
法
眼
、
亦
名
主
人
公
、
南
村
梅
破
春
、
顕
発
霊
山
密
旨
、
北

嶺
天
将
雪
、
漏
泄
少
室
真
風
、
正
当
恁
麼
時
、
説
甚
五
障
三
従
、
天
上
有
星
皆
拱
北
、
論
甚
麼
天
堂
地
獄
、

人
間
無
水
不
朝
東
、
者
箇
某
一
生
受
用
、
不
尽
底
消
息
子
、
更
有
真
帰
那
一
句
、
山
僧
如
何
呈
露
、
以
鍬
子

　
　
　

作
掩
土
勢
云
、

　
　
　
　
　
　

莫
言
白
璧
埋
黄
壌
、
昨
夜
金
烏
飛
入
海
、
暁
天
依
旧
一
輪
紅
、

　

仰
岳
祖
泰
大
姉
（
下
火
法
語
）

祝
君
安
泰
寿
無
窮
、
傾
背
何
知
如
幻
同
、
忽
唱
還
郷
那
一
曲
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
皎
潔
、
気
宇

和
沖
、
晨
夕
奉
香
火
而
持
律
、
終
始
課
経
咒
、
以
有
功
、
便
見
継
尼
末
山
逸
格
、
宜
乎
学
劉
鉄
磨
高
風
、
所

以
、
本
来
面
目
、
不
受
羅
籠
、
孤
危
峭
峻
、
八
面
玲
瓏
、
明
歴
歴
露
堂
堂
、
上
無
攀
仰
、
赤
条
条
空
索
索
、

下
絶
已
躬
、
正
当
与
麼
時
、
全
無
天
堂
可
上
、
玉
女
抛
梭
機
軋
軋
、
有
甚
地
獄
可
墮
、
木
童
打
鼓
韻
o　
o
、

其
或
未
委
悉
、
天
陰
北
嶺
雪
心
冷
、
日
暖
南
村
梅
信
通
、
咄
、
這
箇
是
某
、
一
生
受
用
不
尽
底
消
息
子
、
更

有
真
帰
那
一
句
、
山
僧
如
何
呈
似
、
擲
下
火
炬
云
、

　
　
　
　
　
　

火
裡
螂
蟟
呑
大
虫
、

　

慶
岳
貞
幸
禅
定
門
活
下
火

自
家
幸
有
自
家
珍
、
受
用
何
虧
十
二
辰
、
断
送
百
年
光
景
後
、
威
音
那
畔
解
飜
身
、
某
、
天
資
朴
実
、
襟
度

忱
恂
、
親
族
蒙
恩
恵
、
里
閈
託
慈
仁
、
加
之
、
営
逮
梵
宇
、
或
奐
或
輪
、
何
与
須
達
布
金
異
、
応
兼
楽
天
施
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俸
均
、
所
以
、
本
無
生
死
、
誰
較
踈
親
、
恢
恢
焉
擁
不
聚
撥
不
散
、
蕩
蕩
乎
涅
不
緇
磨
不
𥻘
、
合
之
則
刹
那

成
正
覚
、
背
之
則
別
永
劫
受
沈
淪
、
若
也
直
下
領
略
、
何
妨
混
雑
俗
塵
、
抱
子
弄
孫
、
頭
頭
合
轍
、
男
婚
女

嫁
、
著
著
天
真
、
正
当
与
麼
時
、
説
甚
麼
真
諦
俗
諦
、
湿
紙
裹
金
毛
獅
子
、
論
甚
麼
禅
道
仏
法
、
単
糸
控
玉

角
麒
麟
、
者
箇
是
某
、
一
生
大
自
在
三
昧
、
更
有
末
期
那
一
句
、
山
僧
如
何
指
陳
、
擲
下
火
炬
、

　
　
　
　
　

火
裏
優
曇
一

朶
新
、

　

天
慶
妙
祐
信
女
活
下
火

珍
重
慶
喜
承
蒼
祐
、
起
居
動
静
絶
艱
辛
、
威
音
那
畔
打
筋
斗
、
推
落
天
辺
月
一
輪
、
火
焔
裡
蔵
身
、

　

雲
岳
浄
祥
禅
門
（
下
火
法
語
）

一
霊
真
性
露
堂
堂
、
刹
刹
塵
塵
不
覆
蔵
、
生
死
涅
槃
百
雑
砕
、
三
更
紅
曰
上
扶
桑
、
某
、
本
来
具
足
、
非
短

非
長
、
脱
体
現
成
、
不
留
朕
跡
、
去
来
無
形
、
透
徹
十
方
、
謂
之
徳
山
木
上
坐
、
亦
名
臨
済
金
剛
王
、
若
能

於
此
、
直
下
承
当
、
天
堂
無
可
上
、
八
臂
那
吒
行
正
令
、
地
獄
無
可
墮
、
赤
脚
波
斯
入
大
唐
、
其
句
未
委
悉
、

炎
天
飛
瑞
雪
、
六
月
降
厳
霜
、
雖
然
恁
地
、
更
有
転
身
一
句
、
山
僧
如
何
挙
揚
、
擲
下
炬
、

　

 

　
　

火
裏
優
曇
一
朶
香
、

　

祖
苑
明
意
禅
定
尼
（
下
火
法
語
）

祖
意
分
明
不
覆
蔵
、
山
雲
片
片
水
茫
茫
、
黄
梅
石
女
領
斯
旨
、
驀
地
飜
身
達
本
郷
、
某
、
天
資
柔
順
、
坤
徳

貞
良
、
鰥
寡
咸
服
慈
愛
、
里
閈
悉
沐
恩
光
、
加
之
、
生
平
奉
香
火
矻
矻
、
日
夕
課
経
咒
琅
琅
、
其
行
覆
也
不

減
七
賢
女
、
其
体
裁
也
詎
募
十
三
娘
、
所
以
、
全
無
生
滅
、
寧
有
存
亡
、
謂
之
徳
山
木
上
坐
、
亦
名
臨
済
金

剛
王
、
転
轆
轆
活
q　
q
、
明
歴
歴
露
堂
堂
、
抱
子
弄
孫
、
非
別
事
男
婚
女
嫁
又
何
妨
、
恁
麼
時
節
、
説
什
麼

五
障
三
従
、
崑
崙
著
鉄
袴
、
論
什
麼
禅
道
仏
法
、
耐
重
打
金
剛
、
其
苟
未
委
悉
、
草
根
蟋
蟀
暁
来
響
、
江
上

芙
蓉
雨
後
妝
、
咄
、
這
箇
是
、
某
一
生
受
用
、
不
尽
底
消
息
子
、
更
有
転
身
那
一
句
、
山
僧
如
何
挙
揚
、

擲
下
火
炬
、

　
　
　
　
　

安
禅
必
不
用
山
水
、
滅
却
心
頭
火
自
涼
、

　

惟
清
亨
廉
禅
定
門
三
四
之
句
濃
滅
也
、
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慈
仁
廉
潔
絶
常
倫
、
豈
意
溘
然
臨
此
辰
、
夫
惟
、
天
資
英
特
、
志
気
真
純
、
久
雖
罹
疾
病
、
詎
与
庸
流
均
、

有
若
生
懊
悩
彼
毗
耶
城
裏
人
、
所
以
、
不
于
生
死
、
雖
較
踈
親
、
恢
恢
焉
弥
綸
三
際
、
晃
晃
矣
透
徹
九
均
、

少
室
以
之
分
皮
分
髄
、
臨
済
以
之
立
主
立
賓
、
其
或
未
委
悉
、
但
看
九
月
重
陽
後
、
庭
前
残
菊
一
叢
新
、

咄
、
這
箇
是
某
、
一
生
受
用
不
尽
底
消
息
子
、
山
僧
如
何
指
陳
、
仏
祖
意
中
留
不
住
、
倒
騎
玉
象
趁
麒
麟
、

　

竹
庭
亨
玉
居
士　

頌
与
前
同
結
句
、
作
掩
土
勢
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

莫
道
全
身
活
埋
了
、
塵
塵
漏
泄
主
人
公
、

　

寿
林
永
叟
居
士
（
下
火
法
語
）

黄
童
白
叟
服
和
融
、
也
要
晨
昏
弾
至
忠
、
断
送
百
年
光
景
了
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
朴
直
、
襟
度

寛
決
、
混
塵
俗
而
不
染
塵
俗
、
信
祖
風
而
益
仰
祖
風
、
可
謂
猛
烈
活
漢
、
豈
是
与
庸
流
同
、
所
以
、
不
受
生

死
纏
縛
、
寧
拘
聖
凡
羅
籠
、
通
上
孤
危
峭
峻
、
徹
下
八
面
玲
瓏
、
発
揮
霊
鷲
雄
機
、
風
清
月
白
、
顕
示
少
林

密
旨
、
柳
緑
花
紅
、
恁
麼
時
節
、
不
慕
諸
聖
、
不
重
已
躬
、
説
什
麼
天
堂
地
獄
、
回
三
毒
作
三
聚
浄
戒
、
論

什
麼
真
諦
俗
諦
、
転
六
識
作
六
種
神
通
、
悉
麼
也
得
、
不
恁
麼
也
得
、
人
人
生
獅
子
、
悉
麼
也
不
得
、
不
恁

麼
也
不
得
、
箇
箇
活
大
虫
、
雖
然
恁
地
、
更
有
真
帰
那
一
著
子
、
山
僧
如
何
説
破
、

擲
下
火
炬
、

　
　
　
　
　

劫
火
洞
然

毫
未
尽
、
青
山
依
旧
白
雲
中
、

　

何
栄
紹
欣
信
男
為
百
年
後
預
請
下
炬
法
語

人
世
悲
欣
与
栄
辱
、
当
陽
顕
発
祖
師
禅
、
送
過
百
載
光
陰
後
、
驀
地
飜
身
空
劫
先
、

　

玄
真
禅
送
禅
定
尼

一
霊
真
性
絶
繊
塵
、
寧
立
愛
憎
兼
怨
親
、
三
尺
吹
毛
光
焔
焔
、
命
根
断
処
解
飜
身
、
某
、
形
雖
処
垢
穢
、
霊

機
本
超
倫
、
況
復
受
仏
戒
得
、
親
結
勝
因
、
願
伏
此
功
幹
、
唯
脱
苦
輪
、
速
悟
不
二
、
聖
凡
倶
泯
、
浄
躶
躶

承
当
、
擁
不
聚
掃
不
散
、
赤
洒
洒
没
窠
臼
、
涅
不
緇
磨
不
磷
、
合
之
則
刹
那
成
正
覚
、
背
之
則
永
劫
受
沈
淪
、

若
能
於
此
、
一
念
相
応
非
男
非
女
、
何
假
何
真
、
正
当
与
麼
時
、
脩
竹
喬
松
、
無
非
本
来
面
目
、
清
風
明
月
、

	
五
十
二
丁

	

五
十
三
丁

	

五
十
五
丁

	

五
十
五
丁
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捴
是
古
仏
精
神
、
説
什
麼
五
障
三
従
、
獅
子
哮
吼
、
論
什
麼
無
明
煩
悩
、
象
王
嚬
呻
、
這
箇
是
某
、

擲
下
火

　

　

炬
、

　
　

火
裏
優
曇
一
朶
新
、

　

荘
翁
厳
公
禅
定
門
預
為
末
後
請
下
火
法
語

仁
勇
寛
厳
逈
不
同
、
無
驕
富
貴
豈
憂
窮
、
涅
槃
生
死
百
雑
砕
、
夜
半
扶
桑
日
正
紅
、
某
、
天
資
朴
実
、
気
宇

渕
沖
、
竭
股
肱
於
主
益
存
忠
義
、
致
鞠
養
於
親
不
殊
始
終
、
不
惟
奉
仏
戒
、
亦
専
仰
宗
風
、
行
履
超
然
、
不

愧
裴
相
国
典
刑
、
卓
尓
曷
羨
楊
次
公
、
所
以
、
不
受
生
滅
纏
縛
、
寧
拘
聖
凡
羅
籠
、
脱
体
現
成
、
不
留
朕
跡
、

去
来
無
形
、
逼
塞
虚
空
、
塵
々
漏
泄
古
仏
精
神
、
楓
染
雨
前
葉
、
物
物
全
提
祖
師
公
案
、
菊
濃
節
後
叢
、
説

什
麼
真
諦
俗
諦
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
論
什
麼
仏
界
魔
界
、
虎
咬
大
虫
、
者
箇
是
某
、
有
臨
行
那
一
句
、
山
僧
如
何

指
出
、
劫
火
洞
然
毫
未
尽
、
青
山
依
旧
白
雲
中
、

　

芳
庭
通
春
禅
尼
（
下
火
法
語
）

春
夏
已
過
秋
亦
未
、
可
中
消
息
若
何
宣
、
虚
空
昨
夜
打
筋
斗
、
驚
破
黄
梅
石
女
眠
、
某
、
坤
儀
雅
潔
、
懿
行

貞
堅
、
現
女
相
不
干
女
相
、
混
塵
縁
不
染
塵
縁
、
加
以
、
蒙
錫
竜
安
法
諱
、
高
仰
花
園
正
伝
、
不
愧
与
庵
提

遮
連
袂
、
何
妨
兼
月
上
女
並
肩
、
所
以
本
地
風
光
本
来
面
目
、
弥
亘
三
際
通
貫
八
挺
、
恢
恢
焉
逈
出
思
議
之

外
、
蕩
蕩
乎
常
在
鑑
覚
之
先
、
若
也
一
念
相
応
、
処
処
常
光
、
現
前
発
揮
、
霊
鷲
雄
機
、
水
流
元
入
海
、
顕

示
少
林
密
旨
、
月
落
不
離
天
、
正
当
与
麼
時
、
全
無
五
障
、
三
従
可
厭
、
獅
子
哮
吼
、
有
甚
禅
道
、
仏
法
可

学
、
象
王
回
旋
、
其
或
未
委
悉
、
天
上
桂
花
秋
後
老
、
籬
辺
菊
蘂
節
前
鮮
、
咄
、
者
箇
是
某
、
平
生
行
李
処
、

更
有
真
帰
那
一
句
、
山
僧
如
何
指
出
、
擲
下
火
炬
、

　
　
　
　

雨
中
看
果
日
、
火
裏
酌
清
泉
、

　

実
堂
貞
真
信
女
為
百
年
後
（
預
請
下
火
法
語
）

真
空
妙
智
孰
能
窮
、
水
自
茫
茫
花
自
紅
、
忽
唱
無
生
那
一
曲
、
等
閑
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
秀
発
、
坤
徳

和
沖
、
不
耽
糸
竹
韻
、
不
愛
綺
羅
叢
、
奉
仏
戒
而
清
浄
、
仰
祖
道
以
飲
崇
、
其
体
裁
也
便
見
継
霊
照
女
芳
躅
、

其
行
李
也
直
得
馬
郎
婦
高
風
、
所
以
涅
槃
一
路
、
八
面
玲
瓏
、
不
随
生
死
窠
窟
、
寧
拘
聖
凡
羅
籠
孤
逈
逈
峭

	

五
十
六
丁

	

五
十
八
丁

	

五
十
八
丁
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巍
巍
、
上
無
攀
仰
、
浄
躶
躶
赤
洒
洒
、
下
絶
已
躬
、
発
揮
古
仏
精
神
、
春
雲
片
片
、
露
出
祖
師
肝
膽
、
山
雨

濛
濛
、
恁
麼
時
節
、
不
厭
五
障
三
従
、
玉
女
抛
梭
機
軋
軋
、
何
怖
悪
業
煩
悩
、
木
童
打
鼓
o　
o
、
恁
麼
恁
麼
、

人
人
生
獅
子
、
不
恁
麼
不
恁
麼
、
箇
箇
活
大
虫
、
雖
然
恁
地
、
更
有
末
後
句
、
山
僧
如
何
呈
露
、
擲
下
火
炬
、

　
　
　
　

黄
梅
石
女
天
然
別
、
紅
炉
焔
裏
解
変
通
、
咄
、

　

春
庭
慈
濃
禅
門
（
下
火
法
語
）

満
林
楓
樹
錦
通
紅
、
大
地
山
河
活
路
通
、
忽
唱
無
生
那
一
曲
、
飜
身
抹
過
太
虚
空
、
某
、
天
資
朴
実
、
気
宇

寛
洪
、
或
時
供
給
貧
乏
恩
恵
洽
、
或
時
接
待
僧
侶
慈
愛
隆
、
加
之
、
早
雖
締
縁
般
舟
三
昧
、
投
誠
専
仰
、
少

室
真
風
、
其
体
裁
也
不
譲
龐
老
、
其
履
踐
也
曷
羨
涪
翁
、
所
以
、
七
十
四
年
先
、
生
全
不
生
、
玉
女
抛
梭
機

軋
軋
、
七
十
四
年
後
、
死
全
不
死
、
石
人
打
鼓
韻
o　
o
、
恢
恢
焉
離
窠
臼
、
蕩
蕩
乎
脱
羅
籠
、
謂
之
、
無
業

莫
妄
想
、
亦
名
瑞
岩
主
人
公
、
孤
逈
逈
峭
巍
巍
、
上
無
攀
仰
、
浄
躶
躶
赤
洒
洒
、
下
絶
已
躬
、
抱
子
弄
孫
、

頭
頭
合
轍
、
男
婚
女
嫁
、
物
物
円
融
、
説
什
麼
三
明
六
通
、
蛇
呑
鼇
鼻
、
論
什
麼
十
悪
五
逆
、
虎
咬
大
虫
、

雖
然
恁
地
、
更
有
転
身
一
著
子
、
諸
人
還
要
会
麼
、
擲
下
火
炬
、

　
　
　
　
　

問
取
丙
丁
童
、

　

芳
庭
刹
秀
大
姉
臨
行
預
請
秉
炬
語

芳
庭
利
秀
苾
蒭
尼
、
七
十
三
年
黍
一
炊
、
欲
識
即
今
真
去
処
、
子
規
啼
断
百
花
杖
、
夫
惟
某
、
生
従
何
処
来
、

鳥
啼
花
落
、
死
向
何
処
去
、
斗
転
星
移
、

　

了
室
宗
因
信
女
下
火

不
属
縁
兮
不
属
因
、
一
霊
真
性
絶
繊
塵
、
黄
梅
石
女
領
斯
旨
、
閃
電
光
中
解
転
身
、
某
、
天
資
和
順
、
坤
徳

忱
恂
、
自
帰
仏
乗
専
渇
仰
、
剰
信
祖
道
見
天
真
、
其
履
踐
也
不
譲
台
山
婆
子
、
其
体
裁
也
曷
羨
秦
国
夫
人
、

所
以
、
脱
体
現
成
、
不
留
朕
跡
、
去
来
無
形
、
弥
亘
九
垠
、
孤
逈
逈
峭
巍
巍
、
不
于
生
滅
、
浄
躶
躶
赤
洒
洒
、

誰
較
疎
親
、
発
揮
霊
鷲
雄
機
、
江
上
楓
林
裁
錦
麗
、
顕
示
少
林
密
旨
、
籬
辺
菊
蘂
綴
金
新
、
恁
麼
也
得
、
不

恁
麼
也
得
、
獅
子
哮
吼
、
恁
麼
也
不
得
、
不
恁
麼
也
不
得
、
象
王
嚬
呻
、
者
箇
是
某
、
一
生
受
用
不
尽
底
消

	
五
十
九
丁

七
十
四
歳
で
亡

	

六
十
一
丁

七
十
三
歳
で
亡
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息
子
、
更
有
真
帰
那
一
句
、
山
僧
如
何
呈
指
、
擲
下
火
炬
、

　
　
　
　

看
看
全
身
火
浴
辰
、

山
僧
謹
依
前
韻
、
述
一
偈
、
餞
了
室
宗
因
大
姉
之
行
色
去
、

如
是
縁
兼
如
是
因
、
梅
花
月
色
絵
無
塵
、
踢
倒
四
大
床
頭
看
、
幻
化
空
身
即
法
身
、　

大
心
院

　
　
　

景
堂

証
徹
百
年
無
性
義
、
機
前
踢
倒
涅
槃
台
、
大
家
共
滴
於
従
涙
、
一
慟
此
時
膓
九
回
、　

宗
義
上
坐

遠
別
何
図
逢
此
辰
、
本
人
石
女
亦
傷
神
、
床
頭
昨
夜
無
絃
曲
、
弾
落
天
辺
月
一
輪
、　

悼
偈
乎
、

　

文
明
十
三
年
八
月
念
三
日
、
伏
値
先
考
輝
岳
道
光
禅
定
門
一
十
三
回
之
忌
辰
、
宗
廓
侍
者
親
書
一
乗
妙

　

典
一
部
、
以
奉
為
霊
位
、
資
助
当
来
冥
福
者
、
偈
曰
、

猛
省
親
恩
終
叵
報
、
松
煤
染
筆
写
経
王
、
看
看
六
万
余
言
外
、
八
月
梅
花
一
朶
香
、
咄
、

　
　

孝
子
宗
廓
敬
白

　

拝
賛　

心
宗
禅
師
肖
像

不
離
虎
穴
、
再
董
竜
宝
、
曲
彔
枝
頭
、
松
声
愈
好
、

　

右
惟
清
利
貞
首
座
大
姉
請
、
宗
洵

　
　

焼
香
拝
書
、

景
堂
玄
訥
の
偈

宗
義
上
坐	
六
十
三
丁

	
六
十
三
丁

十
三
回
忌	

七
十
七
丁

孝
子
宗
廓
の
作

心
宗
頂
相	

八
十
一
丁

利
貞
尼
の
請

西
川
宗
洵
書

　

以
上
の
よ
う
に
、
宗
柱
が
「
虎
穴
録
」
編
纂
の
過
程
で
不
載
と
し
た
も
の
は
七
十
一
点
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
、
開
版
に
際
し

て
、
紙
数
と
費
用
の
制
限
が
あ
っ
た
た
め
か
と
思
う
。
宗
桂
は
そ
の
取
捨
選
択
に
当
っ
て
、
「
心
宗
禅
師
録
」
の
下
巻
の
下
火

ま
た
は
予
修
下
火
な
ど
の
法
語
や
偈
を
三
十
四
点
ほ
ど
載
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
歴
史
的
に
見
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

下
巻
十
二
丁
の
南
昌
祖
詢
下
火
が
文
明
五
年
の
雪
江
宗
深
の
作
で
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
、
他
は
ご
く
普
通
の
法
語
や
偈
で
あ

る
。
宗
桂
と
し
て
は
、
悟
渓
の
作
品
で
な
く
て
雪
江
の
法
語
な
の
で
省
略
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
下
巻
八
十
一
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丁
の
悟
渓
頂
相
が
、
西
川
の
作
の
た
め
不
載
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
西
川
が
瑞
龍
寺
に
輪
番
住
山
中
の
文
亀
二
年

（
一
五
〇
二
）
九
月
六
日
に
、
西
川
が
悟
渓
の
三
周
忌
を
行
っ
た
時
に
、
利
貞
尼
の
依
頼
で
賛
を
書
い
た
も
の
で
、
歴
史
的
に
は

重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
下
巻
で
不
載
と
な
っ
た
も
の
の
中
に
は
、
土
岐
・
斎
藤
氏
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
悟
渓
の
活
動
を
知
る
の
に
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
１
）	

美
濃
（
濃
西
望
山
下
小
子
と
あ
る
）
の
宜
黙
が
著
し
た
『
大
興
心
宗
禅
師
紀
年
録
』
（
宝
暦
十
年
、
一
七
六
〇
）
の
永
享
二
年
条

に
次
の
一
文
が
あ
る
。

永
享
二
年
庚
戌
、
十
五
歳
、

日
峯
和
尚
住
瑞
泉
、
端
坐
一
榻
、
罵
雨
呵
風
、
道
価
普
布
、
名
衲
輻
湊
、
師
辞
受
業
、
詣
瑞
泉
請
掛
塔
、
峯
和
尚
延
見
為
器
、

令
服
巾
匜
之
役
、
師
孜
孜
不
措
、
晨
夕
参
侍
、

（
２
）	

前
同
書
の
寛
正
六
年
の
条
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

寛
正
六
年
乙
酉
、
五
十
歳
、

師
在
龍
安
、
一
日
侍
次
問
答
之
、
問
江
和
尚
、
振
威
一
喝
、
師
当
下
豁
然
大
悟
、
呈
投
機
一
喝
云
、
石
化
電
光
猶
鈍
遅
、
機
先

一
喝
砕
須
弥
、
衲
僧
更
有
転
身
句
、
展
鉢
開
単
喫
飯
来
、
江
和
尚
不
更
勘
験
、
許
可
而
号
悟
渓
、
師
罷
参
帰
尾
州
、
瑞
泉
境
内

創
締
臥
龍
庵
、
潜
居
長
養
焉
、

（
３
）	

『
仏
日
真
照
禅
師
雪
江
和
尚
語
録
』
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
収
録
）

　
　
　
　

与
悟
渓
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三
頓
棒
下
豁
然
大
悟
、
未
是
活
衲
僧
、
一
掌
機
前
忽
然
大
徹
、
豈
夫
悪
冤
家
、
只
如
宗
頓
首
座
、
参
禅
喫
辛
苦
年
久
也
、
所
以

大
悟
大
徹
豁
開
正
法
眼
透
過
何
上
関
、
実
吾
家
真
的
子
也
、
宜
長
養
聖
胎
畢
而
後
古
帆
高
掛
済
度
群
迷
者
也
、
与
麼
則
是
合
不

慚
称
臨
済
慈
明
之
嫡
伝
為
大
応
大
灯
之
嫡
孫
也
、
可
請
黼
黻
吾
門
悪
冤
家
整
頓
叢
規
活
衲
僧
矣
、
珍
重
、

　

時
応
仁
元
年
六
月
鬼
宿

　

正
法
主
雪
江
老
漢
宗
深
、
書
此
法
語
付
悟
渓
座
元
、
以
為
証
明
而
已
、
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白
隠
の
漢
文
語
録
『
荊
叢
毒
蘂
』
刊
行
の
経
緯

梁
田
蛻
巌
・
池
大
雅
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

芳

澤

勝

弘

　

白
隠
の
主
要
著
作
と
い
う
べ
き
漢
文
語
録
『
荊
叢
毒
蘂
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
白
隠
年
譜
で
は
宝
暦
六
年
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
（
1
）
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
は
大
幅
に
お
く
れ
、
宝
暦
八
年
の
末
か
あ
る
い
は
宝
暦
九
年
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
荊
叢
毒
蘂
』
の
刊
行
に
は
、
二
人
の
著
名
な
人
物
が
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
ひ
と
り
は
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
漢
学
者
で
あ
る
梁
田
蛻
巌
（
一
六
七
二
〜
一
七
五
七
）
で
あ
り
、
も
う
ひ
と

り
は
、
南
画
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
池
大
雅
（
一
七
二
三
〜
一
七
七
六
）
で
あ
る
。

梁
田
蛻
巌
と
の
関
係

　

白
隠
が
漢
学
者
の
梁
田
蛻
巌
に
会
っ
た
の
は
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
冬
、
播
磨
明
石
の
龍
谷
寺
で
、
白
隠
が
『
息
耕
録
』

を
評
唱
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
時
に
白
隠
六
十
六
歳
、
蛻
巌
は
七
十
九
歳
で
あ
る
。
龍
谷
寺
で
の
息
耕
録
会
に
は
五
百
名
も

の
大
衆
が
参
集
し
た
（
2
）
の
で
あ
る
が
、
在
家
の
参
加
者
も
き
わ
め
て
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
隠
の
『
年
譜
』
に
は
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「
冬
、
播
の
龍
谷
寺
で
息
耕
録
を
評
唱
。
洛
の
世
継
政
幸
来
参
ず
」
と
あ
る
だ
け
で
、
梁
田
蛻
巌
の
名
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

梁
田
蛻
巌
（
一
六
七
二
〜
一
七
五
七
）
。
江
戸
で
生
ま
れ
、
十
一
歳
で
幕
府
の
儒
官
、
人
見
竹
洞
に
入
門
、
新
井
白
石
や
室
鳩

巣
と
交
わ
る
。
加
賀
藩
に
仕
え
た
が
ま
も
な
く
辞
し
て
浪
人
。
美
濃
の
加
納
藩
を
へ
て
明
石
藩
に
出
仕
し
た
。
し
ば
し
ば
仕
官

先
を
替
え
た
の
は
そ
の
豪
放
不
羈
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
、
「
覇
儒
」
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
詩
豪
と
も
い
わ
れ
、
当
時
、
詩
壇

の
大
家
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
。

　

白
隠
が
明
石
に
到
着
し
た
の
は
こ
の
年
の
何
月
か
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
十
月
中
に
は
着
い
て
い
た
と
思
わ
れ

る
（
3

）
。
そ
し
て
、
後
で
見
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の
師
走
の
暮
ま
で
こ
こ
に
滞
留
し
た
。
こ
の
明
石
滞
在
中
に
蛻
巌
と
白
隠
は

漢
詩
の
唱
和
を
し
て
い
る
。

　

『
蛻
巌
全
集
』
後
編
、
巻
之
二
（
4
）
に
は
「
白
隠
和
尚
、
某
氏
宅
に
過
ら
る
。
席
上
、
盆
水
の
水
仙
花
を
咏
ず
。
原
の
白
隠
禅

師
、
赤
石
の
某
寺
に
留
ま
ら
る
る
時
の
和
唱
な
り
」
と
し
て
次
の
詩
が
あ
る
。

　
　

誰
か
道い

う
花
中
の
仙
と
（
誰
道
花
中
仙
）

　
　

瀟し
よ
う
し
や

洒
な
る
こ
と
仏
子
の
如
し
（
瀟
洒
如
仏
子
）

　
　

煖だ
ん

閣か
く

の
春
を
尋
ね
ず
（
不
尋
煖
閣
春
）

　
　

寒
時
に
即
ち
水
に
入
る
（
寒
時
即
入
水
）

和
唱
と
あ
る
か
ら
、
某
氏
宅
で
白
隠
も
作
詩
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
詩
は
語
録
の
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

寒
中
に
、
暖
か
い
室
内
で
は
な
く
戸
外
で
清
ら
か
に
咲
く
水
仙
に
、
白
隠
の
家
風
を
重
ね
あ
わ
せ
て
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

『
梁
田
蛻
巌
小
伝
』（
5
）
に
は
「
…
…
此
の
年
、
駿
州
の
白
隠
禅
師
、
赤
石
に
巡
錫
し
、
赤
浦
に
游
ぶ
の
作
を
示
さ
る
。
翁
、

和
し
て
曰
く
」
と
し
て
、
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芙
蓉
峰
上
、
白
雲
飛
び
（
芙
蓉
峰
上
白
雲
飛
）

　
　

千
里
よ
り
来
臨
す
、
赤あ

か

し石
の
磯
（
千
里
来
臨
赤
石
磯
）

　
　

落
木
天
寒
、
南
浦
の
夕
べ
（
落
木
天
寒
南
浦
夕
）

　
　

頓と
み

に
鳬ふ

雁が
ん

を
し
て
光
輝
を
発
せ
し
む
（
頓
教
鳬
雁
発
光
輝
）

こ
の
詩
軸
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
庚
午
冬
十
一
月
日
駿
州
白
隠
師
遊
赤
浦
作
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
十
一
月
の

作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

「
芙
蓉
峰
上
白
雲
飛
」
は
、
駿
河
の
富
士
山
の
上
に
浮
か
ぶ
白
雲
を
白
隠
に
な
ぞ
ら
え
て
う
た
っ
た
も
の
。
「
頓
教
鳬
雁
発
光

輝
」
は
、
沈
佺
期
の
「
龍
池
篇
」
に
「
君
王
鳬
雁
有
光
輝
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
鳬
雁
は
ア
ヒ
ル
（
あ
る
い

は
カ
モ
）
や
カ
リ
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
対
極
に
（
富
士
山
に
舞
う
）
高
貴
で
優
雅
な
鶴
の
姿
を
連
想
さ
せ
る
。
白
隠
慧
鶴
は
若
い

頃
か
ら
「
駿す

る

が河
鶴づ

る

」
の
異
名
を
取
っ
た
と
い
う
が
（
『
策
進
幼
稚
物
語
』
）
、
そ
の
慧
鶴
の
「
鶴
」
で
も
あ
る
。

　

富
士
山
上
の
白
雲
の
ご
と
き
禅
師
が
、
千
里
の
彼
方
か
ら
、
は
る
ば
る
と
こ
の
明
石
に
お
出
で
ま
し
に
な
り
虚
堂
録
を
提
唱

な
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
枯
れ
果
て
た
冬
景
色
の
こ
の
浦
に
あ
そ
ぶ
カ
モ
の
ご
と
き
我
ら
を
し
て
、
た
ち
ま
ち
光
輝
あ
ら
し
め
ら

れ
た
、
と
白
隠
に
対
す
る
賛
辞
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
応
す
る
白
隠
の
「
游
赤
浦
」
と
い
う
詩
作
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
『
荊
叢
毒
蘂
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

蛻
巌
は
ま
た
、
白
隠
の
描
い
た
絵
に
賛
辞
も
つ
け
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
「
白
隠
和
尚
が
画
け
る
、
猿
、
月
を
掬
う
図
に

題
す
」（
6
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　
　

秋
猿
、
古
樹
に
攀よ

づ
、
潭
上
、
一
輪
高
し
。

　
　

影
を
認
め
て
真
月
と
為
す
、
徒

い
た
ず
らに

双そ
う

臂ひ

を
し
て
労
せ
し
む
。
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さ
て
、
蛻
巌
は
当
代
き
っ
て
の
大
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
蛻
巌
が
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
白
隠
を
高
く
評
価
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
賛
の
場
合
、
褒
め
あ
げ
る
こ
と
は
常
道
で
あ
る
が
、
蛻
巌
は
こ
れ
以
外
で
も
白
隠
の
評
価
に
及
ん
で
い
る
。
弟
子

が
仏
教
の
堕
落
を
批
判
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
答
え
た
「
再
び
片
岡
生
に
答
う
」
と
い
う
書
（
7
）
で
は
次
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
（
ル
ビ
・
カ
ッ
コ
内
注
は
筆
者
）
。

　
　

…
…
拙
者
は
壮
年
の
比こ

ろ

よ
り
、
他
人
の
世
話
は
不

つ
か
ま
つ
ら
ず

仕
、
只
自
己
を
了
得つ

か
ま
つ
り
た
き

 

仕 

度 

願
望
専
ら
に
候

そ
う
ろ
う故

、
家
学
の
外
は
禅
味
を

お
も
し
ろ
く
嗜
み
候
。
仰

お
お
せ

の
通
り
即
今
世
上
の
禿と

く

ろ驢
、
名
利
の
み
に
ふ
け
り
、
剰

あ
ま
つ
さへ

梵ぼ
ん

嫂そ
う

梭
花
を
楽
し
み
、
人
を
欺
き
誉

を
得
る
輩

と
も
が
らど

も
、
可

に
く
む
べ
き
こ
と

憎
事
に
候
へ
ど
も
、
そ
れ
は
沙
門
中
の
善
知
識
衆
、
段
々
書
を
著
し
世
話
被

い
た
さ
れ
そ
う
ろ
う

致
候
。
我
等
儒
門
の
任

に
て
無ご

ざ
な
く御

座そ
う
ろ
う候

。
大
慧
禅
師
、
当
時
の
士
大
夫
へ
答
へ
ら
れ
た
る
書
に
も
、
只
専

も
つ
ぱ
ら参

禅
を
語
り
、
戒
法
は
勧
め
ら
れ
ず
。

是
れ
在
家
の
学
な
ら
ず
や
。
我
等
、
禅
学
は
江
戸
勝
林
寺
の
中
華
和
尚
を
師
と
し
、
其
の
入に

つ

頭と
う

は
大
慧
書
に
候
故
、
今
以

て
其
の
法
則
を
用
ひ
候
。
全
く
自
己
了
得
の
一
路
に
の
み
志
御ご

ざ
そ
う
ろ
う

座
候
。
禅
宗
も
初
祖
已
来
、
皆
持
律
に
候
処
、
異
国
も
此

方
も
中
古
よ
り
其
の
法
ゆ
る
が
せ
に
な
り
て
、
今
の
世
の
禅
師
は
、
持
律
の
沙
汰う

け
た
ま
わ
ら
ず
そ
う
ろ
う

	

不

承

候
。
曹
洞
・
黄
檗
は
猶
其
の

遺
法
に
依
り
て
、
葷
酒
の
禁
牌
も
厳
重
に
て
、
煙
草
も
不も

ち
い
ず用

候
。
臨
済
は
全
く
放
下
の
（
戒
律
を
捨
て
て
か
え
り
み
ぬ
）
人

多
く
見
え
申
候
。
然
れ
ど
も
、
近
代
の
大
愚
・
愚
堂
・
盤
珪
・
天
桂
・
古
月
・
白
隠
な
ど
の
諸
知
識
、
各

お
の
お
の甲

乙
は
分
れ
候

へ
ど
も
、
一
体
の
得
力
量
の
処
は
、
皆
法
灯
を
続
ぐ
べ
き
器
と
被

ぞ
ん
ぜ
ら
れ

存
候
。

当
時
の
仏
教
こ
と
に
臨
済
禅
が
、
同
時
代
の
知
識
人
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
興
味
深
い
内
容
で
も
あ
る
。

弟
子
が
仏
教
の
堕
落
を
糾
弾
し
た
の
に
対
し
て
、
蛻
巌
は
、
当
代
の
禅
僧
で
は
古
月
と
と
も
に
白
隠
を
挙
げ
、
一
時
代
前
の
盤

珪
と
な
ら
べ
て
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
先
に
見
た
賛
の
言
葉
も
、
あ
な
が
ち
社
交
辞
令
と
い
う
わ

け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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一
方
で
、
白
隠
の
語
録
で
あ
る
『
荊
叢
毒
蘂
』
に
は
「
梁
田
蛻
巌
」
と
い
う
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

儒
釈
道
に
貫
通
し
（
貫
通
儒
釈
道
）

　
　

礼
智
仁
を
講
演
す
（
講
演
礼
智
仁
）

　
　

彼
の
柿

か
き
の
も
と
お
う

本
翁
の
後
（
彼
柿
本
翁
後
）

　
　

石
城
に
此
の
人
有
り
（
石
城
有
此
人
）

明
石
に
お
い
て
は
、
か
の
柿
本
人
麻
呂
い
ら
い
の
大
人
物
で
あ
る
と
の
絶
賛
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
白
隠
が
描
い
た
蛻

巌
像
に
賛
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
物
は
未
見
で
あ
る
。

　

ま
た
、
蛻
巌
は
白
隠
が
描
い
た
俳
人
の
高
月
狸
兄
像
に
着
賛
し
て
い
る
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
、
伊
予
吉
田
の
豪
商
、
法ほ

華け

津つ

屋や

三み
つ

引び
き

高
月
家
の
三
代
当
主
高
月
英
光
、
俳
号
狸
兄
は
、
芭
蕉
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
に
出
た
。
そ
の
途
次
、
四
月
六
日
か

ら
九
日
ま
で
、
東
海
道
原
宿
に
滞
在
し
、
白
隠
に
相
見
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
、
白
隠
は
狸
兄
を
六
十
六
部
の
姿
に
描
い
た

像
を
与
え
て
、
明
石
の
梁
田
蛻
巌
に
賛
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
あ
く
る
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
十
月
、
狸

兄
は
東
北
の
旅
を
終
え
て
帰
途
、
明
石
に
よ
っ
て
蛻
巌
に
賛
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
（
8
）
。
高
月
狸
兄
の
俳
句
の
師
匠
は
大
坂

の
豪
商
に
し
て
俳
人
の
松
木
淡
々
（
一
六
七
四
〜
一
七
六
一
）
で
あ
る
が
、
蛻
巌
は
松
木
淡
々
と
も
深
い
付
き
合
い
が
あ
る
か
ら
、

高
月
狸
兄
は
東
海
道
を
東
に
上
る
前
に
、
す
で
に
蛻
巌
と
は
明
石
で
相
ま
み
え
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

右
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
白
隠
と
蛻
巌
と
は
互
い
に
親
交
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
狸
兄
像
の
合
作
に
い
た
っ
て
は
ま
さ
に
知

己
と
も
い
え
る
間
柄
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
か
ら
七
年
の
の
ち
、
意
見
の
食
い
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
白
隠
の
漢
文
語
録
『
荊
叢
毒
蘂
』
の
刊
行
を
め
ぐ
る
事
情
の
中
で
の
こ
と
で
あ
る
。
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『
荊
叢
毒
蘂
』
の
刊
行
は
い
つ
こ
ろ
か
ら
企
画
さ
れ
た
も
の
か
。
『
荊
叢
毒
蘂
』
の
跋
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
事
情
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

宝
暦
六
年
丙ひ

の
え
ね子

の
冬
、
僕
、
東
奥
に
遊
び
、
遂
に
駿
州
を
過
ぎ
、
鵠
林
老
禅
師
に
参
謁
す
。
師
、
時
に
病
い
甚
だ
し
。
少

間
を
得
て
、
屡し

ば

し
ば
請し

ん

益え
き

す
。
侍
者
寮
中
に
、
伯
州
の
恕
公
集
む
る
所
の
師
の
語
九
巻
有
り
、
題
し
て
荊
叢
毒
蘂
と
曰
う
。

逐
巻
、
取
っ
て
之
れ
を
読
む
。
語
句
辛
辣
、
機
鋒
峭
峻
。
執

し
ゆ
う
そ
う

相
の
婆
禅
を
罵
っ
て
、
獅
王
の
哮こ

う

吼く

の
如
く
、
滞た

い

空く
う

の
頑が

ん

徒と

を
呵
し
て
、
迅
雷
の
霹へ

き

靂れ
き

に
似
た
り
。
聞
く
者
、
孰た

れ

か
魂
を
喪
し
胆
を
失
せ
ざ
ら
ん
。
或
い
は
夾か

つ

山さ
ん

評
中
の
錯

さ
く
び
ゆ
う

謬
を
指
示

し
、
又
た
洞
上
五
位
の
玄
旨
を
発
揮
す
。
覧み

る
者
、
孰た

れ

か
邪
を
捨
て
正
に
従
わ
ざ
ら
ん
。
誠
に
凡
情
の
度
量
す
べ
き
に
非

ず
。
参
玄
の
指
南
、
謂
っ
つ
可
し
具
わ
れ
り
と
。
道ど

う

流る

、
其
れ
此
の
書
を
棄
て
ば
、
復
た
誰
か
適
従
せ
ん
。
僕
、
謂お

も

え
ら

く
、
諸こ

れ

を
梓

あ
ず
さ

に
鋟き

ざ

ん
で
以
て
不
朽
に
伝
え
ん
と
。
而
し
て
学
者
、
之
れ
に
依
っ
て
進
修
せ
ば
、
乃
ち
禅
源
に
達
す
る
捷

し
よ
う
け
い逕

の
母
た
ら
ん
。
之
れ
を
師
に
請
う
。
師
、
勃
然
と
し
て
色
を
興
し
て
曰
く
、
「
止
み
ね
止
み
ね
、
此
れ
乃
ち
一
時
、
口
に

信ま
か

せ
て
吐
出
せ
る
底
の
寐み

語ご

な
り
。
若
し
之
れ
を
紙
墨
に
留
め
ば
、
恐
ら
く
は
後
昆
を
瞎

か
つ
き
や
く

却
せ
ん
。
速
か
に
炉
中
に
投
ぜ

よ
、
家か

醜
し
ゆ
う

を
揚
ぐ
る
勿な

か
れ
」
と
。
固
く
請
う
も
可よ

し
と
せ
ず
。
辞
す
る
に
曁お

よ

ん
で
、
窃
か
に
之
れ
を
簏
中
に
蔵
す
。
家

に
帰
っ
て
急
ぎ
錡き

p
に

け
つ

命
ず
。
校
正
に
遑

い
と
ま

あ
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
此
の
書
を
閲
す
る
者
、
魚ぎ

よ

魯ろ

の
参し

ん

差し

を
討

た
ず
う

ぬ
る
莫
か
れ
。

唯
だ
参
学
の
標
準
と
為
せ
、
是
れ
祈
る
、
と
爾し

か
云
う
。
浪
花
、
木
田
種
重
、
謹
ん
で
誌
す
。

こ
の
跋
文
の
筆
者
で
あ
る
木
田
種
重
は
、
大
坂
の
豪
商
、
鉄
屋
庄
左
衛
門
種
重
で
あ
る
。
号
は
元
照
。
新
左
衛
門
と
も
称
す
る
。

跋
文
の
内
容
は
左
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　

宝
暦
六
年
の
冬
、
私
は
東
北
に
行
く
途
中
、
駿
河
で
白
隠
禅
師
に
相
見
し
た
。
老
師
は
ち
ょ
う
ど
病
を
得
て
お
ら
れ
た
が
、
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小
康
の
間
、
し
ば
し
ば
教
え
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
折
、
侍
者
寮
に
、
伯
州
の
提
州
禅
士
が
編
集
し
た
、
白
隠
禅
師
の
語
録
『
荊
叢
毒
蘂
』
九
巻
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を

拝
読
し
た
。
そ
の
語
句
は
辛
辣
、
機
鋒
は
峭
峻
で
、
諸
方
の
似
而
非
禅
を
痛
罵
し
、
獅
子
が
ほ
え
、
雷
が
と
ど
ろ
く
よ
う
で

あ
っ
た
。
時
に
は
碧
巌
録
の
誤
り
を
指
摘
し
、
ま
た
洞
上
五
位
の
玄
旨
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
の
語
録
を
見
る
者
は
必
ず
邪
を

捨
て
正
に
従
う
で
あ
ろ
う
。
実
に
凡
情
で
は
量
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
参
玄
の
指
南
が
こ
こ
に
は
盛
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
書
が
な
か
っ
た
ら
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
に
修
行
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
私
は
考
え
た
の
で
あ
る
、

こ
の
書
を
刊
行
す
れ
ば
、
修
行
者
が
、
よ
り
早
く
禅
源
に
到
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
そ
の
こ
と
を
老
師
に
お
話
し

す
る
と
、
老
師
は
、
「
い
や
、
や
め
て
お
き
な
さ
い
。
口
ま
か
せ
に
し
ゃ
べ
っ
た
寝
言
の
よ
う
な
も
の
を
出
版
し
た
ら
、
後
生

を
誤
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
燃
し
て
し
ま
い
な
さ
い
、
恥
を
さ
ら
す
こ
と
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
強
く
お
願
い
し
た
が
、
了

解
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
松
蔭
寺
を
辞
す
る
と
き
に
、
原
稿
を
こ
っ
そ
り
荷
物
に
忍
ば
せ
、
家
に
帰
っ
て
急
ぎ
刊

行
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
十
分
に
校
正
す
る
時
間
も
な
か
っ
た
の
で
、
字
の
誤
り
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
こ
れ
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
今
後
、
修
行
者
の
標
準
と
な
れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

白
隠
が
出
版
に
賛
成
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
木
田
が
草
稿
を
こ
っ
そ
り
と
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
事
実
で
は
な
く
虚
構
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
以
下
で
考
え
る
刊
行
の
経
緯
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
跋
文
を
も
の
す
る
時
の
修
辞
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

白
隠
は
出
版
を
拒
否
す
る
ど
こ
ろ
か
、
一
日
も
早
く
自
分
の
語
録
が
刊
行
さ
れ
世
に
公
に
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
み
ず

か
ら
自
分
の
語
録
を
提
唱
し
解
説
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

『
荊
叢
毒
蘂
』
は
、
の
ち
に
京
都
寺
町
の
書
肆
小
川
源
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
宝
暦
六
年
冬
以
降
、
京
都
で
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鋭
意
、
編
集
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
総
責
任
者
に
あ
た
っ
た
の
が
白
隠
下
の
提
州
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
語
録
の
刊
行
は
や
が
て
思
わ
ぬ
問
題
の
発
生
に
よ
っ
て
、
大
幅
に
遅
延
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
、

白
隠
が
提
州
に
宛
て
た
幾
通
か
の
書
翰
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

【
書
翰
一
】
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
四
月
八
日
、
提
州
宛
て
。
こ
れ
ら
の
書
簡
に
は
年
記
は
な
い
が
、
そ
の
一
連
の
内
容
か

ら
し
て
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
発
信
地
は
お
そ
ら
く
は
甲
州
。
自
性
寺
蔵
。

　
　

三
月
三
日
の
書
状

相
あ
い
と
ど
き
そ
う
ろ
う

届

候
。
其
後
、
便

た
よ
り
こ
れ
な
く
そ
う
ろ
う

無
之
候
。
東
嶺
に
は
今

い
ま
も
つ
て

以
対
面
無

こ
れ
な
く
そ
う
ろ
う
か

之
候
哉
、

承

う
け
た
ま
わ
り
た
く
そ
う
ろ
う

度
候
。
蛻
巌
方
よ
り

神
社
考
の
弁
、
無
用
の
様よ

う

ニ

申
も
う
し
き
た
り
そ
う
ろ
う

来

候
。
是
ハ
老
夫
少
々
子
細
有
て
書

か
き
そ
う
ろ
う

候
物
ニ
候
へ
バ
、
一
向
御ご

ぞ
ん
じ存

無こ
れ
な
き之

分
ニ
而
、

御お
の
せ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

載
可
給
候
。
彼か

れ
こ
れ
む
ず
か
し
く
も
う
し
そ
う
ら
え

是
六
ケ
敷
申

候

ば
、
序
ハ
無

こ
れ
な
く
そ
う
ら
い
て

之
候
而
も
、
不

く
る
し
か
ら
ず
そ
う
ろ
う

苦

候
。
同お

な
じ
く敷

ば
、
序
な
し
に

仕

つ
か
ま
つ
り
た
く
そ
う
ろ
う

度

候
。
失
念

被い
た
さ
れ
そ
う
ろ
う
ぶ
ん

致
候
分
に
而
、
序
は
無
用
ニ
被

な
さ
れ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

成
可
給
候
。
鉄
屋
へ
も
何
方
へ
も
書
状
は
不

も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う

申
候
。

可し
か
る
べ
く
た
の
み
い
り
そ
う
ろ
う

然

頼

入

候
。
板
行
ハ

首し
ゆ
び
よ
く
し
ゆ
つ
た
い
い
た
す
べ
き

尾
能
出
来
可
致
様
子
ニ
候

そ
う
ろ
う
か

哉
、
近
々
諸
事
御
書
付
ケ
一
通
待

ま
ち
い
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

入
申

候
。
何
事
も
取
込
故
、
早
々
の
至
ニ
候
。
穴
賢

　
　

四
月
八
日　
　
　

白
隠

　
　

恕
首
座
蒲
右

　
　

尚
々
只
今
ニ
成

な
り
そ
う
ら
い
て

候
而
ハ
蛻
岩
が
序
、
一
向
望

の
ぞ
み

ニ
無

こ
れ
な
く
そ
う
ろ
う

之
候
。
鉄
屋
へ
も
左
様
ニ
御
申
可

た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

給
候
。

必
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず

々

無
用
ニ
候
。

　

前
年
の
冬
、
木
田
種
重
が
白
隠
語
録
の
刊
行
を
企
て
て
か
ら
、
提
州
は
京
都
で
編
集
な
ら
び
に
刊
行
の
準
備
を
し
て
い
た
。

そ
の
提
州
か
ら
、
そ
の
と
き
甲
州
に
い
た
白
隠
に
、
宝
暦
七
年
三
月
三
日
付
の
書
翰
が
届
い
た
。
語
録
の
編
集
の
進
捗
状
況
を

知
ら
せ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
白
隠
の
返
書
で
あ
る
。
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「
蛻
巌
方
よ
り
神
社
考
之
弁
、
無
用
之
様
ニ
申
来
候
」
。
語
録
に
掲
載
す
る
予
定
の
「
神
社
考
弁
」
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
、

梁
田
蛻
巌
か
ら
、
こ
れ
は
載
せ
な
い
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
勧
告
し
て
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
最
終
的
に
は

『
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
神
社
考
弁
疑
を
読
む
」
と
い
う
一
文
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
一
口
で
言
え
ば
、

林
羅
山
の
仏
教
批
判
に
対
す
る
猛
然
た
る
反
駁
で
あ
り
、
林
羅
山
攻
撃
の
書
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
右
の
書
翰
の
つ
づ

く
く
だ
り
で
分
か
る
よ
う
に
、
白
隠
は
自
分
の
語
録
に
序
文
を
寄
せ
て
く
れ
る
よ
う
蛻
巌
に
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
蛻
巌

は
序
文
を
書
く
た
め
に
原
稿
を
一
読
し
て
い
て
、
こ
う
い
う
考
え
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

蛻
巌
の
提
案
は
常
識
的
で
妥
当
な
提
案
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
幕
藩
体
制
の
理
論
的
支
柱
と
も
い
う
べ
き

林
羅
山
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
当
局
の
忌
避
に
触
れ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
白
隠
に
は
す
で
に
、

そ
の
著
『
辺
鄙
以
知
吾
』
を
絶
版
禁
書
処
分
に
さ
れ
る
と
い
う
「
前
科
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
時
か
ら
二
、
三
年
前
、
宝

暦
四
、
五
年
の
こ
と
で
あ
る
（
9
）
。

　

し
か
し
白
隠
は
、
こ
の
蛻
巌
の
親
切
な
提
案
に
対
し
て
猛
反
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
是
ハ
老
夫
少
々
子
細
有
て
書

か
き
そ
う
ろ
う

候
物

ニ
候
へ
バ
、
一
向
御ご

ぞ
ん
じ
こ
れ
な
き

存
無
之
分
ニ
而
、
御お

の
せ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

載
可
給
候
」
。
こ
の
一
文
は
い
さ
さ
か
理
由
が
あ
っ
て
書
い
た
も
の
だ
。
蛻
巌
の
提

案
は
無
視
し
て
掲
載
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
「
彼か

れ
こ
れ
む
ず
か
し
く
も
う
し
そ
う
ら
え

是
六
ケ
敷
申

候

ば
、
序
ハ
無

こ
れ
な
く
そ
う
ら
い
て

之
候
而
も
、
不

く
る
し
か
ら
ず
そ
う
ろ
う

苦

候
。
同お

な
じ
く敷

ば
、
序
な
し
に

仕
つ
か
ま
つ
り
た
く
そ
う
ろ
う

度

候
。
失
念
被

い
た
さ
れ
そ
う
ろ
う
ぶ
ん

致
候
分

に
而
、
序
は
無
用
ニ
被な

さ
れ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

成
可
給
候
」
、
あ
れ
こ
れ
面
倒
な
こ
と
を
言
う
の
な
ら
、
頼
ん
だ
序
は
い
ら
ん
。
序
な
ど
な
く
て
も
よ

い
。
忘
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
序
は
や
め
に
し
て
下
さ
ら
ぬ
か
、
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
梁
田
蛻
巌
が
天

下
の
大
碩
学
で
あ
り
、
七
年
ほ
ど
前
に
知
己
を
得
た
仲
な
の
で
、
自
分
の
語
録
の
序
文
を
執
筆
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
内
容
に
意
見
を
つ
け
ら
れ
て
、
ず
い
ぶ
ん
憤
慨
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
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「
鉄
屋
へ
も
何
方
へ
も
書
状
は
不

も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う

申
候
。

可し
か
る
べ
く
た
の
み
い
り
そ
う
ろ
う

然

頼

入

候
」
。
鉄
屋
木
田
種
重
も
京
都
に
あ
っ
て
、
刊
行
の
こ
と
を
周
旋
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
木
田
は
刊
行
の
資
助
を
申
し
出
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
白
隠
は
、
蛻
巌
の
序
文
は
い
ら
ぬ
と
言
い
な
が

ら
も
「
板
行
ハ
首し

ゆ
び
よ
く
し
ゆ
つ
た
い
い
た
す
べ
き

尾
能
出
来
可
致
様
子
ニ
候

そ
う
ろ
う
か哉

」
と
、
刊
行
が
順
調
に
進
む
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
追
而
書
き
で
は
、
「
只
今
ニ
成

な
り
そ
う
ら
い
て

候
而
ハ
蛻
岩
が
序
、
一
向
望

の
ぞ
み

ニ
無

こ
れ
な
く
そ
う
ろ
う

之
候
。
鉄
屋
へ
も
左
様
ニ
御
申
可

た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

給
候
。

必
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず

々

無
用
ニ
候
」
と
念
を
押
し
て
い
る
。「
必
々
無
用
ニ
候
」
な
ど
と
、
随
分
と
感
情
的
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
鉄
屋
へ
も

左
様
ニ
御
申
可
給
候
」
と
あ
る
か
ら
、
明
石
の
梁
田
蛻
巌
と
の
連
絡
な
ど
は
鉄
屋
木
田
種
重
を
通
じ
て
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

【
書
翰
二
】
宝
暦
七
年
六
月
二
十
五
日
。
提
州
宛
て
。
信
州
飯
田
か
ら
発
信
し
た
も
の
。
花
園
大
学
図
書
館
蔵
。

　
　

（
前
欠
）
毒
蘂
筆
耕
ノ
賃
銀
の
手
代
ニ
致

い
た
し
そ
う
ろ
う
よ
う

候

様
ニ
と
、
弁
事
寮
の
者
共
へ
申
付
候
。
左
様
ニ
御
心
得
可な

さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

被
成
候
。

　
　

神
社
考
弁
疑
も
彼
是
申

も
う
し
そ
う
ろ
う
よ
し

候

由
、
是
ハ
為

ね
ん
の
た
め

念
ニ
候
へ
バ
、
初
ニ
毒
蘂
拾
遺
共
ニ
被な

さ

れ成
、
下
巻
之
末
、
別
段
ニ
為し

、
御お

載の
せ

可な
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

被
成
候
。
万
一
未

い
ま
だ

ニ
彼か

れ

是こ
れ

申
□
有

こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う
せ
つ

之
候
節
ハ
、
引ひ

き

除の

ケ
申

も
う
す
こ
と

事
も
致
候
□
ニ
御
心
得
可な

さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

被
成
候
。
為ね

ん
の
た
め
に

念

候
へ
バ
、
鵠
林

蔵
板
ニ
為
□
□
□
成
候
。
板
行
不の

こ
ら
ず残

仕
立
申
候
ニ
て
、
総そ

う
じ
て而

何い
か

程ほ
ど

に
て
出
来
申
（
候
）
事
ニ
候

そ
う
ろ
う
か哉

。
無し

つ
ね
ん
な
く

失
念
、
御
書
付

被や
ら
れ遣

可
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

給
候
。
為ね

ん
の
た
め

念
ニ
候
へ
バ
、
我
等
申

も
う
し
や
り
そ
う
ろ
う
お
も
む
き

遣

候

趣
、
新
左
衞
門
殿
へ
も
、
一
往
（
も
）
二
往
も
内
談

頼
た
の
み
い
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

入

申

候
。

　
　

能
キ
施せ

主し
ゆ

有こ
れ
あ
り之

、
板
行
出
来
申
義
ニ
□
□
□
、
申も

う
し
ふ触

ら
し
候
所
、
只
今
（
ニ
）
到
リ
、
間ま

違
ち
が
い

出
来
申
候
（
と
）
相あ

い

聞き
こ

へ

候
そ
う
ら
い
て而

ハ
、
殊こ

と

之の

外ほ
か

外が
い

聞ぶ
ん

悪あ

敷し
く

候
へ
ば
、
此

こ
の
お
も
む
き
よ
く
よ
く
か
ん
が
え
ら
れ

趣

能
々

被
考
□
□
御お

も
う
し
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

申
可
給

候
。
文
字
は
少
々
間
違
申

も
う
し
そ
う
ろ
う
よ
う
の
こ
と

候

様
事
、
禅
祿

（
録
）
ニ
お
い
て
は
毛
頭
搆
ひ
不

も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う

申
候
。
判
ケ
能よ

く
よ
く
お
も
う
し
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

々
御
申
可
給

候
。
近
々
深
入
老
へ
も
、
書
状
遣

や
り
も
う
す
べ
く

可
申
候
へ
バ
、
期

こ
う
い
ん
を
き
し

後
音
、

不た
ご
う
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
そ
う
ろ
う

能

多

毫

候
。
穴あ

な
か
し
こ

賢
。

　
　

六
月
廿
五
日
。
白
隠
花
押
。
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禅
恕
首
座
蒲
右
。

　

「
毒
蘂
筆
耕
ノ
賃
銀
」
、
こ
れ
は
刻
版
の
原
稿
と
な
る
版
下
を
職
人
に
清
書
さ
せ
る
た
め
の
費
用
で
あ
る
。
そ
れ
を
松
蔭
寺
か

ら
京
都
に
送
ら
せ
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

前
の
手
紙
か
ら
は
二
カ
月
ば
か
り
た
っ
た
た
め
か
、
白
隠
の
怒
り
は
少
し
ば
か
り
沈
静
化
し
た
よ
う
で
も
あ
る
。

　

「
神
社
考
弁
疑
も
彼
是
申

も
う
し
そ
う
ろ
う
よ
し

候

由
、
是
ハ
為

ね
ん
の
た
め

念
ニ
候
へ
バ
、
初
ニ
毒
蘂
拾
遺
共
ニ
被な

さ

れ成
、
下
巻
之
末
、
別
段
ニ
為し

、
御お

載の
せ

可な
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

被
成
候
。
万
一
未

い
ま
だ

ニ
彼か

れ

是こ
れ

申
□
有

こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う
せ
つ

之
候
節
ハ
、
引ひ

き
　
の除

ケ
申

も
う
す
こ
と

事
も
致
候
□
ニ
御
心
得
可

な
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

成

候
」
。
「
神
社
考
弁
疑
」
を
ど
の
よ

う
に
扱
う
べ
き
か
、
い
く
つ
か
の
方
策
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
『
荊
叢
毒
蘂
』
の
本
編
で
は
な
く
、
『
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
』
の
載
せ

て
は
ど
う
か
、
と
言
っ
て
い
る
。
「
為
念
」
と
い
う
言
葉
が
二
箇
所
に
で
る
が
、
こ
れ
は
発
禁
を
意
識
し
た
も
の
か
、
あ
る
い

は
一
種
の
自
主
規
制
と
い
う
か
、
予
防
策
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
巻
末
に
別
段
に
し
て
掲
載
し
て
お
け
ば
、
万
一
、
禁

書
に
な
り
か
か
っ
た
時
は
、
そ
の
部
分
を
の
け
て
し
ま
え
ば
よ
い
、
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

　

「
為

ね
ん
の
た
め
に

念
候
へ
バ
、
鵠
林
蔵
板
ニ
為
□
□
□
成
候
」
。
あ
る
い
は
松
蔭
寺
蔵
板
と
し
て
私
家
版
に
し
て
も
よ
い
」
な
ど
と
、
都
合

が
悪
く
な
っ
た
場
合
の
対
策
も
指
導
し
て
い
る
。

　

「
板
行
不
残
仕
立
申
候
ニ
て
総
而
何
程
に
て
出
来
申
事
ニ
候
哉
」
。
こ
の
こ
ろ
は
、
刊
行
の
た
め
の
資
金
が
ま
だ
確
定
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
費
用
に
な
る
か
、
見
積
り
を
出
せ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

「
為
念
ニ
候
へ
ハ
、
我
等
申
遣
候
趣
、
新
左
衞
門
殿
へ
も
、
一
往
（
も
）
二
往
も
内
談
頼
入
申
候
」
。
新
左
衞
門
は
木
田
種
重

の
こ
と
で
あ
る
。
資
助
は
申
し
出
た
も
の
の
、
木
田
か
ら
は
ま
だ
資
金
援
助
が
な
い
の
で
、
よ
く
よ
く
内
談
し
て
お
願
い
し
な

さ
い
、
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

白隠の漢文語録『荊叢毒蘂』刊行の経緯
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「
能
キ
施
主
有
之
、
板
行
出
来
申
義
ニ
□
□
□
、
申
触
ら
し
候
所
、
只
今
（
ニ
）
到
リ
、
間
違
出
来
申
候
（
と
）
相
聞
へ
候
而

ハ
、
殊
之
外
外
聞
悪
敷
候
へ
ば
、
此
趣
能
々
被
考
□
□
御
申
可
給
候
。
」
。
い
い
施
主
が
あ
っ
て
語
録
の
刊
行
が
で
き
る
と
、
あ

ち
こ
ち
で
言
い
触
ら
し
て
来
た
の
に
、
今
と
な
っ
て
沙
汰
や
み
に
で
も
な
っ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
外
聞
の
悪
い
こ
と
は
な
い
。
そ

こ
の
と
こ
ろ
を
よ
く
考
え
て
、
慎
重
に
対
処
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
能
キ
施
主
」
と
い
う
の
は
、
当
然
、
木
田
種
重
の

こ
と
で
あ
る
。
三
月
三
日
付
け
の
書
翰
で
、
提
州
は
蛻
巌
の
提
案
を
伝
え
て
来
た
の
だ
が
、
木
田
種
重
も
語
録
の
内
容
に
関
し

て
危
惧
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
出
資
に
も
慎
重
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。

　

「
文
字
は
少
々
間
違
申
候
様
事
、
禅
祿
（
録
）
ニ
お
い
て
は
毛
頭
搆
ひ
不
申
候
」
。
「
文
字
の
間
違
い
」
は
、
蛻
巌
か
ら
指
摘

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
白
隠
語
録
に
は
和
習
の
表
現
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
世
の
語
録
で
は
ま
ま
見
ら
れ
る

傾
向
で
、
文
意
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
蛻
巌
は
漢
学
者
で
あ
り
、
原
稿
に
目
を
通
し
た
以
上
は
、
学
者
と

し
て
気
付
い
た
と
こ
ろ
を
親
切
に
指
摘
し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
白
隠
は
「
禅
録
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
大
し
た
問
題
で
は
な

い
、
か
ま
わ
ぬ
。
よ
く
言
っ
て
お
き
な
さ
い
」
と
つ
っ
ぱ
ね
て
い
る
。

　

【
書
翰
三
】
宝
暦
七
年
六
月
末
か
七
月
初
め
。
提
州
宛
て
。
禅
恕
首
座
に
與
ふ
。
信
州
飯
田
か
ら
発
信
。
花
園
大
学
図
書
館
蔵
。

　
　

五
月
廿
九
日
の
貴
書
披
閲
、
先

ま
ず
も
つ
て
つ
つ
が
な
く

以
無
恙
在
京
の
旨
、
珍

ち
ん
ち
よ
う
こ
の
お
ん
こ
と

重
此
御
事
ニ
候
。

　
　

老
夫
随
分
達
者
に
て
、
甲
州
よ
り
当
寺
迄
七
ケ
所
の
法
会
、
所
々
首し

ゆ
び
よ
く
あ
い
つ
と
め

尾
能
相
勤
、
当
寺
仏
祖
三
経
も
、
今
日
迄
ニ

遺

教

経

仕し
ま
い
も
う
し
そ
う
ろ
う

舞

申

候
。
是
よ
り
七
月
四
日
発
足
、
木
曽
福
嶋
興
禅
寺
と
申
に
お
い
て
、
盆
過
よ
り
法
華
開
筵
の
筈
ニ

候
。
…
…
（
中
略
）
次
ニ
可

も
う
し
の
ぶ
べ
き

申
述
は
、
妖
苑
毒
蘂
板
行
の
事
、
最
早
此
節
は
大
半
出で

来き

寄よ
り

可も
う
す
べ
し

申
と
朝
夕
楽
ミ
（
ニ
）
存

ぞ
ん
じ

、

心
こ
こ
ろ
ま
ち
に
ま
か
り
あ
り
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

待

罷
在

候

所
、
蛻
岩
彼

か
れ
こ
れ
も
う
し
そ
う
ろ
う
ゆ
え

是
申

候
故
、
鉄
屋
殿
も
辞
退
心
ニ
相あ

い

見み

へ
、
是
に
依よ

つ
て
い
ま
も
つ
て

而
今
以
板
行
ニ
取
懸
り
不な

さ

れ

ざ

る

被
成
由
、
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存ぞ
ん
じ
の
ほ
か

之
外
成
る
便
宜
、
寔

ま
こ
と
に
も
つ
て
お
ど
ろ
き
い
り

以

驚

入
、
力
を
落
シ
申
候
。
近
頃
是
非
も
な
き
仕し

合
あ
わ
せ

、
全
ク
是こ

れ

老
僧
不
徳
の
所

い
た
す
と
こ
ろ

致
、

必
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず

々

苦
労
ニ
被ぞ

ん
ぜ
ら
れ
ま
じ
く

存
間
敷
候
。
先

ま
ず
は

当
分
其
分
に
て
御
指さ

し
お
き
な
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

置

可
成

候
。
其
内
、
諸
国
旧
参
の
諸
和
尚
并

な
ら
び

ニ
庵あ

ん

居ご

の
面
々
、
其そ

の

外ほ
か

当

寺
往
来
の
老
居
士
等
へ
相
□
□
候

そ
う
ら
えば

、
造
作
も
な
く
出で

来き
よ
り
も
う
す
こ
と

寄
申
事
も
可

こ
れ
あ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

有
之
候
。
老
僧
も
少
々
の
金
子
出
し
可

も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

申
候
。
毒

蘂
全
體
板
行
致

い
た
し
そ
う
ろ
う

候
ニ
は
何い

か

程ほ
ど

に
て
出
来
寄
り
可

も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う
か

申

候
哉
。
能よ

く
よ
く々

吟
味
被な

さ

れ成
、
御お

き
き
あ
わ
せ

聞
合
、
御
書
付
ケ
被や

ら
れ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

遣
可
給
候
。
且
又
、

貴
兄
在
京
の
間
、
乍た

い
ぎ
な
が
ら

大
義
、
能
き
筆
耕
御お

た
の
み
そ
う
ら
い
て

頼
候
而
、
板
下
斗

ば
か
り

は
、
先ま

ず
は
お
か
か
せ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

為
御
書
可
給
候
。

　
　

録
中
文
章
の
顛
倒
、
字
晝
の
烏う

焉え
ん

等
間ま

ま々

多
ク
候

そ
う
ろ
う
よ
し

由
、
蛻
岩
被

も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

申
候
由
、
夫
は
毫ご

う

釐り

も
不

く
る
し
か
ら
ざ
る
こ
と

苦

事
ニ
候
。
円え

ん

解げ

も
正し

よ
う
ち智

見け
ん

も
無こ

れ
な
く之

、
只
文
字
の
糟そ

う

粕は
く

を
の
ミ
賞
玩

致
い
た
し
そ
う
ろ
う

候

無
智
昏
愚
の
族

や
か
ら

、
幾
千
万
人
兎
や
角
申

も
う
し
そ
う
ろ
う

候
と
て
、
夫そ

れ

は
少
も
心
頭
ニ
掛か

在ざ
い

被い
た
さ
れ致

間ま

敷じ
く

候
。
千
載
の
下
、
正
法
海
中
、
間
出
明
眼
の
宗
匠
、
荊
棘
透
過
の
奇き

衲の
つ

子す

在
て
、
左
を
袒
ひ
て
被

し
よ
う
た
ん
さ
る
る
て
い

賞
嘆
底
の

知
音
も
有こ

れ

之あ
る

間ま

敷じ
き

事こ
と

に
も
無

こ
れ
な
く
そ
う
ろ
う

之
候
。

　
　

此
等
の
趣
、
新
左
衞
門
殿
へ
も
能よ

く

々よ
く

御
物
語
被な

さ
れ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

成
可
給
候
。
夫
に
而
も
得
心
無こ

れ
な
く之

候
ば
、
是
非
な
き
事
共
に
候
。
其
□
□

□
被
成
、
板
下
斗

ば
か
り

は
、
乍せ

わ

な

が

ら

世
話
、
為か

か
せ
お
き
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

書
置
可
給
候
。
板
下
斗

ば
か
り

、
入

ね
ん
を
い
れ
て
か
か
せ
も
う
し
そ
う
ろ
う

念

為
書

申
候
ニ
ハ
、
当
分
金
子
如
何
程
入

い
り
も
う
す
こ
と

申
事
ニ

候
そ
う
ろ
う
か哉

、
可

お
お
せ
こ
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

被
仰
越
候
。
早
々
金
子
為

さ
し
あ
げ
さ
せ
も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

指
上
可
申

候
、
急
々
御
聞
合
せ
一
左
右
待
入
申
候
。

　
　

此
状
届

と
ど
き

次
第
、
返
事
被や

ら
れ
そ
う
ら
い
て

遣
候
而
も
、
盆
前
後
ニ
成

な
り
も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

可
申

候
。
其
節
ニ
ハ
木
曽
福
嶋
興
禅
寺
へ
引
越
し
可

も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

申

候
。
重か

さ
ね
て而

□

書
状
は
、
木
曽
福
嶋
興
禅
寺
当
所
に
て
可や

ら
る
べ
く
そ
う
ろ
う

被
遣
候
。
木
曽
福
嶋
（
ハ
）
江
戸
往
来
之
開
（
街
）
道
に
て
候
へ
ば
、
月
に
は

幾
度
も
京
三
度
往
来
可こ

れ
あ
る
べ
し

有
之
と
存

ぞ
ん
じ
そ
う
ら

候
へ
共
、
万
一
使
無こ

れ
な
く之

ば
、
只
今
迄
の
通
、
飯
田
大
雄
寺
迄
可
被
遣
候
。
此
度
、
源
兵

衞
殿
よ
り
被や

ら
れ
そ
う
ろ
う

遣
候
夜
船
閑
話
五
十
五
部
不

の
こ
ら
ず
う
り
は
ら
い

残
売
払
、
代
銀
一
銭
一
銭
も
粉
失
無こ

れ
な
き
よ
う

之
様
ニ
致
し
、
（
下
欠
）
。

　

「
妖
苑
毒
蘂
板
行
の
事
、
最
早
此
節
は
大
半
出で

来き
よ

寄せ
も
う
す
べ
し

可
申
と
朝
夕
楽
ミ
（
ニ
）
存

ぞ
ん
じ

、
心

こ
こ
ろ
ま
ち
に
ま
か
り
あ
り
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

待

罷

在

候

所
、
蛻
岩
彼か

れ

是こ
れ
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申
も
う
し
そ
う
ろ
う
ゆ
え

候

故
、
鉄
屋
殿
も
辞
退
心
ニ
相あ

い

見み

へ
、
是
に
依よ

つ
て
い
ま
も
つ
て

而
今
以
板
行
ニ
取
懸
り
不な

ら

れ

ざ

る

被
成
由
。
存ぞ

ん
じ
の
ほ
か

之
外
成
る
便
宜
、
寔

ま
こ
と
に
も
つ
て
お
ど
ろ
き
い
り

以

驚

入
、

力
を
落
シ
申
候
。
近
頃
是
非
も
な
き
仕し

あ
わ
せ合

、
全
ク
是こ

れ

老
僧
不
徳
の
所

い
た
す
と
こ
ろ

致
、

必
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず

々

苦
労
ニ
被

ぞ
ん
ぜ
ら
れ

存
間ま

敷じ
く

候
」
。

　

も
う
と
っ
く
に
語
録
は
刊
行
さ
れ
て
い
て
い
い
は
ず
で
、
毎
日
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
の
に
、
蛻
巌
が
余
計
な
こ
と
を
言
い

出
す
か
ら
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
鉄
屋
殿
も
辞
退
心
ニ
相
見
ヘ
」
と
い
う
の
は
、
刊
行
費

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
木
田
種
重
が
、
蛻
巌
が
い
ろ
い
ろ
言
い
出
す
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
辞
退
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
木
田
は
梁
田
蛻
巌
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
万
一
禁

書
に
で
も
な
っ
た
ら
厄
介
な
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
も
人
情
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
全
く
老
僧
不
徳
の
所
致
」
と
、
一
た

ん
反
省
の
色
は
見
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
お
さ
ま
る
白
隠
で
は
な
い
。

　

「
先

ま
ず
は

当
分
其
分
に
て
御
指
置
可な

さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

被
成
候
。
其
内
、
諸
国
旧
参
の
諸
和
尚
并

な
ら
び

ニ
庵あ

ん

居ご

の
面
々
、
其そ

の

外ほ
か

当
寺
往
来
の
老
居
士
等
へ

相
□
□
候

そ
う
ら
えば

、
造
作
も
な
く
出で

来き
よ
り
も
う
す
こ
と

寄
申
事
も
可

こ
れ
あ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

有
之
候
」
。

　

も
し
鉄
屋
が
刊
行
費
を
出
さ
ぬ
な
ら
仕
方
が
な
い
。
そ
の
う
ち
有
縁
の
僧
俗
に
頼
め
ば
集
ま
る
し
、
私
と
関
係
の
あ
る
有
力

な
老
居
士
た
ち
に
相
談
す
れ
ば
、
簡
単
に
工
面
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

「
老
僧
も
少
々
の
金
子
出
し
可

も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

申

候
。
毒
蘂
全
體
板
行
致
候
ニ
は
何
程
に
て
出
来
寄
り
可

も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う
か

申

候
哉
。
能よ

く

々よ
く

吟
味
被な

さ

れ成
、

御お
き
き
あ
わ
せ

聞
合
、
御
書
付
ケ
被や

ら
れ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

遣
可
給
候
」
。

　

自
分
も
少
し
は
出
す
つ
も
り
だ
。
刊
行
の
た
め
の
経
費
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
、
よ
く
よ
く
調
査
し
て
、
見
積
り
を

送
っ
て
来
る
よ
う
に
頼
み
ま
す
、
と
。

　

「
且
又
、
貴
兄
在
京
の
間
、
乍た

い
ぎ
な
が
ら

大
義
、
能
き
筆
耕
御お

た
の
み
そ
う
ら
い
て

頼

候
而
、
板
下
斗

ば
か
り

は
、
先ま

ず
は
お
か
か
せ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

為
御
書
可
給
候
」
。

　

費
用
の
こ
と
は
そ
れ
で
よ
い
と
し
て
、
貴
兄
が
京
都
に
い
る
間
に
、
先
に
版
下
の
清
書
だ
け
で
も
進
行
す
る
よ
う
手
配
し
て
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下
さ
れ
、
と
。
「
筆
耕
」
と
い
う
の
は
、
刻
本
の
版
下
原
稿
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宝
暦
七
年
六
月
末
の
段
階
で
は
、
ま

だ
版
下
の
清
書
が
始
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

「
録
中
文
章
の
顛
倒
、
字
晝
の
烏う

焉え
ん

等
間ま

ま々

多
ク
候

そ
う
ろ
う
よ
し

由
、
蛻
岩
被

も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

申
候
由
、
夫
は
毫ご

う

釐り

も
不

く
る
し
か
ら
ざ
る
こ
と

苦

事
ニ
候
。
円え

ん

解げ

も
正し

よ
う
ち
け
ん

智
見

も
無こ

れ
な
く之

、
只
文
字
の
糟そ

う

粕は
く

を
の
ミ
賞
玩
致

い
た
し
そ
う
ろ
う

候

無
智
昏
愚
の
族

や
か
ら

、
幾
千
万
人
兎
や
角
申

も
う
し
そ
う
ろ
う

候
と
て
、
夫そ

れ

は
少
も
心
頭
ニ
掛か

在ざ
い

被い
た
さ
れ致

間ま

敷じ
く

候
。
千
載
の
下
、
正
法
海
中
、
間
出
明
眼
の
宗
匠
、
荊
棘
透
過
の
奇き

衲の
つ

子す

在
て
、
左
を
袒
ひ
て
被

し
よ
う
た
ん
さ
る
る
て
い

賞
嘆
底
の
知
音
も

有こ
れ
あ
る之

間ま

敷じ
き

事こ
と

に
も
無

こ
れ
な
く
そ
う
ろ
う

之
候
」
。

　

白
隠
は
ふ
た
た
び
、
蛻
巌
に
む
か
っ
て
憤
懣
を
ぶ
ち
ま
け
る
。
ま
っ
た
く
仏
教
を
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
文
字
言
句
と
い

う
カ
ス
を
な
ぶ
る
の
が
商
売
の
学
者
風
情
に
何
が
分
か
る
も
の
か
。
そ
ん
な
無
知
昏
愚
な
連
中
が
幾
千
万
人
、
と
や
か
く
言
っ

て
も
か
ま
わ
ぬ
。
そ
う
い
う
連
中
を
相
手
に
し
て
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
将
来
、
必
ず
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
は
ず

だ
。
そ
う
思
っ
て
、
蛻
巌
の
言
う
こ
と
な
ど
気
に
す
る
な
、
と
。

　

そ
も
そ
も
蛻
巌
の
助
言
は
親
切
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
に
、
随
分
と
ま
た
白
隠
の
逆
鱗
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蛻
巌
全

集
で
は
、
仏
教
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
前
に
も
見
た
よ
う
に
、
蛻
巌
は
若
い
こ
ろ
に
禅
に
参
じ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
大
部
の
『
宗
鏡
録
』
も
通
読
し
、
『
大
慧
書
』
の
こ
と
に
も
再
々
触
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
禅
に
理
解
を
示
し

た
儒
者
で
あ
り
、
自
ら
「
蛻
巌
居
士
」
と
書
く
こ
と
も
あ
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
こ
ん
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
、
や
は
り
白
隠
の
激
し
い
性
格
に
一
因
を
も
と
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

「
此
等
の
趣
、
新
左
衞
門
殿
へ
も
能よ

く

々よ
く

御
物
語
被な

さ
れ
た
ぶ
べ
く
そ
う
ろ
う

成
可
給
候
。
夫
に
而
も
得
心
無こ

れ
な
く之

候
ば
、
是
非
な
き
事
共
に
候
」
。

　

鉄
屋
に
も
、
こ
の
よ
う
な
次
第
を
よ
く
よ
く
話
し
な
さ
い
。
そ
れ
で
も
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
資
助
い
た
だ
け
な
い
な
ら
仕
方

が
あ
る
ま
い
、
と
。
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「
此
度
、
源
兵
衞
殿
よ
り
被や

ら
れ
そ
う
ろ
う

遣
候
夜
船
閑
話
五
十
五
部
不の

こ
ら
ず残

売
払
、
代
銀
一
銭
一
銭
も
粉
失
無こ

れ
な
き
よ
う

之
様
ニ
致
し
」
。

　

白
隠
は
資
金
の
拈
出
方
法
ま
で
、
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
隠
の
『
夜
船
閑
話
』
は
、
こ
の
年
、
宝
暦
七
年
に
刊
行
さ

れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
版
元
の
小
川
源
兵
衞
か
ら
五
十
五
部
寄
附
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
す
べ
て
売
り
払
っ
て
資
金
を
作
れ
、

そ
し
て
一
銭
も
失
う
こ
と
な
く
確
保
し
て
お
き
な
さ
い
と
の
指
示
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
白
隠
の
指
示
を
受
け
て
、
京
都
で
編
集
の
実
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
弟
子
の
提
州
が
蛻
巌
に
対
し
て
い
か
よ

う
に
対
応
し
た
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
白
隠
が
右
の
書
簡
を
提
州
に
出
し
た
直
後
、
宝
暦
七
年
七
月
十
七
日
の
酉
の
刻
、
蛻
巌

は
、
明
石
上
水
町
の
本
邸
で
八
十
六
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
信
州
で
の
白
隠
が
こ
ん
な
に
憤
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
露
知
ら
ず

に
逝
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蛻
巌
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
蛻
巌
の
序
も
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
白
隠
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
怒
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
林
羅
山
の
排
仏
論
に
反
駁
し
、
仏
教
の
正
当
性
を
主
張
し
よ

う
と
し
た
の
に
、
そ
れ
を
控
え
て
は
ど
う
か
と
進
言
さ
れ
た
の
に
腹
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
仏
教
に
と
っ
て
譲
れ
ぬ
、
死
活
の

問
題
を
提
起
し
た
一
文
ゆ
え
に
断
固
載
せ
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

「
神
社
考
弁
」
は
長
文
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
林
羅
山
先
生
こ
そ
は
文
雅
の
名
臣
、
儒
門
の

大
人
物
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
か
く
も
醜
陋
か
つ
強
暴
な
論
を
展
開
し
て
仏
教
を
排
斥
し
て
い
る
と
は
何
た
る
こ
と
か
。
こ
れ

ま
で
軽
率
に
も
羅
山
の
学
問
を
認
め
て
い
た
の
が
悔
や
ま
れ
る
。
儒
者
は
、
三
世
因
果
の
理
を
ま
っ
た
く
の
妄
談
だ
と
す
る
が
、

因
果
の
理
は
決
し
て
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
、
と
。
白
隠
は
和
漢
の
実
例
を
お
び
た
だ
し
く
あ
げ
て
、
羅
山
に
反
駁
し
仏

教
の
立
場
を
宣
揚
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
他
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
仏
教
界
内
部
に
向
か
っ
て
訴
え
る
。
法
門

が
盛
大
な
の
を
い
い
こ
と
に
、
金
持
ち
の
子
弟
が
放
蕩
す
る
よ
う
に
暮
ら
し
、
檀
信
の
財
施
を
費
や
し
て
い
て
よ
い
も
の
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
儒
門
か
ら
仇
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
だ
。
詩
文
に
耽
溺
し
て
い
て
は
な
ら
ぬ
、
無
事
禅
に
安
ん
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じ
て
い
て
は
な
ら
ぬ
、
今
こ
そ
、
真
正
の
導
師
に
出
合
い
、
一
句
、
真
正
の
話
頭
に
参
じ
て
、
真
風
を
挙
揚
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
時

で
あ
る
、
と
檄
を
と
ば
す
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
『
荊
叢
毒
蘂
』
刊
行
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
白
隠
の
思
い
に
反
し
て
、
刊
行
は
さ
ら
に
延
引
し

て
翌
年
に
ま
で
持
ち
越
し
た
の
で
あ
る
。

　

【
書
翰
四
】
宝
暦
八
年
四
月
二
十
二
日
、
提
州
宛
て
。
美
濃
瑠
璃
光
寺
か
ら
発
信
。
花
園
大
学
図
書
館
蔵
。

　
　

増ま
す
ま
す御

無
難
ニ
在
京
、
板
行
も
次
第
ニ
出で

来き
よ
り
も
う
し
そ
う
ろ
う
よ
し

寄
申

候

由
、
如い

何か
ば
か
り
よ
ろ
こ
び
い
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

斗

悦

入

申

候
。
此
方
、
法
会
も
存ぞ

ん
じ
の
ほ
か

之
外
、
万
端
首し

ゆ

尾び

能よ
く

、
病
僧
等
も
一
向
無こ

れ
な
く之

、
大
衆
も
三
百
四
五
十
ケ
程
有こ

れ
あ
り之

、
和
尚
方
も
二
十
人
余

あ
ま
り
こ
れ
あ
り

有
之
、
施せ

斎さ
い

も
毎
日
御ご

座ざ
そ
う
ら
い
て

候
而
、

近
来
希
有
の
勝
会
ニ
候
と
て
、
皆
も
悦
入
申
候
。
…
…
（
中
略
）
何
と
ぞ
妖
苑
毒
蘂
、
初
秋
の
中
出で

来き
よ
り
も
う
し
そ
う
ら
え

寄
申

候
ば
、
彼か

の

録ろ
く

提
唱
の
た
め
と
申

も
う
し
た
て

立
、
上
京
致

い
た
し
そ
う
ろ
う
よ
う

候

様
ニ

仕
つ
か
ま
つ
り
た
き
む
ね

度
旨
、
皆
々
被

も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う

申
候
。
勿
論
、
逸
堂
和
尚
内
々
ニ
而
、
岐
阜
屋
へ
も
密
談

被い
た
さ
れ
そ
う
ら

致
候
へ
バ
、
彼か

の
ひ
と仁

も
殊
の
外
得と

く

心し
ん

に
て
、
帰
京
次
第
、
京
都
大
坂
の
同
志
の
人
々
共
内
談
致
し
、
成
就

仕

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
よ
う

候

様
ニ

相
あ
い
は
た
ら
き
も
う
す
べ
き
む
ね
も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

働

可
申

旨
被
申

候
由
、
此
旨
逸
堂
和
尚
物
語
被

い
た
さ
れ
そ
う
ろ
う

致
候
。
何
と
ぞ
左
様
ニ
相
調
ひ
候
へ
か
し
と
、
老
夫
も
悦

よ
ろ
こ
び
い
り
そ
う
ろ
う

入

候
。

左さ
そ
う
ら候

へ
バ
、
彼か

の
ろ
く録

世
間
へ
廣
ク
被

お
こ
な
わ
れ
そ
う
ろ
う
よ
う

行

候
様
ノ
た
め
に
も
罷

ま
か
り
な
り
も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

成

可
申

候
。

尤
も
つ
と
も去

々
年
、
原
へ
被た

ち

よ

ら

れ

立
寄

候
そ
う
ろ
う
き
ざ
み

刻
、
鉄

屋
殿
も
深
入
老
も
其
主
意
ニ
而
、
木
曽
迄
四
五
人
伴づ

レ
ニ
而
、
迎
ニ
可

ま
い
る
べ
き
よ
し

参
由
、
被

も
う
さ
れ
そ
う
ら

申
候
へ
共
、
不

ぞ
ん
じ
も
よ
ら
ぬ
ま
ち
が
い
ご
と
こ
れ
あ
り

存
寄
間
違
事
有
之
、

無そ
の
ぎ
な
く
そ
う
ろ
う

其
義
候
。
…
…
（
以
下
略
）

　
　

四
月
廿
二
日
。
白
隠
。

　
　

禅
恕
首
座
蒲
右
。
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こ
の
書
翰
に
は
年
次
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
宝
暦
八
年
の
も
の
と
分
か
る
。
「
此
方
、
法
会
も
存ぞ

ん
じ
の之

外ほ
か

、
万
端
首し

ゆ

尾び

能よ
く

」
云
々
は
、
美
濃
瑠
璃
光
寺
で
行
わ
れ
た
碧
巖
録
の
こ
と
で
あ
る
。

　

「
何
と
ぞ
妖
苑
毒
蘂
、
初
秋
の
中
出で

来き
よ
り
も
う
し
そ
う
ら
え

寄
申

候
ば
、
彼か

の

録
提
唱
の
た
め
と
申

も
う
し
た
て

立
、
上
京
致
候
様
ニ

仕
つ
か
ま
つ
り
た
き
む
ね

度
旨
、
皆
々
被

も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う

申
候
」
。

こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
『
妖
苑
毒
蘂
』
と
い
う
題
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
初
秋
（
七
月
）
に
は
刊
行
さ
れ
る
見
通
し
で
、

上
梓
さ
れ
た
ら
、
こ
の
自
分
の
語
録
を
京
都
で
提
唱
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

「
逸
堂
和
尚
内
々
ニ
而
、
岐
阜
屋
へ
も
密
談
被

い
た
さ
れ
そ
う
ら

致
候
へ
バ
、
彼か

の
ひ
と仁

も
殊
の
外
得
心
に
て
、
帰
京
次
第
、
京
都
大
坂
の
同
志
の

人
々
共
内
談
致
し
、
成
就

仕
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
よ
う
あ
い
は
た
ら
き
も
う
す
べ
き
む
ね
も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

候

様
ニ
相
働

可
申

旨
被
申

候
由
、
此
旨
逸
堂
和
尚
物
語
被

い
た
さ
れ
そ
う
ろ
う

致
候
。
何
と
ぞ
左
様
ニ
相
調

ひ
候
へ
か
し
と
、
老
夫
も
悦
入
候
」
。

　

前
年
に
発
生
し
た
問
題
に
よ
っ
て
、
鉄
屋
木
田
種
重
か
ら
の
資
金
援
助
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
岐
阜
屋
と
い
う

の
は
、
京
都
の
豪
商
世
継
氏
の
こ
と
で
あ
る
。
岐
阜
屋
世
継
氏
は
、
美
濃
で
行
な
わ
れ
て
い
た
白
隠
の
法
筵
に
母
の
利
貞
尼
と

と
も
に
参
列
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
逸
堂
和
尚
は
、
白
隠
語
録
刊
行
の
資
金
問
題
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
岐

阜
屋
は
、
京
都
に
帰
り
次
第
、
京
都
や
大
坂
の
仲
間
と
相
談
し
て
、
刊
行
資
金
を
何
と
か
し
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。

　

「
尤

も
つ
と
も去

々
年
原
へ
被た

ち
よ
ら
れ
そ
う
ろ
う
き
ざ
み

立
寄
候

刻
、
鉄
屋
殿
も
深
入
老
も
其
主
意
ニ
而
、
木
曽
迄
四
五
人
伴づ

レ
ニ
而
、
迎
ニ
可

ま
い
る
べ
き
よ
し

参
由
、
被

も
う
さ
れ
そ
う
ら

申
候

へ
共
、
不ぞ

ん
じ
も
よ
ら
ぬ
ま
ち
が
い
ご
と
こ
れ
あ
り

存
寄
間
違
事
有
之
、
無そ

の
ぎ
な
く
そ
う
ろ
う

其
義
候
」
。

去
々
年
、
つ
ま
り
宝
暦
六
年
に
、
鉄
屋
木
田
種
重
が
松
蔭
寺
に
来
た
と
き
は
、
白
隠
の
語
録
を
刊
行
し
よ
う
と
資
助
ま
で
申
し

出
て
く
れ
た
し
、
翌
年
の
木
曽
で
の
法
会
の
と
き
に
は
、
四
五
人
づ
れ
で
迎
え
に
ま
で
来
る
と
言
っ
て
お
っ
た
の
に
、
思
い
が

け
な
い
事
態
が
起
こ
っ
て
、
い
ず
れ
も
実
現
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
。
白
隠
和
尚
は
い
さ
さ
か
愚
癡
が
ま
し
い
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で
も
な
い
。

　

【
書
翰
五
】
宝
暦
八
年
六
月
二
十
二
日
、
提
州
宛
て
。
美
濃
か
ら
発
信
。
自
性
寺
蔵
。

　
　

十
六
日
出
し
の
書
状
、
定

さ
だ
め
て
あ
い
と
ど
き
も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

而
相
届

可
申

候
。
其
節
の
残
稿
四
枚
、
此
度
の
便
ニ
遣

や
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

申

候
。
近
頃
乍ご

く
ろ
う
な
が
ら

御
苦
労
、
早
速

出
し
ゆ
つ
た
い
い
た
す
よ
う

来
致
様
ニ

頼
た
の
み
い
り
ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う

入

存

候
。

　
　

毒
蘂
板
行
、
今

い
ま
も
つ
て
ら
ち
あ
き
も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う
こ
と

以
埒
明
不
申

候

事
、
無

こ
こ
ろ
も
と
な
く
ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う

意
元

存

候
。
拾
遺
一
巻
分
、
金
子
不
足
の
由
、
庵
原
権
左
衞
門
、
平
四
郎

方
ヘ
申

も
う
し
や
り
そ
う
ら

遣
候
へ
ば
、
拾
遺
の
分
な
ら
ば
、
平
四
郎
ニ
申

も
う
す

ニ
ハ
不お

よ
ば
ず及

、
権
左
衞
門
一
人
ニ
而
埒

ら
ち
あ
き
も
う
す
べ
き
む
ね

明
可
申
旨
、
侍
者
の
方
迄

申
も
う
し
き
た
り
そ
う
ら
え

来

候

共ど
も

、
金
子
の
員
数
、
相
知
レ
不

も
う
し
そ
う
ら
わ
ざ
る
ゆ
え

申

候
故
、
指さ

し

上の
ぼ

せ
不

も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う

申
候
。
書
物
出
来
次
第
、
早
速
指さ

し

上の
ぼ

セ
可

も
う
す
べ
く
そ
う
ろ
う

申

候
。
少

も
気き

が
か
り懸

有こ
れ
あ
る之

間ま
じ
く
そ
う
ろ
う

敷
候
。
毒
蘂
如い

何か

様よ
う

の
筋
に
て
、
于い

ま

に今
出で

来き
か
ね
も
う
し
そ
う
ろ
う
か

兼
申

候
哉
。
万
一
子し

細さ
い

有こ
れ
あ
り之

、
決け

つ
し
て而

出で

来き
か
ね
も
う
し
そ
う
ろ
う

兼
申

候
ニ
而

（
は
）
、
老
僧
不
徳
の
所

い
た
す
と
こ
ろ

致
、
無ぜ

ひ
も
な
き
こ
と

是
非
事
ニ
候
へ
共
、
下
書
一
枚
も
紛
失
無こ

れ

之な
き

様よ
う

ニ
、
御
取
迫
（
返
）
し
頼

た
の
み
い
り
そ
う
ろ
う

入

候
。
又
重

あ
ら
た
め
て

而

取
懸
り
申
事
も
可こ

れ
あ
る
べ
く

有
之
候
バ
、
只
大
切
ハ
下
書
に
て
候
。
兔
に
も
角
に
も
相
談
の
た
め
ニ
候
へ
バ
、
委
細
ニ
返
書
待
入
申

候
。
不
布
。

　
　

六
月
廿
二
日　

白
隠

　
　

禅
恕
首
座
蒲
右

　
　

尚
々
、
拾
遺
金
子
の
事
、
御お

気き
づ
か
い
あ
る
ま
じ
く
そ
う
ろ
う

遣
有
間
敷
候
。

　

「
毒
蘂
板
行
、
今

い
ま
も
つ
て
ら
ち
あ
き
も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う
こ
と

以
埒
明
不
申

候

事
、
無

こ
こ
ろ
も
と
な
く
ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う

意
元

存

候
」
。
今
に
な
っ
て
も
ま
だ
『
荊
叢
毒
蘂
』
の
刊
行
に
と
り
か
か
れ
な

い
と
は
、
ま
こ
と
に
心
配
で
あ
る
。
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「
拾
遺
一
巻
分
、
金
子
不
足
の
由
、
庵
原
権
左
衞
門
、
平
四
郎
方
ヘ
申
遣
候
へ
ば
、
拾
遺
の
分
な
ら
ば
、
平
四
郎
ニ
申
ニ
ハ

不お
よ
ば
ず及

、
権
左
衞
門
一
人
ニ
而
埒

ら
ち
あ
き
も
う
す
べ
き
む
ね

明
可
申
旨
、
侍
者
の
方
迄

申
も
う
し
き
た
り
そ
う
ら
え
ど
も

来

候

共
、
金
子
の
員
数
、
相
知
レ
不

も
う
し
そ
う
ら
わ
ざ
る
ゆ
え

申

候
故
、
指
上
せ

不も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う

申
候
」
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
編
の
『
荊
叢
毒
蘂
』
九
冊
の
刊
行
の
め
ど
が
た
た
な
い
の
に
、
『
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
』
一
冊
の
刊
行
の
ほ

う
が
先
行
し
て
い
た
模
樣
で
あ
る
。
拾
遺
一
巻
の
刊
行
費
用
に
つ
い
て
、
庵
原
の
柴
田
権
左
衞
門
と
山
梨
平
四
郎
に
援
助
し
て

も
ら
お
う
と
、
柴
田
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
柴
田
は
、
拾
遺
一
冊
分
だ
け
な
ら
ば
山
梨
平
四
郎
と
二
人
で
出
す
に
は
及
ば
な
い
、

私
ひ
と
り
で
引
き
受
け
る
と
、
松
蔭
寺
の
侍
者
寮
に
言
っ
て
来
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

「
毒
蘂
如い

何か

様よ
う

の
筋
に
て
、
于い

ま

に今
出で

来き
か
ね
も
う
し
そ
う
ろ
う
か

兼
申

候
哉
。
万
一
子し

細さ
い
こ
れ
あ
り

有
之
、
決け

つ
し
て而

出で

来き
か
ね
も
う
し
そ
う
ろ
う

兼
申

候
ニ
而
（
は
）
、
老
僧
不
徳
の
所

い
た
す
と
こ
ろ

致
、

無ぜ
ひ
も
な
き
こ
と

是
非
事
ニ
候
へ
共
」
。

い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
『
荊
叢
毒
蘂
』
の
刊
行
は
進
捗
し
な
い
の
か
。
も
し
、
刊
行
が
で
き
な
い
と
な
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
私
の
不
徳
の
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
致
し
方
あ
る
ま
い
。

　

「
下
書
一
枚
も
紛
失
無む

之こ
れ

様よ
う

ニ
、
御
取
迫
（
返
）
し
頼

た
の
み
い
り
そ
う
ろ
う

入

候
。
又
重

あ
ら
た
め
て

而
取
懸
り
申
事
も
可こ

れ
あ
る
べ
く

有
之
候
バ
、
只
大
切
ハ
下
書
に
て

候
」
。

け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
ま
た
刊
行
を
期
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
清
書
し
た
版
下
だ
け
は
、
一
枚
も
紛
失
し
な
い
よ
う
に
取
り
戻

し
て
お
き
な
さ
い
、
と
。

　

【
書
翰
六
】
宝
暦
八
年
七
月
十
三
日
、
提
州
宛
て
。
美
濃
瑠
璃
光
寺
か
ら
発
信
。
自
性
寺
蔵
。

　
　

六
月
廿
一
日
の
貴
書
、
当
月
上
旬
の
中
相

あ
い
と
ど
き

届
、
貴
兄
無
難
ニ
在
京
の
旨し

よ
う
ち
せ
し
め

令
承
知
、
珍

ち
ん
ち
よ
う
こ
れ
に
す
ぎ
ず
そ
う
ろ
う

重
不
過
之

候
。
老
夫
無
事
ニ
而
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所
々
の
法
会
、
首
尾
事
相

あ
い
つ
と
む
る
は
ず

勤
筈
、
明あ

け

次
第
、
又
々
美
（
濃
）
筋
へ
罷

ま
か
り
い
で
そ
う
ろ
う

出

候
筈
ニ
候
。

　
　

就そ
れ
に
つ
き

夫
、
毒
蘂
板
行
、
一
円
埒ら

ち

明あ
き

兼か

ね

て而
、
百
里
の
外
ニ
、
気
毒
千
万
ニ
存

ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う

候
。
如い

何か

様よ
う

の
障

さ
わ
り

に
て
候

そ
う
ろ
う
か哉

、

承

う
け
た
ま
わ
り
た
く
そ
う
ろ
う

度

候
。

先
回
の
往
来
飛
脚
便
ニ
、
宝
鑑
貽
照
と
申

も
う
す

拙
語
一
篇
、
指さ

し

上の
ぼ

セ
申
候
。
…
…
（
中
略
）
。

　
　

一
、
妖
苑
毒
蘂
拾
遺
一
巻
分
金
子
、
不
足
の
由
、
先せ

ん

達だ
つ

而て

、
周

し
ゆ
う

以い

罷
下
り
候
節
、
庵
原
権
左
衞
門
殿
へ
頼

た
の
み
や
り
そ
う
ろ
う
よ
う

遣

候

様

ニ
、
被

お
お
せ
こ
さ
れ
そ
う
ら
え
ど
も

仰
越
候
共
、
右
の
判は

ん
こケ

書
通
、
遣

や
り
も
う
し

申
候
へ
ど
も
、
遠
方
の
義
、
途
中
ニ
而
迂う

　
た
い滞

、
先
様
へ

達
た
つ
し
も
う
さ
ず
そ
う
ろ
う

不
申

候

様
子
ニ

候
。
近
頃
、
言
水
の
物
語

承

う
け
た
ま
わ
り
そ
う
ら

候
へ
ば
、
老
夫
方
よ
り
頼

た
の
み
や
り
そ
う
ら
え

遣

候
ば
、
何
時
に
て
も
相

あ
い
は
た
ら
き
も
う
し
そ
う
ろ
う
べ
き
む
ね

働

可

申

候

旨
、
被

も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

申
候

由
。

悦
よ
ろ
こ
び
い
り

入
佗
筆
を
以

も
つ
て

一
両
度
も
頼

た
の
み
や
り
そ
う
ろ
う

遣

候
。
定さ

だ
め
て
あ
い
た
つ
し
も
う
す
べ
し

而
相
達

可
申
と
存
候
。
兼か

ね

而て

は
山
梨
居
士
両
人
ニ
而
御

お
ん
は
た
ら
き
そ
う
ろ
う
よ
う

働

候

様
ニ
と

申も
う
し
や
り
そ
う
ら

遣
候
へ
ば
、
山
梨
、
両
人
（
に
）
わ
り
申
ニ
不お

よ
ば
ず及

、
手
前
一
人
ニ
而
相

あ
い
は
た
ら
き
も
う
す
べ
し

働

可
申
、
と
被

も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

申
候
由
ニ
候
。
…
…
（
中
略
）
。

　
　

老
夫
も
盆
過
申
候
は
四
五
日
も
逗
留
休
息
の
後
、
濃
州
ひ
く
ミ
妙
楽
寺
と
申
に
暫
く
逗
留

仕
つ
か
ま
つ
る
は
ず

筈
ニ
候
。
…
…
（
中
略
）
。

七
月
十
三
日　

白
隠

　
　

禅
恕
首
座　

蒲
右

　

「
毒
蘂
板
行
、
一
円
埒ら

ち

明あ
き

兼か
ね

而て

、
百
里
の
外
ニ
、
気
毒
千
万
ニ
存

ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う

候
。
如い

何か

様よ
う

の
障

さ
わ
り

に
て
候

そ
う
ろ
う
か哉

、

承

う
け
た
ま
わ
り
た
く
そ
う
ろ
う

度

候
」
。

　

宝
暦
八
年
七
月
、
語
録
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
刊
行
が
い
っ
こ
う
に
埒
が
あ
か
な
い
の
で
、
遙
か
美
濃
の
地
で

心
配
（
気
毒
）
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
問
題
が
あ
る
の
か
、
連
絡
し
て
ほ
し
い
、
と
。

　

「
苑
毒
蘂
拾
遺
一
巻
分
金
子
、
不
足
之
由
」
。
本
編
の
刊
行
が
ま
だ
で
あ
る
の
に
、
『
拾
遺
』
の
編
集
も
あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
、
前
の
［
書
翰
五
］
で
も
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
費
用
を
庵
原
の
権
左
衞
門
が
心
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

「
近
頃
、
言
水
の
物
語

承

う
け
た
ま
わ
り
そ
う
ら

候
へ
ば
、
老
夫
方
よ
り
頼

た
の
み
や
り
そ
う
ら
え

遣

候
ば
、
何
時
に
て
も
相

あ
い
は
た
ら
き
も
う
し
そ
う
ろ
う
べ
き
む
ね

働

可

申

候

旨
、

被
も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

申
候
由
。
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悦
よ
ろ
こ
び
い
り

入
佗
筆
を
以

も
つ
て

一
両
度
も
頼

た
の
み
や
り
そ
う
ろ
う

遣

候
。
定さ

だ
め
て
あ
い
た
つ
し
も
う
す
べ
し

而
相
達

可
申
と
存
候
。
兼か

ね

而て

は
山
梨
居
士
両
人
ニ
而
御

お
ん
は
た
ら
き
そ
う
ろ
う
よ
う

働

候

様
ニ
と
申

も
う
し
や
り
そ
う
ら

遣
候
へ

ば
、
山
梨
、
両
人
（
に
）
わ
り
申
ニ
不お

よ
ば
ず及

、
手
前
一
人
ニ
而
相

あ
い
は
た
ら
き
も
う
す
べ
し

働

可
申
、
と
被

も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

申
候
由
ニ
候
」
。

　

こ
れ
は
前
の
［
書
翰
五
］
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
庵
原
の
柴
田
権
左
衞
門
が
、
拾
遺
一
冊
分
の
金
額
だ
け

な
ら
ば
、
山
梨
平
四
郎
と
二
人
で
折
半
す
る
に
は
及
ば
な
い
、
私
ひ
と
り
で
引
き
受
け
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
行
の
『
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
』
の
奥
付
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

［
蓮
牌
木
記
］
桂
室
裕
芳
大
姉
、
微
天
壽
笑
大
姉

　
　

元
照
居
士
、
既
刻
荊
叢
毒
蘂
。
爾
後
恕
侍
者
採
昭
本
集
之
遺
漏
、
号
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
。
僕
得
一
本
窃
使
梓
人
鍥
之
。
伏
希

與
本
集
倶
行
于
世
、
且
祈
先
妃
之
冥
福
云
。
駿
州　

柴
義
喬
謹
識
。

　
　

訓
読

　
　

桂
室
裕
芳
大
姉

　
　

微
天
寿
笑
大
姉

　
　

元
照
居
士
、
既
に
荊
叢
毒
蘂
を
刻
す
。
爾そ

の
後
、
恕
侍
者
、
本
集
の
遺
漏
を
採
昭
し
、
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
と
号
す
。
僕
、
一

本
を
得
て
窃
か
に
梓
人
を
し
て
之
れ
を
鍥き

ざ

ま
し
む
。
伏
し
て
希
わ
く
は
本
集
と
倶
に
世
に
行
わ
れ
ん
こ
と
を
。
且
つ
、
先

妃
の
冥
福
を
祈
る
、
と
云
う
。
駿
州　

柴
義
喬
謹
ん
で
識
す
。

こ
の
よ
う
に
あ
る
か
ら
、
『
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
』
の
資
助
は
結
局
、
柴
田
権
左
衞
門
が
単
独
で
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

『
荊
叢
毒
蘂
』
の
本
編
が
、
結
局
は
い
つ
完
成
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
現
行
の
『
荊
叢
毒
蘂
』
の
序
は
、
中
納
言
菅
原

為
成
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
「
宝
暦
戊
寅
秋
八
月
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
白
隠
が
宝
暦
八
年
七
月
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十
三
日
付
の
［
書
翰
六
］
を
書
い
て
い
る
段
階
で
は
ま
だ
序
文
も
出
来
上
が
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
前
年
の
七
月

十
七
日
、
序
文
を
依
頼
し
て
い
た
梁
田
蛻
巌
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
序
文
を
書
い
て
も
ら
う
人
物
を
改
め
て
え
ら
び
、
一
年
後

の
八
月
に
序
文
が
と
と
の
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

池
大
雅
と
の
関
係

　

『
荊
叢
毒
蘂
』
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
も
う
ひ
と
り
著
名
な
人
物
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
南
画
の
祖
と
い
わ
れ
る
池

大
雅
（
一
七
二
三
〜
七
六
）
で
あ
る
。
大
雅
は
白
隠
よ
り
三
十
八
歳
年
少
で
あ
る
。
そ
の
大
雅
が
『
荊
叢
毒
蘂
』
初
版
の
題
簽
、

扉
お
よ
び
木
田
種
重
の
跋
文
の
版
下
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

大
雅
の
伝
記
は
必
ず
し
も
詳
細
に
は
分
か
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
白
隠
と
は
深
い
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
雅

と
白
隠
の
最
初
の
出
会
い
は
い
つ
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
か
。
白
隠
の
年
譜
、
寛
延
四
年
辛
未
（
六
十
七
歳
）
の
条
に
は
、

　
　

京
都
、
世
継
氏
宅
に
館
す
。
池
大
雅
来
参
。

と
あ
る
。
白
隠
側
の
資
料
で
大
雅
の
こ
と
を
記
す
唯
一
の
例
で
あ
る
。
白
隠
と
大
雅
の
邂
逅
に
つ
い
て
は
、
白
隠
の
年
譜
が
第

一
資
料
と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
大
雅
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
年
が
最
初
の
出
会
い
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

両
者
は
こ
れ
よ
り
も
早
い
段
階
で
相
見
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
の
前
年
、
寛
延
四
年
に
白
隠
は
長
躯
、
岡
山
ま
で
出
か
け
、
そ
の
帰
途
に
京
都
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
間
の
動
き
を
年
譜

以
外
の
記
事
も
含
め
て
、
詳
細
に
見
て
お
こ
う
。
▲
は
白
隠
年
譜
の
記
事
、
◎
は
そ
の
ほ
か
に
資
料
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
白
隠
六
十
六
歳
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▲
冬
、
播
の
龍
谷
寺
で
『
息
耕
録
』
を
評
唱
。

　
　

▲
洛
の
世
繼
政
幸
来
参
ず
。

　
　

◎
梁
田
蛻
巖
と
会
す
（
蛻
巌
全
集
）
。

　
　

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
白
隠
六
十
七
歳

　
　

◎
春
、
岡
山
の
少
林
寺
で
『
川
老
金
剛
経
』
を
講
ず
（
『
荊
叢
毒
蘂
』
）
。

『荊叢毒蘂』初版の扉（左）、題簽（右）、跋文（下）
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◎
庭
瀬
の
松
林
寺
で
法
施
（
講
義
内
容
不
明
）
（
『
假
名
葎
』
巻
二
）
。

　
　

▲
井
山
宝
福
寺
で
『
四
部
録
』
を
講
ず
。

　
　

◎
春
（
一
、
二
、
三
月
）
、
斯
経
慧
梁
、
播
州
に
行
き
楠
田
儀
兵
衛
か
ら
『
遠
羅
天
釜
』
続
集
の
出
版
要
請
を
受
け
る
（
『
遠

羅
天
釜
』
慧
梁
の
跋
）
。

　
　

◎
夏
（
四
、
五
、
六
月
。
四
月
な
る
べ
し
）
、
播
磨
甘
地
の
地
福
寺
（
地
福
寺
の
大
正
二
年
の
「
寺
籍
調
査
票
」
）
。

　
　

◎
四
月
、
妙
心
寺
養
源
院
で
碧
岩
録
会
、
同
じ
く
東
福
寺
常
楽
閣
で
碧
岩
録
会
。
次
に
宝
鏡
、
光
照
両
宮
簾
下
の
召
し
に

応
じ
て
、
『
禅
門
宝
訓
』
を
提
唱
す
る
こ
と
数
次
（
『
於
仁
安
佐
美
』
巻
之
下
）

　
　

▲
京
都
、
世
繼
氏
宅
に
館
す
。

　
　

▲
池
大
雅
来
参
。

　
　

▲
大
橋
女
を
度
す
。

　
　

▲
妙
心
寺
養
源
院
で
『
碧
巖
録
』
を
講
ず
。

こ
の
年
に
、
大
雅
は
二
十
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
『
大
雅
年
譜
』（
10
）
の
二
十
九
歳
の
条
に
は
、

　
　

大
雅
参
禅
。
白
隠
時
に
六
七
歳
。
大
雅
一
偈
を
呈
す
（
現
存
）
と
あ
る
。

　

そ
の
一
偈
と
は
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
中
央
公
論
美
術
出
版
『
池
大
雅
画
譜
』
所
収
）
。

　
　

耳
豈
得
聞
隻
手
声
、

　
　

耳
能
沒
了
尚
存
心
。

　
　

心
能
沒
了
尚
難
得
、
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却
識
師
恩
不
識
深
。

　
　

奉
白
隠
老
禅
師
榻
下
、
請
教　

池
無
名
拝
具
草
。

以
上
の
白
隠
年
譜
と
大
雅
年
譜
の
記
述
を
総
合
す
れ
ば
、
大
雅
は 

寛
延

四
年
、
二
十
九
歳
の
と
き
に
京
都
で
白
隠
に
参
じ
て
隻
手
の
公
案
を
授
か

り
、
京
都
で
一
偈
を
呈
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
大
雅
は

二
十
九
歳
の
年
よ
り
も
前
に
、
つ
ま
り
京
都
で
参
禅
す
る
よ
り
以
前
に
白

隠
に
邂
逅
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
雅
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
二
十
六
歳
の
と
き
に
、
富
士

登
山
に
出
か
け
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
に
、
庵
原
村
の
山
梨
家
に
逗
留
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
11
）
。
山
梨
家
の
当
主
は
山
梨
平
四
郎
了
徹
居
士

で
あ
る
。
山
梨
家
に
は
大
雅
の
絵
が
残
さ
れ
て
お
り
、
「
了
徹
見
筍
」
図

と
い
う
の
も
あ
る
（
12
）
。

　

ま
た
白
隠
年
譜
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
は
、

　
　

春
、
山
梨
治
重
、
来
参
。
夏
、
忽
爾
と
し
て
偏
正
回
互
の
秘
奥
に
徹

証
す
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
山
梨
平
四
郎
が
白
隠
に
参
禅
し
た
の
は
こ
の
年
で
あ
る
。
白
隠
の
「
庵
原
平
四
郎
物
語
」
（
13
）
に
よ
れ
ば
、

山
梨
平
四
郎
が
白
隠
に
参
じ
て
徹
証
し
た
の
は
こ
の
年
の
五
月
二
十
一
日
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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一
方
、
松
下
氏
の
大
雅
年
譜
（
14
）
に
は
、

　
　

七
月
初
旬
（
？
）
富
士
登
山
を
試
み
、
…
…
一
〇
月
帰
洛
か
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
雅
が
山
梨
家
に
逗
留
し
た
の
は
七
月
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
主
の
山
梨
平
四
郎
が
白
隠
の
も
と
で
徹

悟
し
た
直
後
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
松
下
氏
は
、
「
大
雅
が
、
白
隠
に
参
禅
し
そ
の
門
下
と
親
し
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
ご
と
く
で
、
そ
の
関
係
か
ら
了
徹
居
士
と
も
知
っ
た
の
で
あ
る
」（
15
）
と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
ま
で
に

大
雅
が
白
隠
に
参
禅
し
た
事
実
は
な
い
。
大
雅
と
山
梨
平
四
郎
と
の
縁
由
は
ま
た
別
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

白
隠
か
ら
印
可
さ
れ
た
ば
か
り
の
山
梨
平
四
郎
の
と
こ
ろ
に
、
都
か
ら
新
進
気
鋭
の
画
家
が
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
平
四

郎
が
こ
の
大
雅
を
白
隠
に
引
き
合
わ
せ
な
い
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
大
雅
が
白
隠
に
初
相
見
し
た
の
は
こ
の
時
、
つ
ま
り
寛
延
元

年
（
一
七
四
八
）
の
七
月
か
ら
十
月
の
間
、
大
雅
二
十
六
歳
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　

池
大
雅
が
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
、
京
都
で
白
隠
に
相
見
し
た
の
よ
り
前
に
白
隠
に
遇
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
、
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
梁
田
蛻
巌
、
池
大
雅
、
白
隠
の
三
者
の
関
連
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
雅
と
梁
田
蛻
巌
の
関
係
を
見
て
お
く
。
蛻
巌
は
柳
澤
棋
園
と
親
交
が
あ
っ
た
。
大
雅
は
師
事
し
て
い
た
柳
澤
棋
園

を
通
じ
て
蛻
巌
と
の
縁
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
雅
の
描
く
画
に
梁
田
蛻
巌
が
賛
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
達
磨
図
」
で
あ
り
（
『
池
大
雅
画
譜
』
所

収
）
、
そ
の
賛
に
は
、

　
　

達
磨
見
梁
武
帝

　
　

玉
簫
吹
徹
鳳
凰
臺
、
古
殿
深
沈
暁
未
開
。

　
　

滿
地
落
花
春
已
過
、
緑
陰
空
鎖
旧
莓
苔
。
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右
虚
堂
師
頌
古
一
則　

七
十
九
歳　

蛻
翁
梁
居
士
謹
書

と
あ
る
。
大
雅
の
画
の
と
こ
ろ
の
署
名
は
「
己
巳
孟
冬
冩　

平
安
池

無
名
」
と
あ
る
。
己
巳
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
、
大
雅
が
二
十
七

歳
の
年
で
あ
る
が
、
蛻
巌
が
七
十
九
歳
で
あ
る
の
は
、
そ
の
翌
年
の

寛
延
三
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
画
が
描
か
れ
た
の
は
寛
延
二
年
で
あ

り
、
そ
れ
に
賛
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
寛
延
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
賛
詩
は
漢
学
者
蛻
巌
の
作
で
は
な
く
、
虚
堂
智
愚
の
偈
で

あ
る
。
『
虚
堂
録
』
に
は
題
も
「
達
磨
見
梁
武
帝
」
と
あ
り
、
そ
の

ま
ま
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
寛
延
三
年
と
い
え
ば
、
白
隠
が
明
石
の
龍
谷
寺
に
三
ヶ
月
滞
在
し
て
、
息
耕
録
（
虚
堂

録
）
を
提
唱
し
た
年
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
梁
田
蛻
巌
と
の
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
達
磨
賛
に
虚
堂
の
偈
を
用
い

た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
西
王
母
像
で
あ
る
（
『
池
大
雅
画
譜
』
所
収
）
。
そ
の
賛
に
、

124



　
　

亀
臺
金
母
紫
霞
裙
、
朝
下
崑
崙
躡
白
雲
。

　
　

仙
果
携
来
臨
漢
殿
、
清
風
環
佩
半
天
聞
。

　
　

七
十
九
翁
蛻
巌
作
并
書

と
あ
る
。
こ
の
賛
詩
は
蛻
巌
の
作
で
あ
る
。
こ
の
絵
に
は
「
貨
成
」
と
い
う
池
大
雅
の
号
が
あ
る
が
、
画
が
い
つ
描
か
れ
た
か

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
蛻
巌
七
十
九
歳
で
あ
る
か
ら
、
寛
延
三
年
に
著
賛
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
達
磨
見
梁
武
帝
と
同
じ
年
に

着
賛
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

明
石
龍
谷
寺
の
息
耕
録
会
に
は
、
世
継
も
木
田
も
来
て
い
た
。
白
隠
は
明
石
で
多
く
の
人
物
と
邂
逅
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
大
雅
も
お
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
右
に
引
い
た
「
達
磨
見
梁
武
帝
」
図
は
、
こ
の
前
年
に
大
雅
が
描
い
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
蛻
巌
が
賛
し
た
の
は
こ
の
年
で
あ
る
。
蛻
巌
の
年
譜
を
見
る
か
ぎ
り
、
七
十
九
歳
の
蛻
巌
が
他
出
し
た
こ
と
は
記

さ
れ
て
は
い
な
い
。
大
雅
が
京
か
ら
持
参
し
た
も
の
に
、
蛻
巌
が
明
石
で
、
白
隠
の
息
耕
録
会
中
に
著
賛
し
た
も
の
と
考
え
ら
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れ
る
の
で
あ
る
。

　

梁
田
蛻
巌
全
集
に
は
、
蛻
巌
の
賛
詩
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
絵
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
右
の
引
い
た
も
の
以
外
に
も
大
雅
画
、
蛻
巌
賛
の
も
の
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

以
上
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
寛
延
四
年
以
前
に
、
大
雅
が
白
隠
と
相
見
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、

　
　

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
二
十
六
歳
、
庵
原
村
の
山
梨
家
に
逗
留
し
た
と
き
。

　
　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
二
十
八
歳
、
白
隠
が
明
石
に
滞
在
し
た
と
き
。

の
二
回
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
大
雅
の
画
に
白
隠
が
賛
し
た
も
の
が
、
最
近
、
二
点
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
女
性
か
あ
る
い
は

稚
児
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
画
に
白
隠
が
左
の
よ
う
な
賛
を
つ
け
て
い
る
（
個
人
蔵
）
。
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武
芸
武
術
も
第
二
の
さ
た
よ

　
　

と
か
く
主
心
が
お
も
じ
や
も
の

　
　

主
心
な
け
れ
ば
明
屋
も
お
な
じ

　
　

き
つ
ね
狸
き
も
入
り
か
わ
る

こ
れ
は
白
隠
の
『
お
婆
々
ど
の
粉
引
き
歌
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
賛
の
書
体

は
明
ら
か
に
白
隠
の
晩
年
の
も
の
で
あ
り
、
八
十
歳
前
後
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
こ
ろ
も
大
雅
と
の
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
の
大
雅
の
画
は
六
祖
唐
臼
図
が
あ
る
（
個
人
蔵
）
。
そ
の
賛
に
い
わ

く
、

　
　

大
津
奈
良
屋
に
来
た
り
や
こ
そ

こ
の
賛
の
書
体
は
晩
年
の
も
の
で
は
な
く
、
七
十
歳
ま
で
の
も
の
に
見
え
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
大
雅
の
絵
に
白
隠
が
賛
を
し
た
も
の
は
以
上
で
あ
る
が
、

今
後
、
さ
ら
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
新
資
料
が
出
て
く
れ
ば
、

両
者
の
交
流
が
よ
り
具
体
的
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

大
雅
が
白
隠
会
下
の
複
数
の
禅
僧
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
竹
内
尚
次
氏

の
考
証
が
あ
る
（
16
）
。
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注
（

1
）
『
神
機
独
妙
禅
師
年
譜
』
宝
暦
六
年
、
白
隠
七
十
二
歳
の
条
に
「
浪
華
の
居
士
木
田
元
照
、
恕
侍
者
輯
録
す
る
所
の
語
を
見
て
、

竊
か
に
蔵
し
て
家
に
帰
り
、
棗
人
に
命
じ
て
刊
行
し
て
、
之
を
荊
叢
毒
蕊
と
称
す
」
。

（
2
）	
『
荊
叢
毒
蘂
』
息
耕
録
開
筵
示
衆
に
「
石
城
八
千
家
祥
靄
、
各
追
慕
東
魯
七
十
子
恭
謙
、
瑞
嶺
五
百
口
錦
鱗
、
互
吸
尽
西
江
三
万

丈
煙
浪
」
と
あ
る
。

（
3
）

明
石
に
到
る
ま
で
の
白
隠
の
足
跡
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

秋
、
遠
の
貞
永
寺
で
、
初
め
て
『
槐
安
国
語
』
を
繙
く
（
『
年
譜
』
）
。

　
　

八
月
二
日
、
貞
永
寺
開
山
忌
香
語
。
『
荊
叢
毒
蘂
』
「
南
溟
和
尚
四
百
五
十
遠
忌
拈
香
」
に
「
維
時
寛
延
第
三
庚
午
仲
秋
の
初
二
、
奇

し
く
も
遠
江
路
大
坂
の
邑
、
金
剛
山
貞
永
禅
寺
開
榛
、
南
溟
殊
鵬
禅
師
四
百
五
十
の
遠
辰
に
遇
う
。
…
…
」
。

　
　

八
月
二
十
七
日
、
貞
永
寺
十
世
碓
叟
全
能
の
遺
像
に
著
賛
、
「
老
涙
数
行
云
々
」
。

　
　

冬
、
播
の
龍
谷
寺
で
『
息
耕
録
』
を
評
唱
（
『
年
譜
』
）
。 

（
4
）

平
成
八
年
、
明
石
本
立
寺
刊
『
蛻
巌
全
集
』
一
三
九
頁
。

（
5
）

本
立
寺
刊
『
蛻
巌
全
集
』
四
二
九
頁
。

（
6
）

本
立
寺
刊
『
蛻
巌
全
集
』
一
三
九
頁
。

（
7
）

本
立
寺
刊
『
蛻
巌
全
集
』
二
四
二
頁
。

（
8
）
『
禅
文
化
』
一
八
〇
号
（
二
〇
〇
一
年
四
月
二
十
五
日
）
芳
澤
勝
弘
「
俳
人
・
高
月
狸
兄
と
白
隱
の
こ
と
」
。

（
9
）	

『
禅
文
化
』
一
七
〇
号
（
一
九
九
八
年
十
月
二
十
五
日
）
芳
澤
勝
弘
「
『
へ
び
い
ち
ご
』
発
禁
の
こ
と
」
。

（
10
）	

松
下
英
麿
『
池
大
雅
』
（
昭
和
四
十
二
年
、
春
秋
社
）
八
頁
。

（
11
）	

松
下
氏
前
掲
書
『
池
大
雅
』
一
二
八
頁
〜
。

（
12
）	

秋
山
寛
治
『
沙
門
白
隠
』
（
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
日
、
私
家
版
）
二
二
九
頁
。
こ
の
画
、
現
物
は
な
く
写
真
の
み
が
残
る
と

い
う
。
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（
13
）	

『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
（
禅
文
化
研
究
所
）
第
十
四
冊
、
一
〇
四
頁
。

（
14
）	

松
下
氏
前
掲
書
、
七
頁
。

（
15
）	

松
下
氏
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

（
16
）	

竹
内
尚
次
「
白
隠
と
大
雅
」
、
『
禅
文
化
』
四
十
五
号
。
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隠
元
隆
琦
の
天
童
法
難
に
つ
い
て

林　
　

觀　

潮

目　

次

は
じ
め
に

一　

天
童
の
法
難

二　

費
隠
通
容
の
怒
り

三　

寧
波
入
り
隠
元
の
使
命

四　

天
童
派
の
流
れ
と
隠
元

お
わ
り
に

は

じ

め

に

　

明
の
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
年
五
月
、
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二—

一
六
七
三
）
は
、
浙
江
省
寧
波
府
鄞
県
天
童
山
で
、
本

師
費
隠
通
容
（
一
五
九
三—

一
六
六
一
）
の
法
弟
に
当
た
る
、
当
時
天
童
山
景
德
禅
寺
住
持
木
陳
道
忞
（
一
五
九
六—

一
六
七
四
）

の
計
に
よ
り
、
木
陳
の
徒
衆
に
囲
ま
れ
て
棍
棒
で
敲
か
れ
た
。
拙
稿
は
こ
の
事
件
を
隠
元
の
天
童
法
難
と
名
づ
け
、
そ
の
い
き

さ
つ
の
究
明
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一　

天

童

の

法

難

　

隠
元
の
天
童
法
難
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
隠
元
の
語
録
や
伝
記
に
は
、
こ
の
法
難
に
関
す
る

明
確
な
記
録
が
残
さ
れ
て
な
い
。
木
陳
の
語
録
に
も
、
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
見
え
な
い
。
但
し
、
隠
元
の
詩
に
は
、
次
の

一
首
が
見
え
る
。

　
　

過
小
白
嶺
遇
凶
逆
有
感　
　
　
　
　
　
　

小
白
嶺
を
過
ぎ
て
凶
逆
に
遇
う
、
感
有
り

　
　

掃
塔
旋
歸
小
嶺
巓　
　
　
　
　
　
　
　
　

塔
を
掃
ら
う
、
旋
い
で
歸
す
、
小
嶺
巓

　
　

群
凶
猖
獗
撼
青
天　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
凶
、
猖
獗
し
青
天
を
撼
す

　
　

渾
身
割
截
無
遺
恨　
　
　
　
　
　
　
　
　

渾
身
、
割
截
せ
ら
れ
遺
恨
無
け
れ
ば

　
　

太
白
雲
侵
最
可
憐　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
白
に
雲
侵
す
、
最
も
可
憐
な
り

（
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
一
一
九
四
頁
（
1
）
）

　

こ
の
詩
は
最
初
に
隠
元
の
詩
集
『
雲
濤
集
』
に
収
め
ら
れ
た
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
前
の
一
首
は
次
の
「
掃
塔
哭
天
童
老
和

尚
」
で
あ
る
。

　
　

掃
塔
哭
天
童
老
和
尚　
　
　
　

塔
を
掃
ら
い
、
天
童
老
和
尚
を
哭
す

　
　

摸
著
瘡
痕
恨
祖
翁　
　
　
　
　

瘡
痕
を
摸
著
し
、
祖
翁
を
恨
む
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恨
教
徹
骨
動
悲
風　
　
　
　
　

恨
む
、
徹
骨
を
し
て
悲
風
を
動
か
せ
し
む
る
を

　
　

這
場
冤
屈
向
誰
説　
　
　
　
　

這
場
の
冤
屈
、
誰
に
向
か
っ
て
説
せ
ん

　
　

涙
灑
青
山
點
點
紅　
　
　
　
　

涙
、
青
山
に
灑
い
、
點
點
に
し
て
紅
な
り

（
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
一
一
九
四
頁
）

　

天
童
老
和
尚
、
即
ち
隠
元
の
「
祖
翁
」
は
密
雲
円
悟
（
一
五
六
六—

一
六
四
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
密
雲
円
悟
は
、
江
蘇
省
常

州
府
宜
興
県
の
人
、
俗
姓
が
蒋
、
二
十
九
歳
で
幻
有
正
伝
に
就
い
て
出
家
し
、
四
十
一
歳
で
幻
有
の
法
嗣
と
な
り
、
臨
済
宗
の

三
十
世
で
あ
っ
た
。
彼
は
明
末
臨
済
宗
の
代
表
的
な
存
在
で
、
棒
喝
禅
を
提
唱
し
、
師
承
法
系
を
重
ん
じ
、
独
自
の
禅
風
を

以
っ
て
明
末
の
禅
林
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
密
雲
は
明
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
十
二
月
、
浙
江
省
台
州
府
天
台
県

の
天
台
山
通
玄
寺
、
同
四
年
五
月
、
嘉
興
府
海
塩
県
金
粟
山
広
慧
禅
寺
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
三
月
、
福
建
省
福
州
府
福

清
県
黄
檗
山
万
福
禅
寺
、
同
四
年
（
一
六
三
一
）
二
月
、
浙
江
省
寧
波
府
鄞
縣
b
山
阿
育
王
広
利
寺
、
四
月
、
鄞
県
天
童
山
景

德
禅
寺
な
ど
の
名
刹
に
住
し
、
五
峰
如
学
を
は
じ
め
費
隠
通
容
、
木
陳
道
忞
を
含
む
嗣
法
の
徒
十
二
人
を
育
て
た
。
崇
禎
十
四

年
（
一
六
四
一
）
九
月
、
密
雲
は
天
童
山
を
退
い
て
通
玄
寺
へ
再
住
し
た
が
、
七
月
に
示
寂
し
た
。
門
徒
た
ち
は
彼
の
塔
を
天

童
山
に
立
て
た
（
2
）
。

　

密
雲
は
天
童
山
景
德
禅
寺
を
復
興
し
、
そ
こ
で
大
い
に
禅
風
を
扇
い
だ
た
め
、
彼
が
率
い
た
明
末
臨
済
宗
の
一
派
は
大
き
な

勢
力
を
持
ち
、
天
童
派
と
呼
ば
れ
た
。
隠
元
は
先
に
密
雲
円
悟
に
参
じ
、
後
に
密
雲
の
四
番
目
の
法
嗣
費
隠
通
容
に
嗣
ぎ
、
密

雲
の
法
孫
に
当
た
る
。
こ
の
故
、
後
に
隠
元
が
日
本
に
作
り
上
げ
た
臨
済
宗
黄
檗
派
も
密
雲
天
童
派
の
流
れ
を
汲
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
因
み
に
、
木
陳
道
忞
は
密
雲
円
悟
の
八
番
目
の
法
嗣
で
あ
る
（
3
）
。
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ま
た
、
天
童
山
は
唐
の
時
代
の
名
前
で
、
晋
の
時
代
に
太
白
山
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
山
に
西
晋
の
永
康
元
年
（
三
〇
〇
）
、
僧

の
義
興
が
隠
居
し
て
開
山
し
た
。
唐
の
開
元
二
十
年
（
七
三
二
）
寺
が
建
て
ら
れ
、
宋
の
景
徳
四
年
（
一
〇
四
七
）「
天
童
禅
寺
」

の
名
を
賜
っ
た
。
南
宋
の
時
日
僧
栄
西
（
一
一
四
一—

一
二
一
五
）
、
道
元
（
一
二
〇
〇—

一
二
五
三
）
は
こ
こ
に
入
っ
て
法
を
求

め
た
。
明
末
に
な
っ
て
、
密
雲
の
再
興
を
経
て
、
天
童
山
に
木
陳
、
費
隠
な
ど
の
密
雲
門
下
が
相
次
い
で
継
席
し
、
さ
ら
に
清

の
順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
木
陳
が
世
祖
に
召
さ
れ
て
入
内
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
弘
法
」
と
い
う
寺
額
を
賜
れ
、
天
童
山

は
清
末
に
至
っ
て
禅
宗
の
大
叢
林
で
あ
っ
た
（
4
）
。

　

密
雲
遷
化
の
後
、
景
德
禅
寺
の
後
継
、
木
陳
の
代
付
（
木
陳
は
景
德
禅
寺
に
晋
山
し
た
後
、
密
雲
の
名
義
を
以
っ
て
高
原
ら
三
人
の
僧

に
付
法
し
た
）
、
密
雲
塔
銘
、
な
ど
の
問
題
を
巡
っ
て
、
費
隠
と
木
陳
と
の
間
に
は
対
立
を
生
じ
、
諍
い
を
起
こ
し
た
（
5
）
。
こ

う
し
た
同
門
諍
い
の
中
、
隠
元
は
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
三
月
、
長
年
会
わ
な
か
っ
た
本
師
費
隠
に
覲
え
る
た
め
、
一
時

福
建
福
清
の
黄
檗
山
万
福
禅
寺
を
退
い
て
北
上
し
、
浙
江
省
嘉
興
府
海
塩
県
金
粟
山
広
慧
禅
寺
に
居
る
費
隠
を
訪
ね
た
。
彼
は

思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
に
、
費
隠
と
木
陳
と
の
諍
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

実
際
、
隠
元
は
本
師
費
隠
よ
り
も
師
祖
密
雲
と
の
因
縁
が
古
か
っ
た
。
彼
は
明
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
五
月
、
転
々
と
浙

江
行
脚
の
中
、
密
雲
の
金
粟
山
入
寺
を
聞
き
、
直
ち
に
赴
い
て
密
雲
に
拝
謁
し
、
そ
の
会
下
に
入
っ
て
修
業
に
打
ち
込
ん
だ
。

隠
元
は
一
六
二
〇
年
二
月
黄
檗
山
で
出
家
し
て
か
ら
、
こ
の
時
初
め
て
本
格
的
に
坐
禅
を
積
ん
だ
の
で
あ
る
。
彼
は
金
粟
山
の

禅
堂
に
あ
っ
て
日
夜
を
問
わ
ず
精
進
し
、
密
雲
や
首
座
の
如
学
の
激
励
を
受
け
、
二
年
後
の
一
六
二
六
年
の
冬
に
三
十
五
歳

で
大
悟
を
得
た
。
後
に
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
冬
、
隠
元
は
福
清
黄
檗
山
で
同
じ
く
福
清
出
身
の
同
郷
費
隠
に
嗣
法
し
た
が
、

真
に
法
の
源
底
を
徹
し
た
の
は
金
粟
山
で
の
密
雲
会
下
の
時
期
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
隠
元
は
一
生
密
雲
に
対
し
て
深
く
報
恩
の

念
を
抱
い
た
。
「
掃
塔
哭
天
童
老
和
尚
」
の
詩
に
感
じ
ら
れ
る
、
隠
元
の
密
雲
に
対
す
る
痛
々
し
い
思
い
は
そ
う
し
た
隠
元
の
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若
き
日
か
ら
の
感
激
の
表
れ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
詩
を
作
っ
た
際
、
隠
元
の
気
持
ち
に
は
感
激
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
木
陳
よ
り
棍
棒
敲
き
を
被
っ
た

後
、
悲
憤
を
洩
ら
す
た
め
に
、
「
掃
塔
哭
天
童
老
和
尚
」
と
「
過
小
白
嶺
遇
凶
逆
有
感
」
と
い
う
二
首
の
詩
を
同
時
に
詠
じ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
「
掃
塔
哭
天
童
老
和
尚
」
に
、
表
裏
二
種
の
意
味
が
読
み
取
ら
れ
る
。
表
の
意
味
と
し
て
、
「
瘡

痕
」
や
「
冤
屈
」
の
表
現
は
反
語
で
、
師
匠
か
ら
受
け
た
棒
喝
、
教
示
、
印
可
な
ど
の
意
味
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
禅

宗
語
録
に
よ
く
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
裏
の
意
味
と
し
て
、
「
瘡
痕
」
や
「
冤
屈
」
の
用
語
は
、
受
難
し
た
隠
元
の
体
の
傷
と

心
底
の
屈
辱
を
表
す
。

　

「
掃
塔
哭
天
童
老
和
尚
」
に
お
い
て
、
隠
元
は
受
難
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
が
、
「
過
小
白
嶺
遇
凶
逆
有
感
」
に
当

時
の
凄
ま
じ
さ
を
書
き
出
し
た
。
し
か
し
、
加
害
者
の
こ
と
を
た
だ
「
凶
逆
」
と
言
い
、
明
記
し
な
か
っ
た
。
「
小
白
嶺
」
と

い
う
場
所
は
、
天
童
山
の
麓
に
あ
り
、
寧
波
か
ら
天
童
山
に
入
る
途
中
の
交
通
要
衝
で
あ
る
（
6
）
。
当
時
の
状
況
を
推
測
す
れ

ば
、
隠
元
は
密
雲
の
塔
を
拝
謁
し
た
後
、
天
童
山
を
下
っ
て
小
白
嶺
を
通
っ
た
際
、
木
陳
の
待
ち
伏
せ
を
食
い
、
難
を
受
け
た
。

「
太
白
に
雲
侵
す
、
最
も
可
憐
な
り
」
と
い
う
句
に
隠
元
は
、
暗
い
雲
が
太
白
山
を
遮
る
よ
う
な
、
「
凶
逆
」
の
徒
の
悪
行
が
密

雲
の
法
を
破
壊
す
る
こ
と
だ
、
と
嘆
き
を
表
し
た
。
彼
は
わ
が
身
の
傷
害
よ
り
も
師
祖
密
雲
が
伝
え
た
天
童
一
派
の
法
を
憂
え

た
の
で
あ
る
。

　

隠
元
は
こ
の
詩
以
外
に
、
再
度
自
分
の
受
難
を
提
起
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
凶
逆
」
と
言
わ
れ
る
人
物
は
、

次
の
費
隠
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
木
陳
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
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二　

費
隠
通
容
の
怒
り

　

清
の
順
治
三
年
（
一
六
四
六
）
七
月
、
木
陳
は
三
年
の
満
期
を
以
っ
て
景
德
禅
寺
の
住
持
の
座
を
離
れ
、
天
童
山
を
去
っ
た
。

木
陳
の
代
わ
り
に
、
同
年
十
月
、
費
隠
は
天
童
山
に
入
っ
た
。
そ
の
節
、
木
陳
は
費
隠
に
「
与
金
粟
費
和
尚
」
の
書
を
送
り
（
7
）
、

席
譲
り
の
意
を
伝
え
、
ま
た
三
年
前
自
分
の
天
童
晋
山
を
「
誠
以
先
歳
為
d
兄
所
推
遜
」
（
誠
に
以
っ
て
、
先
歳
d
兄
の
推
遜
せ
ら

る
所
と
為
る
）
と
言
い
、
言
い
訳
を
立
て
た
。
こ
の
書
は
ま
た
費
隠
の
怒
り
に
火
を
つ
け
た
。
費
隠
は
「
復
木
陳
書
」
を
発
し
、

こ
れ
ま
で
木
陳
の
行
い
を
一
々
指
摘
し
、
悪
行
と
決
め
付
け
た
。
そ
の
中
に
、
次
の
一
節
が
見
え
る
。

…
…
。
謀
國
師
嚇
人
、
擅
支
銀
若
干
。
傭
官
兵
護
身
、
擅
支
銀
若
干
。
是
辱
先
師
之
風
化
也
。
合
五
十
餘
僧
、
棍
打
先
師

之
得
法
塚
孫
、
即
汝
證
戒
師
隱
元
。
揮
雪
浦
等
石
塊
、
打
先
師
之
剃
度
弟
子
、
即
守
塔
院
主
志
師
。
是
虐
先
師
之
後
嗣
也
。

凡
所
作
為
、
神
人
共
怒
、
天
龍
不
容
。
…
…
。	

（
「
復
木
陳
書
（
8
）
」
）

…
…
。
國
師
を
謀
っ
て
人
を
嚇
す
に
、
擅
ま
ま
に
銀
若
干
を
支
へ
、
官
兵
を
傭
っ
て
身
を
護
る
に
、
擅
ま
ま
に
銀
若
干
を

支
う
。
是
れ
先
師
の
風
化
を
辱
め
る
な
り
。
五
十
餘
僧
を
合
わ
せ
、
棍
も
て
先
師
の
得
法
の
塚
孫
を
打
ち
、
即
ち
汝
の
證

戒
師
隱
元
。
雪
浦
等
の
石
塊
を
揮
い
、
先
師
の
剃
度
の
弟
子
を
打
ち
、
即
ち
守
塔
の
院
主
志
師
。
是
れ
先
師
の
後
嗣
を
虐

げ
る
な
り
。
凡
そ
作
為
す
る
所
、
神
人
は
共
に
怒
り
、
天
龍
は
容
せ
ず
。
…
…
。

　

こ
の
中
の
「
守
塔
院
主
志
師
」
は
密
雲
の
弟
子
で
、
密
雲
の
舎
利
塔
を
守
る
志
道
の
こ
と
で
あ
る
。
費
隠
が
「
復
木
陳
書
」
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の
冒
頭
に
、
「
今
秋
八
月
初
十
晩
、
忽
天
童
大
衆
同
志
道
師
、
齎
郡
侯
及
衆
檀
護
公
啓
、
並
雪
竇
手
札
、
共
一
十
八
函
至
我
金

粟
」
（
今
秋
八
月
初
十
晩
、
忽
ち
天
童
の
大
衆
と
志
道
師
、
郡
侯
及
び
衆
檀
護
の
公
啓
を
齎
し
、
並
び
に
雪
竇
の
手
札
、
共
に
一
十
八
函
、
我

が
金
粟
に
至
り
）
と
書
い
た
よ
う
に
、
木
陳
が
退
席
し
た
後
、
志
道
は
天
童
山
の
僧
衆
を
代
表
し
て
金
粟
山
に
赴
き
、
費
隠
の

天
童
住
持
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
多
分
、
木
陳
を
反
対
し
た
故
、
志
道
も
隠
元
の
よ
う
に
木
陳
側
の
徒
に
傷
害
を
与
え
ら
れ
た
。

　

費
隠
、
木
陳
、
隠
元
の
三
人
の
中
、
隠
元
は
弟
子
の
輩
に
属
す
る
が
、
最
年
長
で
あ
る
。
木
陳
は
広
東
潮
州
の
出
身
で
、
俗

姓
が
林
、
二
十
歳
で
江
西
省
盧
山
の
開
先
寺
に
出
家
し
、
憨
山
德
清
（
一
五
四
六—

一
六
二
三
）
な
ど
に
参
じ
た
後
、
金
粟
山

に
赴
い
て
密
雲
に
従
い
、
遂
に
嗣
法
し
た
（
9
）
。
隠
元
は
嘗
て
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
金
粟
山
で
開
か
れ
た
授
戒
会
に
、
証
戒

阿
闍
黎
を
勤
め
た
（
10
）
。
木
陳
は
こ
の
会
で
比
丘
戒
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
費
隠
は
木
陳
に
隠
元
の
こ
と
を
「
汝

の
證
戒
師
」
と
注
意
を
迫
っ
た
。
ま
た
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
三
月
よ
り
八
月
ま
で
、
密
雲
が
福
清
黄
檗
山
に
住
し
た
時
、

隠
元
も
木
陳
も
密
雲
に
従
い
、
そ
の
法
化
を
助
け
た
。
だ
が
、
現
に
隠
元
の
語
録
に
も
、
木
陳
の
語
録
に
も
両
者
の
交
わ
り
を

示
す
も
の
が
見
え
な
い
。

　

年
上
の
徒
で
あ
る
隠
元
が
同
門
の
木
陳
に
辱
め
ら
れ
た
だ
け
に
、
「
復
木
陳
書
」
に
、
費
隠
は
木
陳
へ
の
怒
り
を
噴
出
し
て

い
た
。
「
復
木
陳
書
」
の
ほ
か
、
費
隠
は
天
童
晋
山
の
前
に
「
説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
」
、
「
撃
木
陳
妄
代
老
和
尚
付
法
」
、
天
童

晋
山
の
後
に
「
榜
法
堂
語
」
、
「
啓
告
同
門
語
」
を
作
り
、
木
陳
の
非
行
を
糾
弾
し
て
そ
の
罪
状
を
羅
列
し
た
（
11
）
。
費
隠
が
言

う
木
陳
の
罪
状
に
、
平
等
に
後
継
の
人
選
を
選
ば
ず
に
木
陳
が
密
雲
の
位
牌
を
抱
え
て
大
衆
を
服
従
さ
せ
て
自
ら
天
童
の
座
を

占
め
た
こ
と
、
密
雲
の
遺
品
に
あ
る
法
衣
を
以
っ
て
僧
の
高
原
ら
三
人
に
付
法
し
た
こ
と
、
『
密
雲
語
録
』
の
削
減
と
そ
の
版

木
の
破
壊
、
密
雲
の
塔
の
移
転
に
巡
っ
て
塔
主
志
道
を
讒
訴
し
た
こ
と
、
天
童
で
の
資
金
の
浪
費
と
賄
賂
の
使
用
な
ど
の
、
十

点
以
上
も
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
中
、
費
隠
が
激
し
く
非
難
し
た
の
は
代
付
の
問
題
で
あ
る
。
師
の
密
雲
以
上
に
法
門
師
承
の
明
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確
を
重
ん
じ
る
費
隠
に
と
っ
て
、
木
陳
の
代
付
は
密
雲
の
天
童
法
系
を
紊
乱
す
る
行
為
で
、
看
過
出
来
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

隠
元
の
受
難
で
、
費
隠
に
は
悔
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
隠
元
が
寧
波
府
に
来
た
理
由
は
、
天
童
山
に
密
雲
の
塔

を
掃
こ
う
と
言
う
個
人
的
な
行
動
の
裏
側
に
、
費
隠
よ
り
木
陳
代
付
の
影
響
を
防
ぐ
使
命
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

隠
元
受
難
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

寧
波
入
り
隠
元
の
使
命

　

明
の
崇
禎
十
七
年
（
一
六
五
四
）
五
月
隠
元
の
活
動
に
つ
い
て
、
日
本
渡
航
前
に
作
ら
れ
た
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
と
日

本
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
三
）
隠
元
が
寂
し
た
後
に
作
ら
れ
た
『
普
照
国
師
年
譜
』
は
各
自
次
の
よ
う
に
記
事
を
綴
る
（
12
）
。

　
　

『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
崇
禎
十
七
年
甲
申
…
仲
春
、
往
金
粟
省
覲
本
師
費
和
尚
、
為
首
座
。
…
…
。
是
夏
五
月
、
至
天

童
掃
老
和
尚
塔
、
哭
有
偈
曰
…
「
摸
著
瘡
痕
恨
祖
翁
、
恨
教
徹
骨
動
悲
風
。
這
場
冤
屈
向
誰
説
、
涙
灑
青
山
片
片
紅
。
」

蓋
師
不
忘
在
老
和
尚
處
大
有
得
力
、
故
感
發
、
涙
不
自
禁
如
此
。
掃
畢
、
即
回
金
粟
住
者
。
凡
閲
五
月
、
崇
德
邑
侯
解
學

周
同
士
紳
等
請
師
住
福
嚴
寺
、
於
十
月
十
七
日
入
院
。	

（
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
六
七
頁
）

　
　

『
普
照
国
師
年
譜
』
崇
禎
十
七
年
甲
申
…
三
月
、
請
同
門
亙
和
尚
住
黄
檗
、
往
金
粟
省
覲
費
和
尚
、
擢
居
前
堂
首
座
。

…
…
。
五
月
、
造
天
童
掃
密
雲
老
和
尚
塔
、
述
偈
志
感
。
同
客
卿
張
廣
文
謁
心
韋
徐
侍
御
、
為
密
和
尚
求
塔
銘
。
十
月
崇

德
邑
侯
…
…
。	

（
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
六
四
頁
）
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両
者
を
読
み
比
べ
れ
ば
、
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
に
見
え
な
い
記
事
、
即
ち
隠
元
が
客
卿
の
張
廣
文
と
一
緒
に
侍
御
徐
心

韋
を
訪
ね
た
こ
と
が
、
『
普
照
国
師
年
譜
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
普
照
国
師
年
譜
』
の
書
き
方
に
よ
れ
ば
、
隠
元
の

徐
心
韋
訪
問
は
密
雲
の
塔
を
掃
い
た
後
の
こ
と
に
思
わ
れ
る
が
、
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
の
「
掃
畢
、
即
回
金
粟
住
者
」
（
掃
、

畢
わ
っ
て
、
即
ち
金
粟
に
回
っ
て
住
す
）
と
い
う
一
句
と
食
い
違
う
。
実
際
、
隠
元
は
直
ち
に
金
粟
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
普
通

に
考
え
れ
ば
、
隠
元
の
生
前
に
出
来
上
が
っ
た
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
の
記
事
に
信
用
を
寄
せ
た
い
。
で
は
、
隠
元
は
い
つ

徐
心
韋
を
訪
ね
た
の
か
。
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
は
な
ぜ
こ
の
こ
と
を
書
き
落
と
し
た
の
か
。

　

費
隠
の
語
録
に
、
「
與
侍
御
徐
心
韋
居
士
、
甲
申
夏
發
」
と
い
う
書
簡
が
見
え
る
（
13
）
。
そ
の
中
、
費
隠
は
次
の
よ
う
に
書
い

た
。

　
　

「
與
侍
御
徐
心
韋
居
士
、
甲
申
夏
發
」
…
迨
四
月
望
後
、
續
燈
侍
師
到
金
粟
、
接
尊
制
塔
銘
一
章
。
讀
之
文
質
兼
到
、
不

勝
欣
服
、
但
末
後
嗣
法
弟
昆
之
名
未
承
紀
載
、
某
於
此
殊
有
隱
隱
焉
。
何
也
、
方
今
木
陳
以
代
付
為
事
、
欺
昧
諸
方
、
嗣

法
十
一
人
倘
不
列
名
標
誌
、
而
但
據
曩
者
黄
介
子
行
状
云
…
某
某
若
干
人
。
則
凡
受
代
付
者
具
得
混
濫
此
中
、
更
不
知
為

誰
是
誰
非
、
誰
真
誰
假
、
將
使
正
宗
的
派
雜
而
不
清
、
而
天
下
後
世
悉
受
其
欺
昧
者
、
當
何
如
也
。
且
原
敘
止
及
木
陳
、

尚
未
及
衆
請
之
意
。
…
…
。

　
　

「
侍
御
徐
心
韋
居
士
に
與
う
る
、
甲
申
の
夏
に
發
す
」
四
月
の
望
後
に
i
ん
で
、
續
燈
侍
師
は
金
粟
に
到
り
、
尊
制
の
塔

銘
一
章
に
接
す
。
之
を
讀
ん
で
、
文
質
は
兼
ね
て
到
る
、
欣
服
に
た
へ
ず
、
但
し
末
後
に
嗣
法
弟
昆
の
名
は
未
だ
紀
載
す

る
を
承
け
ず
、
某
は
此
に
殊
に
於
い
て
隱
隱
有
り
。
何
ん
ぞ
や
、
方
今
、
木
陳
は
代
付
を
以
っ
て
事
と
為
し
、
諸
方
を
欺
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昧
し
、
嗣
法
十
一
人
、
倘
し
列
名
標
誌
せ
ざ
れ
ば
、
而
し
て
但
だ
曩
者
黄
介
子
の
行
状
に
據
っ
て
云
う
…
某
某
の
若
干
の

人
、
則
ち
凡
そ
代
付
を
受
く
る
も
の
は
具
に
此
の
中
に
混
濫
す
る
を
得
、
更
に
誰
か
是
誰
か
非
、
誰
か
真
誰
か
假
為
る
を

知
ら
ず
、
將
に
正
宗
的
派
を
し
て
雜
ぜ
て
、
而
し
て
清
ら
か
な
ら
し
め
ず
、
而
し
て
天
下
後
世
は
悉
く
其
の
欺
昧
を
受
く

る
は
、
は
た
何
如
。
且
つ
原
敘
は
た
だ
木
陳
に
及
ぶ
も
、
な
お
未
だ
衆
請
の
意
に
及
ば
ず
。
…
…
。

　

費
隠
は
四
月
十
五
日
過
ぎ
に
な
っ
て
、
徐
心
韋
が
作
っ
た
密
雲
の
塔
銘
が
目
に
懸
か
っ
た
。
こ
の
塔
銘
に
費
隠
が
気
に
入
ら

な
い
問
題
は
二
点
あ
る
。
一
つ
は
、
密
雲
の
法
嗣
十
二
人
の
中
、
木
陳
以
外
、
十
一
人
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
な
い
こ
と
。
二
つ

は
、
塔
銘
作
成
に
木
陳
の
要
請
だ
け
を
提
起
し
、
門
人
全
員
の
要
請
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
費
隠
は

も
し
こ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
代
付
の
僧
が
密
雲
の
法
嗣
に
混
じ
り
こ
み
、
密
雲
の
天
童
法
脈
の
乱
れ
る
の
を
心
配
し
た
。
こ

の
塔
銘
を
早
急
に
差
し
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
費
隠
は
焦
心
し
た
。

　

そ
こ
で
費
隠
は
三
月
金
粟
山
に
来
た
ば
か
り
の
隠
元
を
遣
し
、
寧
波
に
赴
か
せ
て
徐
心
韋
を
訪
ね
、
塔
銘
の
改
正
を
願
お
う

と
し
た
。
隠
元
は
費
隠
の
一
番
目
の
法
嗣
で
あ
る
た
め
、
費
隠
は
こ
の
天
童
派
系
図
の
純
正
を
守
ろ
う
と
す
る
寧
波
入
り
の
役

目
を
隠
元
に
任
せ
た
の
だ
ろ
う
。
費
隠
が
書
簡
を
発
し
た
の
は
四
月
十
五
日
以
後
で
あ
る
故
、
当
時
の
交
通
状
況
を
考
え
れ
ば
、

徐
心
韋
へ
の
書
簡
を
五
月
寧
波
入
り
の
隠
元
が
自
ら
携
え
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
隠
元
が
携
え
た
も
う
一
通
の
費
隠
書
簡

は
「
與
鄞
縣
廣
文
客
卿
張
居
士
」
で
あ
る
（
14
）
。
そ
の
中
、
次
の
一
節
が
見
え
る
。

　
　

「
與
鄞
縣
廣
文
客
卿
張
居
士
」
…
…
。
惟
居
士
現
身
四
明
文
治
、
力
易
挽
回
。
煩
道
駕
撥
冗
與
山
野
法
嗣
隱
元
公
同
往
一

謁
心
翁
、
痛
切
轉
道
此
情
。
尤
望
據
王
大
含
所
紀
、
歴
然
開
載
。
天
童
一
枝
燈
、
庶
不
致
為
後
人
混
濫
。
先
師
常
寂
光
中
、

140



亦
應
佩
明
德
於
無
涯
。
豈
惟
山
野
諸
弟
昆
等
永
藉
荷
擔
之
力
已
也
。
居
士
為
同
門
棟
樑
、
應
體
照
山
野
為
法
門
一
片
苦
心
、

諒
不
致
付
諸
膜
外
。
率
爾
冒
瀆
、
顒
俟
報
音
。
不
恭
不
備
。

　
　

「
鄞
縣
廣
文
客
卿
張
居
士
に
与
う
」
…
…
。
こ
れ
居
士
は
四
明
の
文
治
に
現
身
し
、
力
は
易
く
挽
回
す
。
煩
ふ
、
道
駕
は

冗
を
撥
し
て
山
野
の
法
嗣
隱
元
公
と
同
に
往
い
て
一
た
び
心
翁
に
謁
す
、
痛
切
に
轉
じ
て
此
の
情
を
道
う
こ
と
を
。
尤
も

望
む
、
王
大
含
の
紀
す
る
所
に
據
り
、
歴
然
開
載
す
る
こ
と
を
。
天
童
一
枝
の
燈
、
こ
い
ね
が
わ
く
は
後
人
に
混
濫
せ
ら

る
る
を
致
さ
ず
。
先
師
は
常
寂
光
の
中
、
亦
た
應
に
明
德
を
無
涯
に
佩
ぶ
べ
し
。
豈
に
惟
だ
に
山
野
の
諸
弟
昆
等
は
永
く

荷
擔
の
力
を
藉
る
の
み
な
ら
ん
や
。
居
士
は
同
門
の
棟
樑
と
為
り
、
應
に
山
野
の
法
門
の
為
め
の
一
片
苦
心
を
體
照
す
べ

し
、
諒
に
之
を
膜
外
に
付
す
に
致
ら
ず
。
率
爾
に
冒
瀆
し
、
報
音
を
顒
俟
す
。
不
恭
不
備
。

　

張
廣
文
は
徐
心
韋
と
同
じ
く
寧
波
に
い
る
士
人
で
密
雲
門
下
の
信
徒
で
あ
る
（
15
）
。
「
山
野
の
法
嗣
隠
元
公
と
同
に
往
い
て
一

た
び
心
翁
を
謁
す
」
の
句
に
よ
れ
ば
、
費
隠
の
用
意
で
、
隠
元
は
寧
波
に
入
っ
て
先
に
張
廣
文
と
会
い
、
そ
れ
か
ら
徐
心
韋
の

所
に
赴
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
隠
元
の
寧
波
入
り
の
段
取
り
は
、
ま
ず
張
廣
文
と
会
い
、
次
に
徐
心
韋
を
訪
ね
、
最

後
に
天
童
山
に
登
っ
て
密
雲
の
塔
を
掃
く
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
隠
元
の
寧
波
で
の
活
動
は
早
く
も
木
陳
側
に
察
せ
ら
れ

た
だ
ろ
う
。
費
隠
を
痛
め
つ
け
る
た
め
、
木
陳
た
ち
は
天
童
山
麓
の
小
白
嶺
に
待
ち
伏
せ
、
隠
元
を
棍
棒
で
敲
い
た
。

　

こ
の
天
童
の
難
は
隠
元
の
生
涯
に
お
け
る
大
変
な
恥
と
思
わ
れ
る
。
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
が
記
す
よ
う
に
、
隠
元
は
直

ち
に
金
栗
山
費
隠
の
許
に
戻
り
、
五
ヶ
月
間
の
休
養
を
し
た
。
そ
の
後
、
嘉
興
府
崇
德
県
福
厳
禅
寺
の
招
請
に
応
じ
て
晋
山
し

た
。
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
は
隠
元
の
恥
を
忌
む
た
め
に
、
徐
心
韋
訪
問
の
こ
と
を
書
き
落
と
し
、
隠
元
の
寧
波
入
り
の
真
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相
を
隠
そ
う
と
し
た
。
一
方
、
隠
元
の
円
寂
後
に
作
ら
れ
た
『
普
照
国
師
年
譜
』
は
、
徐
心
韋
訪
問
の
こ
と
を
提
起
し
た
が
、

天
童
下
り
後
の
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
も
賢
者
の
た
め
に
避
諱
の
手
法
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

天
童
派
の
流
れ
と
隠
元

　

密
雲
の
天
童
派
は
盛
ん
で
あ
る
ゆ
え
、
法
門
の
内
外
に
亘
っ
て
、
多
く
の
諍
い
が
起
こ
っ
た
（
16
）
。
密
雲
の
塔
銘
に
巡
る
費

隠
と
木
陳
の
諍
い
は
こ
の
中
の
一
つ
で
、
し
か
し
法
門
内
の
兄
弟
喧
嘩
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
喧
嘩
の
中
、
案
外
大
き
な
傷

害
を
受
け
た
の
は
隠
元
で
あ
っ
た
。

　

木
陳
の
語
録
を
読
め
ば
、
彼
は
儒
生
の
出
身
で
、
兄
弟
に
優
し
く
、
師
友
の
情
を
重
ん
じ
、
清
の
順
治
帝
の
前
に
居
っ
て
も
、

崇
禎
を
偲
び
、
明
の
故
国
を
懐
か
し
ん
だ
。
一
九
四
二
年
と
い
う
特
定
の
時
代
に
、
売
国
者
を
憎
み
、
亡
国
の
怨
み
を
飲
み
な

が
ら
陳
垣
氏
（
一
八
八
〇—

一
九
七
一
）
が
作
っ
た
『
清
初
僧
諍
記
』
に
浮
か
ん
だ
弐
臣
木
陳
の
人
間
像
に
は
、
な
お
考
え
直
す

余
地
が
あ
る
と
思
う
。

　

費
隠
は
気
性
が
激
し
く
、
徹
底
し
て
禅
の
正
統
を
求
め
、
純
一
を
好
む
態
度
を
と
る
が
、
時
に
偏
狭
な
主
張
に
走
る
こ
と
は

否
め
な
い
。
こ
の
故
、
費
隠
は
、
常
に
正
統
を
乱
す
輩
と
考
え
る
人
物
を
攻
撃
し
て
諍
い
を
起
こ
し
た
。
彼
の
語
録
特
に
『
別

集
』
を
紐
解
け
ば
、
そ
の
戦
う
匂
い
が
随
所
に
漂
っ
て
い
る
。
隠
元
は
師
匠
と
違
う
。
隠
元
は
費
隠
を
終
始
、
支
持
し
て
い
た

が
、
彼
の
語
録
は
他
人
と
諍
い
、
他
人
を
攻
撃
す
る
記
事
が
見
え
な
い
。
彼
は
無
諍
の
人
生
を
貫
い
て
い
た
。
隠
元
の
温
良
敦

厚
な
人
柄
を
考
え
れ
ば
、
天
童
の
難
は
そ
の
人
生
に
お
い
て
甚
だ
意
外
な
こ
と
で
あ
る
。
隠
元
の
語
録
に
、
木
陳
の
こ
と
を
口

に
し
た
箇
所
が
一
度
と
し
て
見
え
な
い
。
隠
元
の
心
の
傷
は
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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費
隠
と
木
陳
と
の
諍
い
の
結
果
、
密
雲
の
法
嗣
が
十
二
名
で
あ
る
こ
と
は
厳
格
に
守
ら
れ
て
き
た
。
木
陳
も
こ
の
こ
と
を
認

め
、
同
門
の
法
兄
弟
を
「
開
鑿
人
天
者
十
二
人
」
（
人
天
を
開
鑿
す
る
者
は
十
二
人
（
17
）
）
と
言
っ
た
。
密
雲
の
寂
後
、
同
門
の
法

兄
弟
の
中
、
特
に
優
れ
た
人
物
は
費
隠
と
木
陳
で
あ
る
。
彼
ら
二
人
は
共
に
密
雲
の
禅
風
を
守
る
後
継
者
と
自
任
し
、
大
い
に

活
躍
し
た
。
現
に
流
布
し
て
い
る
費
隠
と
木
陳
が
各
自
で
編
集
し
た
二
種
の
密
雲
語
録
を
読
め
ば
、
あ
ま
り
大
き
な
相
違
が
見

出
さ
れ
な
い
。
木
陳
を
激
し
く
罵
っ
た
が
、
そ
の
晩
年
、
費
隠
は
遂
に
木
陳
と
和
解
し
た
。
順
治
十
七
年
（
一
六
六
〇
）
七
月
、

前
年
世
祖
に
召
さ
れ
て
宮
内
に
入
っ
た
木
陳
は
北
京
か
ら
天
童
山
に
戻
る
途
中
、
金
粟
山
に
寄
り
、
費
隠
を
訪
ね
た
。
二
人
が

諍
い
で
疎
遠
に
な
っ
て
か
ら
、
何
年
ぶ
り
の
再
会
だ
ろ
う
。
費
隠
の
紀
年
録
に
当
時
の
様
子
を
「
七
月
天
童
木
陳
和
尚
應
召
還

山
、
維
舟
詣
寺
躬
候
、
用
叙
契
闊
」
（
七
月
天
童
の
木
陳
和
尚
は
召
に
應
じ
て
山
に
還
り
、
舟
を
維
ぎ
寺
に
詣
で
躬
ら
候
い
、
用
っ
て
契

闊
を
叙
す
）
と
記
し
た
（
18
）
。
天
童
派
の
中
、
費
隠
の
法
孫
に
あ
た
る
憨
璞
性
聰
（
一
六
一
〇—

一
六
六
六
）
の
入
内
に
続
き
、
木

陳
は
二
人
目
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
木
陳
の
入
内
を
推
薦
し
た
の
は
憨
璞
性
聰
で
あ
る
。
同
時
に
憨
璞
は
費
隠
の
入
内
も
推
薦
し

て

い

た
（
19
）
。
木
陳
は
費
隠
に
憨
璞
の
活
動
を
報
告
し
、
ま
た
自
ら
感
謝
の
礼
も
述
べ
た
と
思
わ
れ
る
。
自
分
の
入
内
も
期
待

し
て
い
た
費
隠
は
喜
ん
で
木
陳
と
話
を
交
わ
し
た
だ
ろ
う
。
費
隠
は
今
年
六
月
七
日
の
日
付
で
日
本
に
い
る
隠
元
へ
の
書
簡
に
、

「
而
此
地
主
法
者
濫
觴
之
極
、
又
不
可
勝
言
。
幸
得
今
上
隆
重
濟
宗
、
自
古
以
來
無
比
。
屢
召
善
知
識
、
如
報
恩
玉
公
、
天
童

木
公
及
法
孫
憨
璞
公
。
相
聞
亦
欲
召
老
僧
。
不
知
法
契
之
緣
何
似
、
一
聽
之
龍
天
也
」
（
而
し
て
此
地
の
法
を
主
か
ざ
と
る
者
は
濫

觴
の
極
ま
り
な
り
、
又
言
う
に
た
う
べ
か
ら
ず
。
幸
い
に
今
上
の
濟
宗
を
隆
重
す
る
こ
と
を
得
、
古
よ
り
以
來
比
無
し
。
し
ば
し
ば
善
知
識
を

召
す
、
報
恩
の
玉
公
、
天
童
の
木
公
及
び
法
孫
の
憨
璞
公
の
如
き
は
、
相
い
聞
き
、
亦
た
老
僧
を
召
せ
ん
と
欲
す
こ
と
を
。
法
契
の
緣
、
い

か
ん
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ひ
と
え
に
之
を
龍
天
に
聽
く
（
20
）
）
と
言
い
、
隠
元
に
木
陳
ら
の
入
内
は
臨
済
宗
の
喜
ば
し
い
こ
と
と
伝

え
た
。
天
童
派
の
発
展
に
大
き
な
希
望
を
寄
与
し
て
い
る
費
隠
は
、
こ
の
際
既
に
木
陳
と
隠
元
と
の
間
の
不
快
を
忘
れ
た
か
の

隠元隆琦の天童法難について

143



よ
う
だ
。

　

勿
論
、
隠
元
を
は
じ
め
六
十
四
人
の
法
嗣
も
育
ち
、
最
大
規
模
の
門
下
を
持
っ
て
い
た
費
隠
は
終
始
天
童
派
の
中
心
で
あ
っ

た
。
順
治
十
一
年
（
一
六
五
四
）
十
月
『
五
灯
厳
統
』
の
件
で
敗
訴
し
て
も
、
費
隠
は
そ
の
意
気
が
衰
え
な
い
。
こ
の
後
費
隠

の
法
席
も
至
る
所
で
盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
『
五
灯
厳
統
』
は
抹
殺
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
五
灯
厳
統
』
は
大
陸
で
版
木
が
廃

棄
さ
れ
た
が
、
日
本
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
年
六
月
、
攝
津
普
門
寺
在
住
の
隠
元
は
、
費
隠
の
意
を
受
け
、
再
び
そ
れ
を
刊

行
し
た
。
現
に
流
行
す
る
『
五
灯
厳
統
』
は
隠
元
の
日
本
再
刊
本
で
あ
る
（
21
）
。
日
本
で
重
刊
さ
れ
た
『
五
灯
厳
統
』
は
長
崎

の
貿
易
船
を
通
じ
て
中
国
に
逆
輸
入
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
禅
の
純
粋
を
守
ろ
う
と
す
る
に
挫
折
し
た
費
隠
に
と
っ
て
こ
れ

以
上
な
い
慰
め
で
あ
ろ
う
。
費
隠
は
隠
元
に
「
嚴
統
每
年
得
寄
數
十
部
此
土
流
行
、
吾
徒
德
莫
大
焉
。
外
補
遺
數
章
、
當
依

此
刻
入
。
切
囑
。
此
土
皇
上
亦
已
御
覽
、
但
未
見
批
行
。
並
聞
」
（
嚴
統
、
每
年
數
十
部
を
此
土
に
寄
し
て
流
行
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
、

吾
が
徒
、
德
莫
大
な
り
。
外
に
補
遺
の
數
章
を
、
當
に
此
に
依
っ
て
刻
入
す
べ
し
。
切
に
囑
す
。
此
土
の
皇
上
も
亦
た
已
に
御
覽
ず
、
但
し
未

だ
批
行
せ
ら
ざ
る
な
り
。
並
に
聞
す
（
22
）
）
と
言
い
、
『
五
灯
厳
統
』
の
さ
ら
な
る
流
通
を
厚
く
期
待
し
て
い
る
。
な
お
、
費
隠
は

そ
の
添
削
も
施
し
て
い
た
。

　

『
五
灯
厳
統
』
の
再
刊
と
共
に
、
隠
元
は
同
年
密
雲
語
録
と
費
隠
語
録
も
一
緒
に
刊
行
し
た
（
23
）
。
そ
の
時
の
心
境
を
、
隠
元

は
次
の
詩
に
詠
じ
た
。

　
　

重
刊
天
童
徑
山
二
録
成　
　

重
ね
て
天
童
徑
山
の
二
録
を
刊
し
、
成
る

　
　

中
興
祖
道
起
師
翁　
　
　
　

祖
道
を
中
興
す
る
こ
と
、
師
翁
に
起
く

　
　

德
重
山
河
不
宰
功　
　
　
　

德
、
山
河
よ
り
重
し
、
功
を
宰
せ
ず
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正
脈
長
流
彌
海
宇　
　
　
　

正
脈
の
長
流
、
海
宇
に
わ
た
り

　
　

單
傳
浩
氣
塞
虚
空　
　
　
　

單
傳
の
浩
氣
、
虚
空
を
塞
ぎ

　
　

花
開
十
二
香
飄
遠　
　
　
　

花
開
く
こ
と
十
二
、
香
遠
く
飄
ふ

　
　

果
結
三
千
味
更
隆　
　
　
　

果
結
ぶ
こ
と
三
千
、
味
更
に
隆
し

　
　

老
我
無
能
忝
法
裔　
　
　
　

老
い
て
我
は
能
無
し
、
か
た
じ
け
な
く
も
法
裔
な
り

　
　

橫
挑
即
栗
轉
移
東　
　
　
　

即
栗
を
橫
挑
し
、
轉
じ
て
東
に
移
る

（
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
二
七
五
三
頁
）

　

こ
こ
に
、
隠
元
は
臨
済
宗
を
復
興
し
、
十
二
名
の
禅
匠
を
育
て
た
師
翁
密
雲
の
功
績
を
讃
え
な
が
ら
、
法
孫
と
し
て
自
分
が

そ
の
門
流
に
身
を
預
け
る
こ
と
を
幸
い
と
し
た
。
「
即
栗
を
橫
挑
し
、
轉
じ
て
東
に
移
る
」
の
句
に
、
天
童
一
派
の
禅
を
荷
担

し
て
日
本
に
伝
お
う
と
い
う
隠
元
の
意
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

『
五
灯
厳
統
』
、
師
翁
密
雲
の
語
録
、
そ
し
て
本
師
費
隠
の
語
録
の
同
時
刊
行
は
、
費
隠
が
主
導
し
て
い
る
天
童
派
を
守
る
た

め
、
隠
元
が
経
営
す
る
見
事
な
事
業
で
あ
っ
た
。
後
に
日
本
禅
宗
黄
檗
派
の
開
立
も
、
そ
の
事
業
の
延
伸
と
理
解
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
隠
元
は
堅
実
に
天
童
派
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
い
た
。
こ
の
故
、
隠
元
の
門
下
が
「
天
童
の
法
道
は
首
に
徑
山
を
推
し
、

徑
山
の
法
道
は
獨
り
に
黄
檗
を
推
す
」
（
天
童
法
道
首
推
徑
山
、
徑
山
法
道
獨
推
黄
檗
（
24
）
）
と
言
い
、
天
童
密
雲—

徑
山
費
隠—

黄

檗
隠
元
と
い
う
天
童
派
の
系
図
を
意
識
し
、
そ
の
流
れ
を
誇
り
に
思
っ
た
。
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お

わ

り

に

　

晩
年
の
費
隠
も
認
め
た
よ
う
に
、
木
陳
は
天
童
派
の
中
に
誇
り
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
費
隠
の
態
度
は
隠
元
の
黄
檗
派
に

も
影
響
を
及
ん
だ
。

　

入
内
し
た
木
陳
は
順
治
帝
よ
り
「
弘
覚
」
と
言
う
禅
師
号
を
賜
り
、
密
雲
語
録
の
入
蔵
を
実
現
し
、
自
ら
『
天
童
弘
覚
忞
禅

師
語
録
』
や
宮
廷
生
活
の
専
門
記
録
と
も
言
う
べ
き
『
北
遊
集
』
を
刊
行
し
た
。
木
陳
は
そ
の
語
録
も
日
本
に
い
る
隠
元
ら
黄

檗
僧
の
許
に
送
っ
た
だ
ろ
う
。
木
陳
の
語
録
を
読
ん
だ
隠
元
法
嗣
の
中
、
即
非
如
一
は
「
讀
法
叔
祖
木
陳
老
和
尚
語
録
」
、
南

源
性
派
は
「
讀
弘
覺
國
師
奏
對
録
」
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
慶
賀
の
意
を
表
し
た
（
25
）
。
ま
た
、
『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
は
木
陳

の
こ
と
に
触
れ
な
い
が
、
隠
元
の
寂
後
に
仕
上
げ
ら
れ
た
『
普
照
国
師
年
譜
』
は
「
崇
禎
三
年
庚
午
」
の
条
に
、
「
師
三
十
九

歳
。
春
、
密
老
和
尚
に
從
っ
て
黄
檗
の
請
に
應
じ
、
三
月
二
十
七
日
進
山
す
。
時
に
角
立
の
士
、
天
童
忞
、
雪
竇
雲
、
古
南
門

等
の
如
き
、
皆
座
下
に
在
り
」
（
師
三
十
九
歳
。
春
、
從
密
老
和
尚
應
黄
檗
請
、
三
月
二
十
七
日
進
山
。
時
角
立
之
士
、
如
天
童
忞
、
雪
竇

雲
、
古
南
門
等
、
皆
在
座
下
）
を
書
き
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
隠
元
と
木
陳
ら
が
同
時
に
密
雲
の
黄
檗
住
持
を
助
け
た
こ
と
を

補
記
し
た
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
に
は
、
ま
た
も
天
童
派
の
隆
盛
を
示
し
た
い
黄
檗
僧
の
思
惑
が
窺
わ
れ
る
。
彼
ら
は
同
じ
く
天

童
派
の
中
に
い
る
木
陳
を
優
れ
た
人
物
と
認
め
、
し
か
も
彼
の
活
躍
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
。

　

現
に
、
京
都
黄
檗
山
に
木
陳
書
の
一
幅
の
墨
蹟
が
保
存
さ
れ
、
「
七
佛
偈
」
の
題
で
、
「
天
童
沙
門
道
忞
敬
書
」
と
記
し

て

あ

る
（
26
）
。
日
付
が
な
い
が
、
左
の
下
方
に
「
道
忞
之
印
」
の
印
を
捺
し
、
そ
れ
に
左
の
上
方
に
「
弘
覚
」
と
清
の
女
真
文

字
を
両
方
入
れ
る
印
を
捺
し
た
。
こ
れ
は
順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
木
陳
が
「
弘
覚
」
の
号
を
得
た
後
の
作
と
思
わ
れ
る
。

想
像
す
れ
ば
、
木
陳
は
こ
れ
を
日
本
の
隠
元
に
送
り
、
修
好
の
意
を
伝
お
う
と
し
た
だ
ろ
う
。
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だ
が
、
木
陳
の
こ
と
に
関
し
て
、
隠
元
は
遂
に
沈
黙
を
破
ら
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
思
い
が
馳
せ
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
隠
元
が
寂

し
た
翌
年
、
木
陳
も
こ
の
世
を
去
っ
た
。

注
（
1
）	
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
、
平
久
保
章
編
、
開
明
書
院
、
一
九
七
九
年
十
月
。

（
2
）	

『
天
童
密
雲
禪
師
語
録
』
、
十
二
卷
、
附
行
状
、
全
身
塔
銘
、
衣
缽
塔
銘
、
年
譜
。
費
隱
通
容
編
集
、
卷
首
南
明
弘
光
元
年

（
一
六
四
四
）
蔡
聯
璧
撰
「
密
雲
禪
師
語
録
序
」
。
日
本
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
隱
元
重
刊
、
刊
記
「
明
暦
丁
酉
孟
夏
弟
子
性
微
募

刻
天
童
密
雲
和
尚
語
録
十
二
卷
附
年
譜
一
冊
」
。
駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
京
都
貝
葉
書
院
刊
本
、
番
號1

6
8
8
8

。
ま
た
、
『
密
雲
悟
禪
師

語
録
』
、
二
十
二
卷
。
木
陳
道
忞
編
集
、
卷
首
清
順
治
十
七
年
（
一
六
六
〇
）
木
陳
撰
「
進
天
童
密
雲
悟
禪
師
語
録
奏
章
」
。
光
緒
已

亥
（
一
八
九
九
）
天
童
弘
法
禪
寺
重
刊
本
。
京
都
黃
檗
山
文
華
殿
藏
。
二
十
一
巻
に
行
状
、
年
譜
あ
り
、
二
十
二
卷
年
譜
、
塔
銘
あ

り
。

（
3
）	

遠
門
浄
柱
撰
『
五
灯
会
元
続
略
』
巻
八
「
南
岳
下
三
十
四
世
天
童
悟
禅
師
法
嗣
」
に
挙
げ
た
十
二
名
法
嗣
の
順
番
に
よ
る
。
卍
続

藏
経
第
一
三
八
冊
所
収
。
遠
門
浄
柱
は
密
雲
円
悟
の
九
番
目
の
法
嗣
石
車
通
雲
の
徒
で
あ
る
。

（
4
）	

『
新
修
天
童
寺
志
』
、
浙
江
省
天
童
寺
編
、
北
京
宗
教
出
版
社
、
一
九
九
七
年
三
月
一
月
。
ま
た
、
清
釈
徳
介
纂
『
天
童
寺
志
』
、

中
国
佛
寺
志
叢
刊
、
第
八
十
四
冊
、
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
六
年
八
月
。

（
5
）	

陳
垣
『
清
初
僧
諍
記
』
巻
二
「
天
童
派
之
諍
」
一
「
天
童
塔
銘
諍
」
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
九
月
）
、
ま
た
野
口
善
敬
「
費
隠

通
容
の
臨
済
禅
と
そ
の
挫
折—

木
陳
道
忞
と
の
対
立
を
巡
っ
て—

」
（
『
禅
学
研
究
』
第
六
十
四
号
、
花
園
大
学
禅
学
研
究
会
、
昭
和

六
十
年
十
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）	

『
新
修
天
童
寺
志
』
第
一
章
「
地
理
」
第
二
節
「
山
嶺
」
の
「
小
白
嶺
」
。

（
7
）	

木
陳
道
忞
撰
『
布
水
台
集
』
、
巻
二
十
七
尺
牘
。
『
中
華
大
蔵
経
』
第
一
〇
二
冊
所
収
、
台
湾
新
文
豊
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

（
8
）	

『
費
隱
禪
師
別
集
』
卷
十
八
。
『
費
隱
禪
師
別
集
』
、
十
八
卷
、
寫
本
。
駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
、
卷
末
注
記
「
原
本
大
阪
府
三
島
郡
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富
田
村
慶
瑞
寺
所
藏
、
大
正
三
年
八
月
寫
了
。
曹
洞
宗
大
學
圖
書
館
」
。

（
9
）	

木
陳
道
忞
の
語
録
に
、
『
天
童
弘
覚
忞
禅
師
語
録
』
二
十
巻
、
『
北
遊
集
』
六
巻
あ
り
、
『
中
華
大
藏
経
』
第
一
〇
二
冊
所
収
。
伝

記
資
料
に
、
『
五
灯
会
元
続
略
』
巻
八
「
寧
波
府
天
童
寺
山
翁
道
忞
禅
師
」
あ
り
、
卍
続
藏
経
第
一
三
八
冊
所
収
。

（
10
）	
『
普
照
国
師
年
譜
』
崇
禎
元
年
の
条
。
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
二
八
頁
。

（
11
）	
『
費
隱
禪
師
別
集
』
卷
十
五
。

（
12
）	

『
黄
檗
隠
元
禅
師
年
譜
』
、
南
明
永
暦
六
年
（
一
六
五
二
）
十
二
月
独
耀
性
日
編
録
、
日
本
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
十
月
、
長
崎

興
福
寺
の
逸
然
性
融
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
、
刊
記
「
天
運
甲
午
歲
孟
冬
上
涴
之
吉
長
崎
興
福
禪
寺
逸
然
子
性
融
捐
刊
流
通
」
。
増
補

逸
然
本
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
四
）
十
一
月
ま
で
の
記
事
を
増
補
し
た
。
『
黄
檗
開
山
普
照
国
師
年
譜
』
、
南
源
性
派
、
高
泉
性
潡
編

録
。
隠
元
一
代
の
記
事
、
巻
首
に
隠
元
八
十
二
歳
の
自
賛
あ
り
。
京
都
黄
檗
山
所
蔵
。
ま
た
、
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
附
録
所
収
。

（
13
）	

『
費
隱
禪
師
語
録
』
巻
十
一
。
『
費
隱
禪
師
語
録
』
十
四
卷
、
『
費
隱
禪
師
紀
年
録
』
上
下
巻
合
刊
本
、
明
版
嘉
興
大
藏
経
、
続
藏

七
十
七
函
。
台
湾
『
中
華
大
藏
經
』
第
一
〇
一
冊
所
收
、
一
九
六
八
年
。

（
14
）	

『
費
隱
禪
師
語
錄
』
巻
十
一
。

（
15
）	

徐
心
韋
、
浙
江
省
鄞
県
の
出
身
、
明
の
天
啓
五
年
の
進
士
で
、
江
南
提
学
御
史
に
仕
え
た
。
清
光
緒
『
鄞
県
志
』
巻
三
八
に
伝
が

あ
る
。
張
廣
文
、
浙
江
省
余
姚
県
の
出
身
、
天
啓
四
年
の
挙
人
で
、
鄞
県
の
教
諭
で
あ
っ
た
。
清
光
緒
『
余
姚
県
志
』
巻
二
三
に
伝

が
あ
る
。
後
に
二
人
は
共
に
剃
髪
し
て
僧
に
な
っ
た
。

（
16
）	

陳
垣
『
清
初
僧
諍
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）	

『
布
水
台
集
』
巻
十
六
「
明
天
童
密
雲
和
尚
行
状
」
。

（
18
）	

『
費
隱
禪
師
紀
年
録
』
下
巻
順
治
十
七
年
庚
子
の
条
。

（
19
）	

憨
璞
性
聰
は
費
隠
法
嗣
百
痴
行
元
の
徒
で
あ
る
。
憨
璞
の
宮
廷
活
動
に
つ
い
て
、
陳
垣
「
語
録
与
順
治
宮
廷
」
（
『
陳
垣
学
術
論
文

集
』
第
一
巻
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）	

費
隠
書
簡
、
「
庚
子
六
月
初
七
日
徑
山
費
隱
容
老
僧
寓
福
嚴
合
十
復
首
座
隱
元
公
知
之
」
と
記
す
。
陳
智
超
、
韋
祖
輝
、
何
齢
修
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編
『
旅
日
高
僧
隠
元
中
土
往
来
書
信
集
』
、
六
一
頁
所
掲
。
北
京
：
中
華
全
国
圖
書
館
文
献
縮
微
復
制
中
心
、
一
九
九
五
年
三
月
。

（
21
）	

費
隠
通
容
撰
『
五
灯
厳
統
』
、
卍
続
藏
経
第
一
三
九
冊
。
巻
末
隠
元
「
重
刊
五
灯
厳
統
跋
並
賛
」
に
「
時
丁
酉
仲
夏
念
有
四
日
寓

攝
州
普
門
福
元
禪
寺
嗣
法
弟
子
隱
元
謹
跋
」
と
記
す
。

（
22
）	

費
隠
書
簡
、
『
書
信
集
』
六
一
頁
所
掲
。

（
23
）	
『
費
隱
禪
師
語
録
』
、
十
六
卷
。
日
本
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
刊
。
卷
末
刊
記
「
明
暦
丁
酉
孟
夏
弟
子
性
微
募
刻
徑
山
費
隱
和
尚

語
録
十
二
卷
」
。
長
崎
圖
書
館
藏
、
番
號
951
。
『
天
童
密
雲
禪
師
語
録
』
、
注
の
（
2
）
に
参
照
。

（
24
）	

三
非
性
徹
書
簡
、
『
書
信
集
』
五
一
一
頁
所
掲
。

（
25
）	

平
久
保
章
編
『
新
纂
校
訂
即
非
全
集
』
、
九
七
七
頁
。
京
都
：
思
文
閣
、
一
九
九
三
年
十
二
月
。
南
源
性
派
『
芝
林
集
』
卷
第
九

「
七
言
律
」
。
『
芝
林
集
』
、
二
十
四
巻
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
本
、
京
都
黄
檗
山
文
華
殿
藏
。

（
26
）	

二
〇
〇
四
年
五
月
京
都
黄
檗
山
文
華
殿
展
示
会
よ
り
。

隠元隆琦の天童法難について
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白
隠
の
唯
識
観

—

『
四
智
辨
』
を
通
し
て—

ア
ン
ナ
・
ル
ッ
ジ
ェ
リ

は

じ

め

に

　

白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
五—

一
七
六
八
）
が
晩
年
に
著
作
し
た
『
四
智
辨
』
と
は
、
「
転て

ん

識じ
き

得と
く

智ち

」
す
な
わ
ち
「
八
識
」
（
六
識
・

末
那
識
・
阿
頼
耶
識
）
の
転
換
に
よ
っ
て
生
じ
る
四
つ
の
仏
の
智
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
転
識
得
智
は
、
法
相
学
な
ど

で
使
わ
れ
る
唯
識
論
の
一
部
で
あ
る
が
、
白
隠
の
場
合
に
は
「
見
性
」
と
「
悟
後
の
修
行
」
を
説
明
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

「
四
智
」
と
は
、
「
大だ

い
え
ん
き
よ
う
ち

円
鏡
智
」
、
「
平

び
よ
う
ど
う
し
よ
う
ち

等
性
智
」
、
「
妙

み
よ
う

観か
ん

察さ
つ

智ち

」
、
「
成

じ
よ
う

所し
よ

作さ

智ち

」
の
四
つ
の
智
慧
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に

こ
れ
ら
は
八
識
と
別
物
で
は
な
く
、
不
二
一
如
で
あ
る
。
白
隠
の
四
智
の
説
は
、
た
だ
仏
教
学
に
お
い
て
教
義
的
に
使
用
し
た

の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
実
践
に
お
け
る
衆
生
救
済
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
菩
提
心
」
の
実
践
、
す
な
わ
ち

「
上
求
菩
提
、
下
化
衆
生
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

上
求
菩
提
、
下
化
衆
生
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、
「
向
上
門
」
で
あ
り
、
自
己
の
自
覚
を
求
め
て
仏
道
を
行
ず
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る
こ
と
を
求
め
る
心
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
理
解
が
よ
り
広
が
る
と
「
向
下
門
」
的
な
方
向
へ
転
ず
る
「
悟
り
」
と
い

う
自
己
の
自
覚
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
う
こ
と
を
求
め
る
心
が
二
つ
目
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

「
向
上
」
が
そ
の
ま
ま
「
向
下
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
二
面
的
な
働
き
は
、
菩
提
心
そ
の
も

の
で
あ
る
。

　

『
四
智
辨
』
に
よ
る
と
、
菩
提
心
を
起
こ
す
た
め
に
は
、
修
行
し
か
な
い
。
『
四
智
辨
』
の
内
容
は
、
と
く
に
悟
後
の
修
行
の

重
要
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
悟
後
の
修
行
の
説
明
そ
の
も
の
で
あ
る
。
白
隠
は
、
唯
識
の
四
智
論
の
よ
う
な
学
問
的
な

説
明
を
借
り
な
が
ら
、
禅
的
な
修
行
と
そ
の
段
階
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
ま
り
、
『
四
智
辨
』
に
お
い
て
は
、
向
上
門
と
向
下

門
の
領
域
が
同
時
に
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
唯
識
思
想
の
四
智
を
分
析
し
、
そ
の
後
『
四
智
辨
』
に
よ
る
白
隠
の
四
智
の
見
解
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
唯
識
論
に
よ
る
四
智
の
構
造

　

白
隠
に
は
、
唯
心
（c

i
t
t
a
-
m
ā
t
r
a

）
と
も
呼
ば
れ
る
唯
識
論
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。
『
四
智
辨
』
に
お
い
て
だ
け
で
は

な
く
、
白
隠
の
他
の
様
々
な
著
作
の
中
に
も
唯
識
の
説
明
が
表
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
荊
叢
毒
蘂
』
第
四
巻
に
あ
る
「
八
識

辨
（
１
）
」
と
『
於
仁
阿
佐
美
』
巻
の
下
（
２
）
の
中
に
唯
識
の
根
本
的
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
唯
識
は
「
瑜ゆ

伽が

行ぎ
よ
う
は派

」
（Y

o
g
a
c
ā
r
a

）
の
唯
識
思
想
（
宗
派
と
し
て
は
法
相
宗
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ

ン
ド
か
ら
の
直
接
の
伝
来
で
は
な
く
、
中
国
に
お
い
て
発
展
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

唯
識
（v

i
j
ñ
a
p
t
i
-
m
ā
t
r
a
t
ā

）
思
想
に
よ
っ
て
全
て
の
心
の
働
き
が
細
か
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
唯
識
思
想
で
は
、
心
（c

i
t
t
a

）
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と
意
識
（v

i
j
ñ
a
p
t
i

）
と
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
従
っ
て
唯
心
も
唯
識
も
同
じ
意
味
と
解
釈
し
て
い
る
（
３
）
。

　

唯
心
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
心
よ
り
現
わ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
唯
だ
心
」
の
他
に
別
に
一

切
の
も
の
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

唯
識
思
想
に
よ
り
、
一
切
の
諸
法
は
全
て
心
識
（
４
）
の
転
変
で
、
実
有
の
も
の
は
心
と
意
識
だ
け
で
あ
り
、
そ
し
て
認
識
す

る
対
境
は
心
内
に
映
し
た
相
に
、
本
質
を
生
じ
た
影
像
で
、
そ
の
本
質
は
阿
頼
耶
識
と
い
う
蔵
の
よ
う
な
も
の
か
ら
種し

ゆ
う
じ子

が
生

じ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
認
識
の
対
象
が
心
識
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
真
実
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
唯
識
思
想
の
構
造
に
よ
れ
ば
、
六
識
（
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
）
に
、
末
那
識
と
阿
頼
耶
識

を
加
え
た
八
識
で
構
成
さ
れ
た
心
は
、
全
て
の
分
別
に
な
る
煩
悩
を
生
み
出
す
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
分
別
を
四
智
と
呼
ば
れ

る
四
つ
の
仏
性
的
な
智
慧
に
変
化
で
き
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

仏
教
の
唯
識
論
に
お
い
て
、
心
は
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
四
智
は
、
八
識
を
四
つ
の
意
識
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
、
四
つ

の
意
識
の
タ
イ
プ
が
修
行
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
智
慧
に
転
換
す
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

唯
識
論
の
根
本
的
な
思
想
は
、
人
間
の
意
識
、
す
な
わ
ち
識
の
構
造
を
八
識
に
分
類
し
、
そ
し
て
全
て
の
も
の
を
自
己
の
識

が
創
り
出
す
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
故
に
、
こ
の
八
識
こ
そ
、
煩
悩
の
原
因
と
見
ら
れ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
五
識
は
五
根

（
眼
根･

耳
根･

鼻
根･

舌
根･

身
根
）
に
よ
っ
て
五
境
（
色
境･
声
境･

香
境･

味
境･

触
境
）
を
認
識
す
る
。
例
え
ば
、
電
車
の
中

に
坐
っ
て
い
る
時
、
電
車
に
入
っ
て
く
る
老
人
を
眼
識
に
よ
っ
て
色
境
を
認
識
す
る
。
つ
ま
り
眼
識
を
通
し
て
老
人
の
姿
が
心

に
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
六
識
で
あ
る
意
識
は
法
根
を
覚
知
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
前
五
識
の
各
根
を
通
し
て
、

そ
の
対
象
を
認
識
す
る
が
、
そ
の
段
階
で
は
、
善
悪
好
醜
な
ど
の
判
断
が
伴
う
。
先
の
例
に
よ
る
と
、
電
車
に
入
っ
た
姿
は
老

人
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
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第
七
識
で
あ
る
末
那
識
は
、
前
六
識
と
区
別
さ
れ
る
識
作
用
で
、
一
般
的
な
意
味
で
の
意
識
が
な
く
な
っ
た
状
態
に
も
不
断

に
存
在
し
、
自
己
を
愛
し
存
在
さ
せ
る
迷
い
の
根
源
と
さ
れ
る
心
の
働
き
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
我
痴･

我
見･

我
慢･

我
愛
と
い
う
四
つ
の
心
の
根
本
的
な
煩
悩
と
常
に
相
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
先
の
例
に
よ
る
と
、
「
我
慢
（
５
）
」
を
も
っ

た
末
那
識
は
倫
理
的
に
善
の
行
動
と
し
て
老
人
に
席
を
譲
る
べ
き
だ
と
い
う
観
念
が
生
じ
て
、
同
時
に
我
愛
に
よ
っ
て
自
分
も

疲
れ
る
の
で
立
ち
た
く
な
い
、
と
い
う
末
那
識
の
自
己
防
衛
反
応
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
、
迷
う
こ
と
、
ま

た
禅
的
に
言
い
換
え
れ
ば
、
「
葛
藤
」
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
第
八
識
で
あ
る
阿
頼
耶
識
は
、
前
七
識
か
ら
送
ら
れ
た
内
容
を
種
子
の
形
で
蔵
す
る
。
こ
れ
が
過
去
の
生
か
ら
現
在

へ
、
現
在
か
ら
さ
ら
に
未
来
へ
と
一
貫
し
て
連
続
す
る
生
の
核
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
過
去
の
行
為
と
経
験
の

結
果
を
潜
在
力
と
し
て
保
持
す
る
。
こ
の
根
本
的
な
心
識
に
種
子
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
界
の

万
有
を
失
わ
ず
に
、
同
時
に
現
実
と
理
想
の
世
界
を
創
造
す
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
先
の
例
に
よ
る
と
電
車
の
中
に
老
人
を

見
た
こ
と
を
経
験
と
記
憶
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
る
（
６
）
。

　

唯
識
の
説
明
に
戻
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
全
て
の
識
の
働
き
に
よ
っ
て
こ
そ
衆
生
は
現
象
界
に
お
い
て
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
衆
生
は
阿
頼
耶
識
の
蔵
に
保
存
さ
れ
て
い
る
経
験
の
記
憶
を
現
実
と
し
て
考
え
、
現
実
そ

の
も
の
を
失
う
。
そ
れ
は
、
現
実
を
汚
れ
た
鏡
に
よ
っ
て
映
さ
れ
た
影
の
よ
う
な
姿
を
見
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
衆
生
は
、
心
識
の
働
き
に
よ
っ
て
思
考
的
な
世
界
を
作
リ
出
し
、
そ
し
て
「
識
」
に
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
我
を
中

心
と
し
た
行
為
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
四
智
は
、
大
円
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
観
察
智
、
成
所
作
智
の
四
つ
（
７
）
一
切
の
あ
り
の
ま
ま
に
現

出
す
る
仏
智
を
大
円
鏡
に
譬
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
八
阿
頼
耶
識
が
転
じ
て
大
円
鏡
智
に
な
る
。
次
い
で
、
平
等
性
智
と
い
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う
差
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
切
平
等
で
あ
る
と
自
覚
す
る
智
慧
が
あ
り
、
第
七
末
那
識
が
転
じ
て
こ
の
智
慧
と
な
る
。
そ
し
て
、

望
み
の
ま
ま
に
自
由
自
在
に
対
応
す
る
智
慧
で
あ
る
妙
観
察
智
に
進
む
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
唯
識
論
で
い
う
よ
う
に

第
六
意
識
が
転
じ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
所
作
を
成
す
智
慧
で
あ
る
成
所
作
智
は
、
さ
ら
に
も
と
の
五
識
、
す

な
わ
ち
眼
識･

耳
識･

鼻
識･

舌
識･

身
識
が
転
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
左
の
通
り
と
な
る
。

　
　
　
　
　

 

（
識
）　
　
　
　
　

（
智
）

　
　
　
　
　

前 

五 

識　

→　

成
所
作
智
（k
r˙
t
y
ā
n
u
s˙
t˙ h
ā
n
a
-
j
ñ
ā
n
a

）

　
　
　
　
　

意　
　

識　

→　

妙
観
察
智
（p

r
a
t
y
a
v
e
k
s˙
a
n
ā
-
j
ñ
ā
n
a

）

　
　
　
　
　

末 

那 

識　

→　

平
等
性
智
（s

a
m
a
t
ā
-
j
ñ
ā
n
a

）

　
　
　
　
　

阿
頼
耶
識　

→　

大
円
鏡
智
（ā

d
a
r
ś
a
-
j
ñ
ā
n
a

）

　

以
上
の
転
換
は
、
以
前
に
述
べ
た
よ
う
に
転
識
得
智
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
八
識
を
転
じ
て
四
つ
の
智
を
得
る
」

こ
と
で
あ
る
（
８
）
。

　

こ
の
四
智
を
、
も
う
少
し
細
か
く
分
析
し
て
み
る
と
、
大
円
鏡
智
は
、
も
の
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
完
全
に
、
円
か
に
映
す

大
き
な
鏡
の
よ
う
な
智
慧
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
万
象
と
の
一
体
観
を
身
心
全
体
と
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

　

唯
識
論
に
よ
れ
ば
、
四
智
の
働
き
と
は
有
漏
（s

ā
s
r
a
v
a

（
９
）
）
で
あ
る
煩
悩
の
存
在
を
含
む
阿
頼
耶
識
が
変
化
し
、
一
切
煩
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悩
の
な
い
状
態
を
表
わ
す
無
漏
（ā

n
s
r
a
v
a

（
10
）
）
に
な
る
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
、
横
山
紘
一
に
よ
る
と
、
そ
の
中
に
心
の
本

体
で
あ
る
阿
頼
耶
識
か
ら
完
全
に
汚
れ
が
と
り
払
わ
れ
た
状
態
で
あ
る
大
円
鏡
智
は
、
「
清
浄
な
大
円
鏡
が
あ
ら
ゆ
る
事
物
を

映
し
だ
す
よ
う
に
、
（
中
略
）
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
す
な
わ
ち
法
界
全
体
を
あ
り
の
ま
ま
に
照
ら
し
だ
し
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳

を
具
え
、
自
受
用
身
と
自
受
用
の
国
土
を
示
現
（
す
る
）（
11
）
」
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
「
わ
れ
わ
れ
（
中
略
）
が
、
ま
ず
は
宇

宙
大
も
の
円
鏡
を
頭
の
中
に
作
り
だ
し
、
そ
の
は
た
ら
き
を
想
像
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
で
は
な
い
か
（
12
）
」
と
述
べ
る
。

　

横
山
紘
一
の
『
法
相
二
巻
抄
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
大
円
鏡
智
の
働
き
は
、
四
智
の
最
後
の
働
き
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
等
性
智
は
第
三
の
智
慧
に
な
る
。
有
漏
で
あ
る
末
那
識
か
ら
、
無
漏
で
あ
る
平
等
性
智
へ
の
変
化
以

前
に
、
常
に
内
面
的
な
自
我
に
向
っ
て
い
る
末
那
識
は
、
前
六
識
の
影
響
を
受
け
て
、
外
に
向
っ
て
自
己
と
他
者
と
の
区
別
を

生
じ
る
が
、
平
等
性
智
へ
の
変
化
以
後
に
、
内
の
み
に
向
っ
て
い
た
そ
の
働
き
が
外
に
も
向
け
ら
れ
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
存
在

と
自
己
と
の
平
等
を
自
覚
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
っ
た
慈
悲
心
に
よ
っ
て
、
自
我
意
識
と
自
他
差
別
観
を
な
く
し
た
他
受
用
身

と
他
受
用
の
国
土
を
示
現
す
る
の
で
あ
る
（
13
）
。
従
っ
て
、
平
等
性
智
は
大
悲
の
根
本
と
し
て
見
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
者

の
苦
し
み
を
自
ら
の
苦
し
み
と
感
じ
、
そ
し
て
自
ら
他
者
へ
の
利
益
に
向
う
菩
提
心
の
一
部
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。

　

次
に
妙
観
察
智
は
、
優
れ
た
観
察
の
智
慧
で
あ
る
。
こ
れ
は
様
々
な
存
在
の
一
つ
一
つ
に
固
有
な
姿
（
自
相
）
を
見
、
そ

し
て
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
共
通
す
る
姿
（
共ぐ

う

相そ
う

）
を
見
抜
く
働
き
を
示
す
の
で
あ
る
（
14
）
。
横
山
は
意
識
か
ら
こ
の
智
慧
へ
と
転

ず
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
説
法
や
断
疑
と
い
う
、
知
的
な
意
味
で
の
他
者
救
済
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
（
15

）
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
智
慧
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
四
智
の
働
き
は
全
て
他
者
救
済
と
い
う
一
事
に

向
け
ら
れ
、
こ
の
働
き
は
、
一
時
的
な
心
の
転
換
と
し
て
菩
提
心
に
含
ま
れ
て
い
る
智
慧
、
慈
悲
と
定
（
坐
禅
）
の
働
き
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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次
に
、
横
山
に
よ
る
最
初
の
智
慧
で
あ
る
成
所
作
智
と
は
、
「
有
情
救
済
の
た
め
の
作
す
べ
き
こ
と
を
成
就
す
る
（
16
）
」
智
慧

と
そ
の
働
き
で
あ
る
。
こ
の
智
慧
は
、
鏡
の
よ
う
な
、
た
だ
受
動
的
な
客
体
性
の
働
き
の
上
で
、
対
象
の
存
在
に
対
す
る
主
体

性
の
働
き
を
現
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
他
者
の
苦
し
み
に
対
す
る
実
践
的
な
救
済
の
行
動
を
生
起
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
四
智
の
各
々
の
働
き
の
理
解
に
お
い
て
、
「
分
別
が
生
じ
る
以
前
」
と
い
う
こ
と
は
、
重
要
な
点
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
つ
ま
り
、
概
念
が
生
じ
る
以
前
の
領
域
は
、
分
別
の
無
い
本
来
的
な
無
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
象
と
な
る
現
実
に
対
し
て
、

四
智
は
永
遠
と
も
言
え
る
瞬
間
的
な
働
き
を
生
起
す
る
の
で
あ
る
。
八
識
の
働
き
は
、
あ
る
現
実
の
状
況
に
対
し
て
部
分
的
に

中
心
に
な
る
（
例
：
た
だ
眼
を
通
し
て
何
か
を
見
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
瞬
間
に
お
い
て
総
合
的
に
働
い
て
い
る
の
と

同
様
に
、
四
智
の
働
き
は
、
あ
る
現
実
の
状
況
に
対
し
て
あ
る
智
慧
が
中
心
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
全
体
的
に
顕

わ
れ
て
く
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

上
述
し
た
四
智
は
、
あ
く
ま
で
も
唯
識
論
の
四
智
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
法
相
宗
の
経
典
で
あ
る
『
法
相
二
巻
抄
』
、
ま
た

『
成
唯
識
論
』
の
よ
う
な
書
物
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
白
隠
が
強
調
し
て
い
る
程
に
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
唯
識
の
思
想
論
の
中
に
お
い
て
四
智
の
論
は
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
言
っ
た
意
味
に
お
い
て
、

白
隠
の
四
智
の
強
調
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

唯
識
論
に
よ
っ
て
も
四
智
へ
の
転
換
と
実
践
修
行
は
強
く
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
唯
識
の
書
で
あ
る
『
法
相

二
巻
抄
』
で
は
、
横
山
紘
一
の
現
代
訳
に
よ
れ
ば
、
「
（
発
心
の
）
心
が
深
く
堅
固
に
な
っ
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
教
法
を
学
び
、
修

行
を
行
ず
る
に
し
た
が
い
、
智
慧
の
段
位
も
し
だ
い
に
進
ん
で
、
慈
悲
の
徳
も
ま
す
ま
す
ふ
え
て
く
る
（
17
）
」
。

　

以
上
の
「
発
心
」
と
い
う
の
は
、
上
記
の
上
求
菩
提･

下
化
衆
生
の
心
を
起
こ
す
こ
と
を
示
す
。
唯
識
論
に
よ
れ
ば
「
こ
の

発
心
を
契
機
に
菩
薩
と
し
て
の
修
行
の
道
を
歩
み
は
じ
め
、
仏
の
教
え
を
自
ら
学
ぶ
、
あ
る
い
は
人
か
ら
聴
聞
す
る
。
そ
し
て
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そ
れ
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
の
な
か
に
眠
る
無
漏
の
種
子
が
し
だ
い
に
潤

う
る
お

さ
れ
、
つ
い
に
芽
を
ふ
こ
う
と
す
る
ほ
ど
に
成
長
発
育

す
る
（
18
）
」
と
な
る
。
次
に
、
四
智
の
開
発
と
実
践
の
修
行
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　

唯
識
に
お
い
て
、
修
行
の
段
階
と
種
類
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
と
く
に
五
つ
の
修
道
の
段
位
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ

ち
資し

り

糧よ
う

位い

、
加け

ぎ

行よ
う

位い

、
通つ

う

達だ
つ

位い

、
修し

ゆ
じ
ゆ
う
い

習
位
、
究く

ぎ

竟よ
う

位い

の
五
つ
で
あ
る
（
19
）
。
す
で
に
唯
識
に
お
け
る
修
道
論
の
五
位
と
、
白
隠

の
四
智
の
理
解
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
藤
文
剛
に
よ
っ
て
「
白
隠
禅
師
に
お
け
る
智
弁
に
つ
い
て
（
20
）
」
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
次
に
、
白
隠
の
四
智
の
理
解
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
白
隠
の
『
四
智
辨
』
に
よ
る
四
智
の
理
解

　

白
隠
は
、
八
識
と
四
智
に
つ
い
て
、
多
数
の
著
述
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
と
く
に
四
智
に
関
し
て
は
『
四
智
辨
』
と
い
う
短

い
書
で
詳
細
に
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
白
隠
は
『
四
智
辨
』
の
序
に
お
い
て
、
見
性
す
な
わ
ち
心
性
の
自
覚
の
瞬
間
性
と
修
行
の
段
階
性
と
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
す
る
。
白
隠
は
次
の
根
本
的
な
問
い
を
置
く
。
「
或
い
は
問
う
て
曰
く
、
三
身
四
智
と
云
う
は
、
本
来
具
足
す
る
か
、

後
得
智
の
境
界
か
、
一
時
に
證
得
す
る
か
、
次
第
を
以
て
修
行
す
る
か
（
21
）
」
。
こ
れ
は
、
禅
に
お
い
て
は
根
本
的
な
問
題
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
中
国
の
禅
宗
史
で
は
、
頓
悟
と
漸
悟
と
呼
ば
れ
、
ま
た
後
に
看
話
禅
と
黙
照
禅
と
い
う
区
別
を
生

じ
る
に
到
る
の
で
あ
る
。
白
隠
は
『
四
智
辨
』
に
お
い
て
、
問
題
を
次
の
よ
う
に
解
明
す
る
。

　
　
　

答
え
て
曰
く
、
本
と
是
れ
人
々
具
足
す
と
云
へ
ど
も
、
明
ら
め
ざ
れ
ば
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
夫
れ
學
者
、
參
究
の
功
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み
ち
て
、
佛
性
頓
に
現
前
す
れ
ば
、
一
時
に
其
の
理
體
を
證
得
し
て
、
一
成
一
功
（
切
）
成
、
階
級
を
經
ず
し
て
佛
地
に

至
れ
ど
も
、
若
し
次
第
を
以
て
修
行
せ
ざ
れ
ば
、
一
切
智
、
自
在
智
、
究
竟
大
菩
提
を
成
就
す
る
事
あ
た
は
ず
（
22
）
。

　

白
隠
は
、
明
白
に
頓
悟
と
漸
悟
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
心
性
の
自
覚
が
開
け
ば
、
こ
れ
は
瞬
間

的
な
体
験
と
し
て
表
わ
れ
て
く
る
が
、
も
し
段
階
的
な
修
行
を
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
自
覚
は
「
一
切
智
」
、
「
自
在
智
」
（
全
四

智
）
、
「
大
菩
提
」
に
転
換
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
一
時
的
な
心
性
の
自
覚
と
段
階
的
な
修
行
は
、
「
永
遠
」
と
「
即
今
」
と
同

様
に
、
不
二
一
如
で
あ
る
。

　

心
性
の
自
覚
そ
の
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
践
修
行
を
含
み
、
ま
た
実
践
修
行
は
あ
ら
ゆ
る
心
性
の
自
覚
を
含
む
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
相
互
的
に
映
し
照
ら
し
、
自
覚
と
修
行
は
二
面
で
あ
り
な
が
ら
、
一
鏡
に
映
ず
る
。
心
性
の
自
覚
は
、
衆
生
を
超
越

す
る
非
現
象
の
絶
対
の
真
理
（
真
如
）
を
自
ら
覚
る
こ
と
で
あ
り
、
修
行
は
現
象
界
に
存
在
す
る
衆
生
に
よ
っ
て
真
理
の
働
き

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
衆
生
が
真
理
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
、
従
っ
て
衆
生
と
真
理
で

あ
る
仏
心
は
、
一
面
で
一
鏡
に
映
ず
る
。

　

白
隠
は
ま
ず
修
行
の
重
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、
商
人
の
譬
え
を
使
用
す
る
（
23
）
。
段
階
的
な
修
行
を
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
商
人
が
元
手
を
投
資
し
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
百
年
が
経
っ
て
も
、
利
益
を
得
な
い
の

み
な
ら
ず
、
元
手
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
逆
に
段
階
的
な
修
行
す
る
こ
と
は
、
商
人
が
元
手
を
用
い
て
売
買
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
無
量
の
財
宝
と
「
福
徳
自
在
（
24
）
」
を
得
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
金
の
性
は
相
違
な
け
れ
ど
も
、

少
し
も
無
則
は
、
富
貴
自
在
な
ら
ず
（
25
）
」
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
金
の
性
」
は
本
来
の
心
性
の
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
心
性
を
自
覚
す
る
た
め
の
力
（
観
照
の
力
）
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
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い
。
白
隠
の
言
葉
に
よ
っ
て
言
い
換
え
れ
ば
、
「
縱
ひ
見
性
は
真
実
な
る
も
、
観
照
の
力
弱
き
時
は
、
業
障
を
転
ず
る
こ
と
あ

た
は
ず
、
差
別
の
智
、
明
了
な
ら
ざ
れ
ば
、
衆
生
の
機
に
応
じ
て
利
益
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
（
26
）
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
故
に
段
階
的
な
修
行
の
必
要
性
を
知
る
べ
き
で
あ
る
、
と
白
隠
は
述
べ
る
。
つ
ま
り
修
行
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
衆
生
救

済
と
な
る
の
で
あ
り
、
自
己
の
心
性
を
自
覚
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
心
性
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
自
己
と
衆
生
、

す
な
わ
ち
自
と
他
の
同
一
と
い
う
こ
と
は
、
四
智
の
現
わ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

白
隠
は
、
様
々
な
作
品
に
お
い
て
「
八
識
頼
耶
の
暗
窟
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
識
を
否
定
的
に
強
調
す
る
。
そ
し
て
こ
の

領
域
を
、
白
隠
の
強
い
文
学
的
な
創
造
力
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
地
獄
の
描
写
に
何
度
も
繰
り
返
し
当
て
は
め
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
無
明
の
八
識
の
地
獄
に
救
済
と
い
う
も
の
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
人
間
の
希
望
も
無
い
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
各
々
の
宗
教
は
こ
の
点
に
お
い
て
独
特
な
救
済
法
を
案
出
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
人
間
は

絶
望
に
よ
っ
て
自
滅
す
る
他
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
白
隠
に
よ
れ
ば
、
次
々
新
た
な
智
慧
の
領
域
に
進
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
。

　

実
際
に
、
白
隠
が
思
想
的
に
も
っ
と
も
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
八
識
頼
耶
の
暗
窟
」
の
領
域
に
止
ま
ら
ず
、
修
行
に

よ
っ
て
次
の
四
智
の
領
域
に
「
進
み
続
け
る
」
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
八
識
か
ら
四
智
へ
の
転
換
が
最
も
重
要
な
発
展
と

し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

白
隠
は
、
『
四
智
辨
』
の
中
で
第
一
の
智
慧
と
し
て
大
円
鏡
智
を
取
り
上
げ
る
（
27
）
。
彼
に
よ
っ
て
こ
の
智
慧
は
最
初
に
説
明

さ
れ
て
い
る
が
、
八
識
が
全
て
同
時
に
働
く
の
と
同
様
に
、
仏
心
の
本
質
を
現
わ
す
四
智
も
同
時
に
働
く
と
説
く
。
従
っ
て
、

論
理
的
に
述
べ
れ
ば
、
四
智
は
順
番
通
り
に
働
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
践
的
に
は
、
四
智
は
同
時
に
顕

わ
れ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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大
円
鏡
智
は
、
「
仏
心
」
、
す
な
わ
ち
人
間
の
生
ま
れ
た
ま
ま
の
分
別
以
前
の
本
性
を
自
覚
さ
せ
る
状
態
を
示
す
。
こ
の
よ
う

に
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
に
よ
っ
て
心
性
が
自
覚
さ
れ
る
人
間
の
本
質
は
、
実
在
を
そ
の
ま
ま
映
す
鏡
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
白
隠
に
よ
る
と
、
自
己
に
本
来
具
わ
っ
た
大
円
鏡
智
の
説
明
に
お
い
て
、
根
本
無
明
で
あ

る
八
識
が
転
じ
て
大
円
鏡
智
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
（
28
）
。
こ
れ
は
悟
り
の
境
地
を
示
す
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
白
隠
に
と
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
境
地
に
止
ま
っ
て
満
足
す
る
者
は
、
ま
だ
利
他
の
行
を
行
わ
な
い
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
境
地
に

属
す
る
人
間
は
白
隠
に
と
っ
て
最
も
批
判
さ
れ
る
べ
き
人
間
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
枯
禅
者
と
呼
ば
れ
て
い
た
、

た
だ
安
楽
処
に
居
坐
る
修
行
者
な
の
で
あ
る
。

　

仏
教
に
お
い
て
、
心
に
対
す
る
鏡
の
譬
え
は
本
来
良
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
洞
山
良
价
の
『
宝
鏡
三

昧
（
29

）
』
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
肯
定
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
鏡
は
現
象
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
に
映
し
、
一
方
鏡

に
は
全
く
論
理
的
な
分
別
の
な
い
絶
対
の
無
で
あ
る
領
域
と
し
て
、
映
す
方
の
鏡
と
映
さ
れ
る
方
の
物
と
が
一
体
不
二
に
な
り
、

鏡
（
心
）
の
他
に
物
（
現
象
界
）
が
な
い
と
同
時
に
、
物
（
現
象
界
）
の
他
に
鏡
（
心
）
は
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

白
隠
は
、
大
円
鏡
智
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

何
を
か
大
圓
鏡
智
と
云
。
所
謂
初
心
の
學
者
、
此
の
大
事
を
了
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
先
大
願
心
を
起
し
、
大
信
心
を
發
し

て
、
本
来
具
足
の
佛
性
を
見
撤
せ
ん
こ
と
を
要
と
し
、
尋
常
見
聞
の
主
人
を
疑
ふ
可
し
（
30
）
。

　

ま
ず
、
大
円
鏡
智
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
は
、
初
心
の
修
行
者
の
心
性
を
、
大
願
心
と
大
信
心
を
起
す
心
で
あ
る
と
す

る
。
つ
ま
り
、
「
本
来
具
足
の
佛
性
を
見
徹
せ
ん
こ
と
を
要
と
し
」
、
こ
れ
を
信
じ
て
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
衆
生
救
済
を
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願
う
こ
と
で
あ
る
。
白
隠
は
こ
れ
を
「
発
心
門
（
31
）
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
心
を
起
す
た
め
に
、
ま
ず

「
主
人
を
疑
う
」
必
要
が
あ
る
。
心
に
お
け
る
自
我
が
実
体
を
持
ち
、
こ
れ
を
真
の
心
性
と
誤
解
し
た
「
主
人
」
を
疑
う
こ
と

は
、
白
隠
に
よ
っ
て
「
大
疑
」
と
呼
ば
れ
る
。
無
門
慧
開
に
よ
っ
て
「
無
字
の
公
案
」
に
お
い
て
こ
れ
は
、
「
三
百
六
十
の
骨

節
、
八
万
四
千
の
毛
孔
と
い
わ
れ
る
全
身
全
霊
を
あ
げ
て
、
疑
問
の
か
た
ま
り
（
疑
団
）
と
な
り
（
32
）
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
こ
の
「
疑
団
」
を
「
熱
鉄
丸
を
呑
了
す
る
」
（
『
無
門
関
』
第
一
則
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
疑
団
と

は
、
「
即
今
是
く
の
如
く
一
切
の
物
を
見
る
底
の
者
は
何
物
ぞ
、
聞
く
底
の
者
は
何
物
ぞ
と
、
是
く
の
如
く
疑
ひ
、
是
く
の
如

く
思
ふ
底
の
者
は
、
畢
竟
し
て
如
何
な
る
物
ぞ
（
33
）
」
と
い
う
疑
い
で
あ
り
、
最
終
的
に
「
天
地
一
片
の
疑
団
と
な
り
（
34
）
」
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

白
隠
の
言
う
「
大
疑
」
と
は
、
禅
に
お
け
る
宗
教
経
験
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
修
行
に
お
い
て
不
可
欠
な
条
件
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
た
だ
の
日
常
的
な
疑
問
と
異
な
り
、
疑
い
そ
の
も
の
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
「
疑
」
を

持
つ
自
己
の
存
在
さ
え
を
疑
う
こ
と
で
あ
る
。
心
の
底
か
ら
疑
い
そ
の
も
の
に
な
れ
ば
、
こ
れ
は
真
の
「
大
疑
」
の
現
わ
れ
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
「
天
地
一
片
の
疑
団
と
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
実
存
的
な
「
大
疑
」
は
、
公
案
の
よ
う
な
論
理
を
超
え

た
手
段
か
ら
の
み
生
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
疑
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
れ
に
基
づ
く
信
も
大
き
い

と
思
え
る
。
白
隠
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
大
信
心
」
が
修
行
者
の
基
底
な
の
で
あ
る
。

　

例
え
を
挙
げ
る
と
、
鉄
の
壁
に
見
え
る
門
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
開
け
よ
と
命
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
こ
で
論
理
的
思
考
に

基
づ
い
て
い
る
者
は
、
目
の
前
に
見
え
る
鉄
壁
が
鉄
壁
で
あ
る
と
思
う
ば
か
り
で
、
こ
れ
を
開
け
よ
う
と
試
み
る
に
し
て
も
、

鉄
壁
で
あ
る
と
当
初
か
ら
思
い
こ
ん
で
全
力
を
出
し
切
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
論
理
的
な
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
に
修
行
者
が
い
れ
ば
、
こ
の
鉄
壁
は
た
だ
の
壁
で
あ
る
か
ど
う
か
を
根
本
的
に
疑
い
、
論
理
的
思
考
を
排
除
し
、
こ
れ
を
開
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け
る
た
め
に
全
力
（
観
照
の
力
）
を
出
す
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
論
理
的
思
考
を
排
除
し
て
こ
そ
そ
の
「
開
け
よ
」
と

い
う
命
令
を
純
粋
に
信
ず
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
論
理
的
思
考
を
疑
う
こ
と
を
通
し
て
信
じ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
後
者
は
論
理
を
超
越
し
た
領
域
に
存
在
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
な
者
の
立

場
で
あ
る
。
こ
の
例
に
よ
っ
て
疑
う
こ
と
は
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
、
さ
ら
に
前
者
の
力
（
限
定
の
可

能
性
）
と
後
者
の
力
（
無
限
の
可
能
性
）
に
お
け
る
相
違
が
、
こ
の
例
に
よ
っ
て
明
白
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
白
隠
が
「
大
疑
の
下
に
大
悟
あ
り
（
35
）
」
と
言
い
、
ま
た
「
參
玄
の
人
々
纔
に
大
疑
現
前
す
る
こ
と
を
得
ば
、

百
人
が
百
人
、
千
人
が
千
人
な
が
ら
、
打
發
せ
ざ
る
は
是
れ
あ
る
べ
か
ら
ず
（
36
）
」
と
言
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

無
論
、
こ
こ
で
は
大
疑
を
促
す
も
の
は
公
案
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
公
案
が
大
疑
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
最
も
重
要
な
役

割
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
無
字
の
公
案
の
場
合
に
は
、
白
隠
は
「
單
々
に
參
窮
せ
ん
に
、
大
疑
現
前
せ
ざ
る
底
は

半
箇
も
ま
た
無
け
ん
（
37
）
」
と
述
べ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
来
自
己
の
心
を
根
底
と
し
て
大
疑
の
現
わ
れ
を
生
ず
る
の
み
で
あ
る

な
ら
ば
、
公
案
は
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
で
は
な
ぜ
「
法
門
に
不
足
も
な
き
中
に
、
と
く
に
此
の
無
の
字
を
與
へ
て
擧
揚
せ
し

む
（
38
）
」
か
と
い
う
と
、
他
の
手
段
に
比
べ
る
と
き
、
「
顧
ふ
に
無
の
字
は
疑
團
起
り
易
く
、
名
號
（
39
）
は
起
り
難
き
故
な
る
べ

し
（
40
）
」
か
ら
で
あ
る
、
と
白
隠
は
述
べ
る
（
41
）
。

　

と
こ
ろ
が
、
『
四
智
辨
』
に
戻
る
と
、
こ
の
「
疑
団
」
と
い
う
全
存
在
に
お
け
る
疑
問
を
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
う
修

行
の
次
第
に
、
二
つ
の
可
能
性
が
生
じ
る
と
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
「
二
乗
外
道
邪
魔
の
窠
窟
に
墮
し
て
（
42
）
」
、
そ
し
て
「
永

劫
に
も
真
佛
性
を
見
る
こ
と
能
は
ず
（
43
）
」
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
誤
っ
た
精
神
状
態
で
は
、
白
隠
に
よ
れ
ば
、
全
身

心
に
お
け
る
内
と
外
、
ま
た
現
象
の
世
界
に
お
け
る
「
畳
も
天
井
も
、
敷
居
も
柱
も
、
野
も
山
も
、
草
も
木
も
、
人
間
畜
生
、

道
具
入
物
も
（
44
）
」
、
す
べ
て
幻
、
影
や
夢
の
よ
う
に
見
え
、
「
有
る
樣
に
も
有
り
、
無
い
樣
に
も
有
り
、
何
と
も
知
れ
ん
境
界
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顕
る
（
45
）
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
有
と
無
の
区
別
で
き
な
い
領
域
は
、
あ
る
意
味
で
有
り
難
い
も
の
で
あ
る
、
と
白
隠
は
述
べ
る
。
こ
れ
は
そ

の
ま
ま
「
識
神
現
前
」
、
す
な
わ
ち
唯
識
論
に
お
け
る
八
識
の
境
界
で
あ
る
が
、
絶
対
的
な
転
換
に
よ
っ
て
第
二
の
可
能
性
を

生
じ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
以
上
の
誤
っ
た
領
域
に
執
著
し
な
け
れ
ば
、
識
神
を
破
る
こ
と
が
で
き
、
「
或
は
坐
し
て
坐
す
る

こ
と
を
忘
れ
、
立
っ
て
立
つ
こ
と
を
忘
れ
、
我
が
身
を
忘
れ
、
前
の
境
を
忘
れ
な
ど
す
る
事
（
46
）
」
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。
こ

の
領
域
は
白
隠
に
よ
っ
て
大
円
鏡
智
と
呼
ば
れ
、
す
な
わ
ち
「
佛
性
頓
に
現
前
す
（
47
）
」
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
「
坐
し
て
坐
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
立
っ
て
立
つ
こ
と
を
忘
れ
、
我
が
身
を
忘
れ
」
と
い
う
態
度
は
、
重
要

な
修
行
の
段
階
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
に
つ
い
て
、
白
隠
自
身
は
『
壁
生
草
』
の
自
伝
に
お
い
て
、
公
案
に

集
中
す
る
時
に
自
ら
が
得
た
精
神
的
な
状
態
で
あ
る
と
し
て
何
度
も
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
無
意
識
的
な
精
神
状
態
は
「
無

心
」
を
表
わ
す
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
48
）
。

　

公
案
の
修
行
に
お
い
て
、
以
上
の
境
界
は
、
最
も
重
要
な
見
性
の
初
発
心
を
起
す
と
こ
ろ
、
ま
た
は
菩
提
心
の
門
の
開
け

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
白
隠
は
こ
れ
を
「
十
牛
図
」
中
の
言
葉
を
借
り
て
、
「
牛
を
尋
ぬ
る
人
、
一
旦
、
真
の
牛
を
見
徹
し
た
り

と
も
、
猛
く
鼻
貫
索
を
以
て
制
せ
ざ
れ
ば
、
早
晩
又
逃
れ
去
る
（
49
）
」
と
譬
え
る
。
つ
ま
り
、
見
性
の
初
発
心
を
起
す
と
こ
ろ

に
止
ま
ら
ず
に
、
白
隠
は
次
の
智
慧
に
進
む
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
悟
後
の
修
行
の
こ
と
で
あ
り
、

「
此
の
悟
後
の
修
行
な
け
れ
ば
、
見
性
の
者
の
多
く
は
差
過
す
る
処
な
り
（
50
）
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
案
体
系
に

よ
れ
ば
「
法
身
の
公
案
」
の
領
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

白
隠
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
大
円
鏡
智
の
次
の
智
慧
は
平
等
性
智
で
あ
る
（
51
）
。
こ
の
智
慧
に
よ
っ
て
現
象
世
界
に
お
け
る
対

象
的
な
物
と
、
自
己
の
心
に
お
け
る
我
執
の
根
本
、
そ
し
て
自
他
差
別
の
根
本
で
あ
る
末
那
識
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
た
心
中
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の
事
象
は
一
体
と
な
る
。
平
等
性
智
が
生
起
す
る
一
切
平
等
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
す
な
わ
ち
自
己
と
他
者
と
が
、
本
性
を

同
じ
く
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
自
己
は
平
等
一
体
の
も
の
と
し
て
受
容
す
る
心
の
働
き
を
体
験
さ
せ
る
智
慧
な
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
次
に
平
等
性
智
に
進
む
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
至
る
こ
と
は
、
悟
り
に
至
る
こ
と
、
つ
ま
り
修
行
の
終
焉
と
呼
ん

で
も
良
い
の
で
あ
る
が
、
白
隠
は
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
始
ま
る
「
悟
後
の
修
行
」
を
入
門
と
言
っ
て
転
換
す
る
の
で
あ
る
。
前

の
大
円
鏡
智
に
お
い
て
「
観
照
の
力
」
と
い
う
心
性
を
自
覚
す
る
た
め
の
神
霊
力
が
段
階
的
に
強
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

こ
こ
で
は
「
全
体
観
照
三
昧
（
52
）
」
に
な
っ
た
と
い
う
変
化
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
領
域
に
は
重
要
な
働
き
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
あ
ら
ゆ
る
内
面
的
、
外
面
的
な
対
象
を
「
照
破
す
る
」
と
い
う
働
き

が
表
わ
れ
て
く
る
。
そ
れ
を
白
隠
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　

見
る
時
は
見
る
物
を
照
破
し
、
聞
く
時
は
聞
く
物
を
照
破
し
、
自
身
の
五
蘊
を
照
破
し
、
前
境
の
六
塵
を
照
破
し
、
前

後
左
右
七
転
八
倒
、
全
体
観
照
三
昧
に
入
っ
て
、
能
く
内
外
の
諸
法
を
観
破
し
、
照
破
し
て
、
（
中
略
）
、
煩
悩
に
入
っ
て

は
煩
悩
を
照
破
し
、
菩
提
に
入
っ
て
は
菩
提
を
照
破
し
、
順
境
に
逢
っ
て
は
順
境
を
照
破
し
、
逆
境
に
逢
っ
て
は
逆
境
を

照
破
し
、
貪
欲
起
れ
ば
貪
欲
を
照
破
し
、
瞋
恚
生
ず
れ
ば
瞋
恚
を
照
破
し
、
愚
癡
出
れ
ば
愚
癡
を
照
破
す
。
三
毒
な
く
し

て
心
清
浄
な
る
時
は
、
其
の
清
浄
心
を
照
破
す
。
一
切
時
、
一
切
処
、
五
欲
六
塵
、
得
失
是
非
、
佛
見
法
見
、
一
切
の
境

界
に
於
い
て
、
全
体
照
破
す
（
53
）
。

　

以
上
の
「
照
破
」
と
い
う
働
き
に
よ
っ
て
、
「
行
と
解
は
相
応
し
、
理
と
事
は
円
融
し
、
身
心
不
二
、
性
相
無
礙
な
る
こ

と
（
54
）
」
を
自
然
に
会
得
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
其
の
心
退
転
せ
ざ
れ
ば
、
業
性
自
然
に
消
除
（
55
）
」
す
る
こ
と
が
で
き
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る
の
で
あ
る
。

　

平
等
性
智
に
お
い
て
は
、
理
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
に
お
い
て
は
い
ま
だ
そ
う
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

こ
の
「
悟
後
の
修
行
」
の
段
階
に
は
、
心
性
に
お
け
る
絶
対
的
な
自
在
が
見
ら
れ
な
い
、
と
白
隠
は
述
べ
る
（
56
）
。
故
に
、
修

行
は
次
の
領
域
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
段
階
は
妙
観
察
智
で
あ
り
、
こ
の
智
慧
は
修
行
の
段
階
に
お
い
て
「
菩
提
門
」
、

す
な
わ
ち
衆
生
の
救
済
と
い
う
働
き
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

白
隠
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
大
円
鏡
智
の
次
の
智
慧
は
平
等
性
智
で
あ
る
。
こ
の
智
慧
に
よ
っ
て
現
象
世
界
に
お
け
る
対
象
的

な
物
と
、
自
己
の
心
に
お
け
る
我
執
の
根
本
、
そ
し
て
自
他
差
別
の
根
本
で
あ
る
末
那
識
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
た
心
中
の
事

象
は
一
体
と
な
る
。
平
等
性
智
が
生
起
す
る
一
切
平
等
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
す
な
わ
ち
自
己
と
他
者
と
が
、
本
性
を
同
じ

く
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
自
己
は
平
等
一
体
の
も
の
と
し
て
受
容
す
る
心
の
働
き
を
体
験
さ
せ
る
智
慧
な
の
で
あ
る
。

　

白
隠
は
妙
観
察
智
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

次
に
妙
観
察
智
と
云
う
は
、
真
実
平
等
不
二
の
境
界
に
到
っ
て
、
佛
祖
差
別
の
深
理
を
明
ら
め
、
利
益
衆
生
の
方
便
に

通
達
す
る
を
旨
と
す
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
設
と
ひ
錬
り
得
て
無
礙
智
を
得
る
と
も
、
畢
竟
し
て
小
乗
の
窠
窟
に
滞
っ
て
、
一

切
智
、
無
礙
智
を
得
て
、
応
変
自
在
に
衆
生
を
利
益
し
、
自
覚
々
他
、
覚
行
円
満
の
究
竟
の
大
菩
提
に
到
る
こ
と
能
は
ず
。

こ
の
故
に
大
悲
願
心
を
起
し
て
、
普
く
一
切
衆
生
を
利
益
せ
ん
こ
と
を
要
と
し
、
差
別
無
量
の
法
理
に
通
達
せ
ん
が
為
め

に
、
ま
ず
佛
祖
の
言
教
を
以
て
日
夜
参
究
す
べ
し
（
57
）
。

　

以
上
の
妙
観
察
智
の
境
地
に
到
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
真
理
そ
の
も
の
と
現
実
と
が
一
体
円
融
す
る
働
き
を
得
る
こ
と
な
の
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で
あ
る
。

　

「
仏
祖
の
言
教
」
を
參
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
す
な
わ
ち
「
仏
祖
難
透
の
話
頭
を
究
明
」
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
公
案
体
系
の
「
難
透
公
案
」
と
い
う
修
行
の
段
階
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
心
性
の
自
覚
を
得
た
と
し
て
も
、
仏

祖
の
言
葉
と
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
深
い
意
味
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
ま
た
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

仏
法
の
真
理
に
お
け
る
言
葉
の
必
要
性
は
、
た
だ
そ
の
真
理
を
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。
心
性
を
自
覚
し
、
仏
法
の
真
理
を
伝
え

る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
衆
生
済
度
に
つ
な
が
る
。
と
く
に
白
隠
の
場
合
は
、
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
も
自
己
の
境
地
の
表

現
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
禅
は
「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
」
と
言
い
、
真
理
は
自
ら
が
体
得
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す

る
も
の
の
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
言
葉
な
ど
に
よ
っ
て
表
現
し
、
衆
生
に
伝
え
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

白
隠
は
「
一
切
衆
生
と
共
に
無
上
菩
提
を
成
ぜ
ん
が
爲
め
に
、
ひ
ら
が
な
書
寫
の
大
善
行
を
誰
々
も
精
修
し
玉
へ
か

し
（
58
）
」
や
、
「
是
眞
正
の
禪
流
、
（
中
略
）
、
圓
頓
菩
薩
の
大
行
な
る
こ
と
を
（
59
）
」
、
「
如
吾
大
覺
調
御
、
（
中
略
）
越
發
無
縁
大
慈

悲
、
爲
利
濟
一
切
衆
生
、
且
説
半
滿
諸
輕
論
（
60
）
」
と
述
べ
る
時
、
上
述
し
た
よ
う
な
こ
と
を
指
向
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
白
隠
は
妙
観
察
智
に
関
し
て
、
最
後
に
「
唯
幾
重
々
々
も
佛
祖
の
関
鎖
を
透
っ
て
、
方
便
自
在
に
普
く
衆
生
の
機
に

応
ず
る
を
妙
観
察
智
と
名
く
（
61
）
」
、
ま
た
は
「
自
利
智
、
化
他
智
、
円
満
自
在
な
る
を
妙
観
察
智
と
す
（
62
）
」
と
述
べ
る
。

　

さ
て
、
四
智
の
最
後
は
成
所
作
智
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
隠
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
か
と
言
え
ば
、
譬
え
ば
「
妙
観

察
智
は
覚
行
円
満
の
花
の
開
敷
す
る
（
63
）
」
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
此
の
成
所
作
智
は
覚
行
円
満
の
花
散
り
落
ち
て
、
果
実

と

成

る
（
64
）
」
の
で
あ
る
。
こ
の
智
慧
を
、
白
隠
は
「
無
作
の
徳
」
と
表
現
し
、
ま
た
白
隠
の
弟
子
東
嶺
円
慈
は
「
無
効
用
の

智
」
と
定
義
す
る
。
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此
は
是
れ
、
我
が
宗
最
後
の
向
上
の
関
棙
子
を
透
過
せ
ざ
れ
ば
、
夢
に
も
曽
て
見
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
故
に
道
う
、
末

後
の
一
句
、
始
て
牢
関
に
至
る
と
。
指
南
の
趣
、
言
詮
の
旨
に
あ
ら
ず
。
若
し
此
の
田
畑
に
至
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
只
前
の

妙
観
察
智
、
差
別
難
透
の
話
頭
に
於
て
、
百
錬
千
磨
せ
よ
。
設
い
透
過
の
分
あ
り
と
も
、
尚
お
打
ち
返
し
、
打
ち
返
し
て
、

審
細
に
参
究
し
て
看
よ
。
こ
れ
此
の
向
上
の
大
事
に
格
外
の
些
子
の
道
理
あ
る
こ
と
如
何
ん
、
と
。
古
人
の
言
句
に
眼
を

晒
し
て
退
か
ず
ん
ば
、
他
日
必
ず
此
の
些
子
の
妙
処
を
知
る
こ
と
あ
ら
ん
か
（
65
）
。

　

こ
の
智
慧
は
明
ら
か
に
公
案
体
系
に
お
け
る
「
末
後
の
牢
関
」
の
領
域
で
あ
る
、
と
白
隠
は
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
白
隠
は
、
『
四
智
辨
』
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
相
違
と
、
そ
の
根
底
の
統
一
性
を
解
説
す
る
。
要
す
る
に
、

大
円
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
觀
察
智
、
成
所
作
智
は
、
そ
れ
ぞ
れ
発
心
門
、
修
行
門
、
菩
提
門
、
涅
槃
門
と
呼
ば
れ
、
そ
し
て

東
方
、
南
方
、
西
方
と
北
方
と
、
そ
の
方
向
に
向
う
大
日
輪
の
動
き
と
光
の
強
さ
に
譬
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
白
隠
の
代
表
的
な
教
え
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
『
坐
禅
和
讃
（
66
）
』
の
「
四
智
円
明
の
月
さ
え
ん
（
67
）
」
と
い
う

表
現
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
四
智
の
慈
悲
心
に
な
る
智
慧
が
月
の
光
の
よ
う
に
円
満
無
欠
に
す
る
も
の
は
、
た
だ
悟
後
の
修
行

に
よ
っ
て
の
み
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
四
智
は
仏
の
三
身
に
対
応
さ
せ
る
。
白
隠
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

識
神
乍
ち
砕
け
て
、
佛
性
頓
に
現
前
す
れ
ば
、
光
明
漫
々
と
し
て
天
地
に
満
つ
る
を
大
円
鏡
智
、
清
浄
法
身
と
す
。
是

れ
八
識
の
所
変
な
り
。
六
塵
の
諸
法
、
見
聞
覚
知
、
皆
我
佛
性
た
る
を
、
平
等
性
智
、
円
満
報
身
と
す
。
真
智
明
ら
か
な

る
が
故
に
、
能
く
法
理
を
弁
へ
知
る
を
妙
観
察
智
と
す
。
是
れ
報
身
に
し
て
ま
た
化
身
を
兼
ね
た
り
。
咳
唾
掉
臂
、
動
静
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運
為
、
み
な
法
性
に
称
う
を
成
所
作
智
、
化
身
自
在
の
境
界
と
曰
う
（
68
）
。

　

以
上
に
よ
る
と
、
大
円
鏡
智
は
法
身
、
平
等
性
智
は
報
身
、
妙
觀
察
智
も
ま
た
報
身
、
成
所
作
智
は
化
身
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

要
す
る
に
、
白
隠
に
と
っ
て
は
、
真
理
と
い
う
も
の
は
不
二
一
如
で
あ
る
が
、
言
葉
で
語
ら
れ
る
と
き
に
、
文
化
や
教
え

や
宗
派
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
表
現
が
と
ら
れ
る
。
し
か
し
、
真
理
を
自
覚
す
れ
ば
、
言
葉
と
表
現
に
縛
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。

従
っ
て
、
禅
者
の
言
葉
を
理
解
す
れ
ば
、
全
て
の
仏
祖
と
祖
師
の
真
意
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

同
様
に
、
仏
法
に
お
け
る
真
理
の
言
葉
を
理
解
す
れ
ば
、
儒
教
、
道
教
、
あ
る
い
は
他
の
宗
派
や
宗
教
に
お
け
る
真
理
の
言
葉

も
当
然
の
こ
と
と
し
て
自
ら
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
、
と
白
隠
は
述
べ
る
の
で
あ
る
（
69
）
。
そ
の
段
階
ま
で
修
行
で
き
て
こ
そ
、

真
の
禅
者
と
呼
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
至
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
難
透
、
言
詮
、
向
上
、
「
洞
上

五
位
」
な
ど
の
公
案
、
つ
ま
り
悟
後
の
修
行
に
お
け
る
公
案
が
あ
る
。
従
っ
て
、
洞
上
五
位
を
自
覚
す
れ
ば
、
四
智
の
理
解
も

自
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
白
隠
は
、
『
荊
叢
毒
蘂
』
第
四
巻
「
洞
上
五
位
偏
正
口
訣
」
に
お
い
て
洞
上
五
位
と
四
智
の

一
致
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

洞
上
五
位
は
白
隠
禅
の
公
案
体
系
に
お
け
る
一
つ
の
段
階
で
あ
る
（
70
）
。
四
智
の
よ
う
に
、
修
行
の
段
階
を
示
す
の
で
あ
る
。

現
在
の
臨
済
禅
修
行
の
段
階
と
し
て
、
五
位
は
悟
後
の
修
行
に
位
置
す
る
。
白
隠
下
独
特
の
方
法
と
し
て
、
種
々
の
公
案
で
修

行
し
て
き
た
悟
境
を
、
こ
の
五
位
に
よ
っ
て
理
論
的
に
整
理
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
に
到
っ
て
も
、
五
位
は
臨
済

禅
の
修
行
に
お
い
て
重
要
な
公
案
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

「
洞
上
五
位
偏
正
口
訣
」
は
二
部
構
成
で
あ
る
。
前
半
は
偏
正
五
位
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
ま
た
洞
上
良
价
（
八
〇
七—



170

八
六
九
）
の
有
名
な
「
重
離
六
爻
、
畳
而
為
三
、
変
尽
成
六
」
（
『
宝
鏡
三
味
』
）
の
説
明
、
そ
し
て
五
位
と
四
智
、
並
び
に
そ
の

配
当
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
71
）
。
後
半
は
、
洞
山
良
价
の
「
逐
位
頌
」
に
つ
い
て
の
白
隠
の
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
（
72
）
。

「
口
訣
」
の
前
半
部
分
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
思
想
は
、
偏
正
五
位
と
四
智
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
（
73
）
。
こ
の

点
に
関
し
て
白
隠
の
説
明
の
現
代
訳
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

正
受
老
人
が
言
っ
た
、
「
祖
師
が
初
め
て
五
位
を
作
り
あ
げ
た
。
そ
の
大
意
は
、
修
行
者
に
四
智
を
得
さ
せ
る
た
め
の

慈
悲
深
い
大
切
な
工
夫
で
あ
る
。
仏
教
の
教
義
を
研
究
す
る
人
の
議
論
と
同
じ
で
は
な
い
。
お
よ
そ
仏
に
四
智
が
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
大
円
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
観
察
智
、
成
所
作
智
が
そ
れ
で
あ
る
。
諸
君
た
ち
、
例
え
ば
戒･

定･

慧
の
三
学

を
熱
心
に
鍛
錬
し
て
長
い
時
間
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
四
智
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
本
当
の
佛
の
子
と

呼
ぶ
こ
と
を
許
さ
な
い
。
本
当
に
正
し
く
参
禅
し
て
八
識
頼
耶
の
暗
い
洞
窟
を
打
ち
破
る
時
、
大
円
鏡
智
の
素
晴
ら
し
い

輝
き
が
立
ち
所
に
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
え
っ
て
大
円
鏡
智
の
光
は
漆
の
よ
う
に
真
っ
黒
で
あ
る
か
と
疑
う
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
を
正
中
偏
の
一
つ
の
位
と
言
う
。
こ
こ
に
お
い
て
一
分
の
大
円
鏡
智
を
自
覚
す
る
。
さ
ら
に
偏
中
正
の
一
つ

の
位
に
入
っ
て
、
『
宝
鏡
三
昧
』
を
長
い
時
間
修
行
す
る
と
、
そ
の
結
果
、
一
分
の
平
等
性
智
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
、

は
じ
め
て
理
事
無
礙
法
界
の
境
地
に
入
る
の
で
あ
る
。
修
行
者
よ
、
こ
こ
で
は
ま
だ
充
分
で
は
な
い
。
親
し
く
正
中
来
に

入
り
、
兼
中
至
に
よ
っ
て
、
妙
觀
察
智
、
成
所
作
智
な
ど
の
四
智
を
完
全
に
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
最
後
に
兼
中
到
の

一
つ
の
位
に
到
っ
て
、
す
べ
て
を
折
合
し
て
、
そ
し
て
か
え
っ
て
世
俗
に
戻
っ
て
坐
る
の
で
あ
る
（
74
）
。

　

こ
の
説
明
で
白
隠
は
、
祖
師
が
五
位
を
創
作
し
た
意
図
が
「
四
智
」
の
境
涯
を
会
得
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
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て
い
る
。
そ
し
て
、
四
智
を
真
に
理
解
し
な
け
れ
ば
、
仏
弟
子
と
名
乗
る
こ
と
さ
え
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
四

智
と
洞
上
五
位
は
内
容
的
に
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
あ
り
、
両
方
と
も
悟
後
の
修
行
と
衆
生
救
済
に
関
連
す
る
そ
の
重
要
性
を

徹
底
的
に
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

終

わ

り

に

　

『
四
智
辨
』
に
対
す
る
以
上
の
解
釈
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
白
隠
の
思
想
は
普
遍
的
な
（g

l
o
b
a
l

）
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
白
隠
の
思
想
は
、
宗
門
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
真
理
の
言
葉
を
重
要
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
白
隠
は
、
誤
っ
た
理
解
や
修
行
法
に
対
し
て
、
激
し
い
批
判
的
な
立
場
を
示
す
。
と
く
に
、
真
理
に
い
ま
だ
到
っ
て

い
な
い
指
導
者
に
対
し
て
、
激
し
く
批
判
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
者
は
、
衆
生
救
済
ど
こ
ろ
か
、
人
を
迷
い
に
陥

れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
75
）
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
心
性
の
自
覚
が
衆
生
救
済
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
禅
で
は
、
見
性
と
い
う
の
は
自
己
内
に
あ
る
仏
性
を
見
る
こ
と
、
あ
る
い
は
本
来
の
仏
心
を
体
得
す
る
こ
と
、
ま
た
言
い

換
え
れ
ば
心
に
お
け
る
心
性
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
唯
識
論
や
白
隠
に
お
い
て
は
、
大
円
鏡
智
を
開
き
、

事
象
の
真
実
の
姿
そ
の
も
の
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
修
行
の
段
階
が
進
め
ば
、
他
の
智
慧
の
開
け
へ
の

転
換
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
他
の
平
等
の
本
質
が
見
え
て
、
自
他
の
唯
一
性
を
観
察
し
、
そ
し
て
こ
の
自
覚

に
よ
っ
て
衆
生
救
済
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
自
分
と
他
人
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
れ
ば
、
殺
す
こ

と
、
戦
争
を
起
す
こ
と
、
自
然
を
破
壊
す
る
こ
と
な
ど
、
自
他
を
苦
に
陥
れ
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
要
す
る
に
、
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心
性
の
自
覚
は
心
の
平
和
で
あ
り
、
同
時
に
世
界
あ
る
い
は
普
遍
的
な
平
和
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
衆
生
に
心

性
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
衆
生
救
済
に
な
る
の
で
あ
る
。
白
隠
の
よ
う
な
禅
者
の
場
合
に
は
、
こ
れ
は
厳
密
な
段
階

的
な
修
行
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

白
隠
は
、
『
四
智
辨
』
に
お
い
て
四
智
の
説
明
を
使
用
し
、
悟
後
の
修
行
の
重
要
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、

八
識
か
ら
四
智
へ
の
転
換
と
い
う
説
明
を
通
し
て
、
心
の
転
換
を
細
か
く
描
い
て
い
る
。
白
隠
の
時
代
で
は
、
唯
識
思
想
は
仏

教
の
難
し
い
学
問
的
な
説
明
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
代
人
に
と
っ
て
唯
識
思
想
が
心
理
学
的
な
説
明
に
近
い
も
の
に
見

え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
四
智
辨
』
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
二
巻
、
龍
吟
社
、
一
九
六
七
年
（
初
版
発
行
一
九
三
四
年
）
、
一
一
三—

一
一
五
頁
。

（
２
）	

『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
二
冊
「
於
仁
安
佐
美
」
巻
之
下
、
訳
注
・
芳
澤
勝
弘
、
禅
文
化
研
究
所
、
平
成
十
一
年
、
二
六
五—

三
二
六
頁
。

（
３
）	

『
禅
学
大
辞
典
』
、1

2
4
0
d

。

（
４
）	

唯
識
に
お
い
て
、
心
と
意
識
を
同
一
と
見
る
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
井
筒
俊
彦
が
『
大
乗
起
信
論
』
の
解
釈
に
お
い
て
仏
教
に
お
け

る
「
心
」
を
現
代
的
な
用
語
で
あ
る
「
意
識
」
に
訳
し
た
の
は
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
自
ら
の
選
択
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。
「
一
方
に
は
仏
教
の
代
表
的
キ
ー
タ
ー
ム
の
一
つ
と
し
て
の
「
心し

ん

」
、
他
方
に
は
現
代
思
想
の
文
化
的
普
遍
者
（
中

略
）
と
し
て
の
「
意
識
」
。
（
中
略
）
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ
「
意
識
」
と
訳
し
た
り
す
る
の
か
。
そ
れ
は
こ
の
種
の
ホ
ン
ヤ
ク
の
試
み
の

も
つ
、
も
ち
得
る
、
文
化
的
意
味
論
と
し
て
の
意
義
を
考
え
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
心
」
と
「
意
識
」
と
の
間
に
開

け
る
意
味
の
ズ
レ
、
む
し
ろ
意
図
的･

積
極
的
に
利
用
し
て
、
東
洋
的
哲
学
の
世
界
に
お
け
る
、
い
わ
ば
一
つ
の
間’
文
化
的
意
味
論

の
実
験
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
だ
。
」
井
筒
俊
彦
『
意
識
の
形
而
上
学 

—

「
大
乗
起
信
論
」
の
哲
学
』
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
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年
、
六
四
頁
。

（
５
）	

唯
識
の
「
我
慢
」
に
つ
い
て
、
横
山
紘
一
『
唯
識
と
は
何
か—

「
法
相
二
巻
抄
」
を
読
む
』
、
春
秋
社
、
平
成
三
年
（
第
五
刷
発

行
）
、
一
七
四—

一
七
五
頁
。

（
６
）
唯
識
に
つ
い
て
、
横
山
紘
一
の
他
の
書
に
は
、
『
唯
識
の
哲
学
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
四
年
（
第
五
刷
発
行
）
・
『
わ
が
心
の
構

造—
「
唯
識
三
十
頌
」
に
学
ぶ
』
、
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
を
参
照
。
ま
た
は
、
竹
村
牧
男
『
知
の
体
系
』
、
佼
成
出
版
社
、
平
成

八
年
・
『
禅
と
唯
識—

悟
り
の
構
造—

』
大
法
輪
閣
、
平
成
一
八
年
、
を
参
照
。

（
７
）	

真
言
密
教
で
、
大
日
如
来
の
智
を
開
示
し
た
も
の
と
し
て
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
智
慧
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
五
智
に
な
る
法
界

体
性
智
と
呼
ば
れ
、
第
九
阿
摩
羅
識
を
転
じ
て
得
た
智
で
、
四
智
の
総
体
と
し
て
諸
法
の
本
体
と
永
遠
普
遍
の
真
理
そ
の
も
の
を

明
ら
か
に
す
る
智
慧
で
あ
る
。
ま
た
、
四
智
の
前
に
順
番
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
智
慧
は
五
智
の
中
に
、
第
一
智
に
な
り
、

残
っ
た
四
智
は
各
々
に
一
位
ず
つ
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
『
禅
学
大
辞
典
』
、3

5
1
c

）
。
し
か
し
、
白
隠
は
法
相
学
な
ど
で
使
わ
れ

る
瑜
伽
行
派
の
唯
識
思
想
に
基
づ
い
て
四
智
を
説
明
す
る
の
で
、
小
論
の
分
析
は
そ
の
四
智
に
限
る
。

（
８
）	

横
山
紘
一
『
唯
識
と
は
何
か—

「
法
相
二
巻
抄
」
を
読
む
』
、
三
五
一
頁
。

（
９
）	

漏
は
煩
悩
の
こ
と
を
表
わ
す
。
従
っ
て
有
漏
と
は
煩
悩
が
有
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
禅
学
大
辞
典
』7

0
b
c

。

（
10
）	

一
切
煩
悩
か
ら
離
れ
、
煩
悩
が
全
く
残
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
示
す
。

（
11
）	

横
山
紘
一
『
唯
識
と
は
何
か—

「
法
相
二
巻
抄
」
を
読
む
』
、
三
四
九
頁
。

（
12
）	

同
上
書
、
三
四
九
頁
。

（
13
）	

同
上
書
、
三
四
九
頁
。

（
14
）	

同
上
書
、
三
四
八
頁
。

（
15
）	

同
上
書
、
三
四
八
頁
。

（
16
）	

同
上
書
、
三
四
七
頁
。

（
17
）	

同
上
書
、
三
六
五
頁
。
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（
18
）	

同
上
書
、
三
六
二
頁
。

（
19
）	

唯
識
に
お
け
る
修
道
論
の
五
位
に
つ
い
て
は
、
横
山
紘
一
『
唯
識
と
は
何
か—

「
法
相
二
巻
抄
」
を
読
む
』
、
三
六
五—

四
二
六

頁
、
ま
た
は
竹
村
牧
男
『
知
の
体
系
』
、
一
九
五—

二
一
八
頁
。

（
20
）	

近
藤
文
剛
「
白
隠
禅
師
に
お
け
る
四
智
弁
に
つ
い
て
」
東
洋
大
学
紀
要
一
七
号
、
一
九
六
三
年
、
一
九—

三
八
頁
。
さ
ら
に
白
隠

の
四
智
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
、
常
盤
義
伸
「
白
隠
慧
鶴
の
『
偏
正
秘
奥
』
理
解
と
『
隻
手
音
声
』
公
案
」
花
園
大
学
研
究
紀
要

二
二
号
、
一
九
九
一
年
三
月
、
六
三—

一
一
三
頁
、
を
参
照
。

（
21
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
三
頁
。
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
若
干
手
を
加
え
た
。

（
22
）	

同
上
書
、
第
六
巻
、
三
二
三
頁
。

（
23
）	

修
行
の
主
な
一
部
で
あ
る
公
案
の
体
系
は
白
隠
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
門
下
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
白
隠

が
公
案
は
段
階
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
と
解
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
体
系
化
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
白
隠
が
平
易
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
白
隠
自
身
、
難
解
な
禅
の
教
義
を
人
々
が
す
で
に
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
い
た

と
考
え
て
い
た
と
も
思
え
る
。

（
24
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
四
頁
。

（
25
）	

同
上
書
、
三
二
四
頁
。

（
26
）	

同
上
書
、
三
二
四
頁
。

（
27
）	

こ
れ
に
対
し
て
、
横
山
紘
一
の
『
法
相
二
巻
抄
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
大
円
鏡
智
の
働
き
は
、
四
智
の
最
後
の
働
き
と
し
て
説
明

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
28
）	

『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
二
冊
「
於
仁
安
佐
美
」
巻
の
下
、
九
五
頁
。
『
白
隠
和
尚
全
集
』
に
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
29
）	

『
宝
鏡
三
昧
』
と
は
、
洞
山
良
价
が
、
一
切
衆
生
が
本
来
具
有
す
る
仏
心
を
鏡
に
喩
え
た
謡
曲
で
あ
る
。

（
30
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
四
頁
。

（
31
）	

同
上
書
、
三
二
六
頁
。
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（
32
）	

平
田
高
士
訳
註
、
『
無
門
関
』
『
禅
の
語
録
』
一
八
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
四
年
、
一
六
頁
。

（
33
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
四—

三
二
五
頁
。

（
34
）	

同
上
書
、
三
二
五
頁
。

（
35
）	
『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
五
巻
、
二
三
一
頁
。
こ
の
文
章
の
原
典
は
『
大
慧
普
説
』
第
一
七
巻
に
見
ら
れ
る
。

（
36
）	
同
上
書
、
二
三
二
頁
。
芳
澤
勝
弘
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
、
「
こ
の
大
疑
団
が
現
前
し
、
自
分
の
一
身
が
疑
団
そ
の
も
の
に

な
る
な
ら
ば
、
百
人
が
百
人
、
必
ず
や
打
発
す
る
で
あ
ろ
う
」
。
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
「
遠
羅
天
釜
」
、
一
五
五
頁
。

（
37
）	

同
上
書
、
二
三
三
頁
。
芳
澤
勝
弘
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
、
「
参
究
（
中
略
）
を
続
け
て
い
く
な
ら
ば
、
必
ず
大
疑
現
前
し
、

自
分
が
そ
の
ま
ま
無
字
の
公
案
そ
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
」
。
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
「
遠
羅
天
釜
」
、
一
五
六
頁
。

（
38
）	

同
上
書
、
二
三
四
頁
。
芳
澤
勝
弘
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
、
「
禅
で
は
、
と
く
に
こ
の
『
無
字
』
だ
け
を
挙
揚
さ
せ
る
」
。

『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
「
遠
羅
天
釜
」
、
一
五
八
頁
。

（
39
）	

念
仏
の
こ
と
で
あ
る
。

（
40
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
五
巻
、
二
三
四
頁
。
芳
澤
勝
弘
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
、
「
無
字
を
用
い
れ
ば
、
疑
団
が
起
こ
り
易
く
、

名
号
な
ど
の
場
合
は
疑
団
が
起
こ
り
に
く
い
」
。
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
「
遠
羅
天
釜
」
、
一
五
八
頁
。

（
41
）	

白
隠
に
お
け
る
公
案
と
念
仏
に
対
す
る
「
大
疑
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
藤
吉
慈
海
『
禅
浄
双
修
の
展
開
』
「
疑
団
に
つ
い
て
」
、
春

秋
社
、
昭
和
四
十
九
年
、
一
一
四—

一
四
六
頁
、
を
参
照
。

（
42
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
五
頁
。

（
43
）	

同
上
書
、
三
二
五
頁
。

（
44
）	

同
上
書
、
三
二
五
頁
。

（
45
）	

同
上
書
、
三
二
五
頁
。

（
46
）	

同
上
書
、
三
二
五
頁
。

（
47
）	

同
上
書
、
三
二
五
頁
。
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（
48
）	

こ
の
よ
う
な
「
無
心
」
の
状
態
は
、
た
だ
禅
宗
の
修
行
に
お
い
て
だ
け
見
ら
れ
る
精
神
状
態
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

Ｌ
・
ト
ル
ス
ト
イ
（L

e
v
 
T
o
l
s
t
o
j
,
 
1
8
2
8
-
1
9
1
0

）
の
『
ア
ン
ナ･

カ
レ
ー
ニ
ナ
』
に
お
い
て
、
リ
ョ
ー
ヴ
ィ
ン
（C

o
s
t
a
n
t
i
n
o
 

D
m
i
t
r
i
e
v
i
c
 
L
e
v
i
n

） 

と
い
う
主
人
公
が
、
失
恋
し
、
田
舎
に
移
り
、
百
姓
と
と
も
に
鎌
で
草
刈
り
を
し
た
時
に
、
無
心
の
精
神
状

態
が
見
ら
れ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
次
の
よ
う
に
こ
の
状
態
を
描
く
。

　

彼
（
リ
ョ
ー
ヴ
ィ
ン
）
は
、
仕
事
半
ば
に
、
ふ
と
、
自
分
が
な
に
を
し
て
い
る
の
か
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
ほ
っ
と
し
た
気
分

に
な
り
、
そ
う
い
う
と
き
に
刈
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
チ
ー
ト
の
と
同
じ
く
ら
い
、
よ
く
そ
ろ
っ
て
、
き
れ
い
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
彼
は
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
も
っ
と
う
ま
く
や
ろ
う
と
努
め
は
じ
め
る
や
、
た
ち
ま
ち
、
労
働

の
苦
痛
を
ひ
し
ひ
し
と
身
に
感
じ
て
、
そ
の
刈
り
跡
も
き
た
な
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。
（
ト
ル
ス
ト
イ
『
ア
ン
ナ･

カ
レ
ー
ニ

ナ
』
中
、
木
村
浩
訳
、
新
潮
文
庫
、
平
成
十
三
年
、
三
三
頁
。
）

　
　

	

こ
こ
に
は
禅
的
な
「
無
心
」
と
「
妄
念
」
と
い
う
心
の
状
態
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
禅
の
修
行
で
は
、
こ
の
よ
う
な

無
心
の
精
神
状
態
は
、
心
性
を
自
覚
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
全
て
を
捨
て
た
心
に
よ
っ
て
こ
そ
、
心
の
本
質
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
隠
に
よ
る
と
、
こ
の
領
域
に
止
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
白
隠
の
悟
後
の
修

行
に
対
す
る
強
調
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

（
49
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
六
頁
。

（
50
）	

同
上
書
、
三
二
六
頁
。
さ
ら
に
こ
の
領
域
は
、
ま
だ
少
し
し
か
見
え
な
い
「
大
日
輪
の
須
弥
の
東
方
」
と
例
え
ら
れ
る
（
同
上
書
）
。

ま
た
、
近
藤
文
剛
に
よ
っ
て
、
唯
識
論
の
五
位
に
比
較
す
れ
ば
、
大
円
鏡
智
は
資
糧
位
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
近
藤
文
剛
「
白
隠
禅

師
に
お
け
る
四
智
弁
に
つ
い
て
」
、
二
八
頁
。

（
51
）	

こ
れ
に
対
し
て
横
山
の
解
釈
に
よ
る
と
、
平
等
性
智
は
第
三
の
智
慧
に
な
る
。

（
52
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
七
頁
。

（
53
）	

同
上
書
、
三
二
七
頁
。

（
54
）	

同
上
書
、
三
二
七
頁
。
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（
55
）	

同
上
書
、
三
二
七
頁
。

（
56
）	

同
上
書
、
二
二
八
頁
。

（
57
）	

同
上
書
、
三
二
八—

三
二
九
頁
。 

（
58
）	
『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
四
七
頁
。
芳
澤
勝
弘
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
、
「
す
べ
て
の
人
々
と
共
に
無
上
菩
提
を
成
ぜ
ん

た
め
に
、
平
仮
名
写
経
の
大
善
行
を
精
修
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
。
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
五
冊
「
八
重
葎
」
巻
之
一
、
五
三
頁
。

（
59
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
五
巻
、
四
〇
〇
頁
。
芳
澤
勝
弘
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
、
「
菩
薩
道
を
実
践
し
て
い
く
（
こ
と
は
）
、

（
中
略
）
真
の
法
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
と
言
う
の
で
あ
る
」
。
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
四
冊
「
夜
船
閑
話
」
、
七
一
頁
。

（
60
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
四
六
九
。
芳
澤
勝
弘
の
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
、
「
釈
迦
牟
尼
仏
如
来
は
、
（
中
略
）
無
縁
の
大

慈
悲
心
を
発お

こ

さ
れ
て
、
一
切
衆
生
を
救
わ
れ
ん
た
め
に
、
大
乗･

小
乗
の
教
え
を
説
か
れ
た
の
だ
」
。
『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』
第
八

冊
「
さ
し
藻
草･

御
垣
守
」
、
二
六
頁
。

（
61
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
九
頁
。

（
62
）	

同
上
書
、
三
二
九
頁
。
さ
ら
に
こ
の
領
域
は
、
白
隠
に
よ
っ
て
「
大
日
輪
の
中
午
を
過
て
、
漸
々
西
に
傾
き
て
遂
に
沒
す
る
」
の

よ
う
に
西
方
に
例
え
ら
れ
る
（
同
上
書
）
。
ま
た
、
近
藤
文
剛
に
よ
っ
て
、
唯
識
論
の
五
位
に
比
較
す
れ
ば
、
妙
觀
察
智
は
修
習
位

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
近
藤
文
剛
「
白
隠
禅
師
に
お
に
け
る
四
智
弁
に
つ
い
て
」
、
三
〇
頁
。

（
63
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
三
〇
頁
。

（
64
）	

同
上
書
、
三
三
〇
頁
。

（
65
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
六
巻
、
三
三
〇—

三
三
一
頁
。 

（
66
）	

同
上
書
、
二
八
三—

二
八
四
頁
。
臨
済
宗
に
お
い
て
経
典
と
し
て
唱
え
て
い
る
『
坐
禅
和
讃
』
と
い
う
歌
は
一
般
的
に
白
隠
の

代
表
的
な
教
え
と
し
て
取
ら
れ
て
い
る
が
、
陸
川
堆
雲
は
こ
れ
が
白
隠
の
著
作
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
自
分
の
著
わ
し
た

『
白
隠
和
尚
詳
伝
』
に
お
い
て
こ
の
疑
問
を
表
明
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
元
来
こ
の
和
讚
な
る
も
の
は
、
和
讚
そ
の

も
の
に
特
色
が
あ
っ
て
白
隠
禅
の
特
色
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
和
讚
の
特
色
な
る
も
の
は
、
禅
宗
門
外
の
人
を
禅
宗
内
へ
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誘
導
す
る
た
め
の
呼
び
込
み
的
の
和
讚
で
あ
っ
て
白
隠
禅
を
表
現
せ
ん
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
。
陸
川
堆
雲
『
白

隠
和
尚
詳
伝
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
三
年
、
二
四
五
頁
。
こ
の
意
見
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
陸
川
堆
雲
『
白
隠
和
尚
詳
伝
』
、

二
三
一—

二
五
〇
頁
、
を
参
照
。

（
67
）	

同
上
書
、
二
八
四
頁
。

（
68
）	
同
上
書
、
三
二
三
頁
。

（
69
）	

こ
れ
に
つ
い
て
『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
五
巻
、
一
七
一—

一
七
二
、
一
七
七
頁
、
を
参
照
。

（
70
）	

白
隠
に
お
け
る
洞
上
五
位
の
理
解
に
つ
い
て
、
ア
ン
ナ
・
ル
ッ
ジ
ェ
リ
「
白
隠
慧
鶴
に
お
け
る
洞
上
五
位
の
一
考
察
」
、
禅
学
研

究
第
七
九
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
一
九
九—

二
二
一
頁
。

（
71
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
一
巻
、
二
三
一—

二
六
六
頁
。

（
72
）	

『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
二
巻
、
八
一—

八
五
頁
。

（
73
）	

洞
上
五
位
と
四
智
の
相
当
に
つ
い
て
は
、
近
藤
文
剛
「
白
隠
禅
師
に
お
け
る
四
智
弁
に
つ
い
て
」
、
ま
た
は
常
磐
義
伸
「
白
隠
慧

鶴
の
『
偏
正
秘
奥
』
理
解
と
『
隻
手
音
声
』
」
、
に
詳
し
い
。
と
く
に
近
藤
文
剛
は
、
洞
上
五
位
と
同
じ
よ
う
に
四
智
も
、
白
隠
の
師

匠
で
あ
る
正
受
老
人
に
よ
る
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
表
す
。
近
藤
文
剛
「
白
隠
禅
師
に
お
け
る
四
智
弁
に
つ
い

て
」
、
三
二—

三
三
頁
。

（
74
）	

原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
正
受
老
人
曰
、
祖
師
始
施
設
五
位
大
意
者
、
令
學
者
證
得
四
智
之
大
慈
善
巧
也
。
大
不
同
教
家
義
論
。

所
謂
四
智
者
、
大
圓
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
觀
察
智
、
成
所
作
智
是
也
。
道
流
、
直
饒
三
學
精
錬
重
多
劫
、
未
證
得
四
智
、
不
許
稱

眞
佛
子
。
道
流
眞
正
參
究
打
破
八
識
頼
那
暗
窟
時
、
大
圓
鏡
智
之
寶
光
、
立
地
煥
發
。
却
怪
、
大
圓
鏡
光
黒
如
漆
。
此
道
正
中
偏
一

位
。
於
此
證
一
分
大
圓
鏡
智
。
更
入
偏
中
正
一
位
、
修
寶
鏡
三
昧
多
時
、
果
證
得
一
分
平
等
性
智
、
始
入
理
事
無
礙
法
界
境
致
。
行

者
於
此
未
爲
足
。
親
入
正
中
來
。
依
兼
中
至
圓
證
妙
觀
察
智
成
所
作
智
等
四
智
。
最
終
到
兼
中
到
一
位
。
折
合
還
歸
炭
裡
坐
」
。
『
白

隠
和
尚
全
集
』
第
二
巻
、
八
四—

八
五
頁
。

（
75
）	

白
隠
は
、
と
く
に
禅
宗
に
お
け
る
誤
っ
た
指
導
の
仕
方
と
そ
の
指
導
者
に
対
す
る
批
判
が
多
く
の
書
物
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
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に
代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
息
耕
録
開
筵
普
説
』
『
白
隠
和
尚
全
集
』
第
二
巻
、
三
六
五—

四
五
〇
頁
、
を
参
照
。
現
代
語
訳
に
関

し
て
は
、
常
盤
義
伸
訳
『
白
隠
』
（
『
息
耕
録
開
筵
普
説
』
）
（
大
乗
仏
典
、
中
国
・
日
本
篇 

第
二
七
巻
）
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八

年
、
を
参
照
。
（
英
語
訳
：N

.
 
W
A
D
D
E
L
L
,
 The 

Essential 
Teachings 

of 
Zen 

Master 
Hakuin: 

A 
Translation 

of 
the 

Sokko-roku Kaien-fusetsu
,
 
B
o
s
t
o
n
 
a
n
d
 
L
o
n
d
o
n
,
 
S
h
a
m
b
a
l
a
,
 
1
9
9
4
,
 
p
p
.
 
x
x
i
i
 
+
 
1
3
7
.

）





花園天皇関係史料・研究文献目録稿

坂口太郎・芳澤　元

凡　　例

 ○	本目録は花園天皇（永仁５年［1297］〜貞和４年［1348］。以下花園と略す）

に関わる明治以後に公刊された史料（複製・影印・翻刻）および研究文献

の内容別目録である。配列は発表年次順とし、同一の研究者が執筆した

文献はまとめて配置した。復刻・復刊・再収録については→記号で示し

た。

 ○	Ａ．史料には、花園に関する基本史料・著作の刊本を挙げた。

 ○	Ｂ．伝記には、花園に関する全般的な伝記を挙げた。主要な辞典の項目

も挙げたが、原則として執筆者が記名されているものに限った。

 ○	Ｃ．日記Ⅰには、『花園天皇日記（宸記）』（以下『日記』と略す）の解題、

原本・内容・人物比定などに関する基礎的研究、索引を挙げた。

 ○	Ｄ．日記Ⅱには、『日記』に見える表現や語彙に関する研究を挙げた。

 ○	Ｅ．手跡には、花園の書風や消息に関する研究・史料紹介を挙げた。

 ○	Ｆ．政治には、鎌倉時代後期（特に花園即位以後）の政治史に関する主要

な通史・総論、公武関係や訴訟制度などに関する個別研究を挙げた。個

別研究については、原則として『日記』を主要な材料として用いた研究

に限ったが、若干それ以外の重要な研究も含めた。

 ○	Ｇ．学問には、花園とその周辺における漢学を中心とした学問研鑽や著

作『誡太子書』および持明院統の文庫に関する研究を挙げた。

 ○	Ｈ．仏教には、花園の天台・律・禅などに対する信仰および著作、仏事

に関する研究を挙げた。花園に関わりの深い緇徒（特に天台では慈厳、律

では如円、禅では月林道皎・宗峰妙超・関山慧玄）に関する主要な研究も含

めた。

 ○	Ｉ．和歌には、花園の和歌や『玉葉和歌集』・『風雅和歌集』の歌風・編
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纂過程などに関する研究を挙げた。また、花園に大きな影響を与えた京

極為兼に関する主要な研究も挙げた。

 ○	Ｊ．音楽には、花園や持明院統の音楽に関する研究を挙げた。

 ○	Ｋ．絵画・肖像には、花園の画才や肖像に関する研究を挙げた。

 ○	Ｌ．住宅には、花園の居住した御所（里内裏・院御所）に関する研究を挙

げた。

 ○	Ｍ．家族には、花園の家族である伏見天皇・後伏見天皇・光厳天皇・永

福門院・広義門院に関する主要な研究を挙げた。

 ○	Ｎ．荘園には、持明院統や花園の所有した荘園（長講堂領・室町院領な

ど）に関する研究を挙げた。

 ○	Ｏ．その他には、以上の分類に含まれない内容に関する研究を挙げた。

花園を主題としたものでなくても、花園に関係する人物の研究や、『日

記』を主要な材料として用いた研究なども挙げた。

 ○	Ｐ．欧文論文には、花園に関する海外の研究を一括して挙げた。

Ａ．史　　料

花園天皇日記

列聖全集編纂会編『列聖全集』宸記集 下巻「花園院天皇宸記」（列聖全集編

纂会、1917年４月）

笹川種郎（臨風）編・矢野太郎校訂『史料大成』続篇 第34巻〜第35巻「花

園天皇宸記」（内外書籍、1938年９月、12月→増補史料大成刊行会編

『増補史料大成』第２巻〜第３巻、臨川書店、1965年８月）

村田正志校訂	『史料纂集』古記録編「花園天皇宸記」全４巻［第３巻まで

既刊］（続群書類従完成会、1982年２月〜1986年12月）

＊今江廣道	「村田正志博士校訂『花園天皇宸記』第一巻」（『〔国士館大学〕

人文学会紀要』第15号、1983年１月）

村田正志編	『和譯花園天皇宸記』全３巻（続群書類従完成会、1998年10月〜

2003年３月）

宮内庁書陵部編『花園院宸記』カラーコロタイプ複製全35巻・解題・釈

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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文［第23巻まで既刊］（思文閣出版、1992年３月〜2006年５月）

そ の 他

東京帝国大学文科大学史料編纂掛編	『大日本史料』第６篇之12、貞和４年

11月11日条「花園法皇萩原殿ニ崩ジ給フ、光厳上皇因リテ御幸

アラセラル」（東京帝国大学、1913年３月）

東京大学史料編纂所編	『花押かがみ』第６巻 南北朝時代２「花園天皇」

（吉川弘文館、2004年６月）

列聖全集編纂会編『列聖全集』御撰集第６巻「花園天皇 誡太子書・大徳

寺に賜へる宸翰・大徳寺妙超に賜へる宸翰・御処分状・長福寺

に賜へる宸翰・妙心寺慧玄に賜へる宸翰（二通）・学道之御記・

法華品釈」（列聖全集編纂会、1917年１月）

辻善之助編『聖徳余光』「花園天皇」（紀元二千六百年奉祝会、1940年11月）

帝国学士院編	『宸翰英華』乾・第１冊「花園天皇」（紀元二千六百年奉祝会、

1944年12月→復刻版、思文閣出版、1988年10月）

宮内庁書陵部編	『花園天皇宸翰集 誡太子書・学道之御記・御処分状』コ

ロタイプ複製全３巻・解題・釈文（吉川弘文館、1977年４月）

村田正志	『村田正志著作集』第７巻 風塵録（思文閣出版、1986年８月）

村田正志編	『花園天皇遺芳』（楊岐寺、1995年11月。第３版2005年３月より別

冊 “The Legacy Of Emperor Hanazono” を付す）

次田香澄校訂	『玉葉和歌集』（岩波文庫30-137-1、岩波書店、1944年７月）

次田香澄・岩佐美代子編『中世の文学　風雅和歌集』（三弥井書店、1974年

７月）

岩佐美代子編『玉葉和歌集全注釈』全４巻（笠間注釈叢刊20〜23、笠間書院、

1996年３月〜1996年12月）

岩佐美代子編『風雅和歌集全注釈』全３巻（笠間注釈叢刊34〜36、笠間書院、

2002年12月〜2004年３月）

日本大蔵経編纂会編『日本大蔵経』第28巻 経蔵部 法華部章疏２「御註法
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華経品釈」（日本大蔵経編纂会、1917年10月→財団法人鈴木学術財団

編『増補改訂日本大蔵経』第24巻 経蔵部 法華部章疏４、財団法人鈴

木学術財団、1974年３月）

Ｂ．伝　　記

松崎求己	「花園院」（『歴史地理』第５巻第９号〜第12号、1903年９月〜12月）

鷲尾順敬編	『玉鳳煥采』（正法山妙心寺、1910年５月→『藍山全集』第１巻 日

本禅宗史の研究、教典出版、1945年10月）

辻善之助	「花園天皇」（同氏『人物論叢』雄山閣、1925年９月→同氏『日本文化

史』別録 第２巻、春秋社、1953年６月）

粟野秀穂	「花園上皇」（『史蹟と古美術』第12巻第５号、1934年５月）

鎌田禪商編	『花園法皇の御事蹟と妙心寺』（大本山妙心寺教務部、1943年10月）

澤口泰憲編	『花園天皇の御芳躅』（妙心寺開基花園天皇六百年御聖諱記念大法会

局、1945年４月）

＊中村直勝	「花園天皇御伝」（『花園天皇の御芳躅』→『中村直勝著作集』第６

巻 歴代天皇紀、淡交社、1978年８月）

岩橋小彌太	『花園天皇』（人物叢書99、吉川弘文館、1962年11月→新装版、

1990年８月）

網野善彦	「花園天皇」（永原慶二編『人物 日本の歴史』第４巻 鎌倉と京都、読

売新聞社、1966年３月→新装版、1972年10月）

水戸部正男	「花園天皇」（肥後和男編『歴代天皇紀』秋田書店、1972年11月）

小林圓照・雄山学人	「花園法皇・日峰禅師関連年表—初期妙心寺史年表

考—」（『禅学研究』第71号、1993年２月）

臨済宗妙心寺派教化センター	「妙心寺の開基としての花園法皇のご事跡・

略伝」（『〔臨済宗妙心寺派教化センター〕研究報告』第５号、1993年

５月）

日本史辞典

前田一良	「花園院宸記」・執筆者不明「花園天皇」・小笠原長和「花園天皇

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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御影」（日本歴史大辞典編集委員会編『日本歴史大辞典』第15巻、河

出書房、1959年３月→増補改訂版第８巻、河出書房新社、1969年６月）

杉橋隆夫	「花園天皇」（京大日本史辞典編纂会編『新編 日本史辞典』東京創元社、

1990年６月）

宮崎康充	「花園天皇」・飯倉晴武「十楽院上陵」（国史大辞典編集委員会編

『国史大辞典』第11巻、吉川弘文館、1990年９月→米田雄介編『歴代

天皇・年号事典』吉川弘文館、2003年12月／平野邦雄ほか編『日本古

代中世人名辞典』吉川弘文館、2006年11月）

宮崎康充	「花園天皇宸記」（国史大辞典編集委員会編『国史大辞典』第11巻、

吉川弘文館、1990年９月→加藤友康ほか編『日本史文献解題辞典』吉

川弘文館、2000年５月）

網野善彦	「花園天皇」・「花園天皇日記」（青木和夫ほか編『日本史大事典』第

５巻、平凡社、1993年11月）

櫻井　彦	「花園天皇」・田沼睦「花園天皇日記」（永原慶二ほか編『日本歴史

大事典』第３巻、小学館、2001年３月）

文 学 辞 典

次田香澄	「花園天皇」（伊藤嘉夫ほか編『和歌文学大辞典』明治書院、1962年11

月）

次田香澄	「花園天皇」・「花園天皇宸記」（日本古典文学大辞典編集委員会編『日

本古典文学大辞典』第５巻、岩波書店、1984年10月）

遠藤好英	「花園院宸記」（佐藤喜代治編『国語学研究辞典』東京堂出版、1979年

11月）

岩佐美代子	「花園天皇」・「花園院宸記」（犬養廉ほか編『和歌大辞典』明治書

院、1986年３月）

岩佐美代子	「花園天皇宸記」（石原昭平ほか企画編集・岩佐美代子ほか編集委員

『日記文学事典』勉誠出版、2000年２月）

鹿目俊彦	「花園天皇」・「花園天皇宸記」（大曾根章介ほか編『日本古典文学大

事典』明治書院、1998年６月）

執筆者不明	「花園天皇」（市古貞次監修『国書人名辞典』第４巻、岩波書店、
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1998年11月）

人 名 辞 典

芝　葛盛	「花園天皇」（平凡社編『新撰大人名辞典』第５巻、平凡社、1938年３

月→改題復刻版『日本人名大事典』第５巻、1979年７月）

芳賀幸四郎	「花園天皇」（桑原武夫ほか編『世界伝記大事典』日本・朝鮮・中国

編 第４巻、ほるぷ出版、1978年７月）

川島孝一	「花園天皇」（安田元久編『鎌倉・室町人名事典』新人物往来社、1985

年11月）

本郷和人	「花園天皇」（朝日新聞社編『朝日 日本歴史人物事典』朝日新聞社、

1994年11月）

Ｃ．日 記 Ⅰ

解題・原本研究

列聖全集編纂会	「花園天皇」（同編纂会編『列聖全集』皇室御撰解題、列聖全集

編纂会、1917年６月）

和田英松	「花園天皇」（同氏『皇室御撰之研究』明治書院、1933年４月→復刻版、

国書逸文研究会、1986年７月）

宮内庁書陵部「花園院宸記」（同編『図書寮典籍解題』歴史篇、養徳社、1950

年２月）

村田正志	「花園天皇宸記の全容と形態」（『季刊 ぐんしょ』第７号、1990年１

月）

村田正志	「花園天皇宸記」（『日本歴史「古記録」総覧』古代・中世篇、新人物

往来社、1990年12月）

米田雄介	「鎌倉時代の天皇の日記　花園天皇」（同氏『歴代天皇の記録』続群

書類従完成会、1992年５月）

八嶌正治	「『花園院宸記』成巻について」（『日本歴史』第537号、1993年２月）

飯倉晴武	「花園天皇宸記」（同氏『日本史小百科 古記録』東京堂出版、1998年

９月）

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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総論・索引・人名比定など

辻善之助	「宸翰御日記の一二に就て」（『国史回顧会紀要』第１号、1929年10

月→森脇美樹編『国史回顧叢書』第１冊、文明協会、1936年７月）

和田英松	「御歴代の御日記に就いて」（『日本文学講座』第５巻、改造社、1934

年12月→同氏『国史説苑』明治書院、1939年３月）

志賀　剛	「花園天皇宸記の研究」（『史潮』第11年第１号、1941年５月）

大内摩耶子	「花園院宸記の文学性」（『大阪府立大学紀要 人文・社会科学』第

８号、1960年３月）

村田正志	「『花園天皇宸記』を読む」（岩橋小彌太『花園天皇』初版付録、人物

叢書99、吉川弘文館、1962年11月）

岩佐美代子	「天皇の日常と思索—『花園院宸記』—」（国文学研究資料館整

理閲覧部参考室編『国文学研究資料館講演集』第５集 日記と文学、国

文学研究資料館、1984年３月）→「『花園院宸記』—天皇の日常

と思索—」（同氏『宮廷に生きる—天皇と 女房と—』、古典ライブラ

リー８、笠間書院、1997年６月）

岩佐美代子「花園天皇宸記読解管見」（『季刊 ぐんしょ』第46号、1999年10月）

岩佐美代子「花園天皇宸記の『女院』」（『日本歴史』第639号、2001年８月）

岩佐美代子「臨場感の魅力—複製『花園院宸記』の意義—」（『鴨東通信』第

46号、2002年６月）

佐々木令信	「『花園天皇日記』仏教総索引並に解説」（中世寺院史研究会編

『中世寺院史の研究』下、法蔵館、1988年３月）

松薗　斉	「中世天皇の『家』について—『日記の家』の視点から—」（『愛

知学院大学文学部紀要』第21号、1992年３月→学術文献刊行会編『日

本史学年次別論文集』中世Ⅱ 1992（平成４）年版、朋文出版、1994

年６月）→「天皇家」（同氏『日記の家』、第２部第６章、吉川弘文館、

1997年８月）

我妻建治	「『花園天皇宸記』を読む—聖人の本旨に非ず—」（『日本常民文化

紀要』第18号、1995年３月）

我妻建治	「『花園天皇宸記』を読む（Ⅱ）—聖人の本旨に非ず—」（『日本常

民文化紀要』第19号、1996年３月）
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我妻建治	「『花園天皇宸記』を読む（Ⅲ）」（『日本常民文化紀要』第21号、

2000年３月）

我妻建治	「四方拝について—『花園天皇宸記』を読む（Ⅳ）—」（佐伯有清

編『日本古代中世の政治と宗教』吉川弘文館、2002年５月）

酒井茂幸「『花園天皇宸記』書名索引」（『研究と資料』第54輯、2005年12月）

Ｄ．日 記 Ⅱ

西田直敏	「宸記に見える所謂『自敬表現』について—伏見天皇宸記・花

園天皇宸記を中心に—」（『〔北海道大学〕国語国文研究』第50号、

1972年10月）→「伏見天皇宸記・花園天皇宸記の『自敬表現』」

（同氏『平家物語の文体論的研究』、第８章第２節、明治書院、1978年

11月）

西田直敏	「『花園天皇宸記』の敬語表現」（佐藤喜代治編『国語論究』第５集 

中世語の研究、明治書院、1994年12月→同氏『「自敬表現」の歴史的

研究』、第17章、研究叢書164、和泉書院、1995年３月）

西田直敏	「『花園天皇宸記』の助数詞」（『甲南女子大学研究紀要』創立30周

年記念号、1995年３月→同氏『日本語史論考』、Ⅱ—４、研究叢書270、

和泉書院、2001年３月）

西田直敏	「天皇日記の『自敬表現』—『伏見天皇宸記』・『花園天皇宸記』

を中心に—」（同氏『日本人の敬語生活史』、第３章—４、翰林書房、

1998年５月）

位藤邦生	「小さな語誌『雑熱』について」（『国文学攷』第156号、1997年12

月）

Ｅ．手　　跡

赤松俊秀	「大覚寺」（『京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告』第18冊、1938年３

月）→「〔大覚寺蔵〕後宇多天皇・伏見天皇・花園天皇宸翰」

（同氏『京都寺史考』、仏教史学研究双書、法蔵館、1972年９月）
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赤松俊秀	「前田侯爵家蔵国宝花園天皇宸翰御消息に就て—後醍醐天皇船

上山行幸竝に楠木正成の元弘二・三年の再活動に関する新史

料—」（『国民精神文化』第７巻第８号、1941年９月）

田山信郎（方南）	「三朝宸翰に就いて」（『肇国精神』第３巻第７号、1943年７

月）

是澤恭三	「持明院・大覚寺両統の書風」（『書道全集』第19巻 日本７・鎌倉Ⅱ、

平凡社、1957年５月）

神田喜一郎	「わたくしの好きな書」（『図書』第190号、1965年６月→同氏『墨

林間話』岩波書店、1977年10月→『神田喜一郎全集』第９巻、同朋舎

出版、1984年10月）

山本信吉	「〔口絵〕花園天皇宸翰御消息 後二月廿四日（御花押）一幅」（『日

本歴史』第350号、1977年７月）

山本信吉	「〔口絵〕花園天皇宸翰書状（八月二十五日）一幅」（『日本歴史』第

424号、1983年９月）

春名好重	「往年之宸翰」・「三朝宸翰」・「誡大子書」・「花園天皇置文」（二項

目）・「花園天皇・宗峰妙超問答書」・「花園天皇消息」（四項目）

（同氏編著『古筆大辞典』淡交社、1979年11月）

後藤紀彦	「花園天皇宸翰願文と塙検校の逸事」（『東京大学史料編纂所報』第

16号、1982年３月→『温故叢誌』第36号、1982年11月→温故学会編

『塙保己一論纂』下巻、錦正社、1986年10月）

小松茂美	「花園天皇筆 『花園天皇宸記（部分）』」（同氏『天皇の書』、文春新

書499、文藝春秋、2006年４月）

Ｆ．政　　治

通史・総論

久米邦武	『大日本時代史』第６巻 南北朝時代史（早稲田大学出版部、1907

年７月→改題修訂版『日本時代史』第６巻 南北朝時代史、1926年１月）

三浦周行	『大日本時代史』第５巻 鎌倉時代史（早稲田大学出版部、1907年

８月→改題修訂版『日本時代史』第５巻 鎌倉時代史、1926年７月→
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同氏『日本史の研究』新輯１、岩波書店、1981年１月）

田中義成	『南北朝時代史』（明治書院、1922年９月→復刻版、講談社学術文庫

334、講談社、1979年１月）

龍　　粛	『日本文化史』第６巻 鎌倉時代（大燈閣、1922年７月→改題修訂版

『日本新文化史』第６巻 鎌倉時代、内外書籍株式会社、1941年１月）

龍　　粛『鎌倉時代』下巻（春秋社、1957年12月）

中村直勝	『日本文化史』第７巻 南北朝時代（大燈閣、1922年８月→改題修訂

版『日本新文化史』第７巻 吉野朝時代、内外書籍株式会社、1942年７

月／『中村直勝著作集』第２巻 社会文化史、淡交社、1978年２月）

魚澄惣五郎	『綜合日本史大系』第６巻 南北朝（内外書籍株式会社、1927年２

月→分冊修訂版『綜合日本史大系』第11巻・第12巻 吉野朝史、1940

年８月〜10月）

辻善之助『日本文化史』Ⅳ 吉野室町時代（春秋社、1949年９月）

村田正志	『南北朝論—史実と思想—』（日本歴史新書、至文堂、1959年６月→

増補版、1966年11月→『村田正志著作集』第３巻 続々南北朝史論、

			  思文閣出版、1983年12月）

黒田俊雄	『日本の歴史』第８巻 蒙古襲来（中央公論社、1965年９月→中公文

庫、1974年１月→中央公論新社新装改版、中公文庫、2004年12月）

網野善彦	「鎌倉末期の諸矛盾」（歴史学研究会・日本史研究会編『講座日本史』

第３巻 封建社会の展開、東京大学出版会、1970年７月→同氏『悪党

と海賊—日本中世の政治と社会—』、第Ⅱ部第１章、叢書・歴史学研

究、法政大学出版局、1995年５月／佐藤和彦ほか編『展望日本歴史』

第10巻 南北朝内乱、第２章、東京堂出版、2000年２月）

網野善彦	『日本の歴史』第10巻 蒙古襲来（小学館、1974年９月→分冊版、

小学館ライブラリー24・25、1992年６月→小学館文庫、2000年１月）

網野善彦	『異形の王権』（イメージ・リーディング叢書、平凡社、1986年８月

→平凡社ライブラリー10、1993年６月）

新田英治	「鎌倉後期の政治過程」（『岩波講座 日本歴史』第６巻 中世２、岩波

書店、1975年11月）

森　茂暁	『建武政権—後醍醐天皇の時代—』（教育社歴史新書〈日本史〉60、

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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教育社、1980年11月）

森　茂暁	『後醍醐天皇—南北朝動乱を彩った覇王—』（中公新書1521、中央

公論新社、2000年２月）

森　茂暁	『南朝全史—大覚寺統から後南朝へ—』（講談社選書メチエ334、講

談社、2005年６月）

佐藤進一	『日本の中世国家』（日本歴史叢書、岩波書店、1983年４月→岩波モ

ダンクラシックス、2001年９月→岩波現代文庫 学術173、2007年３月）

佐藤進一・網野善彦・笠松宏至	『日本中世史を見直す』（悠思社、1994年２

月→平凡社ライブラリー278、平凡社、1999年２月）

村井章介	「十三〜十四世紀の日本—京都・鎌倉—」（『岩波講座 日本通史』

第８巻 中世２、岩波書店、1994年３月）→「総説—通史と研究

史—」（同氏『中世の国家と在地社会』、第１部、歴史科学叢書、校倉

書房、2005年12月）

村井章介	「南北朝の動乱」（同氏編『日本の時代史』第10巻 南北朝の動乱、吉

川弘文館、2003年３月）

村井章介	『日本の中世』第10巻 分裂する王権と社会（中央公論新社、2003

年５月）

筧　雅博『日本の歴史』第10巻 蒙古襲来と徳政令（講談社、2001年８月）

新田一郎『日本の歴史』第11巻 太平記の時代（講談社、2001年９月）

美川　圭	『院政—もうひとつの天皇制—』（中公新書1867、中央公論新社、

2006年10月）

個 別 研 究

星野　恒	「両統ノ迭立」（『史学雑誌』第９編第４号・第８号・第10号・第11号、

1898年４月〜11月）→「両統迭立考」（同氏『史学叢説』第２集、冨

山房、1909年９月）

三浦周行	「鎌倉時代の朝幕関係」（『史学雑誌』第17編第２号・第３号・第５号、

1906年２月〜５月→同氏『日本史の研究』第１輯、岩波書店、1922

年５月→分冊復刻版、1981年９月）

古田（水戸部）正男「鎌倉時代の記録所に就いて」（『史潮』第８年第１号、
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1938年３月）

橋本義彦	「院評定制について」（『日本歴史』第261号、1970年２月→北爪真佐

夫ほか編『論集 日本歴史』第４巻 鎌倉政権、有精堂、1976年２月／

同氏『平安貴族社会の研究』、第１部、吉川弘文館、1976年９月）

梶　博行	「中世における公武関係—関東申次と皇位継承—」（『鎌倉』第32

号、1979年９月）

森　茂暁	「鎌倉後期政治史の一齣」（『日本歴史』第410号、1982年７月）→

「鎌倉後期の朝幕関係—皇位継承をめぐって—」（同氏『南北朝

期公武関係史の研究』、第１章第１節、文献出版、1984年６月）

森　茂暁	「鎌倉期の公武交渉関係文書について—朝廷から幕府へ—」（『金

沢文庫研究』第273号、1984年９月）→「幕府への勅裁伝達と関東

申次」（同氏『鎌倉時代の朝幕関係』、第１章第３節、思文閣史学叢書、

思文閣出版、1991年６月）

森　茂暁	「鎌倉後期における公家訴訟制度の展開」（時野谷滋博士還暦記念

論集刊行会編『時野谷滋博士還暦記念 制度史論集』時野谷滋博士還暦

記念論集刊行会、1986年12月→同氏『鎌倉時代の朝幕関係』、第４章

第１節、思文閣史学叢書、思文閣出版、1991年６月）

森　茂暁	「東使考—鎌倉期の公武交渉の一側面—」（川添昭二先生還暦記念

会編『日本中世史論攷』、文献出版、1987年３月）→「『東使』とそ

の役割」（同氏『鎌倉時代の朝幕関係』、第２章第１節、思文閣史学叢

書、思文閣出版、1991年６月）

森　茂暁	「『延慶法』の紹介」（『国書逸文研究』第19号、1988年６月→同氏

『鎌倉時代の朝幕関係』、第４章第１節１付録、思文閣史学叢書、思文

閣出版、1991年６月）

森　茂暁『鎌倉時代の朝幕関係』（思文閣史学叢書、思文閣出版、1991年６月）

筧　雅博「道蘊・浄仙・城入道」（『三浦古文化』第38号、1985年11月）

筧　雅博	「公家政権と京都」（『岩波講座 日本通史』第８巻 中世２、岩波書店、

1994年３月）

筧　雅博「中世王権の周辺をめぐって」（『思想』第893号、1998年11月）

藤原良章	「公家庭中の成立と奉行—中世公家訴訟制に関する基礎的考

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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			  察—」（『史学雑誌』第94編第11号、1985年11月→同氏『中世的思惟

とその社会』、第１部第２章、吉川弘文館、1997年５月）

外岡慎一郎	「鎌倉後期の公武交渉について—公武交渉文書の分析—」（『敦

賀論叢』創刊号、1986年12月）

稲葉伸道「中世の訴訟と裁判—鎌倉後期の雑訴興行と越訴—」（朝尾直弘ほ

か編『日本の社会史』第５巻 裁判と規範、岩波書店、1987年５月）

羽下徳彦	「『花園天皇宸記』と文保御和談」（『季刊 ぐんしょ』第２号、1988

年10月→同氏『点景の中世—武家の法と社会—』、第２部、吉川弘文館、

1997年６月）

市沢　哲	「鎌倉後期公家社会の構造と『治天の君』」（『日本史研究』第314号、

1988年10月）

市沢　哲	「鎌倉後期の公家政権の構造と展開—建武新政への一展望—」

（『日本史研究』第355号、1992年３月→佐藤和彦ほか編『展望日本歴

史』第10巻 南北朝内乱、第４章、東京堂出版、2000年２月）

美川　圭	「院政をめぐる公卿議定制の展開—在宅諮問・議奏公卿・院評

定制—」（『日本史研究』第348号、1991年８月→同氏『院政の研究』、

第８章、臨川書店、1996年11月）

古澤直人	「北条氏の専制と建武新政」（永原慶二ほか編『講座 前近代の天皇』

第１巻 天皇権力の構造と展開 その１、青木書店、1992年12月）

伊藤喜良	「両統と正当化論」（永原慶二編『中世の発見』吉川弘文館、1993年

４月→同氏『中世国家と東国・奥羽』、第Ⅰ部第４章、歴史科学叢書、

校倉書房、1999年２月）

本郷和人『中世朝廷訴訟の研究』（東京大学出版会、1995年４月）

本郷和人	「文保の和談—鎌倉時代、皇位の継承はだれが定めたか—」

			  （『UP』第281号、1996年３月）

村井章介	「吉田定房奏状はいつ書かれたか」（『日本歴史』第587号、1997年

４月→同氏『中世の国家と在地社会』、第２部、歴史科学叢書、校倉書

房、2005年12月）

本郷恵子	「公家政権の経済的変質」（同氏『中世公家政権の研究』、第２部第２

章、東京大学出版会、1998年３月）
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西谷正浩	「鎌倉期における貴族の家と荘園」（『日本史研究』第428号、1998

年４月）→「鎌倉時代における貴族社会の変容」（同氏『日本中

世の所有構造』、第３編第４章、塙書房、2006年11月）

百瀬今朝雄	『弘安書札礼の研究—中世公家社会における家格の桎梏—』

（東京大学出版会、2000年５月）

白根靖大	「鎌倉後期の公家社会と治天」（同氏『中世の王朝社会と院政』、第

２部第９章、吉川弘文館、2000年２月）

菊地大樹	「宗尊親王の王孫と大覚寺統の諸段階」（『歴史学研究』第747号、

2001年３月）

永井　晋	「元徳年間の新出金沢貞顕書状について—𠘑允書写本『当流口

伝』紙背文書の紹介—」（『金沢文庫研究』第307号、2001年10月

→同氏『金沢北条氏の研究』、第４章第５節、八木書店、2006年12月）

永井　晋	「『当流口伝』紙背金沢貞顕書状の正誤」（『金沢文庫研究』第308

号、2002年３月→同氏『金沢北条氏の研究』、第４章第５節、八木書店、

2006年12月）

永井　晋『金沢貞顕』（人物叢書235、吉川弘文館、2003年７月）

野村朋弘	「鎌倉後期の持明院統と廷臣」（『國學院雜誌』第104編第７号、2003

年７月→学術文献刊行会編『日本史学年次別論文集』中世Ⅰ 2003（平

成15）年版、朋文出版、2005年９月）

橋本芳和	「元弘元年康仁親王立太子の背景（Ⅰ）〜（Ⅲ）」（『政治経済史学』

第473号〜第475号、2006年１月〜2006年３月）

Ｇ．学　　問

岡田正之	「花園帝と漢文学—御日記を拝読して—」（『斯文』第３巻第５号、

第４巻第１号・第２号、1921年10月〜1922年４月）

河野省三	「花園院宸記を拝誦して—思想的興味の一端—」（『國學院雑誌』

第28巻第２号、1922年２月）

内藤湖南	「日本文化の独立」（『歴史と地理』第12巻第１号、1923年７月→同氏

『増訂 日本文化史研究』弘文堂、1930年11月→『内藤湖南全集』第９

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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巻、筑摩書房、1969年４月）

足利衍述	「花園上皇の御好学」（同氏『鎌倉室町時代之儒教』、第２編第３章、

日本古典全集刊行会、1932年12月→復刻版、有明書房、1970年５月）

淺井了宗「花園院宸記に現はれたる宋学に就いて」（『龍谷史壇』第21号、

1938年３月）

坂本太郎	「帝範と日本」（『日本歴史』第94号、1956年４月→同氏『日本古代史

の基礎的研究』上 文献篇、東京大学出版会、1964年５月→『坂本太

郎著作集』第４巻 風土記と万葉集、吉川弘文館、1988年10月）

和島芳男	「中世における周易の研究について—南朝宋学説批判—」（『神戸

女学院大学論集』第５巻第１号、1958年６月）

和島芳男	「花園天皇の儒仏分離論について」（『仏教史学』第10編第１号、

1962年１月）

和島芳男	「花園天皇の御学風」（同氏『日本宋学史の研究』、第２章１、吉川弘

文館、1962年７月→増補版、1988年５月）

和島芳男	「花園天皇」（同氏『中世の儒学』、第３—１、日本歴史叢書11、吉川

弘文館、1965年３月→新装版、1996年７月）

和島芳男	「中世宋学史の展望—問題点と旧説批判—」（『日本歴史』第262号、

1970年３月→同氏『日本宋学史の研究』増補版、補遺Ⅰ、吉川弘文館、

1988年５月）

皆川完一	「岡谷本令義解について」（『新訂増補 国史大系』第23巻 令集解前

篇 付録月報、吉川弘文館、1966年２月→国史大系編修会編『新訂増

補 国史大系』月報 付異本公卿補任、吉川弘文館、2001年５月）

井上順理	「宮廷公卿における孟子受容」（同氏『本邦中世までにおける孟子受

容史の研究』、中篇第２章、風間書房、1972年５月）

斯文会編『日本漢学年表』（大修館書店、1977年７月）

彌吉光長	「『花園宸記』にみえる読書と御信念」（『國學院大学栃木短期大学紀

要』第20号、1986年３月）

長永孝弘	「中世宮廷の学問をめぐる問題—花園天皇周辺の動向についての

再検討—」（『白山史学』第26号、1990年４月）

村井章介	「易姓革命の思想と天皇制」（永原慶二ほか編『講座 前近代の天皇』
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第５巻 世界史のなかの天皇、青木書店、1995年11月→同氏『中世の

国家と在地社会』、第２部、歴史科学叢書、校倉書房、2005年12月）

橋本芳和「花園天皇の御学問」（『政治経済史学』第370号、1997年４月）

住吉朋彦	「花園天皇の『論語』摘句と『列子抄』について」（『日本漢学研

究』第２号、1998年10月）

金子　拓	「室町殿の帝王学—中世読書史序説—」（『歴史』第97輯、2001年９

月）

小川剛生	「南北朝期の『孟子』受容の一様相—二条良基とその周辺から—」

（『国文学研究資料館紀要』第28号、2002年２月）→「孟子の受容」

（同氏『二条良基研究』、第４篇第３章第２節、笠間叢書362、笠間書院、

2005年11月）

野村朋弘	「『花園天皇宸記』にみえる『尚書』談義」（『〔再興中世前期勉強会

会報〕段かづら』第３ ･４合併号、2004年３月）

誡 太 子 書

辻善之助「花園天皇誡太子書」（『肇国精神』第４巻第９号、1944年９月）

小島鉦作	「中世祭祀論の一典型—花園天皇『誡太子書』とその祭祀論—」

（滝川政次郎先生米寿記念論文集刊行会編『神道史論叢 滝川政次郎先

生米寿記念論文集』国書刊行会、1984年５月）

橋本義彦	「誠太子書の皇統観」（安田元久先生退任記念論集刊行委員会編『中世

日本の諸相』下巻、吉川弘文館、1989年４月→同氏『平安の宮廷と貴

族』、Ⅰ—第２、吉川弘文館、1996年12月）

河内祥輔	「学芸と天皇」（永原慶二ほか編『講座 前近代の天皇』第４巻 統治的

諸機能と天皇観、青木書店、1995年６月）

文　　庫

小野則秋	「朝廷の御文庫」（同氏『日本文庫史研究』上巻、第２編第２章、大雅

堂、1945年９月→復刻版、臨川書店、1980年３月）

田島　公	「中世天皇家の文庫・宝蔵の変遷—蔵書目録の紹介と収蔵品の

行方—」（同氏編『東山御文庫本を中心とした禁裏本および禁裏文庫

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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の総合的研究』平成10年度〜平成12年度科学研究費補助金（基盤研究

（Ａ）（２））研究成果報告書（課題番号10301015）、2001年３月→同

氏編『禁裏・公家文庫研究』第２輯、思文閣出版、2006年３月）

田島　公	「典籍の伝来と文庫—古代・中世の天皇家ゆかりの文庫・宝蔵を

中心に—」（石上英一編『日本の時代史』第30巻 歴史と素材、吉川

弘文館、2004年11月）

田島　公	「中世蔵書目録管見」（同氏編『禁裏・宮家・公家文庫収蔵古典籍のデ

ジタル化による目録学的研究』平成14年度〜平成17年度科学研究費補

助金（基盤研究（Ａ））研究成果報告書（課題番号14201032）、2006

年３月）

Ｈ．仏　　教

全　　般

日種譲山	「花園法皇の御信仰に就て」（『正法輪』第819号〜第821号、1935年

７月〜1935年８月）

寺崎修一	「花園上皇の仏教思想」（日本文化研究会編『日本精神研究』第８輯 

日本仏教、東洋書院、1935年11月）

鎌田禪商	「神祗に関する花園法皇の御態度」（『禅学研究』第73号、1942年10

月）

辻善之助	「花園天皇の御信仰」（澤口泰憲編『花園天皇の御芳躅』妙心寺開基花

園天皇六百年御聖諱記念大法会局、1945年４月）

辻善之助	「禅宗の宮廷接近」（同氏『日本仏教史』第３巻 中世篇之２、第７章

第11節、岩波書店、1949年１月）

小此木輝之	「花園天皇の信仰について」（『印度学仏教学研究』第24巻第２号、

1976年３月）

古田紹欽	「花園法皇の御信仰」（『財団法人松ヶ岡文庫研究年報』第11号、1997

年３月）
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天　　台

岡田米夫	「大日本洲大宗秘府に就いて」（『神道研究』第１巻第４号、1940年

10月）

三田村玄龍（鳶魚）「花園法皇御製の天台七箇法門」（澤口泰憲編『花園天皇

の御芳躅』妙心寺開基花園天皇六百年御聖諱記念大法会局、1945年４

月）

赤松俊秀	「南北朝内乱と未来記について—四天王寺御手印縁起・慈鎮和尚

夢想記—」（『仏教史学』第５巻第１号、1956年１月→同氏『鎌倉仏

教の研究』平楽寺書店、1957年８月）

赤松俊秀	「慈鎮和尚夢想記について」（同氏『鎌倉仏教の研究』平楽寺書店、

1957年８月）

白土わか	「曼殊院蔵『胎』印信断簡について」（『仏教学セミナー』第35号、

1982年５月）

岩佐美代子	「七箇法門口決」（同氏『京極派和歌の研究』、第１編第３章第１節、

笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

阿部泰郎	「宝珠と王権—中世王権と密教儀礼—」（『岩波講座 東洋思想』第16

巻 日本思想２、岩波書店、1989年３月）

橋本芳和	「天台座主慈厳の一考察（Ⅰ）（Ⅱ）」（『政治経済史学』第438・439

〜440号、2003年２・３月〜2004年４月）

律

林　幹彌「東山の太子堂」（『日本歴史』第260号、1970年１月）

林　幹彌	「律僧らと太子堂」（同氏『太子信仰の研究』、第３部第３章、吉川弘

文館、1980年２月）

細川涼一	「天皇と仏教—鎌倉末から南北朝期の天皇と律僧を中心に—」

（『現代のエスプリ』別冊 天皇制の現像、1986年11月）

細川涼一	「中世律宗と国家—鎌倉末期の政治・社会状況の中で—」（『日本

史研究』第295号、1987年３月）

追塩千尋	「叡尊歿後の西大寺—二代長老信空とその周辺をめぐって—」（速

水侑編『院政期の仏教』吉川弘文館、1998年２月）→「叡尊歿後の
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西大寺—二代長老信空とその周辺—」（同氏『中世南都の僧侶と寺

院』、第３部第２章、吉川弘文館、2006年６月）

禅

辻善之助	「京都府及滋賀県下出張復命書」（『史学雑誌』第20編第４号、1909

年４月）

鷲尾順敬	「花園法皇の御参禅」（『禅道』第11号、1911年６月→『藍山全集』

第１巻 日本禅宗史の研究、教典出版、1945年10月）

川上孤山著・本山妙心寺編	『妙心寺史』全２巻（妙心寺派教務本所、1917年

４月〜1921年12月→川上孤山著・荻須純道補述『増補 妙心寺史』思

文閣出版、1975年４月）

粟野秀穂	「花園上皇と禅宗」（『史蹟と古美術』第１巻第１号、1928年３月）

天岫接三編	『妙心寺六百年史』（妙心寺開創六百年記念雪江禅師四百五十年遠

諱大法会局、1935年４月）

鎌田禪商	「花園法皇と大燈国師（１）〜（５）」（『正法輪』第895号、1939

年７月、第896号、1939年８月、第899号、1939年11月、第904号、

1940年３月、第909号、1940年７月）

鎌田禪商	「花園院天皇宸記を拝誦して（１）」（『正法輪』第910号、1940年８

月）＊（２）以降見えず

鎌田禪商「花園法皇と禅—特にその時代的背景—」（『禅学研究』第35号、

1941年10月）

小笠原秀実	「花園法皇の御証道と興禅護国」（『禅学研究』第32号、1939年

11月）

赤松俊秀	「長福寺」（『京都府史蹟名勝天然紀念物調査報告』第20冊、1940年３

月）→「梅津長福寺—花園天皇旧跡—」（同氏『京都寺史考』、仏

教史学研究双書、法蔵館、1972年９月）

玉村竹二	「花園天皇と大燈国師」（『肇国精神』第３巻第７号、1943年７月→同

氏『日本禅宗史論集』上巻、人物篇、思文閣出版、1976年８月）

玉村竹二	「初期妙心寺史の二三の疑点（上）（下）」（『日本仏教史』第３号〜

第４号、1957年12月〜1958年５月→同氏『日本禅宗史論集』下之２、
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教団篇（２）、思文閣出版、1981年１月）

玉村竹二	「初期妙心寺史研究拾遺」（『日本仏教』第４号、1959年７月）→

「初期妙心寺史研究補遺」（同氏『日本禅宗史論集』下之２、教団篇

（２）、思文閣出版、1981年１月）

玉村竹二	「大徳寺の歴史・年表・法系」（田山方南ほか編『秘宝』第５巻 大徳

寺、講談社、1976年11月）→「大徳寺の歴史」（同氏『日本禅宗史

論集』下之２、教団篇（２）、思文閣出版、1981年１月）

荻須純道『無相大師』（開山無相大師六百年大遠諱局、1958年７月）

荻須純道「妙心寺の開創について」（『禅学研究』第52号、1962年５月）

荻須純道	「宗峰妙超とその禅」・「関山慧玄の諸問題」（同氏『日本中世禅宗

史』木耳社、1965年５月）

荻須純道・竹貫元勝	『妙心寺』（寺社シリーズ（２）、東洋文化社、1977年４月）

吉村貞司	「花園天皇と禅」（鹿野山研修所論集編纂委員会編『鹿野山研修所論叢』

第１集 中世日本の禅とその文化—主として臨済禅をめぐって—、鹿野

山禅青少年研修所、1987年12月）

竹貫元勝	「南北朝期・室町期の禅宗」（同氏『日本禅宗史』、第３章、大蔵出版、

1989年９月）

竹貫元勝	「関山慧玄と月林道皎」（同氏『新日本禅宗史—時の権力者と禅僧た

ち—』、第２章第２節、禅文化研究所、1999年７月）

加藤正俊	「関山慧玄の東遊について」（『禅文化研究所紀要』第24号、1998年

12月→同氏『関山慧玄と初期妙心寺』、第９章、思文閣出版、2006年

２月）

加藤正俊『関山慧玄と初期妙心寺』（思文閣出版、2006年２月）

永井規男「初期妙心寺の寺地について」（『建築史学』第34号、2000年３月）

保立道久	「創建期の大徳寺と王権—開堂前後の時期に視点をおいて—」

（同氏編『禅宗寺院文書の古文書学的研究—宗教史と史料論のはざ

ま—』平成14年度〜平成16年度科学研究費補助金（基盤研究（Ａ）

（２））研究成果報告書（課題番号14201031）、2005年３月）
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仏　　事

中井裕子	「『光厳院御記』にみる長講堂供花会とその装束」（『史泉』第95号、

2002年１月）

北條文彦	「中世に於ける長講堂の供花の沿革について」（『駒沢史学』第58号、

2002年３月）

徳永誓子「後鳥羽院怨霊と後嵯峨皇統」（『日本史研究』第512号、2005年４月）

Ｉ．和　　歌

全　　般

斎藤清衛	「正中元年」（同氏『南北朝時代文学新史』、本篇 南北朝時代文学通史

１、春陽堂、1933年４月）

斎藤清衛	「花園院御記と和歌史資料」（同氏『南北朝時代文学新史』、続篇 特

殊研究１、春陽堂、1933年４月）

西下経一	「花園天皇御製と光厳院御製」（同氏『和歌史論』、第４章７、至文堂、

1944年11月）

久松潜一	「風雅集の考察」（『樟蔭文学』第３号、1951年10月→同氏『国文学へ

の道』、国語国文学研究叢書１、桜楓社、1958年10月）

大内摩耶子	「花園院と和歌—宸記をめぐって—」（『大阪府立大学紀要 人文・

社会科学』第９号、1961年３月）

次田香澄	「風雅集の形成（上）（下）」（『国語と国文学』第40巻第２号〜第３号、

1963年５月〜６月→同氏著・岩佐美代子責任編集『玉葉集 風雅集攷』、

第３章、笠間叢書352、笠間書院、2004年10月）

次田香澄	「花園上皇の思想と文学」（『二松学舎大学論集』昭和42年度、1968

年３月）

次田香澄	「玉葉・風雅集」（全国大学国語国文学会監修『講座日本文学』第５巻 

中世編Ⅰ、三省堂、1969年１月）→「玉葉・風雅集概説」（同氏

著・岩佐美代子責任編集『玉葉集 風雅集攷』、第１章、笠間叢書352、

笠間書院、2004年10月）

次田香澄著・岩佐美代子責任編集	『玉葉集 風雅集攷』（笠間叢書352、笠間
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書院、2004年10月）

井上宗雄	『中世歌壇史の研究 南北朝期』（明治書院、1965年11月→改訂版、

1987年５月）

濱口博章	「玉葉和歌集」（和歌文学会編『和歌文学講座』第４巻 万葉集と勅撰

和歌集、桜楓社、1970年３月→同氏『中世和歌の研究—資料と考証—』、

新典社研究叢書32、新典社、1990年３月）

糸賀きみ江	「風雅和歌集」（和歌文学会編『和歌文学講座』第４巻 万葉集と勅

撰和歌集、桜楓社、1970年３月）→「新古今・玉葉・風雅」（同氏

『中世の抒情』、Ⅰ、笠間叢書99、笠間書院、1979年３月）

安田章生	「花園院」（『甲南大学紀要 文学編』第３号、1971年３月→同氏『歌の

深さ—古典和歌・現代短歌—』創元社、1971年11月）

福田秀一『中世和歌史の研究』（角川書店、1972年３月）

服部久美子	「花園院の和歌観とその作品」（小沢正夫ほか編『古今新古今とそ

の周辺』大学堂書店、1972年７月）

岩佐美代子『京極派歌人の研究』（笠間書院、1974年４月）

岩佐美代子	「玉葉・風雅自然詠の思想的系譜」（川口久雄編『古典の変容と新

生』明治書院、1984年11月→同氏『京極派和歌の研究』、第１編序章、

笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

岩佐美代子『京極派和歌の研究』（笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

岩佐美代子	「玉葉集と風雅集」（有吉保責任編集『和歌文学講座』第７巻 中世

の和歌、勉誠社、1994年１月）

深津睦夫	「花園院の和歌観」（『〔名古屋大学〕国語国文学』第45号、1979年12

月）

深津睦夫「花園院の和歌観再考—宋学の影響の可能性をめぐって—」（『皇

学館論叢』第22巻第４号、1989年８月）→「風雅和歌集序の思

想—宋学の影響の可能性をめぐって—」（同氏『中世勅撰和歌集

史の構想』、第２編第２章、笠間書院、2005年３月）

小川剛生	「玉葉和歌集」（西沢正史ほか編『日本古典文学研究史大事典』勉誠社、

1997年11月）

小林一彦	「風雅和歌集」（西沢正史ほか編『日本古典文学研究史大事典』勉誠社、

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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1997年11月）

作 品 研 究

山上上泉	「列聖御製の法華経讃歌研究（二）」（『大崎学報』第55号、1920年

２月）

川田　順	「花園院御製謹抄」（澤口泰憲編『花園天皇の御芳躅』妙心寺開基花園

天皇六百年御聖諱記念大法会局、1945年４月）

石原清志「風雅集の釈教歌」（『龍谷大学論集』第382号、1966年11月）

次田香澄	「風雅和歌集序の考察」（『山梨県立女子短期大学紀要』第７号、1974

年３月）

岩佐美代子	「花園院の釈教歌—体露金風について—」（『仏教文学』第４号、

1980年３月）→「体露金風」（同氏『京極派和歌の研究』、第１編第

３章第２節、笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

深津睦夫	「京極派・康永期歌風の一面について—永福門院と花園院の役割

を中心に—」（『〔国文学〕言語と文芸』第90号、1980年９月）

津田真里	「康永期の京極派歌風—散逸『院五首歌合』の歌題から—」（『〔名

古屋大学〕国語国文学』第50号、1982年７月→学術文献刊行会編『国

文学年次別論文集』中世Ⅰ 昭和57（1982）年、朋文出版、1984年１

月）

鹿目俊彦『風雅和歌集の基礎的研究』（笠間書院、1986年３月）

大坪利絹	「風雅集随便抄（一）—至尊三首—」（『親和国文』第23号、1988年12

月→学術文献刊行会編『国文学年次別論文集』中世Ⅰ 昭和63（1988）

年、朋文出版、1990年１月）

伊藤正文	「『風雅和歌集』の真名序について」（濱口博章教授退職記念国文学

論集刊行会編『濱口博章教授退職記念 国文学論集』和泉書院、1990

年12月）

伊藤伸江	「康永期の京極派—『院六首歌合』の『色』『心』詠をめぐっ

て—」（『国語と国文学』第71巻第９号、1994年９月→同氏『中世和

歌連歌の研究』、第１章第６節、笠間書院、2002年１月）

三村晃功	「花園天皇の和歌—『玉葉集』収載歌をめぐって—」（『〔臨済宗妙
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心寺派教化センター〕研究報告』第６号、1996年８月→同氏『中世隠

遁歌人の文学研究』、第１章第３節Ⅰ、研究叢書317、和泉書院、2004

年９月）

三村晃功	「花園上皇の恋の世界—『風雅和歌集』の恋歌の分析—」（光華

女子大学日本文学科編『恋のかたち—日本文学の恋愛像—』和泉書院、

1996年12月→同氏『中世隠遁歌人の文学研究』、第１章第３節Ⅱ、研

究叢書317、和泉書院、2004年９月）

三村晃功	「花園院—恋歌の世界—」（『国文学 解釈と鑑賞』第64巻第10号、

1999年10月）

そ の 他

次田香澄「風雅集撰者考」（『国語と国文学』第13巻第12号、1936年12月）

石田吉貞	「風雅集御撰者考」（『國學院雑誌』第553号、1940年９月）→「風雅

集撰者考」（同氏『新古今世界と中世文学』上巻、北沢図書出版、

1972年６月→復刻版、パルトス社、1998年12月）

後藤重郎	「風雅和歌集撰定に関する一考察」（『名古屋大学文学部研究論集』

第31号 文学11、1963年３月）

大坪利絹	「風雅和歌集撰者に関する問題点」（『〔大阪大学〕語文』第28輯、

1968年５月）→「撰者の考察」（同氏『風雅和歌集論考』、国語国文

学研究叢書28、桜楓社、1979年６月）

大坪利絹	「京極歌風の問題点」（『〔大阪大学〕語文』第29輯、1971年5月）→

「歌風について」（同氏『風雅和歌集論考』、国語国文学研究叢書28、

桜楓社、1979年６月）

大坪利絹「風雅和歌集の理世述志及び正理質正の歌に就きて」（『中世文学』

第17号、1972年５月）→「撰進目的の顕現歌について」（同氏『風

雅和歌集論考』、国語国文学研究叢書28、桜楓社、1979年６月）

大坪利絹	「風雅集政教的雑歌の後背思想について」（田中裕先生の御退職を

記念する会編『語文叢誌—田中裕先生御退職記念論集—』文進堂、

1981年３月）

岩佐美代子	「風雅集女流歌人伝記考—『田中本帝系図』を中心に—」（『国

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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語国文』第40巻第６号、1971年６月）→「田中本帝系図をめぐる

歌人達」（同氏『京極派歌人の研究』、第３章第５節、笠間書院、1974

年４月）

岩佐美代子	「花園院宸記をめぐる歌人達」（同氏『京極派歌人の研究』、第３

章第３節、笠間書院、1974年４月）

岩佐美代子	「花園院七回忌『法華経要文和歌懐紙』翻刻と考察」（『国語国

文』第48巻第８号、1979年８月）→「花園院七回忌法華経要文和

歌懐紙」（同氏『京極派和歌の研究』、第３編第７章、笠間叢書212、

笠間書院、1987年10月）

早川（安田）徳子『玉葉和歌集の研究—作者部類並びに副文献資料目録—』

（私家版、1973年５月）

安田徳子	「玉葉和歌集副文献資料一覧」（同氏『中世和歌研究』、研究叢書222、

和泉書院、1998年３月）

山西商平	「『花園天皇宸記』に見える二条為世評」（『甲南大学紀要 文学編』

第13号、1974年３月）

林　浩平	「京極派における浄土教的心性をめぐって—玉葉集・風雅集釈教

部巻頭歌群の問題を中心に—」（『和歌文学研究』第56号、1988年

６月）

京 極 為 兼

萩野懐之	「冷泉為兼卿」・「冷泉為兼卿補遺」（『史学界』第４巻第10号、1902

年10月、第４巻第12号、1902年12月、第５巻第２号、1903年２月）

→「藤原為兼卿」（萩野由之編『萩野懐之遺稿』私家版、1921年８

月）

吉澤義則	「大覚寺持明院両統を背景としたる和歌の論諍」（『歴史と地理』第

12巻第１号、1923年７月→同氏『国語国文の研究』岩波書店、1927年

４月）

小原幹雄「京極為兼の研究」（『国語国文』第５巻第４号、1935年４月）

小原幹雄「藤原為兼年譜考（正）（続）（続々）」（『島根大学論集 人文科学篇』第

８号〜第10号、1958年２月〜1961年３月）
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小原幹雄	「藤原為兼の歌歴」（『〔島根大学〕開学十周年記念論文集 人文科学篇』、

1960年２月）

小原幹雄「藤原為子年譜小考」（『島大国文』第９号、1980年９月→学術文献刊

行会編『国文学年次別論文集』中世Ⅰ 昭和55（1980）年、朋文出版、

1982年３月）

次田香澄	「歌論史上の為兼と花園院」（『国文学 解釈と鑑賞』第３巻第５号、

1938年５月）

次田香澄「為兼伝の考察」（『国語と国文学』第17巻第11号、1940年11月）

次田香澄「為兼の文学の問題点—新たな資料と視点から—」（『文学』第31巻

第８号、1963年８月）

次田香澄	「玉葉集の形成」（『日本学士院紀要』第22巻第１号、1964年３月→同

氏著・岩佐美代子責任編集『玉葉集 風雅集攷』、第２章、笠間叢書

352、笠間書院、2004年10月）

土岐善麿『京極為兼』（西郊書房、1947年10月）

土岐善麿『新修 京極為兼』（角川書店、1968年６月）

土岐善麿『京極為兼』（日本詩人選15、筑摩書房、1971年２月）

村田正志	「京極為兼と玉葉和歌集の成立」（國學院大学編『古典の新研究』第

１集、角川書店、1952年10月→『村田正志著作集』第５巻 国史学論

説、第４章第４節、思文閣出版、1985年２月）

福田秀一	「延慶両卿訴陳状の成立に関する資料」（『国語と国文学』第34巻第

１号、1957年１月）→「玉葉集の撰者をめぐる論争—延慶両卿

訴陳状の成立—Ⅰその資料」（同氏『中世和歌史の研究』、第２篇

第５章、角川書店、1972年３月）

福田秀一	「延慶両卿訴陳状の成立」（『国語と国文学』第34巻第７号、1957年

７月）→「玉葉集の撰者をめぐる論争—延慶両卿訴陳状の成

立—Ⅱその経過」（同氏『中世和歌史の研究』、第２篇第５章、角川

書店、1972年３月）

福田秀一	「為兼の書状二通」（『岩波講座 日本文学史』第４巻 付録月報、岩波

書店、1958年４月）→「為兼の書状及び陳状草」（同氏『中世和歌

史の研究』、第２篇第５章Ⅲ第２節、角川書店、1972年３月）

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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福田秀一	「延慶両卿訴陳の資料と経過補説」（『武蔵大学人文学会雑誌』第２

巻第１号、1970年６月）→「玉葉集の撰者をめぐる論争—延慶

両卿訴陳状の成立—Ⅲ 補説」（同氏『中世和歌史の研究』、第２篇

第５章、角川書店、1972年３月）

福田秀一	「延慶両卿訴陳状の伝本と伝来」（『武蔵大学人文学会雑誌』第２巻

第３号、1970年12月→同氏『中世和歌史の研究』、第３篇第７章、角

川書店、1972年３月）

福田秀一	「京極為兼の伝記と作品の問題点」（同氏『中世和歌史の研究』、第

２篇第７章Ⅰ、角川書店、1972年３月）

福田秀一	「為兼の歌論に関する資料」（同氏『中世和歌史の研究』、第３篇第６

章、角川書店、1972年３月）

小西甚一	「玉葉集時代と宋詩」（上甲幹一編『中世文学の世界—西尾実先生古稀

祈念論文集—』岩波書店、1960年３月）

石田吉貞	「京極為兼」（久松潜一ほか編『日本歌人講座』第４巻 中世の歌人Ⅱ、

弘文堂、1961年３月）→「玉葉集撰者京極為兼」（同氏『新古今世

界と中世文学』上巻、北沢図書出版、1972年６月→復刻版、パルトス

社、1998年12月）

小屋洋子「従二位為子年譜考」（『〔立教大学〕日本文学』第18号、1967年６月）

篠　　弘	「藤原為兼」（和歌文学会編『和歌文学講座』第７巻 中世・近世の歌人、

桜楓社、1970年７月）

吉岡英幸「京極為兼の歌論」（『国文学研究』第49号、1973年２月）

岩佐美代子	「弘安末年の京極為兼—看聞日記紙背詠草と為兼卿和歌抄—」

（『国語国文』第42号第４号、1973年４月）→「歌風形成期の京極

為兼—看聞日記紙背詠草と為兼卿和歌抄—」（同氏『京極派歌人

の研究』、第１章第１節、笠間書院、1974年４月）

岩佐美代子	「大宮院権中納言—若き日の従二位為子—」（森本元子編『和歌

文学新論』明治書院、1982年５月）

岩佐美代子	「京極為兼の歌風形成と唯識説」（『創立二十周年記念鶴見大学文

学部論集』刊行委員会編『鶴見大学文学部論集』鶴見大学、1983年５

月）→「為兼歌論と唯識説」（同氏『京極派和歌の研究』、第１編第
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１章第１節、笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

岩佐美代子	「明恵上人と京極派和歌」（『仏教文学』第８号、1984年３月）→

「為兼歌論と明恵」（同氏『京極派和歌の研究』、第１編第１章第２節、

笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

岩佐美代子	「京極為兼の八景歌」（和漢比較文学会編『和漢比較文学叢書』第

５巻 中世文学と漢文学Ⅰ、汲古書院、1987年７月）→「八景歌考」

（同氏『京極派和歌の研究』、第２編補説、笠間叢書212、笠間書院、

1987年10月）

岩佐美代子	「為兼における『畢竟空』」（同氏『京極派和歌の研究』、第１編第

１章第３節、笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

岩佐美代子	「概観」・「歌歴と歌風」・「完成期の歌風とその意義」（同氏『京

極派和歌の研究』、第２編第１章・第２章・第３章、笠間叢書212、笠

間書院、1987年10月）

岩佐美代子	「唯識説と文学—京極為兼の和歌—」（伊藤博之ほか編『仏教文

学講座』第２巻 仏教思想と日本文学、勉誠社、1995年１月）

岩佐美代子	「京極為兼の歌論と実践」（『和歌文学論集』編集委員会編『和歌文

学論集』第７巻 歌論の展開、風間書房、1995年３月）

八嶌正治	「歌合史から見た玉葉歌風の変遷—初期為兼世界への照射—」

（『書陵部紀要』第25号、1974年３月）

井口牧二「為兼歌論と仏教思想」（『国文学研究』第72号、1980年10月）

佐々木忠慧	「新出・京極為兼三十三首和歌」（『宮城学院女子大学研究論文集』

第57号、1982年12月→同氏『中世歌論とその周辺』、後篇 和歌論考、

桜楓社、1984年10月）

濱口博章	「京極為兼と京極派歌人たち」（有吉保責任編集『和歌文学講座』第

７巻 中世の和歌、勉誠社、1994年１月）

小川剛生	「京極為兼」（西沢正史ほか編『日本古典文学研究史大事典』勉誠社、

1997年11月）

小川剛生	「歌道家の人々と公家政権—『延慶両卿訴陳』をめぐって—」

（兼築信行ほか責任編集『和歌を歴史から読む』、和歌文学会論集、笠

間書院、2002年10月）

花園天皇関係史料・研究文献目録稿
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小川剛生	「京極為兼と公家政権—土佐配流事件を中心に—」（『文学』第４

巻第６号、2003年11月）

久保木秀夫	「伝後伏見院筆歌集残簡—京極派歌人の贈答歌集—」（『国文学

研究資料館紀要』第27号、2001年３月）

今谷　明	「中世を人はどのように生きたか—中世奇人列伝—（３）（４）　

京極為兼（上）（下）」（『草思』第２巻第７号〜第８号、2000年７月

〜８月）→「政治に深入りした歌人 京極為兼」（同氏『中世奇人

列伝』草思社、2001年11月）

今谷　明	『京極為兼—忘られぬべき雲の上かは—』（ミネルヴァ日本評伝選、

ミネルヴァ書房、2003年９月）

井上宗雄『京極為兼』（人物叢書243、吉川弘文館、2006年４月）

Ｊ．音　　楽

岩佐美代子	「音楽史の中の京極派歌人達—琵琶・箏伝授系譜による考

			  察—」（『和歌文学研究』第37号、1977年９月→同氏『京極派和歌の研

究』、第３編第２章、笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

相馬万里子	「『代々琵琶秘曲御伝受事』とその前後—持明院統天皇の琵

琶—」（『書陵部紀要』第36号、1985年２月）

相馬万里子	「琵琶の時代から笙の時代へ—中世の天皇と音楽—」（『書陵部

紀要』第49号、1998年３月→学術文献刊行会編『日本史学年次別論

文集』中世Ⅱ 1998（平成10）年版、朋文出版、2000年８月）

豊永聡美	「中世における天皇と音楽—御師について—（下）」（『〔東京音楽

大学〕研究紀要』第19号、1995年12月→学術文献刊行会編『日本 

史学年次別論文集』中世Ⅱ 1995（平成７）年版、朋文出版、1997年

９月）→「音楽の御師—鎌倉後期〜南北朝期—」（同氏『中世の天

皇と音楽』、第２部第２章、吉川弘文館、2006年12月）

豊永聡美『中世の天皇と音楽』（吉川弘文館、2006年12月）

橋本芳和	「花園天皇と管絃（Ⅰ）（Ⅱ）」（『政治経済史学』第400号〜第401号、

1999年12月〜2000年１月）
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Ｋ．絵画・肖像

絵　　画

荻野三七彦	「花園天皇と御絵画（上）（下）」（『歴史と地理』第26巻第３号〜第

４号、1930年９月〜10月）

荻野三七彦	「曼殊院の『東北院歌合絵巻』」（『美術研究』第27号、1934年３

月→同氏『日本古文書学と中世文化史』吉川弘文館、1995年２月）

森　　暢「花園天皇と絵画」（『禅文化』第15・第16合併号、1959年４月）

徳川義宣	「『歴代宸記』・『伏見天皇宸記』・『花園天皇宸記』に見られる美

術・工芸・芸能史料の検討」・「美術・工芸・遊芸関係記事抜

萃」・「項目索引」（『金鯱叢書 史学美術史論文集』第16輯、徳川黎

明会・思文閣出版、1989年10月）

肖　　像

熊谷宣夫「大和絵肖像画について 其三」（『国華』第442号、1927年９月）

粟野秀穂	「似絵の名人豪信法印の研究（上）（中）」（『史林』第14巻第３号〜

第４号、1929年７月〜10月）＊（下）見えず

裏辻憲道「豪信の似絵に就いて」（『画説』第12号、1937年12月）

玉村竹二	「花園天皇宸影略考」（『肇国精神』第４巻第７号、1944年７月→同氏

『日本禅宗史論集』上巻、学芸書蹟篇、思文閣出版、1976年８月）

森　　暢	「花園天皇の御影について」（『禅学研究』第51号、1961年１月）

→「花園天皇影について」（同氏『鎌倉時代の肖像画』みすず書房、

1971年10月）

寺田　透「花園院像」（『芸術新潮』第25巻第10号、1974年10月）

平林盛得「天子摂関御影と公家列影図—所収人名を中心として—」（宮次男

編『新修日本絵巻物全集』第26巻 天子摂関御影・公家列影図・中殿御

会図・随身庭騎絵巻、角川書店、1978年９月）

村井康彦	「列影図巻とその時代」（宮次男編『新修日本絵巻物全集』第26巻 天

子摂関御影・公家列影図・中殿御会図・随身庭騎絵巻、角川書店、

1978年９月）

花園天皇関係史料・研究文献目録稿

30



宮島新一	「天皇と貴族の肖像画」（同氏『肖像画』、第３、日本歴史叢書50、吉

川弘文館、1994年11月）

橋本　治	「ひらがな日本美術史 その29 似絵というもの—藤原豪信筆『花

園天皇像』—」（『芸術新潮』第47編第４号、1996年４月→同氏『ひ

らがな日本美術史』第２巻、新潮社、1997年８月）

Ｌ．住　　宅

鎌田禪商	「花園法皇と萩原殿」（『禅宗』第47巻第11号、1939年11月）

藤岡通夫	「鎌倉時代における内裏」（同氏『京都御所』、第１篇第２章、彰国社、

1956年７月→新訂版、中央公論美術出版、1987年10月）

川上　貢	「両統迭立期（鎌倉後期）における内裏と院御所の研究序論」（『日

本建築学会論文集』第53号、1956年７月）→「序論」（同氏『日本中

世住宅の研究』、第１編第１章、墨水書房、1967年10月→新訂版、中央

公論美術出版、2002年５月）

川上　貢	「持明院殿の沿革—持明院殿について、その１—」・「持明院殿の

施設—持明院殿について、その２—」・「持明院殿の位置—持明

院殿について、その３—」（『日本建築学会研究報告』第36号、1956

年12月）→「持明院殿の考察」（同氏『日本中世住宅の研究』、第２

編第２章、墨水書房、1967年10月→新訂版、中央公論美術出版、2002

年５月）

川上　貢	「伏見殿について」（『日本建築学会論文報告集』第56号、1957年６月）

→「伏見殿の考察」（同氏『日本中世住宅の研究』、第２編第３章、

　　　　　墨水書房、1967年10月→新訂版、中央公論美術出版、2002年５月）

川上　貢	「常盤井殿の建築」・「二条富小路内裏について」（『日本中世住宅の

研究』、第１編第４章・第６章、墨水書房、1967年10月→新訂版、中央

公論美術出版、2002年５月）

橋本義彦	「里内裏沿革考」（山中裕編『平安時代の歴史と文学』歴史編、吉

川弘文館、1981年11月→同氏『平安貴族』、平凡社選書97、平凡社、

1986年８月）
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飯淵康一	「行幸時に於ける寝殿造の出入口について—院御所、女院御所へ

の場合—」（『日本建築学会計画系論文報告集』第402号、1989年８

月）→「行幸時に於ける貴族住宅の出入口—院御所、女院御所

への場合—」（同氏『平安時代貴族住宅の研究』、第５章第２節、中

央公論美術出版、2004年２月）

飯淵康一	「寝殿造の出入口について—院の御幸時の用法—」（『日本建築学

会計画系論文報告集』第477号、1995年11月）→「院の御幸時に於

ける貴族住宅の出入口」（同氏『平安時代貴族住宅の研究』、第５章

第３節、中央公論美術出版、2004年２月）

飯淵康一	「内裏様式里内裏住宅の空間的秩序」（同氏『平安時代貴族住宅の研

究』、第３章第１節、中央公論美術出版、2004年２月）

近藤成一	「内裏と院御所」（五味文彦編『中世を考える 都市の中世』吉川弘文

館、1992年11月）

詫間直樹	「花園天皇」（同氏編『皇居行幸年表』続群書類従完成会、1997年12

月）

鋤柄俊夫	「京都—鳥羽・白河そして持明院—」（『〔季刊〕考古学』第85号、

2003年11月）

Ｍ．家　　族

伏 見 天 皇

村田正志	「久我侯爵家伏見天皇宸翰の解説」（『国史学』第13号、1932年11

月）

和田英松	「伏見天皇」（同氏『皇室御撰之研究』明治書院、1933年４月→復刻版、

国書逸文研究会、1986年７月）

佐佐木信綱	「伏見天皇と永福門院」（同氏『国文学の文献学的研究』岩波書店、

1935年７月）

赤松俊秀	「京都妙蓮寺蔵後深草天皇宸翰御消息に就いて」（『史林』第24巻

第２号、1939年４月）→「妙蓮寺蔵の伏見天皇宸翰法華経」（同

氏『京都寺史考』、仏教史学研究双書、法蔵館、1972年９月）
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赤松俊秀	「伏見天皇宸翰御消息（久枝氏蔵）に就いて」（『史蹟名勝天然紀念

物』第18集第１号、1943年１月）

次田香澄「伏見天皇宸筆御集の研究」（『文学』第７巻第６号、1939年６月）

次田香澄	「伏見院の書跡と書風—付・新出の広沢切その他—」（『〔大東文化

大学〕日本文学研究』第26号、1987年１月）

羽田秀典	「鳥取大雲院蔵 伏見天皇宸翰に就いて」（『史林』第27巻第１号、

1942年１月）

国民精神文化研究所編	『伏見天皇御製集』（国民精神文化文献27、国民精神文

化研究所、1943年５月）

佐佐木治綱	『伏見天皇御製の研究』（人文書院、1943年12月）

小松茂美	「伏見天皇と宸翰様」（同氏『日本書流全史』上、Ⅵ・３、角川書店、

1970年12月）

岩佐美代子	「伏見院と永福門院」（『周辺』第１巻第６号、1972年７月）→「伏

見院と永福門院—愛情生活と歌—」（同氏『京極派歌人の研究』、

第２章第４節、笠間書院、1974年４月）

岩佐美代子	「伏見院の春の歌—正安の政変をめぐって—」（『国語と国文学』

第50巻第４号、1973年４月）→「伏見院の春の歌—玉葉集への開

眼—」（同氏『京極派歌人の研究』、第２章第１節、笠間書院、1974

年４月）

岩佐美代子『あめつちの心—伏見院御歌評釈—』（笠間書院、1979年９月）

岩佐美代子	「伏見院の思想」（同氏『京極派和歌の研究』、第１編第２章、笠間

叢書212、笠間書院、1987年10月）

岩佐美代子	「嘉元元年伏見院三十首歌考—新資料紹介と歌人別集成—」

（『鶴見大学紀要 第１部 国語・国文学篇』第27号、1990年３月）

井上宗雄	「中世歌人と書 伏見院（1265〜1317）」（『淡交』第33巻第７号、

1979年７月）

井上宗雄「伏見院と後伏見院」（『日本古典文学会会報』第76号、1979年11月）

森　茂暁	「『恒明親王立坊事書案』について」（田村圓澄先生古稀記念会編『東

アジアと日本』歴史篇、吉川弘文館、1988年12月）→「皇統の対立

と幕府の対応—『恒明親王立坊事書案　徳治二年』をめぐっ
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て—」（同氏『鎌倉時代の朝幕関係』、第２章第３節、思文閣史学叢書、

思文閣出版、1991年６月）

米田雄介	「鎌倉時代の天皇の日記　伏見天皇」（同氏『歴代天皇の記録』、続

群書類従完成会、1992年５月）

森　幸夫	「平頼綱と公家政権」（『三浦古文化』第54号、1994年６月→学術文献

刊行会編『日本史学年次別論文集』中世Ⅰ 1994（平成６）年版、朋文

出版、1996年７月）

林　葉子「伏見院政の展開過程」（『政治経済史学』第344号、1995年２月）

別府節子「『伏見院三十首歌切』について」（『出光美術館研究紀要』第２号、

1996年７月）

別府節子「鎌倉時代後期の古筆切資料—初期京極派を中心に—」（『出光美

術館研究紀要』第９号、2003年12月）

小川剛生「伏見院・永福門院」（西沢正史ほか編『日本古典文学研究史大事典』

勉誠社、1997年11月）

田渕句美子	「伏見院と永福門院—和歌史からの素描—」（『国文学 解釈と教

材の研究』第42巻第13号、1997年11月）

石澤一志	「伏見院と永福門院の贈答—新出歌の紹介—」（『国文鶴見』第34号、

1999年12月）

伊藤伸江	「伏見院歌と帝王意識—抱え込む後鳥羽院の影—」（『日本文学』第

49号第12号、2000年12月）→「伏見院の和歌と帝王意識」（同氏

『中世和歌連歌の研究』、第１章第３節、笠間書院、2002年１月）

後伏見天皇

和田英松	「後伏見天皇」（同氏『皇室御撰之研究』明治書院、1933年４月→復刻

版、国書逸文研究会、1986年７月）

辻彦三郎	「後伏見上皇院政謙退申出の波紋—西園寺実兼の一消息をめぐっ

て—」（竹内理三博士還暦記念会編『律令国家と貴族社会』吉川弘文

館、1969年６月→同氏『藤原定家明月記の研究』、第４編第１章、吉

川弘文館、1977年５月）

山本信吉	「新出の後伏見天皇宸翰御書状（五通）」（『日本歴史』第379号、
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1979年12月）

鹿目俊彦	「勅撰和歌集撰集資料としての『後伏見院宸筆十五番歌合』（『〔日

本大学豊山中・高等学校〕紀要』第18号、1988年３月）

相馬万里子「淵酔記断簡 正和二年」（『書陵部紀要』第41号、1990年３月）

米田雄介	「鎌倉時代の天皇の日記　後伏見天皇」（同氏『歴代天皇の記録』

続群書類従完成会、1992年５月）

光 厳 天 皇

粟野秀穂	「光厳上皇（上）」（『歴史と地理』第10巻第４号、1922年10月）＊（下）

見えず

中村直勝	「量仁親王の御降誕」（『歴史と地理』第21巻第３号、1928年３月→同

氏『吉野朝史』、後篇第１章第４節、星野書店、1935年６月→『中村直

勝著作集』第３巻 南朝の研究、淡交社、1978年４月）

中村直勝	『光厳天皇』（淡交新社、1961年４月→『中村直勝著作集』第６巻 歴

代天皇紀、淡交社、1978年８月）

和田英松	「光厳天皇」（同氏『皇室御撰之研究』明治書院、1933年４月→復刻版、

国書逸文研究会、1986年７月）

赤松俊秀	「光厳天皇宸翰に就いて—大徳寺蔵伝後醍醐天皇宸賛大燈国師像

の研究—」（『清閑』第15冊、1943年３月）

赤松俊秀・上横手雅敬・國枝利久編	『光厳天皇遺芳』（常照皇寺、1964年８

月）

＊赤松俊秀	「光厳天皇宸翰」（『光厳天皇遺芳』）→「光厳天皇について—常

照皇寺の開基—」・「光厳天皇宸翰集」（同氏『京都寺史考』、仏教

史学研究双書、法蔵館、1972年９月）

＊上横手雅敬	「光厳天皇御記」（『光厳天皇遺芳』→同氏『鎌倉時代政治史研究』、

第３章２、吉川弘文館、1991年６月）

原田芳起	「光厳院御集と花園院御集」（『史学 文学』第３巻第１号、1960年

６月→同氏『探究日本文学—中古・中世編—』、第２部、風間書房、

1979年12月）

原田芳起	「翻刻書陵部蔵花園院御製（光厳院御集）」（『樟蔭国文学』第２号、
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1964年11月）→「光厳院御集ならびに拾遺」（同氏『探究日本文

学—中古・中世編—』風間書房、1979年12月）

安田章生	「光厳院」（『甲南大学文学会論集』第39号、1968年11月→同氏『歌の

深さ—古典和歌・現代短歌—』創元社、1971年11月）

森　茂暁	「光厳上皇の院政について」（『九州史学』第73号、1982年４月）→

「光厳上皇院政」（同氏『南北朝期公武関係史の研究』、第３章第１節、

文献出版、1984年６月）

吉村貞司	「光厳天皇（上）（中）（下）」（『禅文化』第107号〜第109号、1983年

１月〜７月）

永井義憲	「光厳天皇宸筆『山王七社法楽和歌』について」（『大妻国文』第18

号、1987年３月）

米田雄介	「南北朝時代の天皇の日記　光厳天皇」（同氏『歴代天皇の記録』

続群書類従完成会、1992年５月）

岩佐美代子	「光厳天皇—その人と歌—」（『駒沢国文』第30号、1993年２月→

同氏『宮廷に生きる—天皇と 女房と—』、古典ライブラリー８、笠間

書院、1997年６月）

岩佐美代子	『光厳院御集全釈』（私家集全釈叢書27、笠間書院、2000年11月）

國枝利久	「京極派歌人の世界—光厳院の和歌—」（『〔佛教大学〕文学部論集』

第84号、2000年３月→学術文献刊行会編『国文学年次別論文集』中

世Ⅰ 平成12（2000）年、朋文出版、2002年６月）

飯倉晴武	『地獄を二度も見た天皇 光厳院』（歴史文化ライブラリー147、吉川

弘文館、2002年12月）

浅井伸一	「光厳天皇全歌集総索引（１）（２）」（『大阪産業大学人間環境論集』

第３号、2004年６月、第５号、2006年３月）

永 福 門 院

久松潜一	「永福門院」（『国語と国文学』第６巻第10号、1929年10月→同氏『日

本文学の精神』大日本図書、1937年９月／同氏『国文学への道』、国

語国文学研究叢書１、桜楓社、1958年10月）

谷　　宏	「永福門院に就いて—『中将』といふ御隠名—」（『歴史と国文学』
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第27巻第２号、1942年８月）

佐佐木治綱	『永福門院』（生活社、1943年５月）

斎藤清衛	「時代転回期に立つ一歌人の相—持明院派の場合—」（『〔東京都立

大学〕人文学報』第13号、1956年２月）

前田妙子	「永福門院」（久松潜一ほか編『日本歌人講座』第４巻 中世の歌人Ⅱ、

弘文堂、1961年３月）

岩佐美代子	「永福門院の後半生—花園天皇宸記を通して—」（『国語国文』第

35巻第８号、1966年８月）→「永福門院の後半生—花園院宸記か

ら竹むきが記へ—」（同氏『京極派歌人の研究』、第３章第２節、笠

間書院、1974年４月）

岩佐美代子	「花園院の永福門院批判」（『国語と国文学』第43巻第12号、1966

年12月）→「花園院の永福門院批判—風雅集への開眼—」（同氏

『京極派歌人の研究』、第３章第１節、笠間書院、1974年４月）

岩佐美代子	「永福門院百番御自歌合の成立と性格」（『和歌文学研究』第22

号、1968年１月→同氏『京極派歌人の研究』、第２章第５節、笠間書院、

1974年４月）

岩佐美代子	『永福門院—その生と歌—』（笠間選書54、笠間書院、1976年５

月→改題修訂版『永福門院—飛翔する南北朝女性歌人—』、古典ライブ

ラリー９、2000年10月）

岩佐美代子	「永福門院の消息二点について」（『国文鶴見』第17号、1982年12

月）→「永福門院の消息二点」（同氏『京極派和歌の研究』、第３編

第６章、笠間叢書212、笠間書院、1987年10月）

岩佐美代子	「新出写本『永福門院百番御自歌合』—考察と翻刻—」（『和歌

文学研究』第59号、1989年11月）

岩佐美代子	「評釈　永福門院門院百番御自歌合　上・中・下」（『鶴見大学

紀要 第１部 国語・国文学篇』第30号〜第32号、1993年３月〜1995

年３月）

岩佐美代子	『永福門院百番自歌合全釈』（歌合・定数歌全釈叢書１、風間書房、

2003年１月）

伊原　昭	「永福門院と玉葉・風雅の女歌人」（久松潜一編『日本女流文学史』
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古代中世篇、同文書院、1969年３月）

鹿目俊彦	「永福門院略年譜」（『〔日本大学豊山学園〕紀要』第４号、1969年10

月）

次田香澄	「永福門院」（和歌文学会編『和歌文学講座』第７巻 中世・近世の歌人、

桜楓社、1970年７月）

福田秀一	「永福門院と京極派」（同氏『中世和歌史の研究』、第２篇第７章Ⅱ、

角川書店、1972年３月）

竹西寛子『式子内親王・永福門院』（日本詩人選14、筑摩書房、1972年７月）

馬場あき子	「永福門院鏱子」（梅原猛監修『古典の中の女流歌人』下巻、教育出

版センター、1977年10月）

小野正弘	「『永福門院百番御自歌合』各句索引」（『鶴見大学紀要 国語・国文

学篇』第30号、1993年３月）

吉海直人	「『永福門院百番御自歌合』の影印と解題」（『〔同志社女子大学〕日

本語日本文学』第10号、1998年10月）

広 義 門 院

岩佐美代子	「中世女流日記研究への一提言」（『国文鶴見』第19号、1984年12

月→学術文献刊行会編『国文学年次別論文集』中世Ⅱ 昭和59（1984）

年、朋文出版、1986年２月／同氏『宮廷女流文学読解考』中世編、笠

間叢書324、笠間書院、1999年３月）

橋本芳和	「広義門院西園寺寧子の基礎的考察—入内及び女院号宣下の背

景—」（『政治経済史学』第260号、1987年12月）

橋本芳和	「『花園天皇宸記』に見たる広義門院西園寺寧子（Ⅰ）〜（Ⅴ）」

（『政治経済史学』第300号、1991年６月、第344号、1995年２月、第

357号、1996年３月、第358号、1996年４月、第361号、1996年７月）

今谷　明	「観応三年広義門院の『政務』について」（大山喬平教授退官記念

会編『日本国家の史的特質 古代・中世』思文閣出版、1997年５月→

同氏『室町時代政治史論』塙書房、2000年５月）

今谷　明「中世を人はどのように生きたか—中世奇人列伝—（５）（６）広

義門院〈西園寺寧子〉（上）（下）」（『草思』第２巻第９号〜第10号、
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2000年９月〜10月）→「幕府がひれ伏した女院 広義門院」（同氏

『中世奇人列伝』草思社、2001年11月）

Ｎ．荘　　園

八代國治「桃山と皇室御領」（『歴史地理』第20巻第４号、1912年10月）→

「伏見御領の研究」（同氏『国史叢説』吉川弘文館、1925年５月）

八代國治「長講堂領の研究」（同氏『国史叢説』吉川弘文館、1925年５月）

中村直勝	「室町院領（上）（中）（下）」（『歴史と地理』第33巻第１号〜第３号、

1934年１月〜３月→同氏『吉野朝史』、後篇第４章第１節、星野書店、

1935年６月→『中村直勝著作集』第３巻 南朝の研究、第５章第１節、

淡交社、1978年４月）

帝室林野局	「両統迭立時代の御料地」（同局編『御料地史稿』、第４章、帝室林

野局、1937年12月）

市村咸人	「鎌倉時代における佐久伴野庄の伝領」（『信濃』〈第１次〉第７巻第

５号、1938年５月）

信濃教育会	「佐久伴野荘」（同会編『建武中興を中心としたる 信濃勤王史攷』、

第４篇第３章第12節、信濃毎日新聞株式会社、1939年１月→分冊修

訂版、信濃史学会、1977年12月〜1978年７月）

福田以久生	「『御領目録』の送進について」（『古文書研究』第24号、1985年９

月）

近藤成一	「鎌倉幕府の成立と天皇」（永原慶二ほか編『講座 前近代の天皇』第

１巻 天皇権力の構造と展開 その１、青木書店、1992年12月）

伴瀬明美	「院政期〜鎌倉期における女院領について—中世前期の王家の在

り方とその変化—」（『日本史研究』第374号、1993年10月）

伴瀬明美	「東寺に伝来した室町院遺領相論関係文書について」（『史学雑誌』

第108編第３号、1999年３月）

伴瀬明美	「鎌倉時代の女院領に関する新史料—『東寺観智院金剛蔵聖教』

第二八〇箱二一号文書について—」（『史学雑誌』第109編第１号、

2000年１月）

39



藤井雅子	「両統迭立期における皇統領の『管領』と『政務』」（『史艸』第35

号、1994年11月→学術文献刊行会編『日本史学年次別論文集』中世Ⅰ  

1994（平成６）年版、朋文出版、1996年７月）

金井静香	「公家領安堵の変遷」（『史林』第78巻第３号、1995年３月→同氏

『中世公家領の研究』、第Ⅰ部第１章、思文閣史学叢書、思文閣出版、

1999年２月）

金井静香	「再編期王家領荘園群の存在形態—鎌倉後期から南北朝期ま

で—」（同氏『中世公家領の研究』、第Ⅱ部第３章、思文閣史学叢書、

思文閣出版、1999年２月）

金井静香	「鎌倉後期〜南北朝期における荘園領主の変容—本所と中世国

家—」（『日本史研究』第535号、2007年３月）

加藤正俊	「河内国仁和寺荘と観音寺—初期の妙心寺領について—」（『禅文

化』第174号、1999年10月→同氏『関山慧玄と初期妙心寺』、第13章、

思文閣出版、2006年２月）

Ｏ．そ の 他

陵墓・医学・風俗

上野竹次郎	「花園院天皇十楽院上陵」（同氏編『山陵』下、山陵崇敬会、1925

年７月→合本新訂版、名著出版、1989年２月）

櫻井　秀「掩韻の遊に就て」（『風俗研究』第２号、1916年５月→同氏『風俗史

の研究』宝文館、1929年９月）

櫻井　秀	「室町以前の歯科医界について」（『歴史地理』第45巻第６号、1925

年６月→同氏『時代と風俗』宝文館、1931年６月）

櫻井　秀	『鎌倉時代の風俗』（長坂金雄編『日本風俗史講座』第２巻、雄山閣出

版、1929年７月→復刻版、1973年８月）

服部敏良	「花園院宸記に現われる花園天皇の病歴」（同氏『鎌倉時代医学史の

研究』、後編第２章第４節、吉川弘文館、1964年11月）

田口和夫	「研究十二月往来〈125〉右左右の舞—『花園天皇宸記』から—」

（『銕仙』第407号、1992年11月）
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戸出一郎	「『花園天皇宸記』に表れる花園天皇の口腔並に顔面の疾病につ

いて」（『日本医史学雑誌』第40巻第２号、1995年５月）

ホトトギスの迷信

太田晶二郎	「ホトヽギスと史料」（『日本歴史』第111号、1957年９月→『太田

晶二郎著作集』第３冊、吉川弘文館、1992年３月）

芳賀幸四郎「郭公の声」（『日本歴史』第475号、1987年12月）

佐伯有清	「杜鵑の声を厠で聞けば—古代中世の中国と日本の俗信—」（同

氏編『日本古代中世の政治と文化』吉川弘文館、1997年12月）

西園寺家（実兼・公衡）

和田英松	「春日権現験記に就いて」（『国華』第328号、1917年９月→同氏『国

史国文之研究』雄山閣、1926年２月）

近藤喜博	「西園寺公衡書写の不空羂索神呪経」（『国華』第725号、1952年８

月）

近藤喜博	「山王霊験記とその成立年代」（『国華』第771号〜第772号、1956年

６月〜７月）

近藤喜博	「春日権現験記の成立」（『日本歴史』第126号、1958年12月）

龍　　粛	「西園寺家の興隆とその財力」・「後嵯峨院の素意と関東申次」

（同氏『鎌倉時代』下巻、春秋社、1957年12月）

永島福太郎	「玄奘三蔵絵の制作環境—詞書書写年代の推定を中心とし

て—」（源豊宗編『日本絵巻物全集』第14巻 玄奘三蔵絵（法相宗秘事

絵詞）、角川書店、1962年５月→新修版第15巻、1977年９月）

永島福太郎	「『春日権現験記絵』の成立とその時代」（野間清六編『日本絵巻

物全集』第15巻 春日権現験記絵、角川書店、1963年４月→新修版第

16巻、1978年１月）

橋本不美男	「為兼評語等を含む和歌資料—西園寺実兼をめぐって—」（『〔日

本大学〕語文』第17号、1964年３月→同氏『王朝和歌—資料と論

考—』、第Ⅲ部第３章、笠間叢書253、笠間書院、1992年８月）

川上　貢	「西園寺家の今出川殿」（同氏『日本中世住宅の研究』、第３編第３章、
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墨水書房、1967年10月→新訂版、中央公論美術出版、2002年５月）

川上　貢	「西園寺家の北山殿」（同氏『〔新訂〕日本中世住宅の研究』、第３編第

４章、中央公論美術出版、2002年５月）

岩佐美代子	「西園寺実兼—とはずがたり作者の女児をめぐって—」（同氏

『京極派歌人の研究』、第２章第２節、笠間書院、1974年４月）

河野芳夫「西園寺実兼簡略年表」（『古典遺産』第27号、1977年７月）

荻野三七彦	「琵琶の宗家西園寺家（上）（下）」（『淡交』第35巻第５号〜第６号、

1981年５月〜６月）

荻野三七彦	「西園寺の妙音天像—『西園寺家と琵琶』の一節—」（『古文書

研究』第17・18合併号、1981年12月→同氏『日本古文書学と中世文

化史』吉川弘文館、1995年２月）

小島さえ子	「春日権現験記絵考」（『史窓』第40号、1983年３月）

磯　水絵	「琵琶秘曲伝授作法の成立と背景」（『東洋音楽研究』第48号、1983

年９月→同氏『説話と音楽伝承』、第１章、研究叢書259、和泉書院、

2000年12月）

下坂　守	「『山王霊験記』の成立と改変」（『学叢』第11号、1989年３月）

中野達平	「神宮法楽大般若経蔵について」（地方史研究協議会編『三重—その

歴史と交流—』雄山閣出版、1989年10月）

中野達平	「西園寺実兼自筆勘返状について」（『季刊 ぐんしょ』第26号、

1994年10月）

網野善彦	「中世前期の瀬刀内海交通」（同氏ほか編『海と列島文化』第９巻 瀬

戸内の海人文化、小学館、1991年３月）

網野善彦	「西園寺家とその所領」（『国史学』第146号、1992年３月→学術文献

刊行会編『日本史学年次別論文集』中世Ⅱ 1992（平成４）年版、朋文

出版、1994年６月）

森　茂暁	「関東申次をめぐる朝幕交渉—西園寺実氏以降—」（同氏『鎌倉時

代の朝幕関係』、第１章第３節、思文閣史学叢書、思文閣出版、1991

年６月）

平林盛得	「伏見宮旧蔵部類記と西園寺公衡」（『書陵部紀要』第43号、1992年

３月→学術文献刊行会編『日本史学年次別論文集』中世Ⅰ 1992（平
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成４）年版、朋文出版、1994年５月）

林　　譲	「花押覚書—研究の周辺—」（『歴史と地理』第442号、1992年６月、

第445号、1992年９月→学術文献刊行会編『日本史学年次別論文集』

中世Ⅰ 1992（平成４）年版、朋文出版、1994年５月）

溝口正人	「平安・室町時代貴族住宅の『二階』について」（『日本建築学会計

画系論文集』第457号、1994年３月）

林　葉子「西園寺公衡外孫珣子内親王生誕と持明院皇統—『広義門院御産

愚記』を中心素材として—」（『政治経済史学』第336号、1994年

６月）

石澤一志	「西園寺実兼　年譜」（『国文鶴見』第30号、1995年12月）

石澤一志「伝西園寺実衡筆『書状切』について—資料の紹介と考察—」（『国

文鶴見』第31号、1996年12月）

石澤一志	「『歌人』としての西園寺実兼」（『鶴見日本文学』第１号、1997年３

月）

石澤一志	「西園寺実兼年譜　増補—付伝記小考—」（『国文鶴見』第32号、

1997年12月）

石澤一志	「西園寺実兼　全歌集」（『鶴見日本文学』第２号、1998年３月）

石澤一志	「『西園寺実兼　全歌集』各句索引」（『鶴見日本文学』第３号、

1999年３月）

石澤一志	「『実兼集』の成立とその性格」（『和歌文学研究』第87号、2003年12

月）

佐藤眞人	「『山王絵詞』と『広義門院御産日吉十禅師冥助記』」（菅原信海編

『神仏習合思想の展開』汲古書院、1996年１月）

別府節子	「実兼集切の考察」（『出光美術館研究紀要』第４号、1998年９月）

別府節子	「鎌倉時代後期の古筆切資料—京都国立博物館蔵「伏見天皇宸翰

御歌集」（五十五首）について—」（『出光美術館研究紀要』第10号、

2004年12月）

徳仁親王・木村真美子	「西園寺家所蔵『公衡公記』」（『学習院大学史料館所蔵

史料目録』第15号 西園寺家文書、学習院大学史料館、1998年11月→

『〔学習院大学〕史料館紀要』第10号、1999年３月）
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徳仁親王・木村真美子	「忘れられた車図—陽明文庫所蔵『納言大将車絵

様』および『車絵』について—」（『〔学習院大学〕史料館紀要』第

12号、2003年３月）

木村真美子	「中世の院御厩司について—西園寺家所蔵『御厩司次第』を手

がかりに—」（『〔学習院大学〕史料館紀要』第10号、1999年３月）

高橋秀樹	「家と芸能—『琵琶の家』西園寺家をめぐって—」（五味文彦編

『芸能の中世』吉川弘文館、2000年３月）

本郷和人「外戚としての西園寺氏」（『季刊 ぐんしょ』第51号、2001年１月）

本郷和人「西園寺氏再考」（『日本歴史』第634号、2001年３月）

相馬万里子	「琵琶における西園寺実兼」（福島和夫編『中世音楽史論叢』、日

本史研究叢刊13、和泉書院、2001年11月）

有馬賴底監修・鹿苑寺編『鹿苑寺と西園寺』（思文閣出版、2004年４月）

末柄　豊	「『春日権現験記絵』の奉納をめぐって」（『日本歴史』第695号、

2006年４月）

花 園 側 近

萩野懐之	「日野資朝卿年譜」（『史学界』第５巻第４号〜第５号、1903年４月〜

５月→萩野由之編『萩野懐之遺稿』私家版、1921年８月）

佐々木八郎『日野資朝卿』（冨山房、1940年６月）

井上良信	「日野資朝小論—南北朝時代公家動向の一側面—」（赤松俊秀教授

退官記念事業会編『赤松俊秀教授退官記念 国史論集』赤松俊秀教授退

官記念事業会、1972年12月）

佐藤八重子・中村雅子	「正親町公蔭年譜—後期京極派における正親町家の

人々—」（『〔立教大学〕日本文学』第36号、1976年７月）

池田美千子	「衣紋にみる高倉家—大炊御門家から高倉家へ—」（『史学雑誌』

第111編第２号、2002年２月）

女 房 日 記

和田英松	「竹むきが記に就いて」（『史学雑誌』第22編第６号、1911年６月→

同氏『国史説苑』明治書院、1939年３月）
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岩佐美代子	「『竹むきが記』私注（上巻）（下巻）」（『国語国文』第41巻第２号〜

第３号、1972年２月〜３月）→「『竹むきが記』読解考 ２、上巻

考／３、下巻考」（同氏『宮廷女流文学読解考』中世編、笠間叢書324、

笠間書院、1999年３月）

岩佐美代子	「『竹むきが記』私注（続編）—長講堂供花と作者の女房経歴

について—」（『国語国文』第47巻第10号、1978年10月）→「『竹

むきが記』読解考 １、作者名子の女房経歴」（同氏『宮廷女流

文学読解考』中世編、笠間叢書324、笠間書院、1999年３月）

岩佐美代子	「とはずがたり読解考—とりつくる定朝堂・さきの斎宮・みや

うじやう院どの—」（『国語国文』第52巻第８号、1983年８月）→

「『とはずがたり』読解考 ２、とりつくる定朝堂／３、さきの

斎宮／４、みやうじやう院どの」（同氏『宮廷女流文学読解考』中

世編、笠間叢書324、笠間書院、1999年３月）

岩佐美代子	「天皇の一生と女房日記文学」（『国文鶴見』第25号、1990年12月

→同氏『宮廷女流文学読解考』総論 中古編、笠間叢書323、笠間書院、

1999年３月）

伊藤　敬	「室町文学史私注 ２ 序の章—『竹むきが記』の周辺—」（『〔藤女

子大学〕国文学雑誌』第21号、1977年４月）

徒 然 草

穴山孝道	「花園院御日記について—徒然草研究のために—」（『〔九州大学〕

文学論輯』第７号、1960年３月）

白石大二	「花園天皇宸記と徒然草—発想の継承、時代思潮、当代語をめ

ぐって—」（『〔早稲田大学教育学部〕学術研究—国語・国文学編—』

第24号、1975年12月）

岩佐美代子「花園天皇宸記と徒然草」（『周辺』第５巻第５号、1976年12月）

岩佐美代子	「日記の真髄 13 つれづれなるままに」（同氏『宮廷文学のひそ

かな楽しみ』、文春新書202、文藝春秋、2001年10月）

久保田淳	「徒然草と時代思潮」（『国文学 解釈と鑑賞』第62巻第11号、1997年

11月）
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Ｐ．欧 文 論 文

Western Studies of Emperor Hanazono:

Bohner, Herman. “Hanazono tennô, ‘Mahnung an den Kronprinzen,’ Taishi 

wo Imashimuru no sho.” Monumenta Nipponica, 1 (1938), pp.317-349.

Goble, Andrew Edmund. “Social Change, Knowledge and History: Hanazo-

no’s Admonitions to the Crown Prince.” Harvard Journal of Asiatic Studies, 

55.1 (1995), pp.61-128.

Goble, Andrew Edmund. “Truth, Contradiction and Harmony in Medieval 

Japan: Emperor Hanazono (1297-1348) and Buddhism.” Journal of the In-

ternational Association of Buddhist Studies, 12.1 (1989), pp.21-63.

The following also have information about Hanazono and his diary:

Goble, Andrew Edmund. Kenmu: Go-Daigo’s Revolution. Cambridge, Har-

vard University Press, 1996.

Goble, Andrew Edmund. “Visions of an Emperor.” In The Origins of Japan’s 

Medieval World. pp.113-137. Ed. Jeffrey P. Mass. Stanford: Stanford Uni-

versity Press, 1997.

〔付　　記〕

本目録は、花園天皇日記研究会（花園大学国際禅学研究所主催）の参考資料と

して坂口が作成した文献一覧を土台とし、坂口・芳澤両人で増訂を加えたもの

である。出来る限り採録の範囲を広く取り、「持明院統研究文献目録」の性格

を併せ持つよう配慮した。但し遺漏少なからず、誤記もあるかと思う。また、

戦前に発刊された書籍などについては一部確認に至らなかったものもある。諸

賢の批正を賜れば幸いである。なお、本目録は花園大学国際禅学研究所のウェ

ブサイト上に公開する予定である。最後に、欧文論文をご教示くださったアン

ドリュー・ゴーブル先生、文献の収集・確認にあたってご協力いただいた米澤

隼人氏に謝意を表す。
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大本山南禅寺蔵〈高麗版〉

一切経 의 유래

神戸禅昌寺住職　近 藤 利 弘

訳：花園大学大学院　任京美（圓映）

　南禅寺（난젠지）瑞宝殿에 보관되어 있는 일체경은 원래 禅昌寺（젠쇼

우지）에 있었던 것으로 慶長19年（1614）에 徳川家康（토쿠가와이에야

스）의 명에 의해 南禅寺로 옮겨지게 되었다．

　後光厳天皇의 칙명으로 창건된 禅昌寺의 주지를 맡게 된 月菴禅師

는 중국으로 건너가 더욱 수행에 정진하고자 했다．禅昌寺에 있는 江

戸時代（에도시대）의 기록에 의하면，月菴禅師（겟간젠지）의 제자 無見

（무켄）화상이 스승을 대신하여 중국에 건너가 일체경을 모으는데 주력

하였으나 뜻을 다 이루지 못하고 그곳에서 사망하였다고 한다．사망 시

기는  1393년（明徳４年）이라고  하기도  하고，1407년（応永14年）이라

고도 전해지고 있으나，그 어느쪽도 명확하지는 않다．

　月菴禅師語録에는 無見이라는 법호를 전해주는 글이 실려있다．真乗

院의 개조인 香林宗蕑이 남아있는 無見화상의 제자들에게 禅昌寺의 塔

頭貞松庵과  전답을  맡긴다고  하는 応永32年의  문서가 禅昌寺에  남

아 있다．禅昌寺의 塔頭如意軒은 無見화상을 개조로 하고 있기 때문에，

無見화상이 月菴禅師 문하의 승려로서 禅昌寺에 머물렀다고 하는 것만

은 확실하다．

　한편，禅昌寺 旧蔵의 일체경에 거주하는 사미 慶安（케이안）이 摂津

兵庫  下圧에 있는 神撫帝釈之禅昌禅寺를 위해 경을 모았다고 하는 応

永元年（1394）의 奥書가 수십권이나 남아있다．앞의 어록에는‘慶安大

師請’이라고 쓰여 있으며，‘명월은 암자를 비추고 암자는 명월을 담

네’라는 글이 있고，奥書에 불법을 넓혀 사은（부모，중생，국왕，삼보）

에 보답하기 위하여 이 경을 모았다고 쓰여있다．이에 의하면，慶安

은 月菴선사의 제자이며，九州博多에 거주했던 사람으로 無見화상의 일

47



체경 채집을 도왔던 사람이 아닐까 하고 생각된다．이렇게 奥書가 남아

있는 경은，제46고에서부터 제88고에 이르는 元版에 한정되어 있으므

로，이것들이 가장 먼저 모아진 것으로 추측된다．

　그 후에，고려나 중국각지에서 출판된 것을 구입하여 禅昌寺의 일체

경이 갖추어지게 되었다．부족한 부분은 応永７年（1400）부터 正長２

年（1429）에 걸쳐 京都의 三条 東洞院 大隠庵，東山霊山 報恩庵，山城

国柄圧 善福寺，大阪의 天王寺 勝鬘院之客軒，河内国 交野郡戒慧山 興

禅寺，尼崎의 摂津国 尼崎海雲山 興禅寺，神戸의 熊内西牧庵 등 京阪神

一円에서 필사되어 추가되었다．

　이러한 사경들은 宗源，了円，聖智，見智，聖般，興善，興秀，妙光，

賢秀，宗慧，聖院大姉，慈慧大姉，志宣，宗成，了智，道本，了仁，真

璋，幸阿，宗弘，祟詮，善通，子伯 등 많은 이들이 단월로서，혹은 부

모님의 명복，자손의 번영을 빌기위해 비용을 보시하여 사경을 하도

록 한 것이다．특히，宗源은  50권이나 되는 사경비용을 부담하고 있다．

　月菴禅師語録  중  법명을 지어주는 글모음 가운데，宗源居士 巨川

과 宗源居士 一川에게 법명을 주는 글이 있다．한편，月菴선사의 외호

자였던 山名時凞의 법호는 大明寺　居川時凞公大禅定門이라고 되어 있

다．이것만 보더라도 山名時凞와의 관련성을 추측할 수 있다．

일체경의 이전과 金地院（콘치인）崇傳（수우덴）

　세월이 흘러 시대가 바뀐 뒤，豊臣秀吉（토요토미히데요시）가 죽고，

家頼（이에요리）와 함께 힘을 키운 徳川家康（토쿠가와이에야스）가 다

스리고 있었던 慶長18年（1613）여름，家頼（이에요리）로부터 禅昌寺

에 있는  일체경을 물려받고 싶다는  소망이  있었다．이것을 전해  들

은 金地院 崇傳（수우덴）은 이 귀중한 일체경이 南禅寺  말사에 있다

가 타 종단에 빼앗기게 되기라도 하면 곤란한 일이라며 家康（이에야

스）에게 상소하였다．그리고，승인을 얻은 뒤 오사카와 교섭하여 본사

인 南禅寺에 옮기기로 계획했던 것이다．

　해가 바뀌어 慶長19年  정월，禅昌寺의 본원인 南禅寺의 塔頭真乗院
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에 이 뜻을 전하여 허락을 받은 뒤，京都所司代 板倉勝重이 이 일에 대

해 禅昌寺의 단월대중에게 일일이 편지를 보내어 반대가 없음을 확

인하고 板宿村所管의 地頭代官에게 이 일을 보고했다．崇傳（수우덴）

은 勝重（카츠시게）에게 귀중한 일체경의 일이니 기도라고 생각하고 각

별히 배려해서 이송해 줄것을 거듭 당부했다．때마침 오사카의 겨울

전쟁이 일어나기 직전이라，崇傳은 사전에 준비를 충분히 하고도，좋

은 일 보다는 나쁜 일이 더 많다（寸善尺魔）는 말이 있듯이，사중의 일

대사라  생각하고  조심하고  또  조심하도록 江戸（에도）에서 南禅寺

로 편지를 보냈다．崇傳이 얼마나 이 일체경을 소중하게 생각했는지 엿

볼수 있다．

　정월 보름이 지나 南禅寺의 良西堂（最岳良南禅寺274世，僧録司），賽西

堂（有雅元賽），超首座（義海正超）가 일체경을 이송하기 위해 南禅寺까

지 가서 勝重（카츠시게）의 자식 板倉内膳正重昌과 板宿을 관장하던 兵

庫의 관리 片桐且元，貞隆 형제가 배를 준비，비호하여 京都의 鳥羽까

지 배편으로 옮긴 뒤，거기서 南禅寺까지는 육로를 통해 수레를 이용하

여 무사히 南禅寺에 도착하였다．片桐市正의 편지글에 의하면 배에 실

은 것이 정월  26일 이전이며，南禅寺에 도착한 것이 ２월５일경이었다．

도착 후，곧바로 江戸（에도）에 무사히 도착했다는 전갈을 보내자，崇

傳도 비로소 안심하고，家康（이에야스）에게 보고하였다．이를 보고받

은 家康（이에야스）가 매우 흡족해 하였다고 전해지고 있다．

　江戸（에도）말기 禅昌寺의 기록에 의하면，이 때 南禅寺에 일체경

을 옮긴 댓가로 眞乗院으로부터 月菴선사의 의발과 함께，南禅寺를 개

창한 亀山法皇이 모시고 있던 불사리탑이 禅昌寺에 보내졌다고 전해지

고 있다．

경의 집대성과 일체경

　経典에는 상당히 많은 종류와 내용이 있다．크게 나누어 부처님의 가

르침을 기록한 것이 経，이 가르침을 조직적으로 정리하여 체계화시

킨 것이 論，부처님의 가르침을 배우는 집단 속에서 지켜야 할 것을 정
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한 것이 律이다．그리고 이 세가지를 합해 三蔵이라고 한다．더욱이 중

국이나 일본에 전해진 후에 철학적 고찰을 더한 논이나 해설서，고승

의 전기 등을 포함한 것을 일체경이라고 말한다．특히 중국에서는 수，

당시대의 불교가 국가체제 속에서 중요한 역할을 하게 되면서，황제

의 권력에 의해 채집되고 번역되었으며，정리，분류되어 출판되게 되

었다．일본에서 이루어진 가장 완벽한 출판은 昭和９年에 완성된‘대

정신수대장경’85권일 것이다．Ａ４판，３단형，각책 １천장에 이르

는 큰 책이다．

　옛날에는 禅昌寺에 있었고，지금은 南禅寺에서 보관하고 있는 이 일

체경은，앞에서 말한 경，율，논을 모두 포함한다．현재 조사중인 관계

로 정확한 권수는 알수 없지만，대략 ６천권에 이르는 것으로 보인다．

절본（병풍처럼 접어서 제본한 것）이  10권이나  20권씩 한 상자에 보관되

어 있다．그리고 거의 대부분이 첫 페이지 오른쪽 아래에 「攝州兵庫下

圧帝釋撫山禅昌寺 常住」라고 두줄로 쓰여진 失印이 찍혀 있어，이 일

체경이 원래는 禅昌寺 소장이었음을 말해주고 있다．또 극히 일부분이

기는 하지만，「天龍寺」印，「櫛田宮」印，「香椎宮蔵経」印（日本），「普

度院」印，「永楽寺」印，「明州天寧蔵経」印，「明州宝厳蔵」印（中国）

이  경전의  처음과  끝에  날인되어 있는  경우도  있다．禅昌寺의 장경

이 되기 전에 이러한 사찰에서 산실되었던 것 중의 일부를 모아 일체경

에 포함시켰음을 알수 있다．

　중국이나  한국에서는  일체경을  판에  새기는  것이나  간행이  여러

번 이루어졌다．禅昌寺 旧蔵에 있던 南禅寺의 일체경은 한 종류의 판

본으로만 이루어진 것이 아니다．각기 여러 나라와 시대，각종 양식

의 판본을 모아 한 장을 이루고 있다는 것에 커다란 특색이 있다．그

래서 이 일체경을 살펴보는 것에 의해 중국，고려，일본의 목판 양식

의 차이를 알수 있는 것이다．또한，일체경 속에는 제작되었던 나라에

도 극히 일부밖에 남아있지 않은 귀중한 자료도 포함되어 있다．

　일체경 관계 지도에 쓰여져 있는 것처럼，이 일체경이 인쇄된 장소

는 중국의 경우，益州의 成都，福州의 東禅等覺院，開元寺，湖州의 思

渓邨，杭州의 南山普寧寺이며，고려에서는 부인사 등지에서 인쇄되었

〈一切経〉의 유래
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다．시대는  10세기 말에서부터  13세기에 이르기까지 제조되었으며，인

쇄된 것 중에는  14세기에 수집된 것도 있을 것으로 보인다．

　대장경은 처음에도 말했던 것처럼，각각 간행된 초기에는 중국 황제

가 국가체제의 유지를 기원하여 칙명에 의해 수집，번역，조조，간행

되었다．특히 南禅寺의 일체경 속에 있는「佛本行集経巻十九」는 북

송의 황제 大宗이 開宝４년（971）에，당시 제지와 인쇄 기술이 발달

해 있었던 蜀의 익주에서 새겨진 것으로 인쇄본으로써는 최초의 일체경

이다．그것은 송왕조의 위엄을 과시하고 국제간의 친선을 도모하기 위

해 한국，일본，캄보디아 등 이웃하고 있는 여러나라에 증여한 것과 같

은 목판을 이용하여 熙寧４年（1071）에 인쇄된 것이다．일본에 전래되

어 현존하는 두 권 중의 한 권이며，인쇄연대로도 가장 오래된 귀중본

이다．황벽나무 껍질로 만든 염료로 염색을 한 종이를 사용하고 있으므

로，오래도록 후세의 모범이 되고 있다．

　일체경은 촉판의 경우처럼，황제의 칙명에 의해 인쇄，간행된 것 이

외에 민간의 힘을 빌어 타지역의 권력자나 일반 대중으로부터 모은 성

금에 의해 이루어진 것이 있었다．南禅寺의 일체경 중 송판 東禅寺 等

覺院本이나 원판 普寧寺本에는 선조나 부모，자식의 공양을 위해 목

판 １권을 파는 비용을 부담하거나，１권 중에 몇장만의 비용을 부담하

였다는 것이 기록되어 있는 경우가 많다．그렇게 많은 사람들의 신앙심

이 뒷받침되어 경전의 출판사업이 계속되어 갔다는 것은 매우 흥미로

운 일이다．

　이 밖에，역사적으로도 소개되어 있는 것처럼，일본의 室町（무로마

치）시대에 사경된 것 외에 天平14年（742）河内国에서 서사된 것이나，

貞祐年間（1210年代）에 중국에서 서사된 것도 일부 포함되어 있다．

일체경을 마이크로필름으로 보존

　600여년의 역사를 가진 禅昌寺는 室町（무로마치）와 徳川（토쿠가와）

막부의 보호 아래 東播과 西攝의 교화 중심으로써 역할을 완수해 왔

다．그러한 禅昌寺에 종교，문화적，학술적으로 특히 의의가 있는 일체
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경이 일찌기 수장되어 있었다는 것은 앞에서 서술한 바와 같다．이 일

체경의  모든  것을 禅昌寺는 昭和56年（1981）부터 ５년에  걸쳐  마이

크로필름에 보존하였다．平成17年에는 한국문화관광부의 국가사업으

로써 南禅寺에만 현존하는 고려판 일체대장경을 조사하여，연구자료로

써 전산화시켰다．또，이 일체경은 다방면에 걸친 연대 및 판본으로 구

성되어 있으며，종교적，학술적으로 더욱 의의가 깊은 귀중한 재산으로

서 일본의 중요문화재로 지정되어 있다．특히，南禅寺와 南禅寺  말사

의 여러분들은 선인의 지혜를 배우고，덕을 우러러 위업을 칭찬하는 마

음을 지녀 이 소중한 문화유산을 후세에 전하길 바란다．그리고，단순

히 연구자료로써의「禅昌寺旧蔵南禅寺一切経」이 아니라，널리 일반인

들로 하여금 부처님께 귀의하는 마음을 담을수 있도록 하는 데 도움

이 되었으면 하는 바람이 간절하다．
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